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二 

曰  3  (明治 四十 S 年 K 月よ" 大正 元年 十月 五 曰まで)  二 四 七 

0  ； if  (明治 四十 S 年 E 月 以降)  二 七 一 II 
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曰  dp  (大正 四 年 三月 十九 日より 同 二十 九日まで)  二 九 〇 

^  f  (大正 四 年 一月 頃よ リ 十一月 頃まで：)  二 九 七 

B  P  (大正 四 年 十一月 九日よ" 同 十七 日まで)  三 一七 

曰 一 P 及斷山 1 (大正 四 年 十二月 頃より 大正 五 年 七月 二十 七 曰まで)  I 一二 一六 

斷  ^  0K 正 五 年初 夏 頃)  三 七 二 


0  0  —— 明治 g! 十二 年 九月 一日よ リ 十月 十七 日まで I 

九月 一 日 一 ー百ト 晴風强 し。 晩に 風 やむ。 雪と 月。 あす は 雨。 果して 晝 から 降る。 物 集御孃 さん 來る。 

*  口 を あけて 出づ。 大した 事な し、 

萩の 花。 湯に 人る。 森田來 る。 

箱 根に て 日暮る 

〇 二日 夜 汽車 中。 音烈敷 不寐。 ボイ 寢臺車 を 作る。 京都に て 起 出づ。 天 次第に 晴る。 七時大 ^ 商船 待 

合 所に 入る。 一寸 散步。 九 時 小蒸汽 にて 鐵嶺 丸に 乘り 込む。 

商船 會 社の 大河 內氏 サル— 、一に 案内、 烟草、 菓子、 及び 飮料を 給 せらる。 同社の 伊庭 氏 今 井 文 擧士の 友 

也" 堀の 內 にて 逢へ る 由。 忘れたり。 事務長 は 山形の 人 色々 談話す。 余の 書物 を 請んだ 由。 満洲 航路が 朝 

航路 程に 繁榮 すれば よいと 云 ふ。 此 航路に 用 ふる は 皆 特別の 目的 を 有する 新造船な り。 鐵嶺 丸の 姊妹 

開城 丸 同 港に あり。 美麗 也。 

天候 佳良。 

總 裁と 一 所に 行く 由 を 聞いた と 三人ながら 云 ふ。 

浪鈍。 天 鈍。 サ ル— ン から 出て 左舷に 出づ。 營ロ 丸が 烟を 吐いて 行く。 鐵嶺 丸漸々 近づく。 營ロ 丸拔か 

れ まいと 思って わが 進路 を 妨害す。 われ 同逨 力で 進む。 船と 船と 漸々 接近 遂につ き當 る。 鐵嶺 溜り 拔 ける 

時ボ ー トが でんぐり返って 再び 落ち 來る。 長い 木が 一 一本 折れる。 

- 


八 時過ボ ー ィ湯を 立て 、くれる。 船室に i つて 寐る。 眼が 醒めたら 十一 一時 過であった。 甲板に 出たら 嗜 

い 所 を 船 丈 音を立て、 通って るた。 時々 北の方で 稻妻 がさす。 其 時 向 ふ 側の 山が 瞬間に はっきり 見えた。 

左舷に 出たら 十八 日の 月が 高く か 、つて 居た。 波が 少し 光って 見えた。 マストの 上に ランタ— ン しく 

か 、つて ゐた。 

五 時 過 下等 船客の 下 甲板で 騒ぐ 音で 眼が 覺 めた。 嗜ぃ 室な ので ボイが 蠟燭 をつ けて くれた。 髭 を そる。 

船中に 二十 を 少し 超えた 英國人 あり。 ブ ルド ッグを 引 張って 甲板 を あるく。 それから 椅子に しばりつけ 

て 置く。 

七 時 過 門 司 着。 雨。 露々 として 降る。 石炭 を 積み込む。 

船長に 逢 ふ。 昨日の 營ロ 丸との 接 觸の話 をす る。 營ロ丸 は 先へ 立って 始終 人の 航路の 妨 をして ゐ た。 此 

方が 追 ひ 越さう とするとき、 すこし 舳を 開いて 吳れ、 ば譯 はなかった ので ある。 此方 は 右に も 左に も 避け 

られ ない 地位に あった。 是 から 海事 局へ 届けに 行く。 故意の 仕業と すれば 重大な 事になる 云 々o 

玄 海に 出る。 

夫婦 づれの 西洋人 签 山に 行く と 云って 去る。 クック 社の 肥った 男と、 英吉利の 副領事 (大を つれて) が 

殘 つて ゐる。 此男は 甲板で 犬 を 抱いて 寐 てるる。 夫から 米 國の宣 敎師が 夫婦 ゐる。 

鐵嶺 丸の 費用 

四十 五 萬圓。 是 より 上の 船で は 算盤が 持てぬ。 • 

1 航海 八千阒 あがらなくて は 駄目 

夕 暮對島 を 見る。 夜半 玄海 を拔 ける と 云 ふ。 


終日 默雪漂 ふ。 夜に 入って 喑し。  . 

部屋 を 代 ふ。 

九 時人 浴。 

五日 朝 左舷に 鳥 嶼を認 む。 運 轉士に 問 へ ば太郞 島と 云 ふ。 是 から 朝鮮 群島の 中 へ 人る らし。 

朝鮮 群島の 景色 は 内海と 同じな り。 島の 形 色々 なり。 叉 其數澤 山な り。 中々 盡 きす 七 時 頃より 十 時に 至 

つて まだ 盡き す。 岩山に 木の 付着した る もの  - 

運動 ¥扳 に は 稍 寒 の rar か 吹いて 善い 心 持で あるが、 しばらく する と 身 體に答 へ 過ぎる 樣 になった ので 船 

室に 入って 長椅子の 上で 寐た。 トニ 時 十五 分 前に 眼が さめる。 甲板に a? ると 船 は 鏡の 中 を 行く 樣 である。 

群島 は侬 然として 左右に 羅列して ゐる。 算 へ て 見たら 眼に 入る もの は 凡て 、.- 五十 三あった。 

sra 長に 先刻の 船 は 何時 追 ひ 越しました かと 聞いたら そら あの 艫に 見えます と 云った。 長い 島の 前 を どす 

黑く烟 を 吐いて 展望 を 濁しつ 、やってくる。 

二 時七發 島の 燈臺を 左に 見る。 是が 群島の 終りと 云 ふ。 ポンプの 練習に て 上がが たく 云 ふ。 火事 かと 

思つ て 驚ろ く。 

今日 正午の 寒暖計 七 4. 三度 

船 大海に 入る。 水平線と 雪の 界が 判然として ゐる。 黑ぃ 輪の 樣 である。 空 は 鈍く 曇って ゐる。 

夕方に なって 日出 づ 西の方が 斜めに 線 を ひきたる 如く 飴色になる。 其 上の 雲が 襞を疊 める 如く 悉く 飴 

色になる 

甲板で 船長と 談話す。 船長 曰く 是が last  voyage なり。 瀨戶內 の 水先 案內の 試驗を 受ける 積で 東洋 汽 


船を辭 したる 所、 試験な き 故 一時 此 船に のる。 十月に 試驗が ある 故 それ を受 くる 積り なりと、 

南米の 航海の 話 をす。 ス ベ ィ ン の 美人の 話 をす る。 亞米利 加が よ ひの 時 一 等運轉 手と して table に 着 

いた もの は 自分 一 人な り。 其 時歐洲 婦人が 自分の 顏を 見て すぐ 席 を 立って 黄色 人の 隣へ 坐る のはャ だと 云 

つた 事が ニ遍 ある。 日本人で も そんな 奴が あった。 こんな 平穩な 航海 は 少ない。 

晩餐の 席上で 前に 坐る 西洋 婦人し きりに 耶蘇 敎の話 をし 出す。 迷惑 千 萬な り。 

食後 事務長 拉ぴに 他の 日本 乘 船客と ト時迄 談話 夫より 入浴 

六日 朝 眼が 醒める とバ I ス から 窓の 中に ジャンクの 浮いて ゐる のが 見える。 海 はよ く 晴れて 日が 照つ 

てゐ た。 給仕 曰くもう 少し 行く  〔と〕 三 頭角が 見えます と。 

五 時 頃 大連着 " 

大きな 烟 突が 見える。 檢疫が 見える。 混雜。 佐 治 氏 周旋。 ャ マ トネ テ ルの 馬車に 乘る。 中 村の 家に 行く 

妻 君 病氣。 沼田 氏來 つて 色々 話す。 中 村歸ら す。 ャ マ ト ホテルに 行く。 入浴 中村來 る。 後で 家に 來 いと 

いふ。 行く。 國澤氏 を 呼ぶ。 一 所に 俱樂 部に 行く。 ジン コ ー ク 何とかい ふ もの を飮 む。 歸る 十一 一時。 國澤 

氏 旅舘迄 送らる。 

七日 

大連 

中央 試驗 所。 

豆 油 精製 cooking  purposeo  olive  oil ノ 九分 ノー。 動物 製と 同じく  digestible。 石驗 鹽 水に 溶解 一 


梓蠶。 精製 絲。 絹の 半分。 

l,ottery。 高 梁 酒。 


電氣 公園 

西 公園。 射撃場。 稅關。 

南満 鐵道會 社。 午餐。 

河 村 氏に 就き 满鐵 事業 質問。 今夜 舞踏 會 にて 食堂 を 装飾 中。 雨 ふる。 車 を 雇 ふて 歸る。 俣 野義郞 送り 來 

る。 腹 工合 惡く。 談話に 闲却。 ソ— ファ— の 上に 寐る。 醒 むれば 雨霽 る。 寐 室に 食事 を 取り寄せる。 浴 を 

命す。 須田綱 雄氏來 つて 晚食を 共に せんと 申出 でら る。 乍殘念 謝絕。 中 村より 電話 今^の 舞踏 會に 出席す 

る や 否や を 問 ひ 合せ 來る。 

八日 晴空。 立 花 氏 来訪。 俣 野來。 

夜 ■。 満鐵の 重役 松 木、 橋 本 を 扇 芳亭に 呼ぶ 余に も來 いとい ふ。 胃惡 し。 謝絶 C 中 村より 電話 話しに 来い 

と 云 ふ。 八 時 過 行く。 法螺 を 吹く。 十一 一時 歸る。 

此日 午前 俣 野に 連れられて 諸方 へ 見物に 行く。 

九日 晴。 民政 所より 電話 C 旅 順へ 何時 來 るかと 云 ふ。 

朝食 の 後 讀書室 に て撟本 氏と 談話 

十一 一時 散步。 一 時 午餐。 俣 野と 出づ 

七 


從事員 養成 所。 一 一組の 生徒 英語 支那 語。 製圖。 火夫、 車掌。 別に 支那 人の 電信 技手。 (卒業 日給 四十 錢. } 

バ ケ モ ノ 屋敷。 荒凉 たり。 夫より 以上の 寄宿 舍。 淸潔。 侯 野の 一 一階 comfortable 

勸 工場。 古道具屋。 町の 景色。 

扇 芳亭。 下等 料理 茶 星。  ， 

俣 野の 家に 至る。 村 井 啓太郞 氏と 三人に て會 食。 夫より 中 村 方に 至り 晩餐。 田 中 理事。 橋 本 左 五郞。 犬 

を 見る。 十 一 時歸 る。 

パス を 貰 ふ。 

十日 八 時半 旅 順に 向 ふ。 畠。 高 梁。 粟。 藉麥。 赤い 濁水の 澤。 中に 唐 玉 黍の 蘆の 如き あり。 部落 は 一 一 

三 樹木の 間に 石垣。 黉趣。 山の 景色。 墓地。 大 なる は 公 牧場。 


阼夜是 公から 始めて 大 連に 來た 時の 事 を 聞く。 殘燒家 星ば かり。 今の 化物 屋敷に 陴 取る。 則に 行く 寒さ 

田 中 君 藏 車に 乘る。 貨車 lantern 搖れて 火が 消える。 外套 を 着て すくまる。 蜜 息して 病人が 出る (炭火)。 

平野 水が 一 一三 滴し か飮 めす。 淸野 理事 シャツ を半ダ I ス 着る 


臭 水子。 夏 河 河 子。 (海水浴場) 

(停車場) 營城子 


畠に 道な し。 車の 通る を 恐れて 溝 を ほる。 或は 土 を 盛る。 其 土 を 往来から 取って くる 


茫漠たる 田 畠 どこから 耕作に くる か 分らす 

支那 人の 一 一食 十 時。 七晚。 上下の 別な し。 四 人前が  一 set。 

和氣生 財。 和氣 致祥。  我 有嘉賓 

名馳塞 北、 味 應江南  堆金積 玉 

容逢孺 子 休戀榻  發福生 財. 

門 到薜公 且進餐 


十 時 旅 順 着。 白 仁 長官 馬車 を 停車場に 迎に よこす。 渡邊 秘書と 同乘。 大和 ホテ ル着。 夫から 民攻署 に；. 

り 白 仁 氏に 面會。 佐 藤 友 熊 氏に 面會。 歸る。 小 木貞氏 大和 ネ テルに 來る。 

新 市街 は廢 墟の感 あり。 宿の 前にて 蟲 しきりに 鳴く。 港 は喑綠 にて 鏡の 如し。 古 戰揚の 山 を 望む。 

岡の 上に 半 工事の 家處々 に 立つ。 草が 立派に 切り開いた 道の pavement の 上に 立つ。 森閑たり。 

旅 順の 記念碑 を 汽車 中より 望む。 二百 何 1< の 高さな り。 此 二十 三日に 東！ i 大將來 る。 港の 入口 三百 何メ 

1 卜レ 


午餐。 佐 藤氏 同行 戰利 品品 陳列 場。 もとの 病院。 壁の 穴。 星 根の 穴 

火矢。 土 震。 Search  light。 一  人で 一 齊 射擊。 鐵條 網。 手 投彈。 魚 形 水雷。 濠 を 渡る 時の 梯子 電柱。 

高 鷄冠山 北 砲臺。 外壕 

外 岸 側 防 弯孔 

三十 七 年  サン 砲 


對溝 (九月 一 一日より 十月 一 一十 一 日)。 窖道。 反對窖 道。 十月 一 一十 七日 煬發。 十月 三十日。 外壕へ 出る 

機關 砲で 打 たれる。 齊道を 堀 一 日 四十 五サ ンチが 一 番也。 

窖內の 談話 死體の 收容。 酒の 有無。 

手投 彈を投 ける 奴が 窖 内に 死んだ 人間に 火が つく。 此 下に 下骸 あり。 


砲臺に 上る。 

二百 三 高地  二 龍 山砲臺 

椅子 山  萬 龍 出 新 萬 龍 山 西砲臺 

ナ マコ 山  北 砲臺、 萬 龍 山 東砲臺 

高畸山 

松樹山 

大 古山、 小 古山 

クロパトキン 


先づ 前山 一 帶の 高地 を專領 (八月 


夜民攻 署長 ホテルに 招待。 署の 高等官 列席、 伊藤、 松 木兩氏 出席。 十 時 頃 散會。 

十一 日晴。 八 時 一 一 百三メ ー ト ル。 river  bed、 野菊、 brick ザ ouse 所々。 日廻リ 草。 アカシア。 浣衣 


の 衣。 ァタ マの 光。 耳輪。 驢を驅 りて 地なら し。 

百 七 卜 四メ— トルの 方激 C 味方の 砲彈で やられる 其 意味。 鶉 飛ぶ。 墓。 火打石。 


妨禦 三曆。 機關砲 五六 門。 ボ D に 石油 を 包 ンデ投 ける。 油 色。 火矢の あと。 雙島灣 

第一 線の 苦痛。 糧食の 夜 送。 雨。 水の 中に しゃがむ。 唇の 色な し。 ぶる く 振 ふ。 馬が づ ぶく 這 入る- 

六月より 十一 一月 迄 外に 寐る。 人閒狀 態に あらす 犬馬 也。 血 だらけ 

白玉 山。 納骨堂。 迂曲して 登る。 


午後 海軍 港務 部に 至り 海軍 中佐 河 野 左 金 太 氏の 案 s にて 港灣 のうち を 小蒸汽 にて 乘り 廻す。 港内 港外に 

沈沒 したる 船 を 引揚中 (請負師の 不都合) 今年 セ 一 月 迄に 完結の 積り。 

廣瀨 中佐の 乘 つた 所。 防材の 標本。  ， 

引 揚方は 一 〇〇 キ 口 位な 爆 發藥に 丁 船體を .section に 切り 六ィ ンチの wire にて 結 ひ。 六 百 @のブ ィ 

ァ ン シ ー の ある 船に 水 を 入れて 重く し、 其 上 緩 潮に 乘 じて 作 事。 夫から 満潮と 啷 筒の 力に て 上に あける。 

器械 水雷の 數は 此邊に 三千 許り ある。 まだい くらで も殘 つて ゐる。 危險。 密 獄 を やる 奴が 知って ゐ るが 

敎 へな いのも ある。 

作業の 危險 時々 爆 發の機 を あやまり て^す。 又は 惡ぃ潛 水 器の 爲に 水の 壓 力に 堪えす 死ぬ 事 あり。 水 

中に て 水雷 爆 發の爲 に 死んだ 事 も あり。 

露 西 亞の戰 利 品 ブイ 錨な どが 陳 んでゐ る。 あれで 約 三十 萬圓。 摧氷船 一 一艘。 


佐 藤 友 熊の 家に 行く。 子供に 逢 ふ 明 H の 朝食の 案 S  . 

晚に田 中 理事の 招待に て 近所の 日本料理 店に すき 燒を ひに 行く。 荒涼たる 露西亞 の 半 立の 家の 中に 喑 

闇な 道路 を 行いて 草 々たる 筌地 を橫 切れば 一 軒の 西洋 軒に 火を點 じて 客を迎 ふ。 中 は 新ら しく 疊を 敷き 

あり。 酌婦が 四 人出て 來る。 

九月 十一 一日 民政長官 告別 立派なる 邸宅。 古 加 皮 酒を飮 む。 友 熊 訪問。 鶉の 御馳走。 田 中、 橋 本。 

手 を 分つ 古き 都 や 鶴 泣く 


十 一 時 一 一十 分發ー 時大 連に 着く。 田 中 理事の 宅に 來 いと 云 ふ。 行って library を 見る。 Steevens の 

folio の Shakespeare にて Sir  Robert  Peel の 署名 ある もの を 見る 其 他 edition  de luxe 多し。 一 一時 半 

頃 ホテルに 歸る C 相 生 氏の 方より 櫻木來 る。 俣 野 も 同行。 埤 頭へ 來 て演說 しろと いふ。 腹痛。 入浴。 六 時 

頃 飯 を 食 はして 貰って 出る。 事務員 養成 所へ 行って 講話 を やる。 七 時 過より 八 時 過 一時間 餘 やる。 中 村、 

田 中、 國澤、 の 諸君 傍聽。 歸 りに 中 村 方へ 行く。 田 中國澤 同席。 犬 塚 を 呼ぶ。 橋 本 後れて 至る。 十一 一時 歸 

る 0 

貴樣 おれの 通 辯に ならん か。 橋 本に 牧蓄を やる 望が あるなら やれ。 

明朝 七十 五十 分の 汽車で 立つ 所 を 明後日の 急行に のばす。 金が 不足したら 借りる 約束 をす る。 橋 本に プ 

ログ ラム を 作って 貰 ふ。 

九月 十三 日 晴。 朝 相 生 氏樓木 氏と 至る。 今夜 培 頭の hall にて 講演 を 承諾す。 橋 本 も 承諾。 其 前總裁 


から 電話が か 、 る。 今日 出立 かと 聞く。 夕 十一 一時 頃 迄 話して 來 たからい つ 立つ か 分って るる 笞だと 云った 

ら ボイが 又 復命して 奧 さんが 聞 くんだ と 云 ふ。 夕べ中村は妻君にぉれの事をasさなかったとEi^んる。 或は 

夫から 田 中と 一 所に あれから どこかへ 飮 みに 行った のか も 知れない。 

正金に て爲替 受取。 散步歸 る。 腹痛む。 立 花 政 樹と今 井 達 雄 來り晝 4 艮を食 ふ。 三時 過 中 村 是公來 る。 俣 

野義郞 至る。 是 公馬の 話 を 橋 本と する。 自分の 馬に 乘 つて 見ろ と 云 ふ。 一 一人して 馬場に 行く。 余 は 途中 か 

ら 腹が 痛くて 引き返す。 櫻 木氏演 說の迎 にくる。 馬車で 相 生 氏 方に 至る 是 公に 逢 ふ。 天草 丸が つく 迄 こ 

こに 來て 居た のな り是公 去る。 晩餐。 直ちに 講堂に 赴く。 橋 本 君先づ 辯す。 余 も 一 時間 程曉 舌る。 一 時 間 

餘。 馬車で ネ テルに 歸る。 途に是 公を訪 ふ。 不在。 

十四日 朝ネ テルの 勘定 を拂 はんとす るに 不用と 云 ふ。 是 公の 家に て 細君に 別れ。 社に 至りて 重役 課畏に 

告別 ffl 中 君と 共に 立 花 を 訪問 停車場に 至る。 express にの る。 立派 也。 十 一 時發。 

山の 裾に 乏しき 薷麥 畑が あって 鳩が 飛んで るた。 

瓦 房 店  • 

丈より 高き 高 梁 を 刈る。 水牛の 如き 豚の 如き 動物。 

牛、 河 を 渡る。 高 梁 を 五六 頭に 引かせて 行く 

草 山に 牛馬 を 飼 ふ。 仰ぎ見る と、 馬が 空に 見える。 

三時 半 過 熊 岳 城 着。 ト n に乘 つて 十八 町 高 梁の 間 を 行く。 一軒の 宿屋に 着く。 

崖 を 下る と 前が 河になる。 川 は 深さ 一 尺に 足らす、 五寸 幅の 厚板 を// \) (に 渡して 渡る。 水の 幅 は 

十 間に 足らす。 然し 河原の 廣 さは 岸より 岸へ 約 三 町餘も あるべし。 其 向 ふが 高 梁の 畠な り。 此沙の 中に 小 


星 を 立て、 地 を^った ものが^ 泉で ある。 遠く 左り に 屛風を 立てた 樣な 連山が 見える (高麗 城 子 )o 石山 

の 上に 青い 草が 齒嚼み 付いて ゐる。 角度が 非常に 急で 襞が 甚だ 鋭 どい。 從 つて 明喑の 色が 鮮やかに 直線で 

區 切られて るる。 河の 上流の 左岸に 楊柳の 村が あって 水 を 渡ろ 人が 柳の 裡に 隱れ る。 牛 を 追 ふて 牧童が 渡 

る。 犬が 渡る。 向 ふ 側に 牛が 點々 として 散在す。 

夜 橋 本と 玉 を 突く。 生れて 始めて なり。 寐る。 雨が 降り出す。 

朝湯に 人る 熱甚 し。 風呂に て鐵嶺 丸の 乘 客に 逢 ふ。 營 口よりの 歸り だと 云 ふ。 主婦 記念 帖を 出して 頻り 

に 字 を 求む。 小雨 晴れす。 松 山より 梨 畠に 行かん とすれ ど 雨具の ffl 意な かりし 故 やめ。 橋 本と 今 一 人 苗圃 

の 主人 (橋 本の 舊 生徒) と 通 1; として 出立す。 

. 鮎が 此 川上で 取れる 由。 

細雨の 河原 を濕 ほす 樣。 遠山の 濡れる 樣子、 秋の 川 を 馬の 渡る 具合。 柳の 雨 を 受けた る 所。 泰 畑- S 穗の 

色 濃く 着いた る 模樣。 

雨 漸く 晴る。 電話 か、 りて 今から 松 山に 行かぬ かと 云 ふ。 停車場 迄 行く。  ， ^來ら す。 いやにな つて 歸 

らんと す。 保線より 電話 か、 りて 松 山より 今ト 3 が 出た と 云 ふ。 しばらく してから トロ 來る。 器械 トロで 

頗る 早し。 

松 山 は 平たい 勾配の 緩き 山な り。 一 面に 芝が 生えて 所々 に 岩が 出て ゐる。 岩に は 苔が 一 面に 生えて ゐ る。 

松の 大きさ は 約 三 四十 年の もの 許り 也。 上に 關 帝廟 あり。 土塀の 門 を 這 入る と梭の 音が する。 老翁が 痲を 

織って るた。 年が 七十 だと 云 ふ。 松 山の 下に 梨 畠が ある。 木の 數はニ 千 本と いふ。 全然 林檎 也。 松 山の 上 

から 激海灣 が 見える。  . 


望 小山と 云 ふ。 裸 山が ある。 上に 塔が 刻んで ある。 トロの 早 さ。 砲臺に 蛇の るるとい ふ 話。 

韓 文の 家 を 見る。 雜の 場の 角に を 作る。 赤い 旗が ちらく 見えろ。 丸で 玩具 也。 右の 方の 門 内に 

馬が 草 を 食 ふ。 觀音 開き" 石 整 

來 がけに 停車場へ 來た 時から 腹が 痛んだ。 歸りも 苦しかった。 再び トロに 乘 つて 停車場に. 來た時 は 益 苦 

しかった。 午 飯 を まだ 食 はす。 三時 着。 大 石橋への 汽車 は 四時 二十 分 也。 是 から 輕便 トロに 乘 つて ニト分 

ばかりで 宿に 歸 つて 飯 を 食 ふと すれば 時間 足らす 已を 得す 延ばす。 夜 は 九 時頃寐 る。 

ト 六日 朝 天氣。 直ちに 風呂に 入る。 宿の 風呂 は 熱し。 次の 風呂に 入る。 混浴な りつ 滿洲の 空の： f しき 

事。 牛 群れて 河 を 渡る。 電話の 柱に 柳の 木 あり。 夫から 葉が さす。 朝貌が 一 面に 生えて ゐる。 

午後 四時 一 一十 分の 汽車で 立出營 口に 向 ふ。 昨^^十 一 時に 就いた 客が 營 口の 遮^ 舘 から 藝妓ー 一名 を 呼ぶ。 

駄辯を 弄する 事 甚だし。 客 は 満洲 鐵 道の 役員ら し。 元 治 元年 生れの 女 を やった 事な し。 書生の 時 は あるで 

せう 杯と いふ。 

羽 鵠。 野菊。 玉蜀黍 を 星 根に 干す C 星 根黃に 見える。 

支那の 田園 平均 一 人が 一 一町 を 耕す 割。 

髙梁 S 利 川。 穀は星 根。 壁。 薪。 ァ ン ぺ ラ。 笠。  . 

守備隊。 交換。 馬、 車、 其 他 悉く 持ち 還る。 

公學 堂。 鐵 道に 必要なる 智識 を授 く。 三十 一 一名。 八^,1以上十六歲以下 ■ 

右 は 蓋 平の 話 


蓋 平と 次の 停車場の 間鹽 多くして 畠 作れす。 山羊の 群 を 見ろ。 

大 石橋に て 下車 營ロ行 は 五十 分 待ち 合す。 &堂に 入る。 立派な り。 

(夕暮 の ^赤き 所に 黑く 高く 續 きたる 稱の樣 な ものが 見える。 其 上 を 人が 馳 けて 行く よく 見る と 電往の 

IS が 出て ゐる のであった。) 

夜 八 時 過營ロ 着。 淸林舘 の 馬車に て 宿に つく 1 一十 分 許 か 、 る。 夜范漠 として 廣き 道路 を 行く。 淸林舘 は 

洋式 なれ ど 内部 は 純然 たる 日本式 也。 奇麗な 室で 奇麗 な 器. 物で 甚だ 快し。 湯に 人る 支 那 人が 脊中を 流す。 

停車場に 正金銀行 支店 中 杉 原 氏 及び 甘糟 氏と 橋 本の 古へ 連れて行った 一 一人 出迎， ふ。 

4- 七日 朝 梳本杉 本 氏 等 小 寺 牧場に 行く 余 は 市街 を 見る。 主人が 馬車で 案 C をす る。 支那 町 は 臭し。 看 

板に 金.！ f にて 中には 大變高 きがあり。 千圓位 費やす. a"  Ferry  boat にて 凉； n を潢 ぎる。 濁流 際限な し e 

サ ン パ ン の 帆。 三千 噸 位の 船 は 自由に 入る。 歸 りに はサ ン パ ン に乘 る。 防 岸 工事。 葭を使 ふ。 結氷の 方 浚 

潔 來る。 大倉 組の 豆粕 會 社を訪 ふ。 營ロ、 大 連の 豆 荷 は 大した 差違な し。 倉 田 氏に 逢 ふ。 屋根に 上りて 

營ロ を； ii- る。 支那 家屋の 屋根 は 往來の 如し。 囘々 敎の 4! 寸 だと 云 ふ。 赤く 塗った 塔の 如き もの 見 ゆ。 牛 島 氏 

芝居 を：. 兄ろ と 云って 連れて行く。 未だ 開場で ない。 Stall は table 椅子。 棧敷は に】 |f 隨， 分廣 し。 舞臺 

は 前へ 突き出 場して ゐる。 登場、 下 場の 二 口 あり。 芝居の 後ろへ 牛 島 君が 出て いや 女郎屋 だと 云って 却つ 

V く る 。 ^？！！瓦 の 低 い 長星 の 如き もの 橫斷 面が 往來に 面して ゐる。 其 長屋の 兩方 の 間み」 這 入 ると 左右が 房に 

なって るる。 其 中の 一 人が まあ 御褂 けなさい と 云った。 夫から 本 當の女 郞町を 見る。 町の 入口 は竝ん でる 

る 家 は 大抵 前と 同然 也。 這 入って 左の 門 を 這 入る と。 右に 房が 三つ ある。 一 番は 幕が 低れ てゐ る。 一 一番に 


は 女が 三人 寐てゐ た。 其眞 中の 一 人 は 美く しかった。 小さい 足 を 前へ 出して 半分 倚り か ゝ つて ゐた。 其 隣 

の 室から 鉉 歌の 聲が 出る。 蜆いて 見た 時に 恐くな つた。 正面に tabic があって、 其 右に 眞黑な 大きな 顔 

の 支那 人が 一 生 懸命 を聲を 出して 拍子木の 樣な もの を 左へ 持ち 右に 艇 竹の 樣な もの を 一 本 持つ て table 

をた ゝく。  table の 前に 卜 四 五の 女が 立って 歌って るる。 盲目 だか 何 〔だ か〕 異樣の 面 をした 奴が 戀 命に 

胡弓 を 15 つて ゐた。 table の 左方に は 女が 三人 竝ん でゐ た。 其 部屋の 前の 部屋で は眞 中に 卓 を 置いて 污ぃ 

丼 を 置いて 二三 人 食って るる。 何事 か 分らす。 

先刻から 腹痛 ー 二 時半に 杉 原 氏へ 行く 約束が あるの を斷 はる。 宿へ 歸 つて 寐る。 三時 頃 杉 原 氏 橋 本と 來 

る。 約束 故 支度 をして 倶樂 部へ 行って 演話 をす る。 くらぶ 軍政 時代に 造りた る もの 比較的 立派な り。 約 一 

時間の 後 宿に 歸 りて 又寐る C 橋 本 五 時過歸 る。 すぐ 立つ。 杉 原、 天 春、 領事 代理 送らる。 淸林舘 は 甚だ 叮 

嚀 親切に て 設備の 行き届き たる 宿^。 夜 九 時 湯崗子 着。 氣分惡 く 仕方なし。 寂寞た る 原野 のうちに ー點の 

燈 光を認 む， - 是が金 湯 ホテ ル である。 

蟲 tff: 々の 間 を 行く。 着。 西洋 舘 なり。 裸 かの 床の 上 を 行く 廣 間に 椅子が ある。 loal. の 如き 茶 や 何 か を 

作る 處が ある。 夫 を 通り越す と 左右が 部屋で ある。 部 星 は 一 尺 許り 高い 其 處へ草 壞を脫 いで あがる。 余 等 

の 部 星 は 二 室より 成る。 一室に は 絨耗、 table ソファ—、 椅 ありて、 iioor と 同じ 高さな り。 一部 は  一：！ < 

許 かりの 階段 ありて 夫れ を 上る と * が 敷いて ある C 壁 は 白く 所々 汚れたり。 夜具 眞 紅の 支那 緞子 C 湯に 人 

る 提灯 をつ けて 下女が 案内 をす る： 喑ぃ中 を 一 町 程 行く と 別舘が あつ ある。 湯壺は 三つ ある。 段 を 一 一三 ：！< 

下りて 石で た、 き 上け たる もの 少し 熱し。 心 持 あしき 故 飯 を はす 葛 g| を飮 んで寐 る。 便通 大いに 心地よ 


朝。 千 山 行 を 見合せ て靜 養す。 橋 本 以下 驟馬 を醞り 行く。 馬 驚ろ いて 乘 せす。 目隱し をす る。 溥く のる，. 

KS? 包 を 賈 - 2 さ ゆた 支那 人が 二人 立って 見て ゐる。 満目 蕭々 遠い 山と 近き 岡. を 除 いて は 高 梁の 渺々 として 連 

なる のみし かも 宿の 周圜は 一 面の 平野な り。 三 頭の 馬を此 平野のう ち を 行く うちに 段 々高粱の 間に 隱れた ( 

銃 を 持った 支那 人 もまた 高 梁の 間に 隱れ た。 宿の もの 曰く 乘る ときと 下りる 時 は 屹度 目を隱 すがい、。 危 

險 だからと。 

池 あり C 湯 也。 此邊に 水な し。 池の 湯に 魚 あり。 奇妙な 所な り 0, 

ゆるい 草 山に 馬が 點々 ゐる。 靜。 室の 周圜に 蟲の聲 夥し。 

午 飯より 四時 頃 迄 室 中 閑 坐靜甚 し。 人 浴。 晩餐に 鷄の すき 燒を 命す。 夜に 入る。 下女 報じて 曰く 今 支那 

人 を 提灯 を つけて 迎に 出しました。 少時 又來り 報じ て 曰く 灯が 見 え ます。 星 後に 出て 見る と 星の 如き 光が 

喑ぃ 中に 搖れ て來 た。 八 時頃撟 本等歸 る。 

十九 日 快晴。 八 時半 起床。 入浴。 甚だ 愉快。 卜 一 時發奉 天に 向 ふ。 草 山の頂より 岩. ザクく 出 づるぁ 

り。 高粱 百 里 皆色づ く。 所々 に 矮樹 あり。 豆 畠 漸く 繁し。 

(咋 日の 話。 染 付模樣 をき た 海老茶の 袴 を はいた 履 を 穿いた 女が やって きた。 ちと 入らつ しゃい 私 だ 

けです からと 云 ふ聲が 聞え た。 窓 を あけたら 隨 野の 中 を黑ぃ 影が 見えた。 何處へ 行く にや) 

三時 奉 天 着。 满鐵 S 附屬 地に 赤 練 瓦の 構造 所々 に 見 ゆ。 立派 なれ ども 未-た 點々 の 感を免 かれす。 瀋陽銘 

の 馬車に て 行く に 電鐵の 軌道 を 通る。 道廣 けれど 塵埃 甚し。 左右 は范々 たり。 漸くに して 町に 人る。 (其 

前に ラ マ 塔 を 見る )o 藩 陽 舘迄ー 一十 分か ， る。 電話に て 佐 藤 肋骨の 都合 を 聞き 合す。 よろしと 云 ふ。 直ち 

に It く。 城門 を 人る。 大 なる ものな り。 十五 分 許に して 满鐵 公所に 着。 門 は 純然たる 日 木 式次の 門 は 純 支 


那式。 三 和 土の ゼを眞 直に 行く と 正 房、 右 は 廂房は 洋式。 左の 廂房は 支那 式 は 正 房の すぐ 左り は 純日本式 

也。 應接 問に て 暫時 滯留。 堀 三 之 助 氏に 逢 ふ。 晚 の 招待 あり。 旅 宿に 歸 りて 入浴 直ちに 再 赴。 七 時半。 

玉 突 場に て 島 竹次郞 氏に 逢 ふ。 橋 本と 島 氏と 玉 を 突く。 食堂に て 正餐の 饗應 あり。 應接 問に て 俳句 やら 俳 

人 やらの 談話 あり。 十時辭 して 歸る。 


北 1M。 蹄 (S 首、 龜 S 甲、 高さ 四 首、 五： <。 脊に 石碑 あり。 幅 六 s< 厚一 XO 隆恩 門。 ァ ー チ。 其 上三麼 C 

ァ ー チの上 ードチ 壁。 四方 共 壁 高さ 二 丈 五 c< 位。 四隅に 樓閣 あり。 正面に 殿。 左右に も 殿。 屋根の K 藥付、 茶 一 

玉子 色。 赤。 紅。 下は總 石。 正面の 石 階 左右 は 段々 中央 は 龍 刻 大官は 其 上 を 通る。 隆恩 殿。 欄干。 それに 

菊 生 ゆ。 

昭陵。 太宗文 皇帝の 陵。 満洲。 蒙古。 彫 石。 着色。 剝落  . 

石 壁の 上 幅 一 一間 半。 昭 陵の 後ろ 形。 傳 つて 步 すべ し。 長さ 百 六十 步。 

三 曆閣に 上る。 鳩の 糞。 下に 星 根 S 野菊 を 見る。 砲 彈の迹 

正門の 前の 左に 元の 儘の 場所 あり。 剝落殆 んど粉 色 を 認めが たし。 屋根に 茨 松 生す。 

昨夜 肋骨 蒙古 人の 家 をと く。 パ ノラ マの 上に 傘 を 伏せた る もの。 柳の 枝 を 編みて 上に フ ェ ルトを 蔽ひ。 

ひも を 引けば フエ ルトが 明いて 烟が 出る。 五德の 長い もの、 なかに 馬糞 をつ めて 焚く。 蒙古 人の 馬 を 御す 

る 事。 アブ ミの 上に 立って 馬 を 走らす。 車 を驅る 方法。 馬 を 換える 方法。 

氏の 農事 試驗 場の 話。 土地 乾き、 有機物 少なく。 春風 吹きす さみて 駄目。 


午後 二 時より 宮殿 拜觀" 寶物拜 観。 眞珠で 龍の 鱗 をつ  >り たる 衣服。 ダイヤ モ ンドの 束の 刀。 玉の 束. に 

珊瑚の 珠 のぶら 下がりた る 刀。 眞珠 入りの 甲。 金の 玉敏。 車の ついた 花瓶 等。 

次に 芝居 を 看る。 左右の 入口に 入相 出將 とかいて 中央に 錦 镧の幕 を 張る。 六 七 人 卓 を 園む。 外國人 日本 

人の 婦人 等。 琵琶 を ひき 歌 をうた ふ。 

二十 一日 咋夜和 田 維四 郞 一 行 七 八 人着隨 分な 話で 持ち切る。 騒 接。 朝 五 時 眠い 所 を 起さる。 六 時撫順 

に 向け 出發。 九 時 一 一十 分 着。 家屋 所々 に 建設 中。 芝居。 病院。 舉校。 其 他^く 鍊瓦 にて a つ 立派なる 建築 

也 0 

大山 坑七百 六十 尺。 九 百 尺 徑ー 一十  一 《<)  cas-workso 發電所 2200  <.  一  一。  water-worksQ タンク。 

缠瓦 製造。 一 咋年 四月より。 一 年 は 殆んど 建築。 

鍊瓦 S 構造 殆んど variety あり て3^:風.雅也。 太 田 技師の 設計に か、 る。 

石炭 は 夏は營 口。 冬 は大連 然し 冬 は 大連も 豆が 大事 也。 故に 港の 必用 を感 す。 多くの 石炭 貯藏 する の は 

大變 也。 

五 時の 汽車で 八 時 頃 奉 天 着。 支那 人の <艮 堂に て 夕食。 露 西亞人 多し。 博堵を やって ゐる奴 あり。 寢臺車 

に 入る。 足りる とか 足りぬ とかに て 大騒ぎな り。 ボイが まぐれ 當 りに 下 列の 向き合つ たの を 二つ 見出して 

くれる。 力 ー テン を 立て切る と 暑い。 

寐 てるる と、 四時です と 云って 起しに くる。 顏を洗 ふ。 汽車と まる。 向 ふ 側に 露 西亞の 列車が 待って る 


る。 又 部屋が あると かないと かで 大混雜 なり。 長 春の 驛 長が 部屋 を 取って 置いて くれる (和 田 維四郎 一 行 

と 余 等の 爲に三 室つ き。 一 等 は 一 H 二人 宛 別々 なり)。 驛長 切符 を 買って くれる。 停車場 兩換屋 曰く 

やお 西 亞 の 奴 は 用心せ ぬと 危險 だ。 針金で 首 をし めて 連れて行く。 此年 S 四月 兩換 をし まって 歸る時 七 八 人 

に やられて 斬られた。 

プラット フォ— ムに て英 人が 部屋が な い と て 怒鳴 つてる る。 That  is  all  righto  Hhis  is  abominable 

何とか 云 ふて るる。 

生憎 の 北京 か ら の連铬 日に て 乘 客雜沓 せり。 

長 春 左程 寒から す。 二十 一 一日 也" . 

九 畔ニ卜 分 停留 S 停車場に つく。 稍 寒の 感 あり。 飮食 店に 人れば 旅客 爭 つて 物 を 食 ふ。 ソッブ を 皿に： yi 

いで 自分で 食って ゐる奴 あ. 00  .  . 

十 時 過 松 花 江 口 を 通る。 大砲 を備 ふ。 渡 江 沿岸 沮. 湖の 地、 風光 好。 

露 助の 油 揚のパ ンを食 ふ。 中に 米の 入りた る ものと、 肉の 入りた る ものと、 力べ ッの 入りた る ものと S 

三種 あり。 

汽車 中より ハ ルビ ンを 望む。 洋屋歷 々として 規模 宏壯に 見 ゆ。 停車場に つく. - 夏 秋 氏。 長 春の 藤 井 氏 _s 

幹旋 にて 東洋 舘 につく。 つまらぬ 宿 也。 夏 秋氏來 りて 紹介 を受 く。 馬車に て 市中み 化物 せんとす るに 夏 秋 

氏 序に 案内 せんと 云 ふ。 市街 を 通りて 大きな 店に 人る 一 一階に て 外套 を 買 ふ。 一 一 トー 一圓な り。 腕の 長さ を 詰 

め IT;: を 少し 直す。 一 時間の 後 旅 宿へ 届ける 約束す。 夫から 公園に 行く。 奧に 芝居 を やり、 舞踏 を やり。 酒 

を^む 場所 あり。 いづれ も 粗末な ものな り。 夫から 松 花 江の 石橋 を 見る。 日露 戰爭の 時 之 を破壞 せんとし 

て 成ら ざり しものと いふ。 長い 橋 也。 夫から 支那 人の 市街 を 見る。 日本人の 飮食 〔店〕 あり。 


露 助が 赤い 衣服 を 着て 御考 になる。 馬 は 必すニ 頭。 

新 市街 は 大分 立派な 家が ほっくす。 歸 ると 外套が 着。 自分の 裏に はス ペリオ ー ティ S1 メ ー ドと ある 0 

橋 本に は 千 八 百 六十 七 年 十月と ある。 大笑 ひ  ， 

和 談の末 翌朝 立つ 事に 决す。 

二 卜 三日 刺に 行かん とて 厨に 出 づ冷氣 也- - 朝 S 内 新 市街 を 見ん とて 馬車に 乘る。 日 满商會 にて 夏 秋 氏 

に 禮を云 ふ。 東 淸鐵道 本社 及び 附屬 商業 舉校 及び 參謀 本部、 日本領 事舘 (持主 は 戰爭の 時 通譯で 儲けて 露 

西亞人 三人、 支那 人 一 一人の 妾 を 置く とい ふ)。 露西亞 士官の 住宅。 遙 かに 舊ハ ルビ ンを 望む。 停車場 着。 

九 時發。 今夜" ハ時長 春着 _s 苦。 

(露 助の 子供 學 校へ 行く。) 

満洲の 黄土。 中央 亞細亞 より 風が 吹き 來る。 深き 處は八 百 X。 涼 M: の 水 …… 瀚. 悔灣は 五 萬 年の 後埋 る。 

香に 句へ うに 壩る 山の 梅の 花。 五平 太 300 年 以前。 


逸見 S 博奕 取締り。 


薄暮 長 春着。 和 田 氏の 御 一 行 は 大和 ネテ ル。 ホテ ル 手狭の 由に つき 三義旅 節に 行く。 道に 同行者 を 

見失 ふ。 支那 車夫 無喑に 走る。 ある 橋の 處へ 行って 車 を 停めて 何 か 云 ふ。 何にも 分らす。 車 を 引き返して 

來る。 日本人に 逢 ふ。 旅舘の 在所 を 確め て 行く に 宿の もの、 尋ねて 來 るに 逢 ふ。 

宿屋の 案 內で潢 町 の 湯 星へ 行く。 大坂 式な り。 日本人が 這 入って るる。 內 地へ 歸 つた 心 持 也。 按摩が 笛 


を 吹いて 通る。  r. 

S  i おじ 蓬の 展覽會 を 開いて るる。 ある 畫ェが 旅 嫁ぎに 來 きものら し。 御 かみさんが 來て 芝居 力あります 

から 行って 御覽 なさい ません かとい ふ。 長 春の 景氣 がわ かります とい ふ。 

一 一十 四ョ 快 心の 天氣。 朝湯に 入る。 大重氏 至る。 藤 井 氏 至る。 兩 氏の 案 e にて 博 突 場 を 見る。 十一 一三 

ケ所 あり。 大きな 家の なかに 幾 ケ所も ある 奴が 一 ケ所 ある。 八靈 しき 事 限りなし。 步 して 北門より 城內に 

人る。 隨分 大きな 家 あり。 道普請に て 汚な き 事 夥し。 墓地 を發 堀して 餘 所に 移しつ ゝ あり。 大きな 棺を七 

八 人で 荷って 行く。 

芝居小屋 一 一 萬 五 千圓。 道具 立 三千 圓。 華實 病院。 (逸見の 仕事 ) 

電, 満鐵 より 都督 府に讓 る。 

電氣は 满鐡營 業。 (來年 一 一 一月 頃) 小學校 (満鐵 事業)。 病院 も 都督 部に 譲り渡す。 

. 宿の 神さん が 何 〔か〕 かいて くれと 云 ふ。 どこから 聞いた もの か。 二  W に 一 つ 宛と 云 ふ 夫婦 分れ をした 

時の 用心と いふ。 

黍 行けば 黍の 向 ふ に 入る 日 かな  - 

草盡 きて 松に 入りけ り 秋の 風 

午後 八 時 昌圖で 晩へ *{。 午前 一 時 過 奉 天 着 宿 星 迄 は 一 里程 ある。 馬車に て 支那 人の 鞭の 音 をき く。 

鞭 鳴らす 頭の 上 や 星月夜 

翌日 二十 五日 和 田 氏の 一 行先づ 在り。 未だ 安東 縣に 向って 出發 せす。 大將玄 關で髮 結屋を 呼んで 髮を刈 


つて ゐる o 

朝の 内勘定 をす る。 午 領事 舘に 至り 小 池 領事に 逢 ふ。 公所に 至り 佐 藤 君に 逢って 金 を百圓 借る。 犬塚理 

事と 其 妹に 逢 ふ。 歸舘。 犬 塚 理事。 島 技師 至る。 大& 朝日 新聞 通信員 至る。 

外出 筆と 墨 壺を買 ふ。 七圓に 三圓ー ー卜錢 也。 宿で 支那 人から 紹を買 ふ。 三 卜 一 圓をー 一 ト九圓 に 負ける。 

日本の 金で 二 トニ 一圓 位の ものな り。 

一 一 卜 六日 朝 七 時 過 安 奉 線に 向って 出發。 輕便鐵 道に て 非常の 混 雜名狀 すべから す。 大變な 窮屈な 處に 

て我惺 す。 どうす る 事 も 出来す。 しばらくして 驛夫來 りて 別に 席 を掉ら へる とい ふ。 今度 は 非常に ゆつ く 

りす a 

再び 渾河を 渡る。 其 前 沼 澤沮. 湖の 地に 薛、 蒹 茂る を 見る。 牛馬 點々 たり 

宿で 葡萄 を くれる。 サンド ヰ ツチの 午 飯つ 水 二 本。 サイ ダ 六本 

石橋 子より 道 漸く 山に 入る" 山に 樹 あり。 迂囘大 を 上る。 トン 子 ルの兩 側より 道 を 作りつ 、 あり。 山 

上に 天幕 を 張って ク I リ —蠅の 如く 休息す。 始めて 淸流を 見る。 雪山 角に あら はる。 山 角が 「寸 陰に なつ 

てるる a 

火連寨 着。 

本溪 湖。 溪流 あり。 

千 i 堡 

橋 頭に てと まる。 孟家堡 に 置いて 來た 半分の 列車 を 引きに 返る 爲也。 橋 頭に て 山 を 下る。 四面 S3 山。 

椅頭南 攻の間 山水の 景色 佳。 水の 色 藍の 如し-) 或は 洋々 として 靜 なり。 山 斧で 襞 を にへ すりた るが 如 


し，、 松 あれ ども 奇態な し。 牛馬 所々。 鷄頭 を澤山 畠に 植 ゑたり。 煮て 食 ふよし。 

八 時 過 I- 河口に 着。 日 新舘に 宿る。 湯に 人る。 普請 中に て 星 を 望むべし。 山間 S 小驛 也。 客 1.S 塞がる。 

一 ート 七日 快 暗 七 時半の 汽車に 乘る。 寐 ながら 山 を 見る。 山に 日が 當 る。 さう して 木が 光る。 ，iji の 四方 

皆 草木 ありて 不愉快なる 砂土 見えす" 鷄嗚を 聞く 

草 河口より 通 遠堡に 至る の閒。 山の 木、 形、 畠 S 具合 日本に 似たり 0 

粟 を 刈る 51- 頭 笠 や 

鷄冠 山に 來り。 休息。 午 飯。 うどん 御手 輕酒 さかな 等の 暖籐 あり 

一 一時 四ト分 鳳凰 城 着。 一 一 一等 到 車 n 爵只 切の 支那 人の 一 家族 下る。 

五 龍 背に 溫泉 あり 3 伊藤 幸 次郞氏 下る。 溫泉場 は 汽車から よく 見える。 淸楚 なり 0 

七 時半 安東 縣 につく。 月の 夜に 鴨 綠江を 見る。 狹 いと 思ったら 廣ぃ所 はニ哩 ある 由。 車を驅 りて 玄陽. Si 

に 赴く。 車上 通る 所 悉く 日本 市街な り。 是には 意外の 感 あり。 満洲 はま だ是 程に 發展 せす。 其 代" 家屋 は 

皆 日本 流な り。. 

鍋 燒餛飩 が 通る。 

堀 三 M 助 氏に 逢 ふ パスの 事に 就て 聞き合せて くれる。 

翌ー ート八 n 朝 安東 縣 派出所 主任 天 谷 操 氏來訪 昨日 迄滯 在の 處 用事に て 鎮南沛 へ 直行せ りと て 名刺 を 渡す * 

舊幾 州へ 行くな." 案 s: を するとい ふ。 午後の 汽車で 出 發平壤 にて 多少 ゆっくり する 事に する。 パ スは 上等 

の 一 一週 問 通 S, の を くれる が 汽車が 中等し かないと 云 ふ。 


車を馳 つて 鍋 紬を買 ひに 出ろ。 今日 盆 だから 休み だとい ふ。 出て 見る と 果して 大概 は 休んで るる。 東 盆 

增 遠と いふ 所で 絹紬を ニ疋賈 ふ。 十四 圓。 五圓。 外に 支那 襦子。 四 尺 三 圓 六十 錢を買 ふ。 關 帝の 廟に 上り 

て 鴨 綠江を 望み 納骨堂に 赛錢を 上け て歸 る。 満鐡 の官舍 丈歐洲 式に て 他 は 日本式。 洋 舘迄然 り。 日本人の 

建物 は 粗末に て 大抵 トタン 葺 なり。 人家 は 年々 殖える。 日 淸戰爭 のとき は 殆んど 人家な かりし 由。 

始めて 日本人の 車に 乘る。 車も淸 潔に てクッ ショ ン あり 毛の 厚い 膝掛 あり。 其 代り 馬車な し。 

十 一 時半 午 飯。 小 蒸^で 鴨 綠江を 渡る。 渡 頭の 待合 所に 小 城の 通知な りと て新義 洲の驛 長出迎 へらる。 

天 谷 氏 も 送って 舟に 乘る。 堀 氏に 渡 頭で 別る。 對岸 檢疫を 受けて 驛長 室に て 休憇。 橋 本 氏の パス 面倒に て 

渡らす 遂に 平 壤迄を 買 ふ。 余 は 小 城より あらかじめ 長官に 侬賴 したる 事と て且 新聞記者 たるの 故に 上等の 

パ スを もら ふ。 然し 列車に は 上等な し。 中等が 一 室 あり。 皮の 椅子に て comfortable ナリ。 室 中 只 一 一人- 

南 氏 は 十二時の 嵐 車に て 奉 天 方 面へ 向け 引き返す。 

一 度 朝鮮に 入れば 人 悉く 白し 

水靑 くして 平な り。 赤土と靑松の小きを：：《^0。 

なし 〔つ〕 かしき 土の 臭 や 松の 秋。 

露の 莖 赤し 

頗る 暑し。 フラ子 ルを脫 ぎた くなる。 朝鮮人の 子供が 緋の袴 を はいて 遠く を 行く、 裾 開いて 西洋 婦人の 

袴の 如し。 

豚、 山羊、 馬の むれ なくなりて。 牛の みになる。 それ も 單獨に ほっく 見 ゆ。 . 

満洲の 如く 支那 人 を 使 ふ 人な し。 朝鮮人の 使役 せらる. - もの 一 人 も 見受けす。，  > 

始めて 稻田を 見る。 安東 縣の米 は 朝鮮 米な り 純白に て 肥 後 米に 似たり。 


1^ にかれ いと 鯛 あり。 いづれ も 旨かった。 

六 時 七 分前定 州に つく。 眞 丸の 赤い 月が 山の 上に 出る 

九 が 来ても 十 時が 來て も平壤 にっかす。 やがて 十一 時 過に 漸く 着。 小 城が 書生 を 連れて 迎に來 て くれ 

る。 柳 星の 提灯 をつ けた 男が 電報で 御座いま すが、 生憎 部屋が 塞がって ゐ ますので と 云 ふ。 旅 舘は三 軒 程 

しかな くって 中 村 製鐵所 長官 やら 和 H 維四郎の 一 行 やらで い、 部 星 はない の だとい ふ。 ので 小 城 は 鐵道旅 

舘と いふのに 連れて行 くと 云 ふ。 是は旅 舘の拂 底な 爲め錄 道に 關係 ある もの 、 宿泊す る 所と して 鐵道 官舍 

構内に 設けた る ものと いふ。 廣ぃ 原の 中 を 構 內に這 入る 官舍 がー 一行 程 ある。 其 左側の はづれ が旅舘 である „ 

ボイ 一人、 朝鮮人 一 人、 至極 ノ ンキで 閑靜な ものな り。 小 城と 話して ゐる うちに 十一 一時になる。 入浴、 飯 

を濟 ましたら 十一 一時 過であった。 

咋日ぁ る驛で 車掌が 平壤 の 運 輪 課から 電話で もし 宿舍の 都合が つ かないなら 其 手数 をす ると 云つ て來た 

ので、 もし 柳 星が いけない 樣 だったら 御 願し ますと 賴んで 置いた。 

二十 九日 快晴。 旅館の 周 園 は 白菜 やら 花畑 やら 力 ポチ ややら 植 ゑて あるが まだ 新ら しいので 趣が 乏し 

い。 板 堀の 外 は范々 たる 原で 此所 は近來 人に 借す さう だが 一向 借り手がない。 其 向が 往來で 人車 鐵 道の 樣 

な ものが 通る。 

朝食のと き ボイ 曰く 此邊 では 朝鮮語 を 習 ふ譯に 行きません。 朝鮮人の 方で 日本語 を 使 ひます からと。 日 

淸戰爭 の ときと 日露 戰爭 のと き通譯 の 必要 か ら起 る 也。 

朝 九 時 過小 城の 案内に て 鐵道構 2 を 一 覽。 苗圃。 栗。 ァカ シャ。 銀杏。 落 薬 松。 等な り。 年々 の 經費ニ 

千 11 とい ふ。 是 より 所々 の 停車場に 梳 付ける 由。 


工夫の 家淸 潔に て comfortable ナリ。 局員 葉會 所。 玉 突 三臺。 日本閒床 つ き 十-^^^疊程。 別に 夜 もや 

る 所 あり。 夫の 一 端に 舞 #: を 作り 講談 をな す。 其 次に 滅 K ん- 敷き ビゃノ と オルガ ンを具 ふ。 小 城の 官 に 

行く 徐念谆 の 淇水陚 を 看る。 長さ 一 丈 幅  一 2< 五 寸餘。 字體 秀麗 名 擎 なり。 寧^の 孔子 廟 にある 木版 レ枚朱 

子の 字と 云 ふの を 貰 ふ。 謹厳 方 直の 字 也。 

事。 鷄の 丸燒。 奧。 道 子さん" 

箕子廟 を 去る  一 一 一丁の 松 山の なかで 慟哭して るた。 

三時 大同 門に 上る。 大同 江 を 望む。 1^ に 天种を 結 ひつけて 水 を 負 ふ。 

萬壽 山の 松。 乙 密臺の 眺望。 石垣に 鳶" 垣 半ば 崩る。 角樓廢 翻。 

白 脩の 人樓 上に あり。 

玄 武門。 

牡丹 臺。 筑. 十廟。 を 見て (li しきりに 飛ぶ。 松- S 中) 永 明 寺に 下る" 浮拍-^；樓に憇ふ。 樓 下より 猪に 下り 

登 船 直ちに ii を靜 く。  ^壁 を 削りて 大朱字 を 刻す。 淸流拜 とい ふの が 児え た。 

遠く 斜陽 を 受けた る 州の 向の 山が 烟る。 白帆 一 つ 光る。 

絕 壁の 下 朱 字 を 刻す る 所に H 本の 職 〔人〕 三人 喧嘩 をして ゐる。 一 人 は 半袖 S  メリ ヤスに 腹掛！ 3i 竞の男 

一 人 は 三尺に 肌 脫の體 共に 大坂 辯な り。 何時 迄 立っても 埒 あかす。 風雅なる 朝鮮人 冠 を 着けて 手 を 引いて 

:|=_ハ 下 を 通る。 實に矛 l^s 極な り。 船 を 上って 新 市街の 遊廓 を 過 ざ 綺端書 を 買 ふ。 て歸る 正 七 時な り。 

晚に人 浴。 小 城の 御孃さ んと 坊ちゃんが 遊びに くる。 钣を ft つて ゐ ると 平 壤 日報 社の 社主 白 川 正 治 氏が 

くる。 此人は 支那 や 朝鮮 通で 所々 方 々にる た 事が ある。 沖 探 川 杯の 一 類 ださう-た。 戰爭の 始まらない 前旣 

に 安東 縣 より 北 S 方 に 進んで ゐ たさ うだ。 此 人が 色 々な 額 や ら 古版 や らを 尋ね 出し て は 小 城に やる ので 小 


城が それ を あつめて ゐ るので あると いふ 事が 分った。 ， 

酒 巖の話 を 聞いた。 

晩に 電話が 鎭南 浦から か 、る。 余に やって来 いと 云 ふ。 まあ 御免 蒙りたい と 云 ふと 是非 必要が あると い 

ふ 事で ある。 小 城の 奥さんと 二三 囘 ちりん くの 交換 を やる。 結局 寐て 让 舞 ふ 

三十日 五 時 頃 小便に 起きる。 ポプラ ー の 上に 丸い 月が 出る。 又寐 る。 橋 本 は 八 時發で 立つ と 云 ふので 

起き 出した。 鎭南 浦から 又 電話が か、 る。 とう./.、 ト 一 時半 大同 江 を 通 ふ 蒸汽で 行く 事になる。 

朝 小 城に たのまれた。 春 潮と いふ 人の 畫に句 を 題す。 

負 ふ 草に 夕立 早く 逼る なり  . 

一 一時 五十 分 平壤發 0 出立 前宮崎 氏に 乞 はれて 一 貫と か 至誠と か 云 ふ 字 を かく 不敵な ものな り。 大 漠孤烟 

直 長： 1: 落日 II の 十字 も かいた。 負 ふ 草に を 小 城の 細君の 所へ 持って行って 暇 乞 をす る。 且つ 鎭南浦 へ 行 か 

なかった 御 詫 をす る。 停車場に 行く。 和 田さん の 一 行の 澤ロ 氏に 逢 ふ。 逢ったり 離れたり するな と 云って 

笑 ふ。 气 車が 着く。 犬？^ 理事が 降りて くる。 妹さん も 下りて くる。 や あと 云 ふ。 妹さんが よく f 目に 力、 

ります と 云 ふ。 肋骨が 下りて くる。 や あと 云 ふ。 手 を 出す。 もう 逢 ふまい。 と 云 ふ。 汽車へ 乘る。 驛 夫が 

中等 汽車へ 荷物 を 積み込む。 ヒ等 とつ ゾ いてし きりな きのみ か、 上等 は 一 部 星 每に區 切り たれば 特別 宰 一と 

思 ひ 中等に 濟 まし 込んで 居る。 見送りの せ：： 崎 先生 亦 泰然たる ものであった。 新聞の. S 川 君が 三隱 のうちの 

牧隱 先生の 祈願 所に ある 三十 佛の 一 だと 云って 金佛を 送らる。 しぱ らくして 今日は 中等 は 込む ねとい ふ。 

此 所が 中等 か、 それなら 向へ 移っても い、 と 云ったら 案内 S 宫崎 先生 默 つて ゐる。 何故 荷物 を此 所へ 入れ 

たの かと 聞く と、 中等 だら うと 云 ふ 事で と 云 はる。 恐れ入つ たもの 也。 黄 州で 上等に 移る。 十 St 過 龍 山 着 _ 


稻垣 だと 云って 這 人って くる。 遠 藤橫田 二君 も來 る。 コ レラ で大變 だよ と 云 ふ。 

_ 京 城 着。 車で 天津 旅舘へ 行く。 道路よ し。 純粹の 日本の 開化な り。 旅舘も 純日本式 也。 

角の 十一 ー疊 にて 心よ し 

十 一 時 故す ぐ寐 る。 

驛 より 電話 か ， る。 驛長 室で 御 休息 云々。 

萬 年 筆の 墨 切れる C  , 

龍 山の手 前で 眼が さめる と 草の 中に 灯が 點 いて ゐた。 よく 見る と 朝鮮人の 屋根であった。 

が 月 一 日 朝 鈴 木穆來 る。 菊池武 一 來る。 色々 親切に 世話 を や いて くれる。 大阪 朝日の 山 本 光三 氏 来訪 _ 

裏 9 南山に 上る。 一 時歸 る。 I 中 M 山の 松、 統監 府、 眺望 北漢 山。 歸途セ ウル ブ レスに 山縣 氏を訪 ふ" 午 

飯の 爲め歸 りたる 由に て 不在。 本 町 通り を 通りて 歸る。 山 本 氏に 別る。 古道具屋 を ひやかしたら 硬の 憤 値 

み-聞いたら 十二 圓と 云った ので やめに した。 

宿に 性が あった。 満韓を 旅行して 始めて 竹 を 見る。 

午-像 後 又 町み-散歩。 髪 を 刈る。 朝鮮人が えん やら やと 云って 道 をなら して ゐる。 あれ は 朝鮮人の 掛聲か 

と 聞いたら 左樣 です と 答へ た。 本 W 通りと 云 ふ 所 を 通る。 巡 森に 右へ 右へ と 云って 叱られた。 唐物 屋へ行 

つて 革袍と (一 一十 六圓) 香水 (六圓 五十 錢) 謄り もの 及び 襟半ダ ー スを買 ふ。 鈴 木に 電話 を かける。 曰く 

三十 分の 後 来て 飯 を 食って くれ。 山 縣五ト 雄 電話に て 今夜 行っても よい かときく から 不在と 斷 わる。 

車に 乘 つて 鈴木穆 方へ 赴く 坂 出 君に 逢 ふ。 晚餐。 橋 本より 電話い 時 二十 分で 立つ 由 申し 來る。 車に て 停 

車 場に 行く。 伊藤 幸 次 郞氏亦 釜 山に 赴く 偶然 相會 す。 - 


^木より 寫眞帖 を もら ふ。 天皇陛下に 獻 上した る もの. -由。 穆氏 明日 新築の 官舍に 引き 移る 由。 夜に て 

分明なら ざれ ど 立派なる 建築な り。 

朝家に 力 ヮ リナ キ 力と 云 ふ 電報 を かける。 午後 外より 歸れば ミナ カヮ リナ シゴ ブジカ イツ 力 へ ル との 返 

電 あり。 山 本 氏より 椋十釜 山に 着の 旨 をき く。 着 京のと き は 知らせて くれと 賴んで 別る。 

ぎ 一日 士 一時 一 一十 分の 汽車で 仁 川に 之く 稻垣、 遠 藤 一 一氏 龍 山より 同車 案内の 勞を 取る。 仁 川 は 城 

より 調へ る 日本 町 あり。 去れ ども さびれて 人通り 少なし。 大神宮より 月 尾 島と 小 月 尾 島 を 望み。 ヮ リゃッ 

クの 沈？ なせる 所 を 見る。 遠淺 にて 一 里餘も 歩して 渡るべし。 一 一人 砂上 を 行く 影す C 壯士 芝居の 一 行 車に て 

自己 を 告 して あるく。 11 つ 角に て 大聲を あける。 口上 を 述ぶ。 女人 あり。 よく 見る と 三等 列車に て來れ 

Irs  , 

る 一 圑隊 なり。 

仁 川俱樂 部の 三階に 登り 夕食。 夫から 石段 をい くつ も 上り 山の 脊に 出づ それ を 下りて 停車場に 至る。 惠 

登 章に て 下車 こ、 にて 签 山より 來る 汽車 を 待ち 合 はす。 中に 玄耳 先生 ある を 途中に 迎 へんが 爲 なり。 四十 

分ば かり 待つ。 稻 垣氏樣 子が 分るまい とて 一 所に 下りて くれる。 

車中に て玄 耳に 逢 ひ 京 城に 下る。 旅 舘に歸 り 入浴。 矢 野 義次郞 至る。 久し 振に て 葡萄酒 を飮 む。 明 RS1 

城 を案內 せんとて 歸る。 

十月 三日 晴。 七 時 起 矢 野の 來 るの を 待つ。 大將は 四 五日 休暇 を 取っても 案内 せんと 云 ふ。 九 時 十分 發„ 

唐 辛が 山に 干して ある。 松。 墓 墳佛の 頭の 如し。 誰の やら 分らす。 稻田。 

十 一 時 過 開城 着。 募攻 課の 人出 迎ふ。 關野氏 もこ  > を 見に 來て廟 に 行く つた 由。 慕 政 課の 家に 入って 憇 


慕攻 課の …… 

勘定 所。 洗 場。 蒸 場。 乾揚。 苗 場、 南 をき らふ。 

兩 斑の 孔德聖 を訪ひ h 房 を 見る。 水 鉢の 大 なる もの。 簞笥。 

満月 臺。 高麗 朝の 宮殿。 松嶽 山。 人 半月の 城壁) 天文 臺。 石柱。 ばかり。 遙 かの 岩の 上に 布を哂 らす瀑 

ある 由。 礎 は 郡 府樓と 同じ。 

ト月 四日 鐘 路の鐘 を 見る。 普信閣 (もと 興 福 寺の 境内 也) 

六 物 店。 一 一階 建 を ゆるす 

景福 宮。 大院宮 の 建物。 光 化 門。 蔦。 靜な ものな り。 陶山氏 通譯。 

勸農齋 と 云 ふ 董其昌 の 額 ある 所に 出 づ淸楚 可 喜。 後ろに 白嶽を 望む。 

午後 尙德宫 に 之く。 內閣と 名のつ く 妙な 所 を 通る。 左に折れて；. S 苑を 見る。 山 あり、 谷 あり、 松 あり。 

細き 流れ あり。 生れて より 以來 未だ 新の 如き 庭圚を 見た る 事な し。 

歸 りに 馎物舘 を 見る。 高麗 燒 が？^ 山な らんで ゐる。 札に は 皆 大凡 七 百年 前の ものと 書いて ある。 大抵 開 

城の 墳 より 堀り 出した る もの、 由。 

其 外に 畫を 陣列せ る 所 あり。 畫には 中々 面白い もの あり。 一 一棟な り。 離れて 陶器、 漆器、 石器 等 を 隊列 

せる 所 あり。 金佛 もト數 あり。 

歸 りに 菊 池武ー 君の 招待に て俱樂 部に て 會食。 久水三 郎氏亦 列席。 久水氏 は 世界 を殆 んど步 ける 人な り。 

何とか 云 ふ 所で 日本の 淫賫婦 十 名餘の 家 に l^f り - 」 歡迎を 受け た る 由 の 話ぁ り。 シ ン ガ .ネ ァ に て 千圓 の 貯蓄 


を 獎勵せ る 事。 そ れ から 日露 戰爭中 亞米利 加 の賤 しき 女 共の 寄附 金 をす る 話。 日本人ば かり を 客に す ろ s.- 

國人。 外 國人丈 を 相手に する 外國 人の 話 あり。 

ト月 五日 關 帝廟。 

阁妃墓 ^=:|川、 〇〇、 陶山、 矢 野、 道路 坦、 稻 m みのる" 楊柳 村、 村の 松、 道 白し。 忽ち. ネ ブラ ー 白 

壁。 橫を 廻る と 一 面の 芝 原。 中に 一 一の 堂。 みす。 後ろの 土饅頭の 一 一重。 御-おの 玉垣。 左右と 後ろの 5： 仏 山 一 

RO 阅藝 模範 所。 クジメ 技師。 亞米 利加葡 〔萄： r 歐洲 葡萄、 混血； ： 儿。 地から 生る 葡萄、 地から 生る 梨， 

三年 位で 百なる 由。 午蒡。 葱。 茄子の 大きさ。 鷄頭 ももら ふ。 

外で 行 厨 を 開く。 裏に 出て 漢江を 見る。 四時 過 模範 所 を 出る。 西 a 强 くして 漢江を 下る 能 はす 

陶 山さん が大院 君の 別 莊と石 坡亭へ つれて 行く とい ふ。 

夜 花 月と いふ 料理 星に 招かる。 新聞記者の 主唱に か、 る宴會 なり。 他の 四 五名 亦 來り會 す。 I 心 勢 凡て 五 

十 名 程 韓人 亦 三 名 程 あり。 山縣 五ト 雄に 逢 ふ。 隈 本繁吉 にも 逢 ふ。 絹 を 毛酕の 上に のべて 字 を 乞 ふ 騒ぎと 

なる。 是非 書か ほ.' なければ ならないならば 宿へ 届けて くれと 云 ふとい や 是非 此 所でなければ ならない さう 

でと 云 ふ 

隈本氏 傍に ありて 苦笑して 曰く 度し難い なと。 好い 加减に 御免 蒙って 山 縣を引 張って 稱へ歸 る。 久し 振 

だから 話さう と 云 ふ。 隈本、 ■ 矢 野 後れて 至る。 岡 畸遠光 亦 至る。 遠 光と 五. r 雄と 冗談 をい ふ C 矢 野の E く 

從^ 此 所で 成功した もの は 廣 造 白銅、 泥棒と 〇〇 なり。 其 例 を あぐ。 期限 をき つて 金 を 貸して 期日に 返濟 

すると 留守 を 使って 明日 抵當 をと り 上け る。 千 圓の手 附に千 圓の證 文 を 書かして 訴訟す る。 自分の 宅地 を 

無 喑に增 して 繩張を ひろくす る 0 

三 三 


余 韓人 は氣の 靡な りと いふ。 山縣贊 成。 隈 本も贊 成。 やがて 歸る。 

六日 朝。 例の 如く 陶 山さん 來る。 車で 龍 山に 之く 軍 司令長官の 官舍を 見る 大した ものに あらす。 然し 他 

と 比例 を 失して 大壯 なり。 印刷 局に 至り 製紙 室。 圖案 室。 活字 室。 寫眞室 等 を 見る。 

朝鮮人 百 名 以上 日本人 二百 名 程 を 使用す る 由。 子供のと き は 甚だ 可 なれ ども 年 をと ると (結婚 するとす 

ぐ 馬鹿になる )o 裏の 山の 巔に亭 あり。 そこで 所長と 高木 事務官と 午餐の 饗應 あり。 パン。 ジャム。 サ ー 

-. チン。 茶 ヰスキ ー なり。 漢江を 眼下に 見て 眺望 佳な り。 

引き返して 太平 町の 郵便： IS に 淺井榮 熙を訪 ふ。 先生 三等 郵便： liw 主人たり.^ 膝を容 る、 と は 正に 是 なり „ 

余と 陶 山さん と 這 人ったら あと は 何う する 事 も出來 ない。 淺 井さん 大いに 喜 こぶ。 其 顔 を 見た のが 甚だ 愉 

快であった。 

宿に 歸 ると 矢 野が 先刻から 待って るた。 三人で 石 坡亭に 行く。 景福宮 の 左の 漠を拔 けて 北漢 山の 路を上 

る。 坂に て 車を棄 つ。 路は 砂. はかり 奇麗な り。 空 は 拭 ふ 如し。 左右 は 石山に 松 あり。 北門に 出づ。 門 を 出 

で、 囘顧 すれば ァ —チの 中に 山の 嶽 と 石と 松と 空が うつる。 夫から 道 は 細くなる。 洗 劍亭に 至ろ。 河邊の 

亭 なり。 河 は 石の み。 三 地 庵に 至る。 大きな 大理石 を斷 面に して 佛像を 彫刻す。 向の 山から 岩を缺 いて 石 

を 切り出して ゐる。 又 固の 路に 引き返す。 石 坡亭に 入る。 太院 君の 別 S のよ し。 宫島の 紅葉に 水の ない 位 

な 所 也-。  ， 

^山縣 を 晩餐に 呼ぶ 俳人 牛人來 る。 短冊に 句 を I 乙 ふ。 東洋 專門學 校の 生徒 二 名來り 講話 を 依賴。 謝絕。 

七日。 例に より 快 暗。 宿に 1 一階に 余 一人。 下に 一 人と なる。 靜。 今日 別段の 日程な し。 氣樂。 


高 魔 人の 冠 を 吹く や 秋の 虱 

韓人に 白し 

秋の 山に 逢 ふや 白衣の 人に のみ 

.舉 部の 小 泉な にがしに 依賴 された る 扇子 を 三本 かく。 午から 出て 行く。 ぶらく 歩行く。 鈴 木 方に 至る _ 

歸 つて 勘定 をす る。 宿料 其 他 凡て 十 近くなる。 茶代 二十 圓と 下女に ト圓 やる。 矢 野の 家に 至る。 松 

山の 下に 一 部落 を かたちづくる。 町で 髙魔嬈 の 水 指の 樣な もの を 見る。 見やけ に 買って 行かう と 思って 聞 

いたらもう 寶れ たと 云 ふ。 いくらで 賣れ たの かと 聞いたら 四十 五圓 だとい ふ。 驚 ろくべし。 歸り 際にす ぐ 

鈴 木の 家に 至り 一 1 一治して 立つ 事に する つ 入浴。 喫飯。 

トー 一時 過 寐る。 

八日 例に より 快晴。 鈴 木と 奥さんが 鐘路で 朝鮮人の 勸 工場 を 見せて くれる。 午 飯 後.. ェ ラ ン ダに 出て 椅 

子に よる。 砂土の 上に 菊の花 壇 を 作って ゐる" 藤棚 を 作 るんだ と 云って 丸太 を燒 いて ゐる 

それから 會と いふ 會の 人來 りから 歌 を 作って くれと いふ。 

夜謠 をうた ふ。 

九日 朝 始めて 曇 野 上、 野 村、 宅へ 糟端書 を 出す。 稍 曇" 擧校參 觀を勸 めら る。 

野 上への 端 書に 

秋 暗 ゃ峯の 上なる」 つ 松 

舉部 S 隈元 繁吉 君に 電話 を かけて 擧校參 觀の事 を依賴 す。 生憎 女 學校は 休みな りと て 師範 畢校を 見に 行 


く。 日本語で 代 數を敎 へて るる。 (三年 生)、 通譯 つきで 地理 を敎 へて ゐる。 (一年生)。 漢文 を敎 へて ゐ 

る。 經の 通りな り。 習字 を敎 へて ゐる。 歐陽洵 を 支那 人の 模 したる ものな り。 字 旨し。 速成 科で は 日本 

の 讀本を 請んで ゐた。 #1 數 三百 名 なれ ど 現在 は 一 一 百 名餘。 腹痛 歸る。 

長椅子の 上に 潢 はる。 一 時半 頃穆 さんと 鈴 子さん と 一 所に 额を食 ふ。 釋尾春 荐氏來 る。 

朝鮮の 坊主。 高麗 朝の 弊害に 懲りて 李 朝の 壓迫。 上流 社 會は佛 を 信仰す る を 以て 耻辱 とす。 其 代り 巫女 

殿 。夫婦で やろ。 舞 壇に 出で、 妻 舞 ひ 夫 はやす。 平生は 市井に 住す。 

大 いなる 寺に は 五 名 乃至 三百 名の 偕 あり。 耕 織、 大工、 甘： ハ他 悉く 自家の 手に て やる。 惡漢 少し。 

百に 一 位 超然た ろ 文字 ある 傲 あり。. 維持 は 寄進の 田地 等な り。 


朝鮮人 を 苦しめ て 金 持と なりたる と 同時に 朝鮮人 か らだま された もの あり- 


晚に 入浴 始めて 雨を聽 く。 好き 心地な り。 大連を 出て 始めての 雨聲 也。 夜 主人と 十二時 頃迄談 す。 明く 

ればー 天 拭 ふが 如し。 南山の 松 霞んで ゆ。 鈴 子さん が 春の 樣 でせ うとい ふ。 

十日 主人 新聞記者 其 他 を 招待して 開城の 人 募 製造 を 一 覽せ しむる とて 出て 行く。 

坂 出さん が來 る。 話 をして ゐる うちに 正舂 さんが 轉 んで鍊 瓦で 額 を 切る。 下女が いとき り 草の 油 を 塗つ 

て繃帶 をす ろ。 坂 出さん が ドクトル 和 田に 電話 を かけて くれる。 下女が 車で つれて 出る。 電話で 大した 事 

なき 旨の 返 あり 0 

喫 债後坂 出さん と 話す。 四時 過 南山に 上る。 松 及び 〔<: 驚 ろくべく よき 所 あり。 歸 る。 鈴 子さん に 誘 はれ 


肌 高 

寒 麗 
く 百 
な 濟 
雨り 我 新 
を ま行羅 
あさく の 
ざる 方國 
む 夜 に を 
くの 秋 我 


て 荒 井 賢さん の 庭 を 見に 行く 


それから 會の爲 にから 耿三首 を 作る。 

行けば 

の 白 雪 

窓の 外に 

ほ ぷ ら あの 音 

草 繁 き 宮居の 迹を 一 人 行け ば 

礎 を 吹く 高麗の 秋風 

夜穆 さん 歸る髙 麗百濟 の 歌 を 見て 要領 を 得ない 欧だ なと いふ。 晩に 主人の 發議で 十三 日に 立つ 事に する „ 

十一 日 七 時 起颜を 洗って 裏の 山へ 登る。 5- 法 大師が あって 提灯に 米 子、 小勇， とかいて ある。 奉納の 

手拭が 樅の 小 木に つるして あった。 南山の 松が 靄に つ、 まれて 鼠のう ちに 蒼 味 を 味び てるた のが 晴れて 來 

たた 谷の 底に 小 家が あって 前は絕 壁で、 ハ ゼ 紅葉が 肩から 乾いた 茶色 を 色彩して ゐ る。 上に は 松が 縱潢に 

見える。 八時歸 る。 主人 馬に 乘 つて 出た ぎり まだ 歸ら す。 

ト 一 時より 十 軒 程 挨拶に あるく。 歸 つてから 龍 山鍊瓦 製造所の 朱 泥の 花瓶に コ ー ルタ ー で 字 を かく。 あ 

まり 墨 をつ け 過 ざた ので 五分 程したら 流れて 來て 失敗した C 是に 懲りて 殘りは 可成 かすれが すれに やつた- 

それから 會の河 合さん が禮 にくる。 晩に 師範 學 校の 增戶 校長と f& 川 山 本 兩氏來 る。 雜談。 短 册數薬 を かく- 

それから 玄 耳が 平壌で 日射病に か、 つた 話 をす る。  - 

*  三 七 


三 < 

十 時半 奥さんに 電 氣を賴 んで寐 る。 何時 迄 立っても かんく 輝いて ゐる。 起きて 消した。 

十一 一日 朝市 を 見に 行く。 あれが 明 太 魚です と 云 ふ。 刀の 樣な こちくし たもの もとに 穴 を 明けて 柳の 

枝に さしてる る。 

蛸の 蟲が 一 寸 幅の 革の 樣に ぶら下がって ゐる。 唐辛子の 細 末を賫 つて ゐる。 胡桃。 栗。 銀杏。 棗の 干し 

たの 等が ある。 肉に 蚊帳 を かけて 寶 つてる た。 

午後 主人 統監 邸に 出て 行く。 國枝 技師、 坂 出 按師來 り 語る。 神 田 書記官 亦 至る。， 短冊 を か  >  せらる。 

.i 二日 九時南^^門發。 鈴 木 夫婦、 矢 野、 菊 地、 國枝、 セ ウル 記者の 、 、。 通信 記者 宇津宮、 隈 本繁吉 

等。 なり。 車中に て 三 井の 京 城 支店長に 逢 ふ。 鈴 木の 紹介。 基督 靑年會 の大嫁 氏と 夫から 佐々 木淸 丸に 逢 

ふ" 草 梁で 矢 野 事務官 _s 案 s: を受 く。 井本 淸憲 氏亦迎 へらる。 すぐ 船に のる。 京 城より 東京 迄 通し切符 四 

十 一 圓 九十 ！^錢 也。 

十四日 六 時に ボイが 起しに 來る。 窓から 島が 見える。 もう 玄海 は盡 きたと 見える。 船が とまった ので、 

馬關 着かと 思つ たら 左 樣ぢゃ な ぃ檢 疫の爲 だと 云 ふ。 

八 時 馬闢着 朝日の 五十崎 氏出迎 へらる 發車九 半な り。 一時間 程 連れて 步 いても らふ C 春 帆樓を 遠くに 

望む。 左右に 長き 町な り。 

車中 大嫁 氏と 談す。 京都に て 落ち合 ひ 栂尾嵐 山の 紅葉 を 見やう と 約束す。 廣 島で 下りる。 直ちに 赤 精に 

荷物 を 長 沼 支店に 放り込まして 車で 出る。 車夫が 諄々 として 口説き 立てる 頗るうる さい 位 也。 


權 

饒津紳 社。 公園。 泉 邸。 此撟 が！ I： 橋で 此 河が 何 河で、 向 ふに 見える のが 水道で あすこへ 水 をた めて 上へ 

吸 ひ 上け て 何 とかす る。 これが 何とか 聯隊で 是が 軍司令部 で 云々。 

歸 りに 大手 町の 井原 君を訪 ふ。 先生 ほんやり 出て 來て夏 目 君と 云 ふ。 小 供が 病氣 でと 云 ふ。 

宿に 歸る。 宿 は 表から 見る と 支店と は 云 ひなが 〔ら〕 甚だ 汚い。 這 入る と 表 一 一階の 廣 間に 通した。 果せ 

るかな あまりよ くない。 額 丈 は 立派で ある。 二 枚 折の 金屏風 も ある。 戎 たん は 怪しい もの だ。 九 時半 迄 三 

時問餘 ある。 枕 を 借りて 寐る。 急行券の 入らない 汽車 だと 云 ふ。 では 寢臺を とってくれと 云 ふ。 下女が 下 

がって 眷 頭が 出て 來て 上等で 御座いま すかと 云 ふ。 上等で なくって 寐臺が あるかと 聞いたら、 へ え 畏りま 

したと 云って 下りて 行った。 

十五 日 咋夜九 時 三十 分廣島 發寢臺 にて 寐る。 夜 明 方神戶 着。 大阪 にて 下車 直ちに 中の 島の ネ テルに 赴 

く。 顔 を 洗 ひ 食堂に 下る。 ホテルの 寢 室の 設備 は 大和 ネ テルに 遠く 及ばす。 車を驅 りて 朝日 社を訪 ふ。 素 

川 置 手紙 をして 東京に あり。 天 囚 は鐵砲 打に 出で、 社長 は 御影の 別莊 なり。 天下， 茶屋 迄 車 を 飛ばして 遊 固 

地の 長ハ 川 如是 閑を訪 ふ。 遊園地 閑靜 にて 家々 皆淸楚 なり。 秋 光澳徹 頗る 快 意。 如是 閑 遠 藤と いふ 高等 

下宿 を 去って 近所に 家 を 構 ふ。 去って 尋ぬ もに 不在 待つ 少 らくに して 歸る。 二階で 話 をす る。 好い 心地 也 „ 

鳥居 素 川の 留守宅で 妻 君に 逢 ふ。 如是 閑濱 寺へ 行かう とい ふ。 行く。 大きな 松の 濱 があって 一 力の 支店と 

云 ふ 馬鹿に 大きな 家が ある。 そこで 飯 を 食 ふ。 マ ヅィ者 を 食 はせ る。 其 代り 色々 出して 三圓 何某と いふ 安 

い 勘定な り。 電車で 歸る。 難 波の 停車場から 車 を 飛ばして 大坂ネ テルに 入る ともう 六 時であった。 六 時 四 

十四 分の 汽車に の る。 如是 閑と 高原と 金 崎と が やつ て來 た。 


此汽 卓の 惡さ加 减と來 たら 格別の もので 普通 鐵道 馬車の 古いのに 過ぎす。 夫で 一 等の 賃銀 を 取 るんだ か 

ら 2^ れ たもの なり。 乘 つて ゐ ると 何 所 かで ぎしく 云 ふ。 金が 鳴る 樣な 音が する" 暴風雨で 戶 がが たく 

すると 同じ 聲 がする。 夫で 無喑 に動搖 して 無 嗜に遲 い。 

三條小 橋の 萬 星へ 行く。 小さな 汚ない 部屋へ 人れ る。 湯に 入る。 流し も來 す。 御茶 代 を 加減し やうと 思 

ふ。 (最中 を 三つ 盆に 入れて 出す 杯 は 滑稽 也。 しかも 夫 をす ぐ 引き込めて 让舞 ふ。) 此宿星 は 可成 人に 金 

を 使 はせ まいと 工夫して 出來 上った る 宿屋 也。 金の あるとき は 宿る ベ からざる 所 也。 

. 4- 六日 快晴.，〕 1^ 漬 昆布の 白 湯を飮 ませる。 九 時に ニ條 にて 太 塚 氏に 逄ふ。 峰. 哦に 下りて 嵐 山に 向 ふ。 

紅 築 まだ 早し。 コ レ ラの爲 にや 人に 逢 はす。 大悲閣 に 登る。 腹痛し。 空 を 望み 咎を 臨み。 木 を 觀て寐 る J 

眼 さむ C 腹の 痛 やむ C 臺の下 を 豚の 鳴く 樣な聲 がする。 保 津川を 下る 櫓の 聲 なり。 渡 月 橋で 車 を 雇 ふ。 一 

臺 一 圓。 高 雄に 行く、， - 松 山の 峠 を 超 ゆ 御料地な り" 夫から 平坦の 爪先 上り を 行く。 淸澄^ 空 氣の中 を 日光 

が 輝いて 實に 好い 心 持で ある。 山 は 凡て 靑 い" 

高 雄に 至り 高 雄 川の 橋 を 渡る。 紅葉 は殆ん ど色づ かす。 其 代" 遊 人と て は 一 人ん なし" 神 護 寺に 登る G 

閑靜町 喜。 地 藏院の 所で 突然 婆さんが 椽 から U ー那 御茶 を 飲んで 御行き やす もしと 云 ふ。 猿股 を 穿いて 齒を 

黑 くして ゐる。 寺に現はるべきものとも3^凡す。 地藏 院に憇 ふ。 表札に 小僧 都！ I： 某と あるから 益 婆さんと 

綠 のない 事が 分る。 新築の 奇麗な 座敷で 日が 暑い 程 這 入る。 床に 含 雪の 雪と 雪 照 律師の 書 を かく。 

「和尙 さん は 御 小僧 はんと 居 やはります" か」 今日は 留守な ので 番をして ゐ るの だと 云 ふ。 小 傲 は 修業で 

木 の 方で 御經を あけて るるの ださう だ。 . 

『ハっ 橋つ 豆ね ぢ。 鹽 煎餅 を 食 ふ。 橡の先 は 1M で ハ<^ "の 下に 水が 流れる。 深い 谷で ある。 向 ふは眞 蒼な 杉 や 


松ば かり 上に 秋の 筌 が 見え る。 遠い 山が 後ろの 方で 霞んで ゐる。 步 して 栂 尾に 至り 石 水院を 見せても らふ 0 

天井が 妙な 凹形の 琴の 臺を 裏返した 樣な もので： ら へて ある。 へ 出て 車で 北 野の 天 礎， ：30 迄來 る。 讼 f 耳 を 

擔ふ 人ば かりに 逢 ふ。 電車に のる。 四 條の襟 善で 半襟 帶上を 買 ふ。 ト八圓 程 とられる。 W; 〈紗 を賈は うとし 

たが 女房が 氣に食 はんので やめた。 八 時 一 一い 分の 急行に 乘 る。 土曜日な ので 上等 満員、 寢臺 一 つもな し。 

BS 津で 夜が 明ける。 少しも 寐られ す C 和 田 維四郎に 逢 ふ。 今御歸 りかと 云，、；。 國府津 で 臼 川が ぶら りと 車 

中に 這って くる。 咋夕小 田 原へ とまった から 御迎 かたん. \來 たとい ふ。 停車場で は 松 根、 鈴 木の 弟、 小宮、 

西 村 等が ゐる。 筆と 常と ゑい子が 來て 居る。 護謨 輪の 車で 家"^ 歸 る。 腹痛む。 元氣 なし。 

勁かざる 一 篁 や 秋の 村 

.WJ きして &「 車 

歸り 兒れ ば禱麥 まだ 白き 稻 みのる 


日  II 明治 四十 三年 六月 六日よ" 七月 三十 一日まで I 

六月 六日 內幸 W 腸 ma: 病院 行。 雨。 

魏 町の 花屋で みづ くしき あやめ を 桶に すいくと 入れて あった。 

六月 八日 

〇 五月の 半 頃に 植木 星 鉢に 花隱 元、 萬 代 紅 朝貌を 蒔く。 それが 芽 を 出した。 朝貌は 三寸。 花 匪 元は 拳 程な 

葉で 五寸。 萬 代 紅 は 苗の 如く 鉢の 中に 一 杯 出る。 之は莖 赤く 葉 一 一つ宛に て 一 寸 位な り。 

〇 行德の 送った バ ンテ ー ジと 札の つけて ある もの 暌く。 石竹の 如し。 眞紅。 —  I 

〇 裏の 家の オン ラン 草枳殻 垣の 隙より 見 ゆ。 小町 菊 は 先月 中旬より 暌く。  5^4€ やが もしき りに 延びる。 

子供 金 莲花を 鉢で 買 ふ 花 散る。 宽延 ぶ。 松葉 菊 まだ 鉢に あり。 

〇 植木屋 高 一 一尺の 朝鮮 矢 來を瀾 m につく り。 それに 灰と どぶ 泥と。 白水の 肥料 を やって 花隱元 をから ます。 

四つ目垣 は 裏へ 廻す。 

〇 此 間から 湯屋に 入って、 上って、 練 瓦 堺の外 を 見る と、 向 側の 古門の 肩に うつぎが 白 赤 綺麗に 見 ゆ" 杉 

垣の 上に 松蔽 ひか、 る。 是は余 S 隣家に て 余 S 家よりも 五六 尺 低し。 

〇 フラ ネルに i 故き 毛の シャツ。 肌の 心地よ し。 

六月 九日。 胃腸 病院 行。 便に 血の 反應 あり。 胃 潰 ヨウの 疑 あり。 歸 りに 日 比 谷で 高貴の 人の 馬車 を拜す 0 


皇后陛下 なりと いふ。 然し 誰 人 か 分らす。 唯脫轄 して 敬意 を 表すつ 

〇 好天 氣、」 座敷の 花活に 夏菊 を插 す。 - 黃 のなかに 赤を帶 びた る 小さき 花蔟 がりて、 びんと 勢よ く 頭 を拉べ 

たり。 書 漏の 上の 銅 瓶に は 百合 を 活ける。 色 黑を帶 びた る 赤。 菊 も 百合 も わが 心に 適 ふ。 

〇 裏の 北綠の 硝子 戶を 開ける。 角に 薔薇の 樹 あり。 まだ 花 を 着く。 此 木の 喚き 出した の はもう 二 ヶ月 位 も 

前と 思って るのに、 まだ 所々 に 赤き 蕾 あり。 夫から 夫へ と 落ちて は晚き 咬いて は 落ちる なるべし。 梧桐の 

根の 小町 菊も然 り。 

花壇に 濃き 黄の 小百合 開く。 石榴 もい つか 花 を 着けたり。 色 蕉の實 赤子の 頭 程になる。 葉 出て 青く 見え 

てより 旣 に月餘 ならん。 

濟勝 寺の 境 2： の 樫の 古木 を 遠く から 見る と、 枝 を 切 つたの か、 枯らし たの か 太いの 丈が 頂 丈に 見えて 其 

所に 萌る樣 な 色が 集って るる。 其 恰好が 芝 山 (一 一段に なった) の樣 であった。 

s。 曇 0 冷。 北綠の 籐椅子に 椅 りて 眠る。 眼覺 むる とき、 西の 空 微かに 破れて、 薄き 光り 木犀の 込ん 

だ 薬 を 透して、 余の 顔 を 射る。 


TT 月 十 一 日 不圆思 ひ 立って 上野の 白馬 會と 太平洋 晝會に 行く。 好晴。 藩 暑。 胃病で 歩く と あとが 输く 

なる ので、 外出が 恐くな つた。 

〇 上 富 坂 を 上る 右手の 廣ぃ 空地に 何とい ふ 木 か 名の 分らない のが、 若い 軟 かい 綠りを 吹いて ゐた。 其 色 は 

舐め 一し 見たい 程 美く しかった。 其 一 本の 下に 薪が 高く 積み あゆて、 括く つた 藁の 色が 見えた。 後ろに は 砲 

兵 工廠の 偉大な 烟 突から 煙が もう. くと 立ち上って ゐた。 


〇 一週間 前に 長與 病院に 行った 時 は 雨が 降って 寒かった ので 拾に 袷 羽織 を 着た。 是は 寒がりの 部で 珍ら し 

い 方で あつたが、 夫で も 其 頃はセ ルを 着て ゐる 人が 多かった。 今日は みんな 緒の 羽織に 普通の 單衣 である。 

〇 夜 甞齋に 坐って るると、 北 庭と 南 庭と 開け放った 喑ぃ 庭から 初夏の 香が 心よ く 鼻に 通って 来る。 


六月 十一 一 日 

北の 綠 側の 籐の長 椅子に 寐て庭 を 眺めて ゐる。 風 吹いて 搭桐ゃ 櫻が ばた くと 鳴る。 

蒲き 藍色の 空に 一 一た かたまり 程の 白雪が 出る。 其 輪廓が 最 した 樣に邀 くな つて 藍に 流れ込んで るる リ 秋 

の 空に 似たり。 

〇 勾 欄の すぐ 前に ある 色蕉を 臨む。 日 落ちてから が猶 快よ し。 喑 いうちに 微かに 大きな 葉の 重なる 氣 色が 

窺へ る。 


六月. H 二日 Es: 腸 病院 行。 卜 一 日の 便に は 著る しく 血の 反應 あり。 且つ 繊維の 如き もの 見える .E。 しか 

しま だ EE 潰癰 S 判斷を 下す 事 能 はす、 もう 一 返 便の 儉查 をな すと いふ。 外出 步行を 禁ぜら る.〕 議も 病症の 

きまる 迄 やめろ と い ふ。 

歸 つて 長椅子に 倚って 書見して ゐ たら 眠くな つたから 富士 太鼓 をうた つた。 夫から 晚食 後に は 花 月 を う 

たった。 是で惡 く なれば 自業 cs^ 也。 

〇 もう 浴衣 をき てゐる 人が ちら ほら 見え る。 

〇 まだ 蚊帳 を つらす。 夜氣甚 快，^ 

〇 眼 あしく 夜の 書見 困難な り。 
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朝 床の うちにて 强 雨の 聲 をき く， し 起き 出づ。 空 暗し。 フラ ネルに 蒲き 夏の 毛織の 襯衣 を 着て 其 上に 袷 羽 

織 を 重ねる。 冷氣。 一 一 一日 前より 梅雨なる 由。 


I "强 雨の 響を 聞く。 胃 腺 病院 行。 入院に 决す。 雨の 儘の 菖蒲 を 見る。 

座敷に 白百合 を 活ける。 香强し 「- 銅 瓶に 桔梗 を插す C 終日 雨 C 日暮に 晴れ か/' る。 藩シャ 

ッに フラネ ル 0 

六月 十八 日 濃 陰。 胃腸 病院に 人院。 床が 敷いて あるから 寐 る。 午 飯、 牛乳、 玉子、 刺身。 米飯 三 杯。 

夜。 牛乳、 玉子、 茶碗 蒸 但し 中味 何もな し。  — 

〇 室 南 向 明るし。 病院と いふよりも 宿屋に 來 たやうな り。 眼の 前に ひばの 先 尖りた ると 青梅の 葉 見 ゆ。 

大小便 共 捨てす。 德 利と 物に 入れて 撿查 す。 

〇 雨に 儒れ た 赤 || 瓦の 色。 獨こ 公使 舘美 なり。 裏 霞關を 下る。 大道の 中に 突兀 たる 柳 綠に濡 る C 左 石造 赤 

谏 瓦の 家" H 比 谷 圖書舘 

msj 隆、 臼 川來。 行 德來。 


六月 卜 丸 日 曇。 五 時 起。 病院の 規刖 のよ し。 洗顔 五 時半 室に 歸る。 隣の 人旣に 書を讀 む。 昨日 も 終日 

時 々 讀書 の聲 をき く。 是 は附添 の ものが 病人に 小說 を讀ん で 聞かして るる 也。 病人 は 御婆さん 也。 

伸 六 一 週 11 前に 頭 を 刈る。 镰 信の 模型の 如し。 

湯に 入る 事 を 申し出る。 看護婦 曰く。 もう 二三 日 御 5^ 合せな さるべし。 よければ 此方から さう 云 ふべ し 

と。 何故に 湯が 惡 きか 殆 んど鮮 しがた し。 苦笑して 巳む a 

冷氣。 薄 シャツ。 セ ル。 棒 中に て は 冷 風の ため 夜具 を かける。 

布 園 高さ 四五寸 (三枚 を かさぬ) シ ー トデ蔽 ふ 故 品 もの 分らす。 上掛 一枚。 ケ ンド ン なり。 是も 表裏 白 

布 一一 テ 蔽フ。 た 5, 袋に 入れて 左右から 括る ところ 見 ゆ。 

楚人 冠。 上野 氏來。 


六月 一 一十 日 五 時 前 起。 陰。 風强し C 

看護婦の 掃除す る 間 一 一階と 一 一階 下 を 見廻る。 悉く 掃除 也。 ？ 8。 歸る。 自分の 室 も 掃除 中。 あとから 外 

の 看護婦が 拭に 來る。 六 時に 出って 日 雪を洩 る。 

神 崎 氏來。 

午 池邊 三. E 來。 午後 草平蓊 村來。 妻來。  • 

六月 一 ート 一 日。 曉起 (四時 過. )o 眼に 映る もの 悉く 雨に 儒れ たり。 鳩 軒に 鳴く。 風 北より 吹く。 

深 陰 雨な らんと す。 居室 冷なら す。 


〇 今朝 硝酸銀の 薬 を 呑む。 粘液 を 洗 ふためな らん。 

〇 病院の 食事 は。 ニー 度々々 半熟 ま 子 一個。 牛乳 一 合な り。 朝 は是は 麵飽ー 一切れ。 バター 一片。 ひる は 刺身。 

晚は 玉子 豆腐 又は 魚の 煮た もの も、 又は 玉子 燒等 なり。 

〇 室より 望めば 電線 筌 端に 鎬を 描く。 余の 着た る 浴衣の 如し。 南の 方に 細くて 高い 烟突 あり。 湯屋ら し。 

お 後ろに こん もりした 丸き 森 あり。 其 左 少し 低き 處 から 一 本の 高い 松ら しきもの 聲ゅ。 距離 惜 ならす 少く 

とも 十 町 は あるべし。 近頃の 梅雨 の 天氣 にて は 蒼 い 上 に 常 に 白き も の を 被 つ て 判然せ す。 

〇 朝 松 山忠氏 來訪。 行 德園扇 を 持って くる。 小宮來 る。 午 迄で 歸る。 

桐 生悠々 來。 中村是 公來。 

〇 醫員 後藤 氏來。 わざく 長與 院長 S 傳言 を述 ぶ。 院長 病氣 にて 而會の 機な きを 憾 むとの 事。 院長 は 余の 

著述 を讀む 由。 謝して よろしくと いふ。 

OH 暮 兄來。 


六月 二. H 一日 

〇 昨夜 半夜 看護婦 一 一人 夢の 間に 來 りて 蚊が 出た から 蚊帳 を 釣って 上け ませう とい ふ。 唯々 として 應す。 あ 

と は 知らす。 

〇 五 咭覺。 上 新。 便な し。 陰。 蒸 暑し。 前の 電燈會 社の 物置 場より 毎朝 七 時 頃から 人夫が 色々 の もの を 引 

き 出す 騷ぎ 罵る。 八 時に 至って 巳む。 

〇 十 一 時半 弓 削 田來。 午より うとくと 寐る。 

〇 一 一 at 過 妻來。  ， 


〇 つ V いて 畔柳來 o 

〇 大便 不通 灌腸 

五 時 起。 大便 又な し。 天氣 暖々。 しかも 雨に ならす。 

〇 八 時半 便通 少々。 

〇 朝の パンと 午の 刺身に 窮す。 

〇 小宮 豐隆。 黑田朋 信。 森 田 草 平來。 

〇 人 浴 を 許さる。 三助 絲 瓜の 干した ので 脊中を ごしく 擦って くれる。 

六月， 一 一十 四日 五 時 起。 便通。 晴天。 昨 1^ 隣室の 御婆さんの 所 へ 女 三 四 人來。 花 を 活けて ゐる やうな り。 

御婆さん を 先生と いふ。 御婆さん は 花の 師匠 か C 余 は 町人の 御隱居 かと 思へ り。 

〇 十 時 物 集 和 子さん 花束 を 持って 來る。 十二時 歸。 

〇 午後 春陽 堂 主人 ビスケットの 錯を 持って 來る。 受付 を どう 切り 拔け たもの やら。 

〇 妻 白百合 を携へ て 来る。 

〇 平 山氏獨 こより 歸朝來 診。 

〇 毎日 午に 刺身 を 食 ふ。 少々 厭きた 心 持な り。 


六月 一 一十 五日 


〇 五 時 十五 分 前 起。 陰。 七 時半より 晴れ か  >  る。 

〇 午 食後 東洋 城來。 御 膳 をと る (五十 錢)。 豊隆 月耠を とってくる C 

〇 行德 筆 子と あい 子 を 連れて来る。 一 一人と も 殆んど 一 語を發 せす して 去る 


ij^GE;  一  TH バ日 驟室 掃除の 音に て目覺 む。 四時 半 也。 五 時 十分： IS 位に 起床。 曇。 冷 e 例の 如し。 

〇 隣室の 钾 婆さん 今日 退院 G 由。 見舞 人 先生々々 とい ふ C 花の 師匠ら し" 

〇 咋日 目方 を はかる C 體量 四十 八キ 口 百。 少し 減じたり。 食慾 乏しき 爲 ならん と 杉 本 氏 云 ふ。 食慾の 乏し 

き は朝硝 f お 銀 を 呑む 結果なる ベ し  . 

〇 今日 一 日の 尿，， 力 全量 を檢査 する 由 咋日 看護婦 云 ふ。 

〇 咋日 東洋 城 物 集さん の 花束 を ばらにして 復活 を はかる C 無効： 今朝 は 大部分 凋落す。 

〇 燕遙 かの 空， を 飛ぶ。 階下に ゆ.！  § 花 喚く。  くちなし 白く  r おく  C 花卉の 鉢物 を拉べ たるう ちに ジ H レニ アム 

赤し。 

〇 午前 白 石 良 五郎 来 C 是は此 四月 福 岡から 出て 高等 師範の 國漢 文科に 入りた る 人 也。 文事 者 志望の 旨の 手 

紙 をよ こした 故 返事 を 出したら 來た。 是も 菓子 折 を 持って 無難に 受付 を 切り 拔 けて くる C 

〇 妻 例の 如く 來る。 山 田 茂 子、 种綺恒 子 前後して 至る 3 1: 崎の i: 孃 さんが 山 百合と 菊 S 花 を くれる C 山 田 

の奧 さんが 稗 蒔の 鉢 を くれる。 

C 森 卷吉來 C 傘 を 忘る G 

〇 隣 Gii 婆さん 退院。 一 軒 置 いて 東 G 人 其 あと へ 引き 移る。 是も輕 症の 人と 見え て 碁な ど を 打って るろ。 

相手 は 弟ら し。 


六月 一 一十 七日  ！ 

曇 例の 如し。 ：ん時 起。 今^から パ ンを燒 いて 食 ふ 事に する。 た、. -で はも ごくして 如 1^ にも 食？ U 苦し。 

〇 高 田 姊來。 笠 原 親 次來。 森 田 草 平來。 野 上臼 川來。 兄來。 

〇 晚に瀨 川さん から 三大 めしの W 緣を きく  。 

〇 あ まり 寐 てゐる もの だか ら 腹が ぶ つく 云 ふ。 

〇 今日 入浴 


六月  一 一 J '八日 

〇 五 時 起。 寐 ながら 雨聲 をき く。 

〇 今日より 硝酸銀 を廢 す。 

〇 支那 人 王 某なる もの 人院 す。 

〇 四十 一 圆ー 一 ト五錢 を」 J 院に拂 ふ 

〇 小 宮豐。 安陪 能 成。 西洋 枓现を 食 はす。 

〇 三時 中 村 蓊來。 三時 過 內丸最 一 郞來 

〇 五 時、 ^^川、 坂 本來。  ， 

〇t ま 1民 る。 忽ち 地震で 眼が 覺る。 眞 夜中の 樣な 感じな り。 地震の 長さ も 中々 也，" 漸く 靜 つたと き 電車 

の 音. か 耳に る。 恐らく トニ 時 ならん と 漸く 想像す。 


firc^ 一 一  や 九日 

〇五 時 起床。 顏洗 所で 看護婦が 昨夜 は 大した 地震です ねとい ふ。 漸く 御天氣 になり ましたと いふ。 成程 地 

震の 御薩 かも 知れない。 久 振で 快 暗。 美く しき 日が 病院 S 烟 突の 本 S 所に iw- えた。 

〇 十 一 時人 浴。 室に 歸 ると 是 公が 來 てるる。 咋日は 大臣 を 御馳走し たとい ふ。 献立 をき く。 其 時の 蔷 薇の 

花. 5- やれば よかった とい ふ。 

〇 十 時 頃 一 青年 障子み 問け て 人り 來ろ。 顔が 白 石 良 太郞と 云って 此間 来た 高等 師範の 舉生 に似て ゐる。 見 

た樣な 見ない 樣な顏 なので 躊躇す。 是は辨 天 町に 住んで ゐて、 湯屋で 余に 逢った 事の ある 少年の よし。 其 

辨天 町の 厄介に なって ゐた 男が 文學 十； で、 其 文 攀士の 先生 だと 余を敎 へたので 名前 を 知った とい ふ。 成 城 

舉 校に 行く とい ふ。 軍人になる のかと 聞けば さう でもない と 答へ る。 人院梭 四十 日になる とい ふ。 四 S 大 

を 食 ふ 由。 澤山食 つ て 營 養が よ く な れば 癒る の だと 云 ふ。 

〇 庇の さきに 葭贅を 出す。 柱 を 立て  >。 其 中央から 直角に 臺を手 ls_s 上から 長く 出して 其 上で 仕事 をす る。 


六月 三十日 曇。 五 起床。 

〇 朝 誰も 來す。 午。 小せ " 來。 西洋 科 理を食 ふ。 昨夜 河岸の 天 ぶら を 44 つて 明治座の 立 見に 行ったら もう 落 

の あとで 新橋の 演藝 舘へ來 たら 薩摩 琵琶な ので 失望して 此 病院 S 前 を 九 ITm 通った とい ふ。 

〇 二-; i せ 過 例に より 妻來。 純一 と 御 房さん 來る。 

〇森^ 丸 善より 電話 を かける C 大 塌へ禮 にやる 文. お 〔具〕 に 就 丁-なり 

〇 ニノ 宮 行雄、 太 田 善 男、 水上 齊來。 

0 森 w 來。 六圓 五十 錢の インキ 壺を兒 せる。 

WI 


〇 杉 本氏囘 診。 療治 後 血が とまつてから 一 一週間して 腹 を 蒸す のが、 胃 潰 癌の 療法な りと いふ。 其 あと は 火 

ぶ くれの 樣に 色が 變 るんだ とい ふ。 腹 だから 差 支な からう と 答へ る。 

〇 中村是 公から 楓樹の 盆栽 を 見舞に くれる。 中々 見事の ものな り  - 


七月 一 日 

〇 例に より 五 時 起。 昨夜 腹が 鳴り 通しに 鳴る。 

〇 菊の 水 を 代 ふ。 植樹の 盆栽 格好 頗るよ し。 

〇 此日晴 ならん として 未だ 判らす。 

〇 是 公より 端書來 る。 今日 北海道へ 行く。 十三 日頃 歸る。 一 所に 行かれぬ が殘 念な り。 左 五へ は 宜しく 云 

つ て や ると あり 

〇 鳥村苳 三來。 高 須賀淳 平來。 石川啄 六- 來。 

〇 今日より 药蕩で 腹 を やく。 痛い 事 夥し。 

七月 二日 四十 八 キロ 百 五十。 

〇 五 時 十五 分 前 起。 暗な らんと す。 又 暑 からん とす。 

〇 腹に 火ぶ くれが 一 一ヶ所 出來 る。 

〇 虛子來 C 松本樓 から 一 圓の 西洋 料理 を 取り寄せて 自ら 代を拂 つて 去る。 

〇 入れ 代って 東洋 城來 る。 森卷 吉來。 草 平來。 妻が えい子と 恒子を 連れて来る。 行 德も來 る。 行 德は三 四 

日. s に歸 ると いふ。 


〇 百合 枯れ/、 になって 色 落つ。 泰菊を 插し易 ふ。 

〇 腹の 火ぶ くれ を 見て 杉 本さん が か う 精 を 出し て やった ら；^ 度よ くなる だら うと 賞め た。 病院 だ か ら 火ぶ 

くれ を 捲え て 賞め られ るの だら う。 

^STm 强 雨の 聲耳を 冒す。 車軸の 譬の 通りの 降り 方な り。 五 時 起。 洗顔 後稍穩 やかになる。 洗 P 所 

に 看護婦と 鳩の 話 をす る。 鳩が 三 羽 程 居る。 何處 からか 飛んで 來 たもの だとい ふ。 さう して みんな 子. た 

とい ふ。 親 は 子 を 生む と何處 かへ 飛んで 行く とい ふ。 鳩 はさう だとい つて 承知せ す 

〇 朝 鈴 木の 弟來。 縞の 羽織に 角帶。 鼻の 療治に 大擧へ 通 ふので 商店 を 休んで ゐる .3 

〇 午後う とくする。 橫 濱の奧 村來。 春陽 堂の 岡 田復三 郞來。 栗 野の 話 をす る。 御母さんが 酒飮で どぶろ 

く 杯 を 作る 時脊 中の 子が 泣く と 乳を飮 ませる のが 面倒な ので こうじ を 嘗めさせた 由 

〇 松诚 ー來。 高 田の 養子 來。 

五 時 卜 五分 起。 冷 風 肌 を 襲 ふ。 北風ら し。 鳩^ 下に あつまりて 寂 如たり。 今日は 眞白 なのが 

一 羽ます。 是が親 か。 

〇 倉 光 空 喝來。 小宮豐 隆來。 妻來。 莉篛を かへ る 爲め附 添 看護婦 を 夏 ふ。 阼 日長 野より 出て、 紺 星 町の 會 

に 着いた ばかりと いふ。 

〇 新 小說と 西洋の 雜誌 をよ む。 

七月 五日 

五三 


〇 五畔起 例の 如き 天氣。 あまり 暑から す。 

〇 太陽 記者 中原 司 251 雄來。 太陽 S 小説の 選 をして くれと いふ。 草 平來。 石 川 啄太來 (ス モ，" クを 借りに) 

〇 病院 S 廊下 を あるく に 宅から 草履 を 買って 來た。 所が それ はつつ かけ 草履で ある。 

〇 天 略晴。 しかん 暑から す。 あっき は 腹の 上の 药藕 W みなり。 

〇 晚に 1 一宮 行 雄來。 

, 七月 六 日 

〇 五 時 五分 起。 天晴の 如く 陰の 如し。 稍 白き 空と 略靑き 空と 相 交 はる。 交 はり 方 は帶の 如し。 さう して 其 

帶と帶 S 間 は ボカ シ なり。 

〇 附 添の 看護婦に どこかと 聞いたら 小縣だ とい ふ。 ヒ 山から 三 里 ほど ある 出 中と かいふ 所の 驛に 親が 勤め 

をして ゐる 由。 生れ は 越後 ださ ラだ。 1^ を湯濱 にして 吞み 込む から、 まづ いかと 聞いたら まづ いとい ふ。 

身體. かわる いの かと 間いたら、 い、 えとい ふ。 束 京へ 出た ての爲 ならん。 

〇 病院 S 患者が よくな つて 段々 退院す るの は うれしい と？ i 川さん がい ふ。 此閒 かゆが 見えなかった から、 

どうしたと 尋ねたら 兄の 法事で 麻布へ 行った と 答へ た。 兄 は 一 一年 前に 死んで あと は 幼兒と 若い 未亡人. か あ 

る .5。 それから 自分 はこ、 へ 看護婦に 住み込んだ とい ふ。 

〇 中 野 善右衞 門。 咋 夜は來 す。 これ は 盛 岡 S 靑年。 nf 稻 田の 湯で 自分 を 見た 事 ある 由に て 突然 來る。 二度 

目 は 盛 岡で 雜貸を 商 買に する 由 を 云 ふ。 木綿 M へ 奉公に 行った 事 を 語る。 自轉 車から 落ちて 鼓膜 を 破った 

事 を 語る。 四の 大を& つて ゐる事 を 語る。 二度目 はえら くな りたい とい ふ 事 は 本能です かと 聞く。 本能 ぢ 

やない が 本能に 近い 共有 性 だら うと 答へ る。 誰でもえ らくな りたい もので せう かと 聞く。 三度 目 は 祌はぁ 


るで せう かと 聞く。 あると 思 ふかと 尋ねる と ある 樣に思 ふと 答へ る。 Will の 話 をす る。 善衞君 聖書の 百 

合の 話 をす る。 

〇 药蕩 今日は 六日 目 也。 あつ いのは 稍 我慢し やすくなる。 た-. r 皮 慮が すれて 紫色に なり。 火ぶ くれの あと 

は癩 W 如く 水 を 含んで あれ 上る。 腹 を 出して 直立す るよりも 稍と もす ると 猫脊 になる。 

〇 胃腸の 養生 法と いふ もの を 買って 夾-て もらって 讀む。 

〇 妻紹 S 袴が 出來 たといって 見せる。 手に 取れば 地の わるい ざら くした ものな り。 少し 遠くへ 持って行 

けば 矢っ張り どっしりし てるる。 〇 耕 三より 手紙 〇 「太陽」 へこと わり 

13^^ 日 搏 中に てび し よくの 音 をき く。 起きれば 風水 を 含んで 面 を 吹く。 樹の葉 屋根； 凡より 濡 

れ たもの を 誘って くるな り。 割合に 冷。 病院 生活 をして より 夫裎 あつい と 感じた 事な し。 七月 も 此位凉 し 

いもの かと 人に きくと そんな 事 はない と 云 ふ。 

梅雨 は 明けた かと 訪問の 客に きくと 皆 知らぬ とい ふ。 

〇 午 過小 宮來。 五 時 過 野 上來。 

〇 午前 十 一 時 頃 看護婦 鼻血 を 出す。 汽車に 乘 った爲 だら うと： 《 ふ。 

〇 是 公札幌 より アイ ヌ の 綺端書 をよ こす。 

〇 夜 蒸 暑し。 药翡 に疲 る。  - 

〇 昨日より 西 隣の 患者 退院。 此人は 岡 田 正 三と かいふ。 輕症 らしく。 碁な ど を 園め り。 下女 を附 添に 速れ 

て 來てゐ たり。  * 

〇 夜に 入りて 東の は づれの 人 亦 退院。 是は廿 位の 靑年 なり。 書生な らん。 


^^lii! き luf か 扉ぎ い h。  I 匿 


七月 八日 

細雨 濛々。 無風。 入院 後 大方 は 雨。 m に mi  k ホ こど ？  。  P  ^ 

〇 東の は. つれ sf の患 者が 洗顔 所に" m おつ む. 時； fLg 如く！ たり。 

-フ して sf 切って！。 然し ，お" お ^1.^  〈ソ. ：？ うの T なおい 顔 をした 女な り 。さ 

て！。！ し て黑き 細長 リ相 り "む 。る "は"""" i きに 束ねた I が 三寸ば かり 殘っ 

使った I 枝な り。 今頃 こんな" Is 具 か  一 I 人？ ま。 f は 昔し 

§p ほ" 久は 2# に 大ず⑩ M::ssn き Mr 合 はない。. 

H ぽ 艇 ^ss^p"  く  死お P すると 憐れな ものである 

一 一— 七錢は i。  I 五 丁。 圓 譯七錢  一一 T 七 f  A は 一 等 入院 料ト日 分。 冊， 錢は 付暨日 分。 

〇 妻來 


七月 九日 

が^ IP- 一  IT 前よ I 羅長歸 る。 これ は 伊勢 S 人。 七 八 fl よりこ 

力 ±5, 走て 5« 力 生えて るた 由。 タ來て 話す。  ン is-j 

〇 咋 日朝 火ぶ くれ を 切って 上から 膏藥を 張る。 


」 るる. ao 堀 を Si 人め ぬ 前 は 前 


〇 西 隣に 支那 人來。 鄭 某と いふ。 西 隣 は是で 三人 目な り。  * 

ot を 忘れて 去る。 象牙 骨の 銀紙に 百德 の晝。 

〇 早 玄關に 下りて 花 を 買 ふ。 鋸 草。 &鳞 草。 金 龍。 それ を： b 筒と 床の間に 分けて 活ける。 七 錢。 

花賽 S 荷車が 露に 儒れ ていきく 眼に 映った。 


七月 卜 日 

〇 例刻 起。 霧の 如く 雨の 如き も S 世を蔽 ふ。 電信柱の 向 ふに 見える 烟 突が 霞んで ゐる。 電信柱 か烟 突か 區 

別が つかす。 其 向 ふの 丸い 森 は 丸で 見えす。 

〇 いっか 電線 を 勘定して 見やう と 思 ふが。 晴れた 時 は 目まぐるし くって 出來 ない C 雨のと き はほん やりし 

て出來 ない。 

〇 昨夜 蘇る とき 頭 を 洗 ふ。 

〇 藤 井 節太郎 より 手紙。 此人は 自分で 香魚 を 漁った といって 小包で よこして 吳れ たのが、 箱 入だった もの 

だからす つかり 腐れて るた。 其 旨 を 通じて やったら 殘念 がって 今度 は 腐らない の を 贈りたい が 生 雨で 不 

漁で あると 云って 來た 中に 不如歸 の を 見付けた 事が 書いて ある。 11  , 

r 鹽田 宮内省 御用 掛 御陵 取調の ため 來付案 £ 致し 候 所 ゆく りなく 郭公 S 巢に行 常り. S. 候。 營其 

^の巢 を 見付け 得 ざり しもの か 石ころの 上に SH^ 形 もな く 卵 一 一個 を 生みて E- 化に 职め 居候 ひし か 

人氣に 驚ろ きて 飛び 申 候田舍 にても 時鳥の は 珍ら しく 鹽田 氏と 相談の 上 燕の 巢 にて 〔10 化 

せしめん と 歸宅後 燕の 巢を 求め 候 ひし も折惡 しく 一番 子 終りに てよ ろしき もの 無 之 仕方な さに 

捨置申 候 浮 化したら 人工的に 飼養して 見る 積 候。 雲に 啼 きて こそ 時鳥の 特色 は あれ 籠に 人れ て 


は 俗に 落ち 申 候な らん も 茶店な どに て 思 ひがけな く 鳴かして やる も 多少の 面白味 有 之べ く 歌の 

會俳 席な どの 賨物 超に 出しても 俗 中に 幾分 かの 味 有 之べ く 候 かと 存候。 

一 一匹と もうまく 行ったら 一 匹 は 差し 上 けても よろしくと 存候。 永日 小品に 小鳥に 興味 を 持た る 

る樣 見受 候に つ. き 云々 

〇 例の 髪 を 茶 煎に した 東の は づれの 女 今朝 も 洗顔 所に て 顔 を 洗 ふ。 つき 添 一 一人、 ばあさんに 中年の 年增な 

りつ いづれ も 上流 S 召使と も 見えす。 ^.等ろ田舍びたり。 當人は 例の 如くぬ うたる 顔と ぬうた る 態度に て や 

つてる る。 大きな ブリキの 藥 鐘に 湯 を わかして 顯戶 引の 金 斑に？ お を 入れさし てるる。 長い 箱 以外に 下女が 

. ^さな 茶碗 を 持って 來た。 其 中に 糊の 樣な ものが 這 人って るる。 當人は それ を 指の 先に 塗り付けて、 片方 

にに 置いた 茶碗 樣の ものに 入れて ある 妙な もの (一 寸 見たら 木の葉の 樣に 見えた) を 取り出して、 其 糊 を 

すり 付けて るる。 よく 見たら 四 五本の 金 齒を腮 の脊に 喰つつ けた ものであった。 般若の 樣な氣 がした。 

〇 是 公から 吳れた 盆栽 を 大事に 枕元に 据えて 置いた の を 昨日 見る と 黄色な 葉が 大分 出來 た。 自分 は 盆栽 を 

手がけた 事がない。 たまく 買って くると みんな 枯れて 仕舞 ふ。 驚ろ いて 水 を 吹いた。 枯れなければ い A 

•  かと 思 ふ。 みだりに 水 を やる のが 却って 枯らす 工夫で はなから うかと 思 ふ。 梅雨 はやんだ の やら、 やまな 

いの やら、 空 はい まだに 喑 い。  . 

〇 朝 東 新來。 鈴 木 三重 吉、 小宮豐 隆來。 鳥 村 一 冬 三來。 太 田 正 男來。 神崎恒 子來、 花束 を くれる。 鳥居 素 川、 

杉 村楚人 冠來。 野村傳 四來。  ， 

賑やかな 日曜 を 過す。 晚方 一軒置いて隣 りの 患者の 看護婦 隣り の 支那 人の 室へ 来て 抗議 を 申し込む。 手 

前の 方の 患者 は 老人です から、 高い 聲 をして 話 もしない 樣 にして 下さいと いふ。 此 看護婦に 特等 看護婦の 

よし。 加 藤さん とい ふ。 是 から 看護 〔婦〕 會を たて るんだ とい ふ。 


ヒ 月， I" 1 日 

例刻 起。 暴、 陰、 嗜、 新 胃腸病 學を讀 む。 枯れ か、 つた 盆栽 を 洗顔 所の 窓 S 張 出の 上に のせる。 

〇 是 公から 输端 書が くる。 是で 三度 目な り。 此 前の は 夕 張の 炭坑 附近の 懇康の 景色。 是には 左 五、 加 二 太、 

久保田 勝 美 皆々  一 ロづ、 病氣 見舞み-延べ てるる。 今日の は 登 別の 湯の 瀧 の氣 色な り 十本 許の 瀧に 五六 人 打 

たれて ゐる。 其 右の は づれは 西 加 二 太に 似て ゐる。 「今 着。 此 瀧に 打 たれた 心地 は 何とも 云へ ない 好い 心 

地， 君 も 二三 度此 所に て 打る、 とすぐ 癒り ます、 是公」 とあった。 

〇 咋日 東の 言 傳には ひな子が 熱が 出た から 醫 者に 見ても らうので、 今日は ことによると 病院へ 行かれない 

と 妻が 云った さう である。 

〇 突然 皆 川 正 禧が來 る。 一昨日 出て 來て 誰かから 余の 病 氣の事 をき いて、 大方 人院 して ゐる だら うと 思つ 

て 尋ねに 來 たの だとい ふ。 星久 杉の 謠の 見臺を 三つ、 綜 招の 葉の 圑扇を 四 五本、 薩摩燒 S 猎ロを 一 つくれ 

る 0 

〇 森 田 草 平來。 妻來。 

〇 一 一三 日 前より 新ら しい 看護婦 を 一 一名 一! 下で 見受ける。 朝 洗面所で 新ら しい 人に 逢 ふ。 金 綠の眼 鋭 を かけ 

た 男 也。 夫から さっき 手水に 行った も 頗る 脊の 高き 患者に 逢 ふ。 毎日 入院と 返院が あると 見 ゆる。 


七月 十一 一日 

例 起。 便通 少なし。 陰。 潤。 細雨 眼 を 奪いて 飛ブ -1 似 タリ。 

〇 昨日の 長身の 人 二 今朝 洗面所 デ 逢フ。 西洋人で もなから うけれ ども SE かに 合の 子な り。 

五 九 


〇黑田 朋心 來。 松 根來。 北 白 川宫の 御用 掛を かねる 事に なった とい ふ。 西洋 料理 を 食 ふ。 

〇 太 田 善 男來。 森卷 吉來。 

〇 二階の 角の 人 今日 三時 か 四時に 死ぬ。 每晚 うなれる 由。 細君 は 子供 三人 ありと いふ。 いつでも 小さい の 

を 負って ゐた。 Iff の 高い 女な り。 患者 は三ト 四と いふ。 來た 時から 大勢 看護して 入れ 替り 立ち 替り 見えた 

り。 あるとき は 鍋で 何 か 食 ふ樣、 湯治に 來て間 借 をす るに 似たり。 病人 は 久しい 閒 滋養 浣腸の 由に きけ り。 

〇 同じく 一 一階の 向 側の 楷子 段の 入口の 支那 人に 附 添の 看護婦 やり切れな いと 云って 歸る。 支那 人 はくさく 

つて 厭なん だとい ふ。 


七月 ー 三日 

曇。 例 起。 

〇 咋夜、 死亡せ る 患者の 部屋に 集 ひたる 人影 もな し。 問と して 疊 のみ 見 ゆ。 片隅に 布圑 をた、 み 重ねたり。 

〇 看護婦 云 ふ 今日は 祇園祭で すと。 長 野に も 祇園祭 あり 町々 から 屋臺を 出して 盛なる 由。 東京に 祇 圓 はな 

いと 敎 へて やる。 

〇 東 は づれの 慈姑 S 髪の 女、 突然 ゐ なくなる。 何でも 昨日 杯 は 今迄の 附 添の 外に 若い 銀杏 返しの 女が 二人 

も 泊り込ん でるた。 よく 聞けば 上野の 別莊 とかへ 來た所 まだ 空かない とかに て 不得已 病院へ 入った 所、 空 

いたと きいて 急に 引き 移った の だとい ふ。 うちの 附 添の 聞いた 事 だから 何處に 間違が あるか も 知れない。 

〇 今日 久し 振に て 蒲き 日の 光 を 見る。 從っ てあつし。 晚方稻 妻し きりに 起り 雨つ いで 至る。 

〇 九 時 頃 看護婦が 綠に 出ても う 月夜 だとい ふ。 雨 は 何時か 晴れた と 見 ゆ 

〇 妻來。 是 公來。 胃に 棚 を 釣って 物 を 載せた 樣 だと 云 ふ。 小 宮來。 


七月 十四日 

〇 例 起。 快 暗。 病院に 入って から 始めての 快晴な り。 洗面所に て 一 一軒 置いて 東 隣り の附 添の 下女 好い 御 天 

氣で 御座いま すと いふ。 

〇 萄篛の 最後の 日な り。 今日より 焦け た 所し きりに 痒し。 いかに 熱 いのも 乘 せても 痒し。 仕舞に は 手 を 出 

し て 遜き たくなる 

〇 看護婦が 膏藥を 貼り 替 へに 来て 美事に 燒 けました とい ふ。 杉 本さん が囘 診の 時 是は あと 迄 記念に なり 

ますと いふ。 此黑ぃ 色が 記念に なつ て 年来の EZ 病が 癒れば 黑く嬈 けた 皮膚 は 嬉しい 記念で ある。 

〇 花屋から 桔梗と 女郎花と くわ りんば い を 買 ふ。 くれ りんば いは 始めての 花な り。 白くて 子供の チンボ コ 

の樣な 形の 蕾 をな す。 葉 は 柿の 葉の 葉 裏の あれ 程に がさつ かぬ ものな り。 

〇楓 の 盆栽 を 物干 臺 から 取り 下して 緣に 置く。 見 違 へ る やうに 生 々した。 

〇 雜 草の 殘 つたの を 短 かく 切って コップに 活けたら 水が 赤くな つた。 是は葉 を 染めて 美く しくした もの だ 

とい ふ 事が 始めて 分った。 

〇 小便に 行ったら 階 子 段の 上の 洗面所の 所で 余の 看護婦が 若い 男と 話 をして るた。 歸 つてから あれが 画の 

人 かと 聞いたら さう だと 答へ た。 病 氣は何 だと 云ったら 腹膜 だと 答へ た。 此ー 一月から 病院に 來て 六月に 一 1 

週 問 程 國の方 を 旅行して 又 入院した の だとい ふ。 醫者 は安靜 にして 一 日寐 てるる がい、 と 云 ふの ださうた 

が 自分 は堪 へられな いので、 忍んで 外出 を するとい ふ。 結核 性ら し。 iif はい 九と いふ。 

〇 野村傳 四來。 畫 家が 雛 鶏 を かく 時 牡鷄を 合せ かくは 事實 でない とい ふ" 維缝は 常に 牝鷄に 連れられて 步 

いて ゐる もの だとい ふ。 俳 家の 猫の 戀も 間道つ 〔て〕 るるとい ふ。 私のう ちの 猫 は 正月に 戀 をして 三月に 
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子 を 生んで 五月に 又戀 をす る。 再度の 戀の時 は 供 を 放り出して 構 はない。 つまり 二度 さかる。 しかも 兩 

方と も春ぢ やない とい ふ。 油 かす (約束の) を 持って 來て楓 の 盆栽に ふりかけて 去る。 

七月 十五 日 

〇 例 起。 洗面所に て 支那 人の 鄭 さん 王さん 郭 さんなる ものと 合の 子の 中 川さん なる ものと 一 所になる。 鄭 

さん は 余の 隣室に ゐる。 王さん は 東から 一 一番 目な り。 寐坊也 C 今朝 看護婦から 王さん 試 驗中は 2! ャく 起きな 

くつち や 不可ません よと 催促され てゐ た。 郛 さん は 香水 だの 油 だの を 持って 顔 を 洗に 出て くる。 水の 中に 

香水 をたら して 身體 など を 拭いて ゐる。 しかも 附 添から 支那 人 は 臭くて いや だと 云って 逃 ゆられた もの は 

此郭 さんで あ る。 今朝 便所 へ 這 人 つ たら 郭さ んの 名前の 貼付けた 便器が れいく ときん 隱し の 前に 置いて 

ある。 大將便 を 垂れて 戶 棚に 仕舞 ふ 事を敢 てし なかった ので ある。 

〇 昨 e: 王さん と鄭 さん 〔が〕 隣の 部 星で 話 をして るると、 病院 S 男が 綠 側の 硝子 障子 を 拭いて ゐ るので 瘌 

下の 仕切り を 開けて ゐた。 一 轩 置いて 隣り の 看護婦と 支那 人と 話 を 始めた。 

王 「私の 顔色 は 今日は 惡 いでせ う」 

看 「どう だか、 何時も 洗顔 所で 兇る 丈 だから * あすこへ 行って 兄なければ 分り やしない」 

王 「夫 ぢゃ灶 方がない」 

看 「王さん は 丸で 駄々 つ 子の 樣だ」 

看護婦 は 夫から 鄭 さんと 話 をして ゐた。 

「矢 張 御國が 好いで せう ね。 始めて 東京 へ 來た時 は 厭でした らうね」 

f. え、、 言 築 からして 分らない」 


「鄭 さん は本鄉 です か」 

「駒 場です。 靑 山の 電車の 終點を 下りて」 

「農科 は あっちに あるんで すか」 

〇 今朝 東の は づれの 看護婦が 氷枕の 水 を あける 時、 余の 石驗 入の 中へ 其 水 を どっと 入れた。 東 隣り の 後藤 

さんの 看 1 婦が 合の 子の 中 川さん の 齒磨入 を 流の 下へ 落した。 

〇 昨日 は此 合の 子の 中 川さん の姊 さんが 來 たとい ふ。 脊が 高く つて 麼 せて、 色が 赤く 髮が 赤い と 余の 看護 

婦が云 ふ。 

〇柬 は づれの 患者 は 慈姑の 髮の 女の あとへ 引 移った ので ある 0 氷で 冷して るる。 何 Ki- か 分らな、。 看 蓬 

婦は 二人 附 添って ゐる らしい。 

〇 此間 患者 の 死んだ 部屋が 又 ふ さが つ たと いふか ら今 朝見 たら 靑ぃ 蚊帳が 垂れて るた。 

〇 顏を洗 ふ 時 は 例の 如く 陰と 思って 部屋へ 歸 りて 緣 から 往來を 見る と 番傘， ま 相々 にした 男が 通った ので 細 

力い 雨-力 降って るるとい ふ 事が 分った C 傘に て 短 册の樣 な もの、 なかに 三日月が 書いて あった。 

〇 雨 ふる。 卜 一時 過歇む C 物干に 上って 天下 を 望む。 中庭に 盆栽 を 數多拉 ベたり。 誰の 所有なる や を 知ら 

す。 

〇 廣瀨 歸芳氏 余と 前後して 人院 せし が、 此間森 卷吉が 舞に 行ったら、 此院 2： の空氣 がいや だからもう 出 

ると 云って るた さう である。 物干に 出て 天下 を觀 望した 歸 りに 室の 前 を 通って 見たら、 果して，^ の 人が. 一一！ ぬ 

入って ゐた。 其 前の 室に 御爺さんが 一 人る る。 是は 文人 畫に ありさうな 白い 髯を蓄 へて ゐる。 此 もゐ ，5 

歸？ PI の 濟んだ 今日 通って 見る とま だ ゐる。 眼鏡 を かけて 仰向に 寐て本 を 護んで ゐた C 浴衣ま手3,^をっぎ八ロ 

せた 凉 しさうな ものである。 床に 墨畫の 文人 畫を かけて 竹の 花 活に杜 松 か：^ か を 活けて るる。 夫 ま と 
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か 古流と か 法に 叶った 枝 を 曲け たり 撓は したりした ものである。 此 御爺さん は 病院 を 家と して 此 所に 落 付 

いて 生活して ゐる らしい。 壁に かけた 驗溫 表が ひらく して 見えた。 其 數は十 枚 程 ある。 一 枚 十五 日 分 だ 

から 决 して 昨今の 御 客で はない。 

〇 今日 も 支那 人が 隣の 部屋へ 來て 話して ゐる。 何 を 云って ゐ るか 薩 張り 分らない。 然し 其 音調の 接續 高低 

は 言葉 の 意味が 分らな h,, 丈 それ 丈よ く 分る。 寐てゐ て 近所の 部屋へ 來 た 見舞 客 の 談話 をき い 下ゐる と 意味 

の 分らない 時 は 丁度 支那 人の 談話と 同じ 趣で 聞く 事が 出來 るが、 意味が 通じる や 否や illusion が 破れて 

しま ふ。 

〇 三時 過 やけどの 膏樂を 貼り 易へ る。 やけどなら もっと 痛み さうな もの だが 些とも 痛くない。 

〇 風呂場へ 行って 足と 頭 を 洗 ふ。 三助 曰くち と 御 辛抱が 足りませんでした なと。 何の 意味 か 分らぬ 故 

え？ と 聞き返す と 又 大きな 聲で ちと 御 辛抱が 足りませんでした なと 云 ふ。 仕方がな いから うんと 肯 つた。 

すると 少しつ めて 熱い の を 取り 替へ 引き 替 へ やる 人 は 十日 位で 濟 みます と 云 ふ。 余 はそんな 人が あるかと 

思った。 始めの 二三 日 は 熱くて 堪らなかった。 


七月 ト 六日 

〇 例 起。 夜來 雨。 顏を 洗っても まだ 部屋の 掃除が 出來 す。 病院 をぶ らくす。 試驗 室で EE の 中へ 管 を 入れ 

て 洗って るた。 驗 便所へ 四方八方から 便が 輕模 して 來た。 めまぐるしく 二人ば かりの 看護婦が 働いて るた。 

どうす るの だか 能く 分らない。 狭い部屋に 便器が 一 杯な らんで るるので 足 を 入れ やうがなかった。 看護婦 

は 水の 自由に 出る 水道の栓 を 前に 控えて 何 かして ゐ たらしかった。 

〇 座敷の 硝子 を 開けて 置く と 癤下を 通る 人 は 大槪部 部の 中 を のぞき 込んで 行く。 見舞 人で も 患者で も 看護 


婦で もさう である。 た 5r 合の 子の 中 山さん 丈 は 眞直を 見て 行く。 是 はさす がに 西洋 流な 所が ある。 

〇 鏡で 舌 を 見たら 牛の 舌 を 思 ひ 出した。 少し 白い けれども 滑 かで 肌理が 大變 こまかに なった。 さう して Jo- 

てゐ ると 舌の 上が 萬遍 なく 波の 樣に 動く。 是 は新發 見で ある。 此間新 胃腸病 學を 請んだら 舌 は 診斷の 足し 

に はならない とあった。. 咀嚼 をよ くす る もの は 舌 苔がない。 咀嚼の わるい もの は 舌 苔が 多い とあった。 入 

院當時 は 舌が 厚かった しかも 焦け て黑 かった。 今 はかくの 如し だが 咀嚼 は 同じ 事で ある。 如何。 矢張り 胃 

がよくな つたから ぢ やない か。  ， 

〇 今日は 盆の 卜 六日で ある。 

〇 體重を はかる。 四十 八 キロ 七 百。 

〇 隣の 支那 人が 入らつ しゃい、 人 らっしゃ いと 云って 寄席 かなん ぞの假 聲を使 ふ。 入院の 同國 人の 話に 來 

てゐ たもの が 部 星 を 出て 行く とき 又 入らつ しゃいと 大きな 聲を 出す。 


七月 十七 日 

例 起。 細雨 露々。 

〇 昨夕 方 臼 川來。 銀行の 監査役に なった とい ふ。 是は 親類の 銀行の よし。 不動 貯蓄と かで 資本金 は. 位 

の 小さな もの。 

〇 看護婦が もう 御用 もない から 御 ひま を くれと いふ。 小石 川の 親類から 呼びに 來 たが 多分 國の いとこが 死 

んで國 で歸れ とい ふんで はなから うかと 云 ふ。 妻に あした 病院の 仕拂日 だから 例 仕拂と 看護婦の 日常 を 持 

つてく る樣に 手紙 を 出す 

〇 廣田 道太郞 がくる。 やが と 皆 川と 鎌 田と 佐 治が 三人 揃ってく る。 それに 東が 宅から 着物 を もってくる。 


〇 森 田が くる。 みんな 歸る。 東が 辨當を 食って 去る。 

〇 憐 りの 病人が 退院。 病氣 はよ くない 樣 である。 氣の 毒で ある。 商人ら し。 

〇 三時 過 便所へ 行ったら 一 軒 置いて 東 隣り の 十七 號の 患者 も 何時の間にか 退院して るる。 是は 蒼い 顔の 五 

卜 代の 爺さんであった。 白髪頭 を 五分 刈に して、 夜中で もよ く 咳 をして るた。 


七月 十八 日 

〇 例 起。 細雨。 しばらくして 歇む。 

〇 一 軒 置いて 西 隣り の 御婆さん は 名 古 星と か潢濱 とかの 財産家で、 大きな 宿屋 を 作って 人に 借して るるん 

だと か 云 ふ。 地面と 屋敷と か 五 萬 坪 あると いふ。 それでた つた 一 人で 毫も 親類がない。 自分の 所有 を ど 

うしたら 好から うと 云 ふの ださう である。 是は 看護婦の 話な り。 おれに 相談 すれば 何う でもして やる と 答 

へた e 

〇 此間 出た 慈姑の 髪の 女 は 名古屋 とかの 財産家で 未亡人 ださう である。 病院へ 這 入っても 間食ば かりして 

るる。 食物が まづ いと か 何とか 云って るる。 あるとき 看護婦が 行ったら 稻荷壽 司 を 食って るた さう である。 

〇 咋日 退院した 隣り の 後藤さん は 古着 屋だ さう である。 

〇 突然 〇〇〇〇〇 が 見舞に くる。 肺病で 國へ歸 つて 仕舞った と 聞いた が、 どうした かと 思ったら 此三 月頃 

出て 來 たの だとい ふ。 弓 削 田から 病 氣の事 を 聞いた と 云って るた。 

〇 森 田が 昨日 生 田の 原稿 を 持って 來 たの をい けない と 云ったら、 無斷で それ を 社へ 廻して 仕舞った。 癀に 

障る から 自分で 書いて ひる 迄に 社へ 持た してやった。 

0 妻來 


〇 病院の 部屋が 一 つ 空く とすぐ 塞がる。 昨日^ 後藤さん の 部 星 ももう 塞った。 


七月 ー 九日 

例 起。 輕陰。 

C- 管が 來る。 重武が 一 本 足で 鷺の樣 に 立つ 事を覺 えたと いふ。 

〇 隣り 〔の〕 患者が トー 一 支腸蟲 で鼷蟲 をして、 ひよ ろくして 余の 室へ 這 入って くる。 眼が くらん だんだ 

とい ふ。 

〇 高 田の 姊 がくる。 

〇 始めて 外出。 髪 を 刈る。 叮嚀なる 刈 方に 驚ろ いた。 仕舞に 櫛と 髮 剃と を 重ねて 頭の 周圜を ぞりぞ りと 剃 

つた。 鋏で 髮を かるの みか、 髪 剃で 髪 を そる の は 珍ら しい 事で ある。 4" 二 錢の所 を ニト錢 やって 歸る。 此 

髮を 刈った 男 余の 頭 を 刈りながら 「好い 毛です ね。 錢を 使って 曲け た樣だ と 云って 何 返 も ほめる 

〇 栗 原 古城 來。 晚 をく つて 九 時 頃 迄 話す。 平 田 禿 木 氏の 弟の 死んだ 話 をき く 

七月 一 IT 日 

例 起。 晴。 隣り の 患 〔者〕 顏洗 場に て咋曰 は失禮 しました とい ふ。 

〇 雪 出づ。 白い 雲が 薄く 濁った 中 かに、 微かに 赤み を帶 びて ゐる。 その 奧には 紫の 句 も 見える。 數は 切れ 

る 樣に續 がる 樣に澤 山であった。 其 背景た る靑筌 もつ や 消しで ある。 暖かく 載れて るる。 冴えた ぎら く 

した もので はない 。漱 雪で ある。 

〇 森 田、 東來。 湯に 入って 身體を 拭く。 


〇 山 田 茂 子來。 女郎花 桔梗、 くわ りんば い を吳れ る。 

〇 此朝 菊と りうせ いと 樺色の 八重の 襞の 亂れ たの を 買 ふ。 

〇 橋 口 淸來。 グロ クス -1 やと かいふ 花 を くれる。 葉 を 切って 砂に 堤れば 接く とい ふ。 熱帶の 植物で 尤も 熾 

な 色 をな す。 花の 形 はま だ 知らす、 蕾 は 細長く 釣鐘の 如し。 豐隆來 、パナマの 脩 子 を 被って ゐる。 


七月 一 一十 一 日 

〇 例 起。 かたまった 糞が 出る。 此ー 一三 日然 り。 

〇 咋夜 電車の 通る 往來に 荷車の 音と が やくい ふ 人聲が 耳に 入って 眼が 覺め たから、 も 〔う〕 夜が 明けた 

のかと 思ったら まだ 三時であった。 何事 か 分らす。 

熱 帶の花 白い くわ りんば いと 對 して 異彩 を 放つ。 強烈なる 色のう ちに 紫と 赤と 黑を藏 す。 

〇 朝 原稿 を かいて ゐ ると 芥 舟が くる。 少し 待っても らう 所へ 長 谷川 達 子が くる。 鐫絲を か  >  つて 作った 莓 

を くれる。 半日ば かり 毎日 やって 十日 か ， つたと いふ。 明朝 國へ歸 ると いふ。 

〇 入浴。 太 田 善男來 長く 話して 歸 る。 

〇 非常に 暑い 日な り。 昨日から 始めて 暑い 日 を 1= 驗ス。 今日は 飯 を 食っても あつい。 汗が 出る。 

〇 莉篛を やめてから 旣に 七日に なるよし 早き もの 也。 


七 —月 二十 二日 

〇 例 起。 寐 苦しき 晚を 過ごしたり。 最初 眼. か覺 めたら 電車の 音が する のでもう 夜が 明けた のかと 思ったら 

まだ 十一 一時 前であった。 次に もう 障子が 簿 明るくな つて ゐ たからと 思って マ ツチ を 擦って 待 計 を 見たら 一 


時 過であった。 障子に は癤 下の 電燈が 映って ゐ たので ある。 うとくして 四時 半に また 眼が さめた。 足 を 

布 園の 上で 右へ やり 左り へやり 仕舞に は 厚い 寐 床から 疊の 上へ 落ちて 見た くな つた。 

〇 咋夜は 日 比 谷 公園に 散步 した。 噴水に 月が 映る さまが 面白かった。  ， 

〇 朝 植木に 水 を やって 有 樂町山 下町 を 散歩. - r 茶 を 一 合 程の む。 

〇 咋日芥 舟が 來て 床の 花 を 見て、 あれ は 唐 菖蒲と いふ もの だと 敎 へた。 バイブル にある 野の 百合と いふの 

は あの 事 だと 云った。 

〇 桐 生悠々 來。 中村是 公來。 蚊 遺香 を くれる。 小 使が 間遠へ 早稻 田へ 持って行った 事 は、 其 小 使が 又 病院 

へ 持って 來た とき 始めて 分った。 兵糧が なくなった ら 何時で もさう 云へ と 云って 歸る。 

〇 森卷 吉來。 小 宫來、 明日 歸 ると いふ。 森 田來。  - 

〇 妻來。 夕 後 アイス クリ ー ムを食 ふ。 

〇 夜 散歩。 烏 森、 愛宕 町、 湖 月と いふ 料理屋た の、 藝者屋 の ある 所 を 通る。 夏の 暑い 晚 だから 家のう ち 

が 欠槪 〔見〕 える。 ある 家 は 贅垂を かけて 奥の 軒に 岐阜 提灯 をつ けて 蟲を 鳴かして ゐた。 ある 米 星で は 一 一 

階で 謠 をうた つてる 下に 凉臺を 往来へ 出して 三 四 人 腰 を かけて、 其 一人が 2< 八 を 吹いて る 〔た〕。 ある 家 

では 裸の 男が 一 一人でき やり をうた つて ゐた。 ある 車 〔星〕 の 帳場で は是も 裸が 五六 人 一 室に 思 ひくの 態 

度で 話し をして ゐた 中に 俱利 迦羅の 男が 床几の 樣な ものに 腰 を かけて、 一 同より 少し 高く 腰 を 据えて るた 

のが 目に 立った。 ある 家で は 主人と 客と 相談して 謠 をうた つて ゐた。 ふし も 分らない し、 字も讀 めな いら 

しかった。 始め 其聲が 耳に 人った とき は又此 所で も キヤ リを 遣って ゐる なと 思った。 ある 家 は 五六 組の 柔 

術 遣 ひが 汗 を 流して ゐた。 

〇 蚊が ぶんくく る。 よく 見たら 是 公から 貰った 蛟遣 香が 消えて るた。 

穴 九 


七 o 


七月 一 一十三 日 

例 起。 日比ハ，^:公圚散步。 今日は 午 飯 を 食って から 五 時間して 胃の 消化の 試驗。 

0 朝 小宮を 送って 阿部、 安倍、 森 田が くる。 原稿 二三 を 持って くる。 兄來。 アイス クリ I ムを食 ふ。 森 田 

歸る。 

渡 邊和太 郞來" 華 山の 一 掃 百態 を くれる。 (審美 霄院 出版)。 

戶川秋 骨、 田部隆 次來。 


七月 一 一十 四日 

例 起 一し 

〇 昨夜 銀座 を 散歩。 今朝 は 日 比 谷。  , 

〇 咋日午 飯 後 五 時間 目に 消化の 試驗を やる。 四十 グラム 殘る。 食事 は 三の 大で 藥を兩 食の 間に 一 一度 飮ん で， 

しかも 四十 ダラ ム殘 つて は 心細い e 余のから、 たで は 三の 大 以上 を 食 はなければ 間に合 はぬ.^ 

〇 一 一等に 大きな li 難 形の 金魚鉢に 金魚 を澤山 買って 眺めて ゐる 人が ある。 風鈴 を 鳴らし 釣 葱 を かけて 樂ん 

でる る 人が ある。 蟲籠を つるして ゐ る 人が あ る。 

〇 石 井柏亭 がきて 畫棠の 序 を かけと いふ。 生 田 長江 もく る。 橋 本 左 五が 来る。 昨日 着いた とい ふ。 満洲で 

妻 業計畫 のた め。 

七月 一 一十 £ 日 


例 起。 上 厠 便通な し。 胃液の 試驗 のた め 五 時 三十 分燒パ ン 一 切 白 湯 一 合を飮 む。 散歩 露國 公使館の 竹の 

色、 壁に か.' る 蔦の 色 を sc^ る。 七 時 九分 前試驗 室に 行って、 クダ にて 胃の 酸 をと る。 序に 洗滌。 成績 可な 

る 方。 肉 を 半人前 增 して くれる 事になる。 

〇 物 集 芳子和 子來。 森 田來。 一番 最初に 41! 光 空 喝來。 うそ を 書き ましたと 云って 名士 禪と かいふ もの を 35- 

せる。 余に 關 したから 攄を かいてる る。 君に 新聞記者 として づぅ くしくな つてる る 上に 座禪 など を やつ 

て 一 一重に づ うくし くな つてる ると 云って やった。 

〇 東來。 渡邊 和太郞 兄弟 來。 下から 廣瀨歸 芳常磐 大定を つれてくる。 そこへ 中村是 公來。 見なれ ぬ 人 を 速 

れて、 いやし 又來 やうと いふて 去る。 階下に 見なれ ぬ 人 を追馳 けて 挨拔 をしたら 龍居賴 三て あった。 客が 

つ  >  いて 少し 頭が 痛くな つた。 


七月 一 一十 六日 

〇 夜來强 雨の 聲を きく。 すさまじ かりし。 例 起。 潆々。 下の部屋で 飼ふ蟲 鳴く。 

0 物 集 の 御父さんが 病氣 だとい ふ。 さう して 賴ん でも 醫者 にか  >  つて くれぬ とい ふ。 いえ 掛 りません とい 

ふの ださう である。 

〇 昨日 東 云 ふ 奥さん は 小 供の 避暑地 を さがしに 出られた。 

〇 野村來 四時 頃から ロゼッタ ホテルで 親睦 會が ある 由。 皆川廣 田來。 妻來。 歸る時 車 をた のむ 平稻 出迄ヒ 

ト五錢 とい ふ。 

〇 階下の ジ ヱレ -ーァ ム 入院 當 時に 見た とき 旣に けり。 今朝 ふと 氣が 付て 手指から 下 を 見る と 依然として 

いてる る。 長く もつ 花な り。 時日の 早く 立つ 事 を 忘る。 


〇 皆 川 今夜の 汽車に て鄕 里に 向って 去る。 

七月 i 一十 七日 

〇 例 起。 陰 曇。  . 

〇 咋日花 賣來ら す。 洗顔 所に て 菊の 枯葉 を拷 りて 再び 件 筒に 插む。 食前 十. 分 程 散歩. - 

〇 一 咋 日より 菜 を 一 一品つ けて くれる。 晚には 玉子 燒と コ— ルド ミ I トー 一切 を 食 ふ。 

〇 西 隣の 支那 人 一 一等に 去って 代りに 若い 人來 る。 看護婦と 話して るる。 書生の 町人な り。 金 持な らん。 

〇 ゲ 口 キシュ ャ花 落つ。 洗顔 所の 手指に 乘 せて 置く。 

〇 來訪 者、 寳 生新、 見舞に 烟草を くれる。 森 治 太郞。 鈴 木の 弟。 

〇 石 井 柏亭の 新晝譜 の 序 を かく 


七月 一 一十 八日 

〇 例 起。 暗、 もや 未だ 晴れす。 日 比 公 M 散步。 桐の 葉の 丸くて 小さい 樣な樹 に 長い 細い 實 がなる。 

〇 昨夜 は 銀座 を 散歩 信 盛 堂で 齒 磨と 石驗を かふ。 天上 堂の 星 根に 上る。 脚の 下 を 見て 身の すくむ やうな 氣 

がした。 

〇 朝 漸く 落 付く。 少々 讀書。 森圓月 長い 萌黃の 風 呂 敷に 包んだ 桐の 箱 を 抱いて くる。 子規の 書 はま だく 

と 云ふ處 なるべし。 眞蹟の よしを 別に 添た る卷 物の 初に 書きし るす 

〇 坂 本 四方 太、 森 田 草 平來。 圓月 亦來。 是 から 不 折の 處へ行 くと いふ。 石 井 柏 亭來。 夫から 小 林 郁が くる。 

夫から 截田政 良が くる。 妻 は 仕事 を持參 して 取り出す ひまな くして 歸る。 


〇 夜 銀座 散歩、 裏通りで 女が ォ ルガ ンに 合せて 踴 つて ゐた。 

〇 東の は づれの 人 退院 (驅蟲 中子 供の 病氣 のよ しで)。  ， 

〇 一軒 置いて 西の 御婆さん も 退院の 模樣。 訪問の 若い 女、 洗顔 所で 洗濯 をして るた 附 添の 女に、 今年 中 も 

つで せう かと 聞いて るる。 御婆さん は 胃がん の 由 然し 步行 自由 也。 

〇 小 林が きて 承 はれば 胃がん だと かいふ 話で とい ふ。 橋 口 もさう 云 ふ。 


七月 一 ート 九日 

例 起。 日比咎 公園 散歩。 帝國 劇場、 警視 廳 等の (新築 中) 間 を 通り 拔 ける 

〇 阼 日の 胃の 消化の 試 驗はー 一十 グラム 程殘 りし 由 

〇 西 村 醉夢來 り。 「雜 誌」 擧生揭 載の 談話 を 筆記す。 談は 英語 敎 育に 就て なり 

〇 北海道 有珠山 破裂。 鐵嶺丸 沈没。 白瀨 中尉の 南極 棵檢 

〇是 公來。 今日 三時の 嵐 車で 歸 ると いふ。 森圓 月來懸 物の 箱 をと つて 去る。 


七月 三十日 

例より 十分 遲く 起る。 五 時 十分。 四時 頃眼覺 む。 終夜 夢を見る。 

〇 咋夜は 銀座 散步、 電氣 噴水 を 見、 蓄音機 を 一 一所で きく。 發明舘 を 見る。 雨 一 一 一滴 顔に あたる。 

〇 今朝 例の 如く 日 比 谷 散歩 序に 卒野屋 の 新築 三 井集會 所の 前 を 通る。 

〇 體重を はかる。 四十 九キ 口 四百 也。 前 は 四十 八 ヰ 口 百 五十。 

〇奧 太 一 郞熊 本より 出京 病院 訪問。 森圓月 金婚式の 書 蓬帖を 持って来て 見せて くれる C 森 E 草 平來。 中 村 


霞。 

〇 退院しても よろしから うと 云 ふ。 明日 退院に 决す。 一軒 置いて 東の 人 も 退院、 一軒 置いて 西の 御婆さん 

も 退院 挨 接に くる。 下 の廣瀕 歸芳も 退院 是 も挨 接に くる。 

〇 雨 ばらく 落つ。 晩に 南 佐 久間町 愛 若 下町 日蔭 〔町〕 銀座 を 散步。 暗い 小路へ 這 入ったら 天井に 頭 の 届 

きさうな 家で ゲイ オリ ンを彈 いてる た。 其 隣り で 婆さんが 南無 妙法 蓮華 經と 大きな 聲を 出して ゐ た。 少し 

行く と 左側の 二階家の 奥で 眼鏡 を かけた 婆さんが 薩摩 琵琶 を彈 いてる た。 謠 つて ゐる もの も 女で ある。 よ 

く al^ ると 妙齢 S. 女であった。 机 を 置いて 本 を 載せて 小さな 聲を 出して るた。 婆さんが 大きな 聲で敎 へ てゐ 

ろ。 十 許の 女の子が 坐って ゐた。 濱の 家の 裏で 擦 硝子に 歌澤 とかいて あった。 二階で 歌って るた。 


七月 三十 一 日 

例 起。 曇。 日比〔，^:公園散歩。 

〇 八 時 橋 本 左 五來。 九 時の 汽車で 三 島へ 行って 大 へ 寄る との 事 也。 

〇 一 昨日 淼圓 月の 置いて 行った 扇に 何 か 書いて くれと 賴 まれて ゐ るので 詩で も 書かう と 思って、 考 へた。 

沈吟して 五 言 一 首 を 得た。 

來宿 山中 寺、 更 加老衲 衣、 寂然 禪夢 底、 窓外 白雪 歸。 

I 年 來詩を 作った 事 は殆ん どない。 自分で も奇な 感じが した。 扇へ 書いた。 

〇 今日 退院。 


0  dr  —— 明治 四十 ni 年 夏 胃腸 病院 入院 屮頃 ——- 

〇 Idealist トシ テノ  Ibsen. 迂濶 突飛な り。 それ を 日本の 靑 年が 讀んで 一 圖ニ實 社會に 影響 ある 

ものと 速斷 して 生活に 表現 せんとす る eAfort ヲ ナス。 Ibsen  ノ窨 いた 國 にても ideal ナリ。 日本-一 テハ 

論 ideal ナリ。 これ を展行 せんとして 窮し窮 して 煩悶す。 寧ろ gratuitous ナ torture ナリ 

〇 アル ism ヲ奉ズ ル ハ  一 p、。 他ノ  ism ヲ排 スルハ life  ノ  diversity ヲ unify セン トス ル 智識. 怒 力、 .blind 

ナル passion  (youthful;- 二 モト ヅク。 さう 片付ねば 生きて ゐられ ぬの は monotonous ナ life デナ ケレ 

バ送 レヌト 云フ事 ナリ。 片輪 トモ 云ヒ 得べ シ。 life ハ action 一一  テ determinate ナリ 思想 (感情) -ー 於 

テ indeterminate ナリ。 indetetmiriate ナ ル ハ 茫漠ナ ル故 ユア ラズ。 ァ ラュル alternative ヲ具隨 スル故 


ナリ ( 


0  Harmony.  Life  ノ liarmony トハ ァラュ ル elements ガ援ケ 合 フテ one  end  二 lead ス ル ノ意味 -ー 

ァラズ o  OSJOSing  elements, カン セ リング factors  二  due  p-lafte ヲ 與へテ valuation  ノ  gradation ラ 

ッケル 「ナ リ。 ダ カラ 結果 ハ resultant ナリ。 acMition 一一  ァ ラズ。 dualism  二 テ モ trialism  二 テ モ差支 

ナシ 0  elements  二 l〕alance ガ取レ タト キハ inactivity デ差支 ナシ 0 

C  Eucken  ノ  ense  —  Naturalism,  T-tlougllt  I- IntellectuaUsm,  Humanism 云々 (Religion ト 

Immanent  Idealism ヲモ含 ム) 而シテ 是等ノ 矛盾 衝突より life  -1 meaning ヲ見 出シ 難シト 云フ。 根本 

的 二 life ト ハ one  ism  二 支配 サ レべ ク (又ハ different  isms ガ 調和 助長 シテ one  great  end  二 lead 

セザ レバ ナラ ヌ如ク -1 考フ。 life ラ斯ク ナラネ バナラ ヌト考 フル ハ旣ニ  prejudice ナリ。 life ハカ クァ 


ル モノ ナリ o 

〇 以太利 力 ラ佛蘭 西 -I 行ッ タ時ハ 器械 的 一一 運搬 セラ レ タル カノ 觀ァリ 。今 考へテ モ物足 ラヌ、 ぃ也ス 。以太 

VK に 刺？ Sf 西間ノ 旅行 ハ夫デ ヨシ。 モシ life 全 體-カ カク 器械 的 二 運搬 セ ラル、 モノ トス レバ 情ナ クナル 0 シ 

テ見 レ バ 吾々 ノ life ハ吾々 ノ  will デ lead セザル ベ 力 ラズ 

〇( セ. サルべ カラ ズ) トハ此 場合 ニ於テ prejudice 一一  ァラ ズ。 現 一一 吾人 ノ  -fe ハ 吾人 ノ  win  -1 テ lead 

シッ 、ァ ルガ 故- 1 此 will ガ全く 不用 二 歸シタ ルとキ 物 足らぬ 感 ヲ起ス ナリ。 

〇 同時-一 吾人 ノ life ハ悉ク 自己 ノ  will デ lead シッ 、アラス 事モ fpct ナリ。 是ヲ will ァリト 片せケ 

will ナシト 片付 ケ、 而シテ 我儘 ナ egoism ヲ 主張 シテ 威張 リ。 powerless ナ pessimism ヲ 唱へテ 悲觀ス 

ル ハ 全ク 片眼 ナ レ バ ナリ。 

〇 Practical ナ 問 題ハ何 處迄ガ 自分 ノ 111 デナ ク、 何處 迄. ガ他ノ ミヨ モシ クハ nature  ノ爲ニ 支配 セラ 

ルべキ 力 ヲ 極める 丈ナリ 

〇此 proportion ハ時ト 場合 デ定マ ル 

〇3©  一一  universal ナ且ッ concrete ナ事ハ 云へ ヌ ナリ。 云へ バ formal 二 云へ ル 丈ナリ 

〇 放タ レル ト云フ r ハ 一方 ニ囚へ ラル , ト云フ 事な り。 

0  Emancipation ガ modern  cty デ アルト 同時 〔二〕  union  and  organization ガ modern  cry デ アル。 

ソ. "力 3Br タト 云フ 。何ノ 矛盾 カァ ラン。 何ノ  modern カァ ラン。 昔 ヨリ 然リ。 e ジ形弋 ま 可 えま ァ モ燥恿 

サレ テゐる 也， -  li 

〇 Capitalist ハ union ト organization ヲ說キ 又 之ヲ實 行ス。 去レ ，5- 彼等 自身 ノ  business 以外 ノ  cci- 


duct ハ emancipation  ノ權化 二 過ギズ 。 國 家ノタ メ  二 設ケ ラレ タ ル機闢 陸海 軍、 敎育其 他 、/ 又 union 

ト organization 黨 ナリ。 去レ In 國家 ノ爲ニ 存在 セザル 彼等 ノ  p-rivate  life ハ emancipation  ノ  cry  二 過 

ギズ 

〇 前者 ト逆 ナル 性質 ノ  artist ハ固 ヨリ 大體 ニ於テ emancipation ヲ 本音と シテ cry スル モノ ナリ。 去レ 

ド モ 營業的 一一 又 、ノ 勢力 擄張 ノ上 ニテハ 自然 ノ 結果 union ト organization ナリ。 俗 ニ之ヲ 黨 同異 伐と 云 ふ ( 

〇 Napoleon,  Wellington,  Nelson, 東鄉 大將、 Ctirist,  Buddha  hero  ノ 時代 ハ漸ク passing.  Wtiy  ？ 

Individualism,  Intellectualism,  eclua-lity. えらくなら うと 云 ふ attemp>t コ トニ 己 レ 一人 偉くなら うと 

云 ふの は attempt  二 於 テ anackronism デ アル シ desire  二 於 テ illusion  - テア ヌ。 

〇 われ 自身 二  depend シ テ事ガ ナセル 時代 ハ 交通 ノ 不便 ナ世ノ 事 也。 education  ノ 普及 セザル 時代 ノ事 

〇 今 ノ世ハ 個人 ガー 般ノ  community  二  depend シテ生 キル 程度 ノ多キ 時代 ナリ 昔ハ community  、ガ個 

人 二  depend シテ 生存 スル 時代 ナリ、 

〇 個人 そのもの は 夫 程 account  二 入らす C 平凡 ナ ル もの を 適當ナ circumstances  ノ下 二 置 力 レ 、 バ相應 

ナ モノ  ニナ ルナ リ、 金持ノ 馬鹿 息子 ガ大 擧ヲ 卒業 シテ留 擧ヲス レバ、 貧乏人 ノ頭腦 アル 青年より モ (ぇラ 

クゾナ ルナ リ、 


〇 芝居 1. 筋ト 技巧)、 下手な 筋 を 優れたる 技巧 を 以て 表現す る は 腐った 鷄 卵に 第一流 ノ  cookery  ノ 極致 ヲ 


盡 すが 如し。 上手な 筋 を 愚なる 技巧 デ演ズ ルハ うち 立ての 薪麥を 露な しに 食 ふが 如し。 

創作 (人生と 藝術) もこれ 二 似たり。 

〇 創作の depth は 其 内容の まとまり にあり。 一 句 -1 まとまる にあり。 人生 を 道破 セ ル 一 句に まとまる に 

あり。 

故 二 まとまる 樣に 書いて なければ ならす、 又 まとまる 樣に讀 まねば ならす 

故に 創作家 ノ  philosophy  ノ必耍 なる 程度に 於テ 讀者ノ  philosophy も 必要な り。  „" 

. 一 句に まとまらす して、 此ー. 句の 力 を 冥々 に 感得す る 事 あり。 此時 讀者ハ たて 咏嘆 ス。 た、 >  之 を 道破 セ 

ル もの は 批評家な り 

始めから 一句に まとまら すして 展開 的の もの あり、 此時ノ 面白味 は 平面 也 故 二  depth ヲ ナサ ズ 

其他ノ 意味 一一 於テ まとまらぬ もの は 愚作な り。 

0 1 句 二 まとまる とい ふ 事 は particular  case ガ general  case  二  reduce サ レルト 云フ 意味な り 更 二 云 

へ バ p-articular  case  ノ  application ガ廣 キナリ o  ； particular  case ガ 孤立 セ ル particular  case デナ クテ 

given- species  ノ  type トシ テ見 ルヲ得 ルガ 故ナリ (此 意味 ノ  type ハ 平凡 ト カ型ト カ云フ type  二 ァ ラ 

ズ)、 ッ マリ 融通 ノ利ク particular  cas ひ ナル故 二 深 キナリ 0 

故-一 j>articular デ アルト 共に universal ナル tendency ヲ有ス ルナ リ。 permanent ナ ル感ジ ヲ奥フ 

ルナ リ G 

〇 particularity ト universality  ノ 一  致ス ル所 ガ極ト ナル。 

眞ノ 意味に 於ル particular ハ名ノ 示 ス如ク particular ナリ。 generalize シ難キ モノ ナリ- scientist 

ノ  collect ス ル 零碎ノ  instance ナリ。 


故 二  information  -I ハナ ル。 然シ ナガ ラ夫 以外 ニハ 感興 ナシ。 耍ス ル-ー 一種 ノ  surprise モシ クハ stim- 

ulus ヲ與フ ル丈 ナリ。 

Singl5  isolated  instances ラ アツ メテ 其ゥチ ヨリ common ナ所 ヲ引キ 拔ケバ generalization 力 出 

來ル o  (science) 

所， 胃 depth  ノ ァ ル創 fe: は 力 ク generalize サレタ truth ヲ 代表 ス ベ キ isyticldar  case ナリ。 塞 del 

example ナ リ 

〇 けれども 此 generalization  二 ァ フ particular ヲサ ガサ ゥ トス ルト 出來損 フナリ 

例 (性格 描 窵 ノ 如シ。 original  conception ラ 以 テ 、 其 conception  二 合 フ樣ニ カク ト 屹度 型 二 落 チぶ。 

particular デ universal ダケ レ Hi 死ヌト 云フ弊 ニナ ル。 ダ カラ original  conception ヲ捨テ テ particular 

カラ 出 テサゥ シテ其 結果 ガ 一 種ノ  conception ヲ與へ ル樣 -ー スべ キデァ ル。 耍ス ル 二 性格 ハ conception 

カラ 來ル モノ デハ ナイ。 conception ハ數 多ノ實 際ノ  character  ノ る neralization デ人 se カラ 二等親-一 

モ 三等親 ニモ 離レテ るる。 ダカ ラ 性格 ハ consistent ナル ヨリ ハ 活動 ス ル方カ 好い。 consistent デ死 ン ノ.- 

character ハョク アル。 矛盾 シテ 活動 ス ルノモ アル。 要 スルニ 力、 ル人ヲ 書 カウト キメテ 掛ッテ ハ 死-一 ャ 

スィ。 た 5r 斯ク云 フタ 斯ク行 ッタ、 斯ク考 へ タ ト云フ 園ラッ  >  ケテ行 ッテ其 圖-ガ 一 枚々 々 二 生キテ ゐォは 

前後 ハ 矛盾 シテ モ活タ 人間 ガ出來 ルナ リ。 如何 トナレ バ 實際ノ 人間 ハ いくらで も 矛盾 シテ るるから である- 

た ->  活躍 ス ル樣 二 書かん と 力む ベ し。 か ゝ る 性格 ラ 書かう と 力む ベ 力 ラズ。 

生^ ガ出ル ト云フ 「ハ (余 ノ考 デハ) 取モ直 サズ其 人間 ガ生 キテ るると 云 ふ 事 也 其人ノ ヨ 1" 一一 ity ガ de- 

scribe サレル ト云フ 意味-一 取 ッテハ 間違で ある。 今 ノ評家 は 性格 云々 と 云 フガ、 此點 一一 於テ 注意 ヲ拂ッ 

テ るない らし い) 

七 九 


〇 作物 ノ 批評 ガ 肯綮-一 當ラヌ 時 作者 ハ驚 ろいたり、 不平 を 云ったり、 憤ったり する。 然し 夫ハ 無理 デァ ル。 

Purely  artistic ナ 批評 (複雜 ナ他ノ 事情 ヲ 交へ ヌ) デス ラ、 みんな 各自 勝手 ナ モノ デ アル。 自信 ノア ル 

批評 デス ラ其通 リデァ ル。 况ン ャ出鳕 目 ヲャ、 (此出 鳕目ハ 大分 ァ ル) 

然シ 多クノ 批評 ノウ チデ ドレ ガ 一 番正シ イカ 、v 决定 出來ル モノ トシ テ、 (夫ハ 容易-一 出來 ナイ、 或ハ 不可 

能力 モ知レ ナイ)、 其 正シィ ノガ 勝ヲ占 メ得ル ト思フ ハ 可笑ィ 事デァ ル。 

Art  ノ 世界 デハ能 ク人ガ 斯云フ 迷信 一一 近ィ考 ヲ持ッ テ るる。 今日 ノ 作物 ガ 今日 人 二 認メ ラレ ナク テモ， 

其 作物 ガ ョク アリサへ ス レバ 何時 力 一度 ハ世 ニ認 メラ レル 1 ガァ ルト信 ジテゐ るら しい。 

正直 ナラ 何時 力 一度 ハ 成功 ス ルト信 ジテゐ る 連中 ト同 ジデァ ル。 道 德ノ世 デハ (然シ ) 善ガ勝 ッテ惡 

ガ. L1 ビ ル モ ノト 版行 ノ樣 二人 ガ信 ジテゐ ナイ。 ダカ ラ道 德界 -1 於ル觀 察點ガ 美術界 二 於 ル觀察 ヨリ モ進ン 

デ るる ノデァ ル。 今更 天道 是耶 非力 何 ダ ト叫ブ 野暮 ナ モノ ハ ナイ。 

正直 ナラ 何時 力 一度 ハ 出世 ス ルカ モ知レ ナイ、 然シ 出世 スル程 人- 1 認メ ラレ ル前ニ 免職-一 ナ レバ ソレギ 

リデ アル。 後世 ノ  judgment ハ 公平 だと 云つ テ 事蹟 ガ 湮滅 ス レ バ judge シ ャゥガ ナイ。 又 後世 ハ (公平 

ナ代リ 二 ハ) 冷淡 ナ モノ デァ ル。 湮滅 シタ 事蹟 ヲ誰ガ 物 數奇二 掘出サ ゥゾ。 

辯 護士ノ 話-一有 罪ノモ ノガ 無罪 一一 ナツ タリ 無罪 ガ 有罪 -1 ナッタ リス ルノ ハ珍 ラシ ク ナイト 云フ 事デァ ル。 

夫 ハ其笞 だと 思フ。 それが 其箐 なら Art  ノ 世界で もさ うぢ やない か。 (Intellect  ノ  domain デモ 同ジ 

デァ ル。) 時メ ク擧者 二 ク ダラ ナイ ノガ 澤山ァ ル。 隱レ タ ル -ー 偉ィ ノ モゐ る。 流行 ル藪醫 モア レ バ 4g 行ラ 

ヌ 眞醫 モ アル。 

Clumce ガ ドノ 位 prevail ス ルカ も觀 45 ス レ バ 夫 迄で アル。 


此 cliance ヲ eliminate スルノ ガ正シ キ人ノ 所爲デ アル、 此 chance ヲ hate スルノ ガ正シ キ人ノ 

Indignation ゴノ ァ： <  a 

〇 近來は 現代的 ト. カ輓 近的ト カ云フ 言葉 ラ無嗜 一一 使フ。 サゥ シテ其 内容 ハ ト -1 カク 此等 ノー 一一 一  C 築ヲ使 ッテ其 

字 ヲ知ル 「ガ、 又は 其 意味 ヲ解ス ル 「ガ、 又ハ 自力 ラガ其 特色 ヲ有ス ル 「、力 誇デ アル カノ 如ク 振舞 フ。 

ソ レ ハ 別段 ノ事 デナ ィ樣 -1 ナツ テ るる ガ少 シ考へ ル ト昔ト ハ反 對デァ ル。 昔ハ 古人 トカ 古代 トカヲ 尊敬 

シタモ ノ テア ル。 支那 日本 ハ 無論 デァ ルシ、 西洋 デモ Shakespeare トカ Dante トカ Michael  Angelo 

トカラ art  ノ  type トシ テ之 ラロ  二 シタ、 (今 デモ 多少 サゥ デァ ル。 living  autlior ヲ 大學デ 講義す るなん 

て 事 ハ まあ 無ィ 「 二 ナツ テゐ る。 dignity  ニ關ス ル r ト ナツ テヰ ル。) 

然ル ニ今ハ (コト -i 日本) ハ Rodin トカ llbsen トカ Andreief トカ何 トカ新 シィ. ^ノ 名！：：！ ヲ 口-一  ス 

ル 「ガ權 威二 ナツ テるル C 

西洋 ハ夫 |J 劇シク ナイ ガ是も 大勢 ハ サゥ ダラウ。 少ナク トモ 昔シノ 大家-一夫 程 敬意 ヲ拂ハ ナク ナッタ r 

ハ事實 ダラ 口。 

シテ 見ル トー 一 卜 世紀 ノ 人間 ハ 自分 ト緣ノ 遠ィ昔 ノ人ラ idolize スル ヨリ モ 自分 ト ，ザ 同ク ス ル人ヲ 尊敬 

ス ル又ハ 尊敬 シ得 ル樣 -1 ナッタ ノデ アル。  . 

此 傾向 ヲ 極端 へ 持ッテ 行クト 自己 崇拜 ト云フ r デァ ル。 (Individualism,  egoism) 

(否？ 寧ろ 我 々 ハ egoism 力 ラ 出立 ス ル ノデハ ナイ 力 ？ 自己 崇拜ガ 第 一 デ、 他人 ハ寧ロ 第二-一  來 ルノデ 

ハナ イカ。 已ヲ得 ナイ カラ 他ヲ 崇拜ス ルノ ダラウ。 古人 ハ崇 拜シ ナクテ モ好ィ ガ崇拜 シテモ 自分 ノ 利害 ュ， 

P 係シ ナイ カラ 別ノ 世界 ノ事ダ カラ 公平 一一 崇拜ス ルノ ダラウ 0 今人 ハ 同時 -1 生 ヰ テゐル カラ 何ダ蚊 ダッテ 


惡ク^^んル ノ ダラウ。 ゥ チノ 下女 ガ 世間 二 對シテ ハ え ライ 旦那 ノ缺 點チ 列擧ス ル樣ナ モノ ダラウ) 

古人 崇拜 ガ衰 へ、 今人 崇拜 ガ衰へ 自我 崇拜ガ 根本-一 ナル。 今ノ 日本人 ガ 西洋人 ノ 名前 ノ新 ラシィ/ ヲ引 

張 ッテ來 ルノハ 此 等ラ崇 拜ス ル ヨリ モ 此等ラ ロニ スル fjiide ヲ 得意 ト スルノ ダカ ラッ マリ ハ池ヲ admire 

ス ル ノ聲 デナ ク ッ テ 自己 ヲ admire ス ル ノ 方便 デァ ル 

〇 恰モ輕 蒲兒ガ 富貴 横 威 ノア ル人ノ 名前 ヲ絕 ぇズロ  二 シ テ夫ト 親交 ァ ルガ 如ク 二 シテ 自己 ノ. 61 榮チ 充スが 

如シ。 其 人 一 旦富ヲ 失ヒ權 ヲ失ス レ バ ケ ロリ トシ テ 昨日 ノ事 ヲ忘ル 、如 クス。 方今 西洋-一名 ァ ル 大家 ト 

云フ モノ ヲ何カ ノハヅ ミデ急 二 名聲ヲ 失墜 セ シメテ サゥシ テ此 等ヲロ  二 ス ル 日本人 ノ顏 ヲ見タ ィ 。ケ ロリ 

ト シ テ そんな 人、 ガ あるかと 云 ふ風ヲ セ ヌ， モ ノ幾 人力 ァ ル。 

ソ ンナ 「ガ 試驗 出來ル モノ 力、 惜値ァ ルカ ラホメ ル ノダ、 其、 證據ニ ハ 彼等 大家 ノ名ヲ 一 朝-一 シテ 墜ス人 

ェ 的手投 ハナ イジ ャナ イカ ト辯ズ ルカ モ知 レナ fo ナウ カモ知 レヌ。 ケレド モ余ハ 公 等 二 信 川 ヲ置カ ヌ モ 

ノ ナリ。 公等モ シ余ノ 信用 ヲ得ン トナ ラバ 旣成ノ 名 聲ヲロ ュ セズ 本家本元 ノ 西洋人 ガ マ ダ氣 ノッカ ヌ 先-一- 

眞ニ 價値 アル 大家 ヲ 指名 シ來レ 

〇 新聞 小說ノ 運命 

〇 文 晁の畫  . 


0  さ la  ！ 叨治 四十 三年 八月 六日より 明治 四十 四 年 一月 二十  一 口まで II 


八月 六日 


f 一  時の 汽車で 修整 寺に 向 ふ。 東洋 城來ら す，、 白 切：^ す 一 ^^Ib.  f  I  ,,。 ン-ト 

^"ほ ia を 持って？、  i は 車：， れ"。 魟 ち 八"""：^： "した 息 ふ。 

⑧ の 軍人ら しき 人乘 る。 iirmsuh^  H^^-i 1 

羽織に If さけて ダイヤの 指環 を はめた 男、 壯. S 親方 か誶 I か 。，わお H^^J-tii  ,t 

〇 白 切, の 買 ひ餘し si しの 件 $ィ に 聞 直 "しひ"" ジ辯 J"^  ;^ げをぽ _ 

扁 i きき" 

iii:  si:1。 lt。  n 


八月 七日 


AH 


雨聲。 雨戸 を あくれば 溪聲 なり。 上 厠 無 便 C 浴 漕に 下る。 混雜。 妙な 工夫 をして ひけ を そる。 朝飯 鷄 

卵 一 一個。 汁 一 。 領三。 顿 後上 则便 あり。 

〇 東洋 城 番頭と 談判 部 星 S 都合つ きかね る樣 也。 本店なら 一 問 ある 由。 今の 部屋 は 前に も 山が 見え、 後ろ 

にも 山が 見え。 寐 てるる と 頭 も 足 も 山な り。 好い 部な らん。 十疊と 六疊っ 5r き 也。 此 離れの 二階 を 折れ 曲 

つた 角に は 昨日 品 川から 乘 つた 軍人が 何時の 問に か來 てるた。 海軍 少將の 由。 

〇 碧 雪山 峯を はれ やかに す。 須臾に して 雨。 飴寶の 笛の 聲を きく 

〇 十 時 本店に 移る。 三階に 入れられる。 しばらくして 考 へる と是は 宅へ 歸 るか 別の 處へ 行った 方が よい。 

十日に 來 ると いふ 新築の 座敷 十疊を 談判して 借りる 事に する。 

〇 胃 常なら す。 膨満で もなければ 疼痛で もなければ 嘈嚇 でもなくて 幾分 かそれ を 具へ てるる。 凝と 寐 てる 

る 眠り 覺め ると 多少 は 好い 心 持 也。 と、 く 五 時 頃 迄 起た す。 アイス クリ ー ムを 一杯 吞む。 思 ふに 朝飯 

を 食 ひ 過ぎた ると 汁の 實の 野菜 や 、 海苔 を 口にせし 爲な らん 

〇 日 落つ。 隣り で觀世 流の 謠 をうた ふ。 其 隣り で 二 味 線 を彈き 出す。 三味線の 方 聞き手 多し。 獨 りで ジ ェ 

1 ムスの 多 元 的 宇宙 を 讀む何 だ か 意味が 分 らす。  . 

〇 九 時に 寐る。 十 時に 東洋 城來。 御上が 今 御休みに なった と 云 ふ。 十 一 時 頃 迄 話して 歸る。 宮樣が 「猫」 

を 讀んだ 由。  • 

八^ 日 

雨。 五 時 起 上 厠 便通な し。 入浴。 浴後 胃痙攣 を 起す。 不快 堪 へがた し。 

〇 十一 一時 頃 又 入浴 叉ケィ レ ン。 漸く 一  杯の 餓を八 d ふ。 


〇 隣の 客 どこかへ 行く。 雨 月 半分と 藤 渡 半分 を まふ。 四時 過 松 根より 迎、 足駄 を かりて 行く。 七 時 頃 晚餐。 

跳 もの を わざく 本店から 取り寄せる。 午より は 食慾 あり。 松 根に 含 漱劑を 作って もらって うが ひ をす る。 

かんの 聲 が廣れ たので 咽喉と 暴の 間の 間を濕 すと 少し は 好い 心 持な り。 鼻.； f を 拭 ふ。 

〇 殿下が 余に 話 をして くれと 松 根 迄 云 はれる 由。 袴 も 羽織 もな し、 且此聲 では 聞く 人 も 話す 人 も 苦痛 ：8 

はる。 松 根の 方で も 慣例な き 事故 御用 掛の 責任 を考 へて 未だ 殿下へ は受合 はぬ よし C 

〇 八 時過歸 りて 服藥。 隣り は謠、 向 座敷 は 義太夫、 辨慶 上使の 半 頃 也。 一 時間 半 過 入浴 歸 りて 又 服藥。 忽 

ち 胃ケィ レ ン に g 惟る。 どうしても 湯が わるい， に 思 ふ。 

〇 半夜 夢醒 む、 ー體に 胸苦しくて 堪えが たし。 . 

〇 余に 取って は 湯治よりも 胃腸 病院の 方遙 かによ し。 身體が 毫も 苦痛の 訴 がなかった。 萬 事 整頓して 心 持 

がよ かった。 便通が 規刖 正しくあった。  - 

八月 九日 

雨。 伊豆 鐵 道が とまる かも 知れぬ とい ふ a 


八月 十 日_ 

ベ 月 十  一 ICS 

八月 十一 一日 

八 五 


夢の 如く 牛 死の 中程に 日 を 逸る。 膽 汁と 酸 液 を 一升 程 吐いて から 漸く 人心地な り。 氷と 牛乳の みに て 命 

を 養 ふ。 あれの 報知 諸々 より 至る。 東京より 水害. S 聞き合せ 來る。 湯 河原の 旅 星 流れて せ 寳 物が どこと か 

へ 上った とい ふ。 松 根が 余の 病狀を 報知して いつでも 來られ る 支度 をせ よと 妻に いって やった。 それ を 後 

から 電報で 取り消す。 

〇 半夜 一息 づ、 胃の 苦痛 を 句切って せいくと 生きて ゐる 心地 は 苦しい。 誰も これ を 知る もの はない。 あ 

つても 何う して くれる 事 も 出来な い。 膏 汗が 顔から 脊中 へ 出る。 

八月 十三 日 

0 今日 も 亦 あれる。 隣の 人に 先達て 立つ と 云って 雨の 爲にー 一日 程 延ばした。 今日は 是非と 云って るた が此 

模樣 では どうす るか。  . 

〇 障子 を 立て 、寐 る。 

〇 午 葛湯、 おも 湯、 玉子 豆腐  . 

〇 晚、 重湯 一 椀、 刺身、 葛 練、 

〇 下女に 今日は 幾日 だね と閬 く、 多分 十四日で せう と 云 ふ。 よく 知し ません と 云 ふ。 吞氣 也。 あしたから 

新聞 を 御 取りな さいと いふ。  .  • 

〇 下女の 話に 下の 八番 s 御 客が 何とかい ふ 處にゐ て、 水が 出て 主人が 別莊へ 逃け て くれと 云 ふのに 藝者を 

あゆて 醉 つて 寐 たら 四時 頃 水が 出て 山が 崩れて 見る 問に 押し流された。 逃け た 御 客 は 東京へ も 歸られ す 三 

島 迄 は 汽車が 通じる と 云 ふので 三 島 迄來て それから 馬車で 此 處へ來 たとい ふ。 


八 CS^M, 日 

終夜 强雨 s. 音 を 聞く。  m 聲、 樹薛、 雨聲、 耳み- 撼 かす。 三時 頃 迄 眠られす。 天明 眠覺 む。 胃 部 不安。 上 

爾 排便。 入浴、 酸 出。 苦痛。 牛^、 チリ 玉、 重湯に て 朝飯。 食後う とくする。 謠の聲 耳に 入る。 


十五 日 

f 六 日 

苦痛 一 字 を 書く 能 はす 


十七 日 

十仴 

十 火 日 

ノ事を 忘れぬ 爲に 書く 

月 二十日 の. 四時 過な り。 

〇 十七 日咄 血、 熊の 膽の 如き もの。 醫者 見て 苦い 顔す 

〇 十八 日柬 洋城來 り、 今 社から 社員 一 名と 胃 賜 病院の 醫師ー 名 をよ こす。 十一 一時 四十 分の 汽車で 立つ と 云 

ふ 電話 あり G 

〇 同夜 一 一人 來 。大和 堂から 長距離電話 を かけたら 胃腸 病院で 社へ 知らせて、 夫から 社で 驚ろ いた. a 

〇 十九 日又咄 血。 夫から 氷で 冷す。 安靜 療法。 硝酸銀  . 


〇 今朝 漸く 乳 五 酌、 ソッブ ||;1|-、 を 飮む。 二 時間 後膨满 苦痛。 三時 間 目の 藥 にて 漸く 癒る。 

〇 ひるから 氣分 よし。 氷 依然。 水^。 氷を嚼 む。 


八月 一 T 一  日 

〇 十九 日の 吐血 以後 滋養 浣腸。 食物 は 流動物 丈 a  . 

〇 咋日森 成氏歸 京の 害の 處見當 た、 ぬ爲め 滞在。 

〇 但し 院長より は 着 以後 直ちに 當分其 地に と  >  まり 看護に 手を盡 すべ しと 好意の 電報 あり、 

〇 昨夜 終列車に て玄 耳來。 池邊と 相談 どんな^ 者で もどん な 器械で も 送る 事に した 由。 來て 見れば 夫 程に 

もな しとい ふ。 醫 者の いふ 事 をき かぬ 爲 也と いふ。 

〇 始め 東洋 城が 宅へ 手紙 を 出して 妻に 來る 用意 をうな がす。 夫から 電報に て 見合せ ろと いふ。 宅から は t 

がしい 處 〔を〕 長距離電話 を かける。 細君と 知らす 叮嚀に 問答せ り。 後に て 聞けば 山 田 三 良の 家の 電話の 

よし 

〇 五 時半 硝酸銀 を 呑む。 

〇 昨夕？ i 川 一 五 〇 持參。 意味 不明 妻に きくと 是は坂 元の はから ひの 由。 相談の 上 今月の 月給の 一 分と し 

て 貰 ふ 事に する 

〇 朝食 牛乳 一 合。 半熟 鶴 卵 一 個、 水飴 三 匙。  . 

〇 昨朝 は 氷 画の 重みに 堪えす。 今日は 何の 苦な し。 

〇|| 川 十 時 四十 分の 汽車で 歸る。 

0 弘法 樣の 御祭り で 四時 頃から 花火が 揚る。 目錄を 活版に して ある。 雷鳴、 軍旗、 露 牡 秋の 七草 色々 


なり 


八月 一 一 トー 一日 

〇 快晴。， 牛乳 一 合、 重湯 五 勺、 玉子 黃味 一 1 

0 昨夜 は寐 ながら 弘法 樣の 花火 を 見る。 秋の 景色 也 e 

坂、 森、 妻 三人に て 椽で水 瓜 を 食 ふ。 

〇 昨日 松 根 不來。 妃殿下 は 晚に山 莊へ御 起の 由。 

〇 家の もの 夜 山 莊で酒 を 酌む。 二 時 過就寢 のよ し e 

〇 東洋 城歸 京。 十一 一時 頃發  . 

〇x 八の 大家と 三味線と 踴子 下の 婦 下で 合奏 

〇 坂 元淼成 裏の 山で 七草 を 折り 來る 

〇 高 田 早苗 投宿 


八月 二十 三日 

快晴。 女郎花、 野菊、 男郞 花、 薄、 萩、 拮梗、 紫の 玉 (藤の 如き もの) 

〇 おくび 生臭し。 猶 出血す る ものと 見 ゆ C 便 は 無類 血色 あり 

〇 高 田 早苗 氏の 名刺 を 番頭 持參。 坂 元に 此方の 名刺 を 依賴。 高 田氏謠 をうた ひ I む 0 

八月 I 一十 四日 〔以下 九月 七日 迄 夏 目錢 記； J 


九 o 

©ょり.顔^5:惡シ杉本副院ギズ午^!四時大仁着 一 1 チ來几 ノ 後 夜. <時 急 -ー 吐血 五 百が ラム 卜 云 7  、  ノウ ヒンケ ッヲォ コシー 時人 事 不 省力 ン 7 ルせ 

射 十五 食ェ ン注射 二 チヤ 、お 11» ック s.s:35s モ タヌ？ S ト S フ 

社-一 電報 ヲカ ケル 夜中 子 ムラ ズ 

八月 一 一十 五日 

® 容態 聞ケ 、パ キケン ナレド ゴク安 i4  > ーシテ 居 レ、 パモチ ナヲス カモ知 レスト 云フ 杉 本氏歸 ル 

東京 ノ家ノ 東 カラ sir 力 力 、 リ 今朝 一 番デ？ H 兄 上 高 田 姉上 御 天 婦小供 二人 卨溶さ ん野 上さ ん森田 さ ん中根 倫 さ ん お立ちに なりました ミ 云ふ大 

菜さん 大« から 來 ラル 安倍さん も來て クレル I 汽車 ワク レチ野 村さん も來ル 

<gs 氏モ來 ラル  . 

八 刀 二十 六日 

ャ、 良好 

見舞 客 奥 村 鹿 太郎、 满錯ノ 山 S 氏、 鈴 木 三 »-吉、 春 降 堂、 S0^. 高 田 知 一 節、 营虎 雄、 森 奮、 0.S 一人、 春陽 堂ハ 菓子 折 ヲクレ ル 

八月 一 一十 七 B 

*S5 別-一 異 狀ナシ 

小 tes 降 渡.！？ 3 和 太郎番 水ミビ スケ； 'トヲ モラ 7 高 ar 忠堅： Bf 田大ゅ ノ * 生、 早 矢 仕 四 W 元同ジ 畢 校 - 一居 タ 人/ ョ シ 、 奥 村ヌモ ゥ 少し ョク ナツ 

^ラ來 マ スト アツ ター 一力へ ル其^ 小 供 兄姊上 倫 St 村さん 一房-一力へ. < 

八月 二十 八日 

別 狀ナシ 


森 成 s ん 東京 -ー 用事が は來 テ歸ル 病 腐 力 ラ r». カダト 云！' 先生 代 港 -ーョ コシテ 吳レル 

見舞 客 

小 林 f  is 淳平石 井柏亭 行 ほ I  一 ^野間ー爽 稱 

八月； 一十 九日 嗜 

容態 良好 二 テ此分 ナラパ 心 K ナシト ノ事皆 安心 シ テ 東京 へ 力へ ラル 

大塚 S ん菅さ ん森さ ん野 上さ ん小 林さん 湯淺さ ん野間 さ ん 

大食 甞店 ョ リ 見舞 狀 -I ソ  <  テ 小包 デ 菓子 折 ヲクレ  < 名 古 is ノ鈴木 カラ 心配 シ テ毎日 容態 ヲ IS 報デ シ ラ シ テ吳 

i: ク レ ル其金 デ毛プ トシ ヲ資 テ拷 人-一 カケ ヨウ ト思ヒ 野 上さ ん-ー タノ ム 

八 nrjl 一十 日 

I？ 容照 別-一 異 狀ナシ 

ス 力- ダ 師午ハ tS; Is- ノ 汽車- 1 テ嫁ル 森成サ ン人 リカ ヮ リ 東京 カラ tes テ ク 時 行德サ -\;ls«3: サ ン ！ 虚 -JB ル夜^！敏ノ中村サ ン カラ. 3崎 氏？ ョ 

づ シテ 御見舞 トシ テ金 三百 ヲ下 斗 几 

八月 三十 一日.  ■ .  . 

I？ 容 お-: BS 狀十シ 

今日 カラ ソヅプ ヲメ マセル ト 云 钕朝 トリ ヲ賈テ 切 テモラ ヒ！ S トツ クリヲ カリ テ其中 へ トリ？ 人レュ セン _ 一  カケテ 火鉢 デゾ ップ？ コ シ ラエ ル 夕方 

名 古 崖 カラ 鈴 木が クル 二三 B 前 二 アツ ラエ タハネ ブ トンが々 A 

九ヌ  一 H 

晴 容態 ャ、 良好 ナリ 


レ ロト 云 テク ル 見舞 トシ テ金 二十 £ 


早 稻出大 小 林修ー 一 a ト云フ 人が ク ル 中 村 さ ん ノ使山 崎 さ ん歸 ル g モ 午後 力 ラ歸 ルイ 口  /、東京 へ 賈物 ヲ頼ム 夕方 野 間 さ んが 東京 力 ラ ク ル 

九 nrll 一日 

*- 容態 變 りなし 

今日 カラ ソップ が 三度 二 ナル 食べ ル 事べ カリ カンが へ ティル ヨシ 坂 元 サンが 七 時 g カラ ゲリ ヲシテ K が イタ イト 云ヒぉ スカイ 03 コ シラ へ テ上 

ル夜九 時 頃 二 ナリ内 丸 サンが 來ル 

九月 三 HI 

雨 容 g.) 異 狀ナシ  . 

朝 十 時ノ 汽車 デ内丸 サンが 歸ル i サン モ午 後一 一時 ノ 汽車 一一 テ鹿兒 鳥へ SS ル 

■f^H; 四日 

SP 容想 SS じ - 

. 賴九& "頃 湯淺 サンが 東京 カラ 瞎 道-一 ョ ル 阿部 次 « サンが 午後 ニクル 山 カラ 歸リ道 東京 ヲス通 リシ テ當 iS "へ ク《 病人に 話シ タラ 酒デ モノ マ シテ 

上ゲ 口 ト云フ * 故ビ 1 ルヲニ 本 小宮サ ン トー 一人 デ ノ ム 1 サ ン 三時/汽車 デ 5S ル  - 

九月 E 日 

雨 容 想たん くよ ろし  ，  - 

阿部 サン ト小宮 サンが サン 步ー 一行 キ歸 リニ 革 花 ヲ取テ クル 花ィケ 一一 サス 

h; 一  or' ュ, 日 

喑 異 狀ナシ  , 


今 B ば 十 時 食 暨ノ カン 腸 ヲスル 四 人が 、 リデォ コシテ 大便 ヲ 分 セル 少シ 出タ ヨシ  , 

ハダ 力 二 シテセ ナカ ヲ アル コ I 几 デフ キ 着物 ヲ ネル ト取カ へ ル ワラ ブト ンノ 上へ ナミ ノフ トン ヲ 二お 力 サネチ *K 上へ 寐 カス 皆 大變心 配-一々 ？ 

別-一 變 リナ シ大キ -ー 安心 la 部+ ン午径 三 S-/ 汽車 デ 東京へ 歸ル 

九 七 03 

南 容想 よろし 

今日 I 番デ 坂元サ ン歸 ルカ.、 ハ ン ヲ挂 テ行テ 乇 ラフ 野上サ ン 夕方. グ" 御士 雍ョ クレ. < 

九月 八 曰 

〇 別る、 や 夢 一筋の 天の川 

〇 秋の 江に 打ち込む 杭の 響かな 

〇 秋風 や 唐紅の 咽喉 佛 

〇 赤婧 蛤、 燕 

〇 languid  stillnesso  weak  stateo  painlesso  passivity 

〇 庇護。 被 庇護。  ， 

〇 水 

◦  Intellectuality  一一  indifference.  Self-assertion  二  indifEsence. 人事 ノ葛藤 二  mdifCerente 

o  goodness,  ； peace,  calmness.  Out  of  struggle  for  existence,  material  prosperity, 

c iiature 

〇 Essen 、住宅。 西洋と 日本 ノ懇 隔。 

九 S 


〇 自然淘汰に 逆 ふ 療治。 小兒の 撫育より 手が か、 る。 半白の 人 果して 此 看護 をう くる 價値 あり や 

〇 吾より 云へば 死にた くな し。 只勿體 なし。 

〇 九月 九日 十一 時と 二 時に， 間食。 アイス クリ —ムは 冷たくて いやになる。 ぺブ トン. 力 ー -1 スを 五十 ゲ 

ラム 位 宛 

〇 正 食 湯煎 ソ ー プ三 トク、 葛湯 百グ、 今日から 三十 を 百に ス 

〇 アイス クリ ー ムの 器械 は 鈴 木 送る、 

〇 吐血の 時 モル ヒン 注射 再度の 喝 氣を 恐れて 

卜 曰 

〇 咋夜森 成 氏と 禁烟 の 約 をな す。 今朝 臥し て 思 ふ 左の み 旨くな けれ ど 夫 程 害 にならぬ もの み- 禁す る 必要な 

し。 食， 後一 本 宛に す 

〇 森 成 氏 初診の 時の 胃の 亂 調の 働 を かたる 

〇 最後の 吐血の 時， 一 ー囘の 注射。 ブンメ ルン 

〇 紫苑 みそ はぎ  ， 

〇 萬 年 筆 を ふる 力なし 

〇 ひかん 白 萩 梅林より 來 る。 

〇 病院で 一 ヶ月 半、 修善 寺で 一 ヶ月 是 から 何月 か、 るか 分らない 惜ぃ 時間 也。 小 宫云ふ 牢へ這 入った と 思 


〇 時間 を惜 いと 思 ふ 程ん 閒に 精力が 出た の だら ラ . 

〇 森 成 氏 又歸京 

I 一日  ， 

〇 曹達 ビ ス ケット は 十七 日頃より 

〇 子供の 手紙 を 護む。 

九月-十 二日 

秋 暗 寐 ながら 空^； 5- る。 ひけ を そる 0 

秋晴に 病 間 ある や 髭 を 刺る 

秋の 空 に 澄めり 杉に 斧 

昨夕.；^ 和堂來 りい ふ。 仰臥 不動の 忍耐 感心な り是 でよ くなら なければ 醫師の 任 

〇 羽根 布 圑を買 はぬ 理. B 

九月 上 二日  . 

〇 昨夜 森 成 氏 歸來。 羽根 枕。 體瀨の 飴。 ソーダビス^^ット來る。 

〇 暗 雪歷疊  • 

〇 まだ 氷錢を 盛る。 

〇 宮本^ 氏 


〇 吐血 は 醫師の 責任 也と 杉 本 氏い ふ 

〇 昨日より 妻 頭 病む とて 寐る。 

〇 晝ソ ッ ブ 五十より 七十 グ ラ ム - 1 曾 

〇 秋雨 蕭々、 二 絵 琴と 三味線 を 合せて るる 

〇 臼 川歸る 

0 四時 頃 突然 ビ スケッ トー 個 を 森 成さん が 食 はして くれる。 嬉し 、，事 し 

九 0: 十四日 

Q よすがら の 雨 .， 

〇 衰に夜 家 逼るゃ 雨の 音 

〇 旅 に や む 夜 ^^、 心 や 世 は 情 

〇 一 夜 眠 さめて 枕頭に 一 ニニ 子 を 見る 

蕭々 の 雨と 聞く らん 宵の： 

©  秋風 やひ の 入りた る EE の 袋 

術の 議論 や 人生 上の 理窟が  一 t- は 厭に なった。 

. 1 竿 風月、 明 窓淨几 - 

さう 云 ふ 趣味が 募った。 

微雨 當窓 冷， 一 澄；^:^ 靑 とい ふ 句 を 得た。 

風流の 昔戀 しき 紙 衣 かな 


〇體 力 日に 加 はろ。 床の 上に て 身體を 動かす 力、 頭 を 枕に すらす 力に て 自分に よく 分る。 . 

〇 十一 時 眞のソ —ダ ビスケット を 半分 呉れる。 東京より 送る ものと 云 ふ。 鹽氣 ありて 些の 甘味な し 

〇ー 一 兄 皆 早く 死す。 死す る 時 一 本の 白髮 なし。 余の 兩鬓 漸く 白 からん として 又 一 樓の命 をつな-ぐ 

生 殘る吾 恥 かしゃ 鍵の 霜 

〇 四時に 灌腸 を やる よし。 最後の 吐血 後 一 週間に して 第 一 灌腸。 今日 一 一週間に して 第一 一 灌腸な り。 宿便 出 

る や 否や。 

九月 卜 五日 

〇 秋雨 山村 を 鎖す  . 

〇 昨日 灌 gl 脫便 好成蹟 

〇 咋 夜東來 。洪水の 寫眞帖 。口 ャルァ カデ、 ，^1 土産 

〇 朝飯 ソ ッ プ 百グ ラム。 ソ ー ダビ スケッ ト半： IT 

〇 立秋の 紺 落ち 付く や 伊豫 緋 

〇  骨 立 を 吹けば 疾む 身に 野 分かな 

〇 今朝 髮 をけ づる。 

稍 寒の 鏡 もな くに 櫛る。 

〇 咋 夜より 白 毛布 を かく 淸楚佳 意 

九月 十六 日 


〇 喑雨將 至 

〇 咋夜 重湯 を 吞 むま づき 事甚 し。 

ビスケットに 更へ る 事 を 談判 中々 聞いて くれす 

〇 今朝より 漸く 氷 を 取り除く 

〇 耕 香 舘畫賸 を 見る。 蘇 氏 印譜が 見た くなる。 

〇 重湯 葛湯 水飴の 力 を 借りて 仰臥 靜 かに 衰弱の 囘復を 待つ はま だる こき 退屈な り倂 せて 長閑なる 美 はしき 

心なり。 年 四十に して 始めて 赤子の 心 を 得たり。 此 丹精 を敢て する 諸人に 謝す 

〇 健全なる 人の 胃潰瘍 は 三 週間で 全治す る 由。 余 は 最後の 出血より 計算して 今 三 週間 目な り。 漸く 日に 半 

片のビ スケッ トを 許さる ，. に 過ぎす 

九月 十七 日 

〇 一 番 にて 小宮歸 る。 雨 

〇 安心 安神 靜意靜 情。 この 忙しき 世に か > る 境地に 住し 得る もの は 至福 也。 病の 賜 也。 

〇 咋夜 主人 鯛 一 尾 を 贈る。 氷溪を 取り去れる 祝の 心に や 

鯛 切れば 鱗 眼 を 射る 稍 寒み 

九月 ト 八日 

〇 秋晴 澄徹 

昨夜 は 十五夜で 美く しき 月の よし  . 


〇 昨夜 東洋 城歸 京の 途次 寄る。  ， 

九 雪 堂の 見舞の コップ 虞 美人 艸の 模樣の もの を くれる。 戸部の 一 輪 插是は 本人の 土産 也。 

〇 地方に て 知らぬ 人 余の 病氣を 心配す る もの 澤山 ある 由 難 有き 事 也。 京都の 髮結某 余 の 小さ き 寫眞を 飾 る 

由。 金 之 助と いふ 藝者も 愛讀 者の よし。 東洋 城より 聞く 

宮樣 余に よろしくとの 事 也。 

〇 今日は 體カ囘 復と思 ふ。 明日に なると 夫が イリ ュ— ジョンで ある。 今日は 切 實に何 か 思 ふ 明日に なると 

夫が イリ ュ ー ジョ ン である。 

今朝 はソ —ダ ビスケット を 一 枚 もら ふ。 旨く も 何 ともな かつ た 

夢中に 獻立 など をし て樂ん で ゐ たが よく なって 見 ると 馬鹿 氣 てゐる 

〇 午 食に 起き 返りて 始めて 粥 半 椀 を 食 ふ。 起き直りつ、 ある 退 儀 を 思へば 粥の 味 も 半分 は 減る 位 也。 吾 は 

是程 疲れたり やと 驚く 

〇 一 等 軍 醫正矢 島 氏 伊東 迄 来れる 序にと 見舞 はる 森 氏の 命令 也 

〇 病む 日 又 簾 S 隙より 秋の 蝶  - 

〇 晚に百 グラムの ォ. I トミ ー ル 旨し 

湯煎 ソ ップ 百-クラム 

玉子 豆腐、 あん 百 ダラ ム 

九月 十九 日  - - 

〇 晴 

九九 


-00 

〇 昨夜 は 御 月見 を するとて 妻が 宿から 栗な ど を 取り寄せ てるた o 栗が もう 出て ゐ るかと 忍って 驚いた 

病んで より 白莉に 露の 繁く 降る 事よ 

〇 花が 凋む と 裏の 山から 誰か  >  取って来て くれる。 其 時 は 森 成さん が 大抵 一所で ある。 女郎花、 薄、 

野菊、 あざみに 似た ものが 多い。 

〇 昨日 臼 川の 送った 宇治 拾 遣 を 少し 讀む。 少し 讀 むと 馬鹿々々 しくなる。 

〇 瓶に 插 した 薄の 葉の 上に 何時の間にか 蟋： t が 一 匹留っ てるる。 風が 搖れ るた びに 徭れ てるる 

〇 晝 のうち 恍惚と して 神 遠き 思 ひ あり。 生れて より 斯 S 如き 遐懷 を恣 にせる 事な し。 衰弱 S 結 茶に り。 夜 

は 却って 寐られ す 屠眼覺 む。 昨夜 は修善 寺の 1< 鼓の 鳴る を 待ちたり  . 

蜻 蛤の 夢 や 幾度 杭の 先 

蜻始 ゃ留り 損ねて 羽の 光 

〇  取り 留 むる 命 も 細き 簿 かな 

九月 一 一十 日 

夜來の 雨。 しばく 眼覺 お。 

大風 鳴 萬 木 山 雨 I 高樓 

病骨稜 如， 一 ^ 靑欲愁 

〇 東 云 ふ 先生 は 蒼い 高々 しい 顏 をして ゐ ながら 食物の 事ば かり 考へ てゐ るから 可笑しい と。 咋日は ソップ 

を やめて ォ ー トミ— ルか粥 を 增す事 を ねだりて ffi 絕 さる。 

問 食に ミルクと カジノ ビスケット を 食 ふ ま 丸で 赤子 也：  . 


粥 を 口 へ 運んでも らう 處は 赤子 也 

佛 より 瘦 せて 哀れ や 曼珠沙華 

〇 咋夜 看護婦に 一 一度 時 を 聞く。 始は 四時， "分 前。 後 は 五 時 4- 五分 前。 修 k 寺の 太鼓 は 五 時 頃より 鳴る もの 

と 知れり。 

〇 咋 日より 病 前に 讀 みかけた 六づ かしい 本を寐 ながら 少々 讀 むに 頭の 工合 は 病 前と 差して 異ならす。 其 解 

起き直りて 便器に か/' る 事 は 一 世の 大事 業の 如く 困難で ある。 かほ ど 衰弱した ものが 何う して 哲學 的の 書 

物 杯 を讀む 事が 出來 るかと 思 ふと 不思議で ある。 妻に 其 事 を 話す と、 あなた は 悪かった 二三 日 頭が 判然し 

過ぎて みんな 困りました。 

〇 蘇 氏 印 略が 來る。 面 いけれ ども 讀め るの は 極めて 少ない。  - 

〇 雨中 床屋が 來て髭 を 剃る。  ■ 

〇 胸も谓 も 脊も觸 ると ほろ/ \ 'する 

〇 南 畫宗を 買 は うと 思 つ たが 贅澤 過ぎ る の で 躊鐯す 。 妻に 話す と 御 買 ひなさい とい ふ。 

九月 一 一十 一 日 

〇 咋夜 始めて 普通の 人の 如く 眠りた る感 あり。 節々 の 痛柔ら ぎた るた めか。 體 カ囘復 のた めか 

〇 蟲 遠近 病む 夜ぞ靜 なる 心 

〇 餘所心 三味 聞 きゐれば そ *>r ろ 寒 

〇  月 を 直る わがいた つき や 旅に 菊 

〇 起き もなら ぬわが 枕 邊ゃ菊 を 待つ 

—If 1 ,   i  ,    ：  jjei i  ！ 


一 0 二 

〇 朝ォ— トミ— ル百グ ラ ム になる。 ソ I ダ ビスケット 1 枚ソ ップ 前に 同じ 

〇 咋せ宮 本 博士 来診の 報 あり。 日 取 未だ 定まらす。 博士 は 一 度 余に 逢 ひたき 由 過日 云 はれた る 由。 額 田 さ 

んは歡 石と いふ 人 は どんな 顔 か 見て 置きたい と 思つ て來 たと。 

〇 玄 耳より 醉 せ堂劎 掃と 列 仙傳を 送り 來る。 (蘇 氏 印 略の 一 卷を看 通した 時 也) 

〇 突諷の 秋風 椽 より 入る 

〇 嬉しい。 生 を 九饭に 失って 命 をー蒉 につな ぎ 得た る は 嬉しい。 

生き返る われ 嬉し さよ 菊 S 秋 

〇 遠くに て 瓦 をた、 く 音す  • 

〇 夜半 魚 池 中に 躍る 水 時あって 池に 注ぐ。 未だ 其狀を 見た る 事な し 

〇 養 其 無 象 象 故 常存守 其 無 體也故 全 眞全眞 相 濟可以 長生 天 得 其 眞故長 地 得 其 眞故久 人 得 其 眞故壽 

(長生 詮) 洞古經 よりか？ 

〇 (大 通經 より？) 

靜爲之 性 心 在 其 中 矣動爲 之 心性 在 其 中 矣心生 性 滅心滅 性 生 現 如 空 無象湛 然圓満 

九月 一 一 4 '一 一日 

〇 秋冷。 咋^ は 矢 張よ く 眠らす 

〇  圓覺曾 參 文 字 禪 

眉毛 今日 着前綠 

靑山不 担 庸人 骨 


却下 九 原 月 在天 

〇 たそがれに 參れと 菊の 御 使 ひ 

九月 一 一 卜 三日 

〇 咋 日より 咽喉 わろ し。 濕布 

〇 妻が 桑 S 莨 盆を賨 つてく る。 二 圓五七 餞と いふ。 桑 は 陳腐で ある。 もう 一 つあった 樟のを 見て よければ 

代へ たいと 思 ふ。 松の 盆 (角) 六阒 程と いふ。 奇麗 也。 た 全體 透明なら す。 且つ 丸 盆が 好ましい と 思 ふ。 

妻 もし かいふ。 賴んで 外 を さがして 見る 事に する。 

〇 粥 も 旨い。 ビスケット も 旨い。 ォ ー トミ ー ルも 旨い。 人間 食事の 旨 いのは 幸福で ある。 其 上 大事に され 

て、 顔 迄 人が 洗って くれる。 糞 小便の 世話 は 無論の 事。 これ を 難 有い と 云 はすん ぱ何を か 難 有い と 云 はん 

や。 醫師 一 人、 看護婦 一 一人、 妻と 外に 男 一 人附添 ふて 轉地 先に ある は 華族 樣の 贅. # 也。 

〇 昨日 は 雨 終日。 午前に ジヱ ー ムスの 講義 をよ む。 面白い。 蘇 氏 印 略 を 繰返し 見る。 面白い。 會 話の 本 を 

讀む。 面白い。 

〇 昨 雨 を 聞く。 夜 もやます。 

範賴の 墓 儒る、 らん 秋の 雨 

〇 菊作り 門札 見れば 左 京 かな 

〇 午前 ジェ ー ムス を讀み 了る。 好き 本 を 讀んだ 心地す。 

〇 咋夜 熱度 三十 七 度 一 分。 輕微 の氣管 支に て 右の 方が 犯されて ゐる 由。 手 を 出して 本 を 讀む事 を 禁ぜら る。 

〇 (病後 對鏡) 洪水の あとに 色な き 茄子 かな 
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〇 家 を 出る 時 植木屋の 苗から 植えて 庭に 下した 鹬 頭が 三 四 〔寸〕 になって るた。 どの位に 延びた かと 思 ふ。 

其 頃 は ©J 蕉の 影に 花隱 元と いふ もの も晚 いてる た。 

植木屋が 此鷄頭 を 萬 代 紅と いふ。 雁來 紅の 間違 かと 思ったら さ うぢ やない。 雁 來紅は 斑 入で 是は眞 赤に 

なる の だと 云った。 

〇 菜の 花の 中の 小 家 や 桃 一木 

〇 秋 淺き樓 に 一 人 や 小雨が ち 

〇 四時 過 便通 始めて 尋常に 近き 色な り。 起きる とき 橫 になって 一 寸 休んで、 起き 上って 足 をべ ッド から 下 

して 休んで 漸く 便器に か > る。 手 は 少し 力 あれ ど、 足 は 全く 萎て 丸で 腰の 拔 けた 人の 如し。 甚 しき 衰弱な 

り。 

九月 1 一十 四日 

〇 秋 淺き樓 に 一人 や 小雨が ち 

〇  生きて 仰ぐ 空の 高さよ 赤蜻蛤 

〇 今日は 新鮮の さしみ (もし あれば) を 少し 食 はせ て くれる 害。 刺身 は 夫 程で もな し 

〇 咋夜 右の 足の 骨が 痛む ので 眠が 覺 めた。 肉がなくて 骨 許の 上へ 片々 の 足 を 載せた ため 也。 其 外 尻が 痛み 

手が 痲瘁 して 眠の 覺 むる 事 多し。 

〇 咋夜 痰が つかへ て 三 四 度せ く。 其 度に 看護婦が 起きて くれた。 

〇 今夜 は 特別 列車で 觀光圑 が修善 寺へ 押 かける よし。 其 上 宫本叔 氏と 杉 本 氏 もく る 由 

〇 鶴の 影德 藤に 長き 入日 かな 


〇 午 傲 後 髭 を そり、 髮を梳 り、 脫糞、 衣服 を着換 へ、 坂 元の 持って 來た 新. - しい 毛布 を 懸ける。 天 氣淸澄 

(坂 元は 昨夜 沼 津迄來 り 今朝 一 番で くる 大祭 日と 日曜と 重なる 爲也。 

〇 朝 G3ce の 美 學を讀 む。 

〇  一山 や 秋色々 の； b の 色 

〇 四時 頃 楚人冠 至る。 觀光 画と 一 所 也。 汽車が 一 圓 いくらと まりが 八 卜五錢 馬車が ト錢 とい ふ 安い もの 也 

〇 腹へ る。 森 成 氏へ 訴 へる。 拒絕 

九月 一 一.； '五日 

〇 曇。 咋日 觀光圑 のた め 終夜 損々。 相 變らす 眠らす。 夜通し 風呂場に 人氣 あり。 朝 は嗜ぃ 5 ちから 顏を洗 

ふ。 夜半に 下女の 笑ふ聲 す。 黎明に 又 下女の 聲す。 思 ふに 下女 は 床に 入ら ざり しなるべし。 

〇 咋 夜宮 本 杉 本 ニ氏來 診。 十 時 頃 喫飯。 醫師も 規律 ある 生活 は 送りが たし。 其 上 觀光圑 にて 恐らく 眠り 得 

ざり しならん。 

〇 風流 人 未 死 病 裡領淸 閑 

日々 山中 事 朝々 見 碧山 

〇 宮本氏 云 ふ 今一 一週 問に て歸 京し 得べ し。 まづ 1 一十 日と 見れ ぱ可 からん と。 診斷の 結果な り。 同氏 は 杉 本 

氏と 午頃歸 る。 坂 元 も 同時に 歸 る。 

〇 古里に 歸るは 嬉し 菊の 頃 

〇 午 镦に鯛 S 刺身 四 切 を 食 は せらる。 平常 刺身に 嗜好な きも 矢 張 旨し。 ソ ー ダ ビス ケ ットに 水 を 塗り 食鹽 

をつ けて 珞 りたる を 食 ふ。 是亦 旨し。 

I  0 五 


I  2 ハ 

〇 昨日 觀光圑 に 加って 見舞に 來て くれた 畔柳岡 田 一 一人 去る とて 十 一 時頃來 る。 

〇 靜 なる 病に 秋の 空 晴れたり 

〇 菊の 宴に 心 利きた る 下部 かな 

〇 午後 一 時 楚人冠 去る。 

大切に 秋 を 守れと 去りに けり 

〇 一 一時 頃より 蒸 暑、 蟬 なく。 

〇 ク a 1 チ H を 讀んで 疲勞。 

〇 無言の 玄境、 放恣なる 安靜、 努力な き 想像 (雪の 岫を 出る が 如く。 起り て 自然に 消 ゆ。 無抵抗の 放任、 

目的な き靜 臥。 消極に 安ん する 倦怠。 悠々 たる 精神。 重碍 なき 活動。 苦 を 感ぜざる 程の 想像。 義務な き腦 

の 作用。 

九月 一 一十 六日 

〇 昨夜 始めて 起き直って 食事。 橫に 見る 世界と 竪に 見る 天地と 異なる 事 を 知る。 盒事 うまし。 夜に 入って 

元氣 あり。 - 妻から 失心 中の 事 をき く。 失心 中に も 血 を 吐いて 妻の 肩へ 送れる 由。 其 時間 は 三十 分 位 注射 十 

六 筒と いふ。 坂 元が ふるへ て 時々 奧 さんしつ かりな さいと 云った。 電報 を かける のに 手が ふるへ て 字が 書 

けなかった 由。 余の 見た る 吐血 は 僅かに 一 部分な りしな り。 成程 夫で は 危險な 箸で ある。 余 は 今日 迄 あれ 

程の 吐血で 死ぬ の は 不思議と 思 ふて ゐた。 

人間の 血の 三分 一 を 吐けば 昏睡し。 三分 一 一 を 吐けば 死す る 由 

〇 咋夜 は藥の 所爲か 比較的 安眠 (四時 頃 迄) 然し 夢 は 始終 見たり。 友人の 坊主が 叙 山の 麓 迄う どん を盒ふ 


たと 云って 一 時間 許りの 閒に歸 つて 來た。 さう してう どん 程 天下に 旨い もの はない と 云って ゐた 

〇 朝 始めて 起き直って 顏を 洗ひ髮 み- 梳る。 心地よ し。 

〇 始めて 床の 上に 起き 上りて 坐りた る 時、 今迄 橫に のみ 見た る 世界が 竪に 見えて 新ら しき 心地な り 

竪に 見て 事 珍ら しゃ 秋の 山 

坐して 見る 天下の 秋 も 二た 月 目 

〇 其 時 松 陰に 百日紅の 殘紅を 見る。 久しき 花な り。 どっと 床に 伏した る 前旣に 喚け る ものな り 

〇 病 正に 輕 快に 移らん として、 今更 病 を 慕 ふの 情に 堪えす。 本復の 後 はか、 る寬容 ある、 stress なき 生涯、 

自己の 好む 儘の 心の 働き を盡 して 朝より 夕に 至る 時間、 朝夕 余の 周 圍に奉 侍して 凡て 世話と 親切 を 盡す社 

會の 人、 知人 朋友 もしくは 余 を 雇 ふ 人の イン ダル ジヱ ンス。 —— 是等は 悉く 一  朝の 夢と 消え去りて、 殘る 

もの は缀 S 如き 堅き 世界と、 磨き 澄まさねば ならぬ 意志と、 戰 はねば ならぬ 社會 丈な らん。 余 は 一 日 も 今 

日の 幸福 を 棄るを 欲せす。 

切に 考 ふれば 希望 三分 一 一は 物質的 狀况 にあり。 金 を 欲する や 切 也。 

〇 床に 就きた る 人の 天地 は 床の 上に 限られる 事 無論 也。 され ども わが 病甚 しき 時の 天地 は狹き 布圑の 一部 

分に 限られたり。 足の 付く 脊 S 觸る、 處 腰の 据 はる 所 丈に て 其 他 はわが 領分に あらぬ 心 〔地〕 なり。 衰弱 

甚 しければ 容易に 動き もなら ぬ 故 也。 小き 枕 にても わが 領分と 領分で なき 所 ありき 頭 を 動かす 〔は〕 大變 

な 事業 也。 

〇 病床の つれぐ に 妻より 吐血の 時の 模樣 をき く。 慄然た る もの あり。 危篤の 電報 を 方々 へ かけた る 由。 

妻 は 五六 日 何も 食はなかった 由。 森 成さん も 四 五日 殆んど 餓も盒 はすに 休息せ ざり し 由。 顧みれば 細き 糸 

の 上 を 歩みて 深い 谷 を 渡った 樣な ものである。 

10 七 
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〇 看護婦 を 呼ぶ とき 杉 本さん が 早く 行かない と 間に合 はない と 云った 由。 吐血 後一 週間 は危險 なりし 由。 

杉 本 氏歸る 時もう 一 度 吐血 すれば 助からぬ 由 を 妻に 云 へ る 由 

九月 一 一十 七日 

〇 曇。 床の 上に 起きて 顔 洗、 食事、 

〇 咋夜 もよ く 寐す。 寐れ ば必す 夢を見る。 然し 寐 てるる 事が 大變樂 になった。 

〇 寐られ ぬ 夜 

ともし 置いて 室 明き 夜の 長 かな 

〇 午 腹 減りて 殆んど 起き直る 事 能 はす。 食後 疲れて 熟睡 三 ト分藥 の 時間に 看護婦に 起さる。 

〇 妻 君と 森 成さん と 東と 朝日 瀧へ 行ったら しい。 午院 閑寂 

〇 反物屋が 雁皮紙 織と、 眞綿織 を 持って くる。 眞綿織 は 伊豆の 大 島の 產也。 雅な 質で 雅な 色な り 

〇 三人 觀音樣 より 歸る。 堂守から 菊 を 乞 ふて 來る。 (金 を やって) 

堂守に 菊 乞 ひ 得た る小錢 かな 

〇 力な ゃ瘦 せた る 吾に 秋の 粥 

〇  佳き 竹に 吾 名 を 刻む 日長 かな  . 

〇 見 もて 行く 蘇 氏の 印譜 や： b の 露 

〇 範賴の 墓 守 も 花み-作 る か ら 今度 は あすこで 貰って くると いふ。 

秋草 を 仕立てつ 墓 を 守る 身 かな 


と 
し 
て 
天 
明 
に 
至 
る 

也 


九月 一 一十 八日 

〇 咋日 昨夜 便通 一 ー囘。 一 囘を HE 腸 病院に 送る。 

夜 安々 と寐 る。 然し 未明に 覺む。 

〇 桔梗、 菊、 紫苑、 桔梗 は 濃く ふつく らしたり。 紫苑は 高く 大きく 薄 紫の 菊の 婆 袋た るに 似たり 

貧しから ぬ 秋の 便り や 枕元 

九月 一 一十 九日 

〇 仰臥 人如啞 默然對 大空 

大空 雪 不動 終日 杳相同 

〇 咋日も 髭 剃。 細君の 注意に よる。 始めは 顋の下 を 剃り 落し， た 時 は 殘り惜 さうな りき 

〇 京に 歸る日 も 近付いて 黃菊哉 

10 九 


九月 一 一十 日 

0 曇。 咋夜も 不眠。 去れ ども 眼が^ える にあら すうと 

秋の 蚊) の螫 さんと すなり 夜 明 方 

广ゃ 我を螫 さんと 

〇 賴 家の 昔 も 嘸 栗の 味 

〇 站の丈 日に 延びつ らん 病んで より 

〇 肌寒 を かこつ も 君の 情 かな 
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〇 晚に玉 子の 煎りた る を 食 ふ 

丸 月 三 卜 日 

陰。 漸々 寐心 よくなる。 

〇 東京より 返事。 一 一日 前に 送った 便に 血 は 交らない 由 申し 來る  、 

^elu フ油を 力が ラ厶 I む。 是は酸 を 抑へ る 功、 いたみ をと める 功、 幽門の 出口 を 滑に する ゆ。 

(或 病人 四 £g 射 をした 時 ォレ— フで 溶解した is ために 大いに 元！^ を 

十月 一 日 

〇 稻の香 や 月 改まる 病 心地 

〇 日 似 三春 永 心 隨野水 空 

牀頭花 一片 閑 落 小 眠 中 

〇 取 寄せた る 淸六家 詩鈔、 唐 賢 詩集、 宋元明 詩集 來 

〇 名 古 屋の鈴 木來る 

〇 午 鯛のう しほ を 食. ふ 0 

4" 月 一 一日 

〇 夜 寐られ す 0 看護婦に 小便 を さして 貰 ふ。 三時 半。 寐れば 夢を見る。 夢を見れば すぐ 覺 める 0 


〇 明 方戶を 明ける 時の 心 持 

天の河 消 ゆる か 夢の 覺 束な 

〇 夢擁 銀河 白露 流 

夜分 形影 一 燈愁 

旗 亭 病 近 修 禪 寺 

聽到晨 鐘 早 上 秋 

〇 初めて 百舌 をき く 

裏 座敷 林に 近き 百舌の 聲 

〇  歸るは 嬉し 梧桐の 未だ 靑 きうち 

〇 雨猶歇 ます。 細雨 也  - 

〇 午前 雪晴 日出 づ。 £ ン く猶 鳴く 

〇 細君、 東、 森 成 どこかへ 行った と 見えて 音な し。 奥の院。 (二十 一日の 絕食) 

〇  歸る ベくて 歸らぬ 吾に 月 今宵 

4" 月 三日 

〇 陰。 秋 かと 思へば 夏の 末、 夏の 末 かと 思へば 秋。 柿 も 大分 赤き 由。 栗 もとう から 出て るる。 稻は 半分 

黃 くと。 

雲 を 洩る日 ざし も 薄き 一 葉 哉 

〇 小宮が 毎日の 樣に繪 葉書 をよ こす。 歆 麿の 浮世 繪 にこん な 人に なりたい とか、 こんな 人を演 する 芝居が 
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見たい とか 書いて ある。 た わい もない 事で ある。 

臼 川 も 自畫の 給 葉書 を くれる。 御 能の スケッチ を 色取った ものである。 松風、 鉢の 木、 山姥 等で ある。 

たまに は 文句 人で ある。 甚だうまい 

〇 昨夜。 鯽の煑 たの を 食 ふ。 

. ^月 四日 

〇 陰 雨を帶 ぶ。 昨夜 雨滴 千 萬點を 聞き 盡す。 睡眠 狀態漸 々平生に 近づく 

〇 咋日 花を更 ゆ。 コスモス、 菊、 菊と 野菊の 中間に て 黄なる もの。 柬 君の 取って来て くれた もの 

〇 氣管支 漸く 治まる  . 

〇 昨日 妻 髮を洗 ふ。  . 

〇 殘骸猶 春 を 盛る に 堪えたり と 前書して 

甦へ る 我 は 夜長に 少し づ ， 

骨の 上に 春 滴る や 粥の 味 

米 は 東京より 取り寄せ たる ものな り 

〇 鶴鶬 多き 所な り 

鶴 鵠ゃ小 松の 枝に 白き 糞 

松 儒る、。 儒る、 は 女 松。 降る は 秋雨  - 

〇 寐て ゐれば 粟に 鶴の 興 もな く 

〇 氣管 支に 一」 體を 拭く 事 を 禁ぜられ たれば 觸 ると. さらく して 人間の 肌と は覺 えす。 鶴の 羽 を 引きた る 如 


垢 出で、 ほろ くす。 寐卷 を着更 ふ。 よき 心地な り „ 


し 

粟の 如き 肌 を 切に 守る 身 かな 

〇 午 障子 を 問けば 晴牢： 澄徹 久し 振 也. - 體を 拭， 

やがて 腹 減りて 汗 出 づ。 

〇 夜 は 朝食 を 思 ひ、 朝 は 晝餓を 思 ひ、 晝は 夕飯 を 思 ふ。 命 は 食に ありと。 此諺の 適切なる 佘の 上に 若， 

し。 自然 はよ く 人間 を 作れり。 余 は 今 食事の 事 をのみ 考へ て 生きて るる 

〇 萬 事 休 時 一息 囘。 餘生豈 忍比殘 灰。 

風 過 捂楚動 秋 去。 露滴 竹 根 沈 翠來。 

漫道 山中 三月 滞。 詎知 門外 一 踐開。 

歸^ 勿 後 黄花 節。 恐 有 雁 聲落舊 苔。 


-な 


十月 五日 

〇 晴、 稍 寒。 眠 無事、 殆んど 平生に 近し。 

〇 淋滴 鮮血 腹中 文 嘔照 黄昏 證綺紋 

入 夜 通 身 渾是骨 臥 牀如石 夢 寒 雲 

〇 野菜の 高き 處 なり ほうれん 草の 浸し物 一 人前 一 一十 五錢。 鷄の 高き 處也" 

の 湯煎 ソッ プを飮 む。 其 代が 日々 に 一 一 歸 乃至 三圓 也。 可 驚 

of 一  日に 歸る 山。 其 前にもう 一 遍便を 東京に 送りて 檢査 させる と。 

〇 冷やかな 瓦 を 鳥の 遠近す 


百 目 八 九十 錢。 余 は 日に 三百 目 


一 I 三 


I 一四 

十月 六日 

〇 快 暗 心地よ し。 昨夜 眠穩。 

冷 かや 人寐靜 まり 水の 音    . 

〇咋日森成さん畠山入^?!とか の城跡 へ 行って 歸 りに あけびと い ふ もの を 取つ てく る。 ほけ 茄子の 小さ いの 

が 葡萄の つるに なって ゐる樣 也うまい よし。 女郎花と 野菊 を澤山 取って くる。 1^ 黄に 花靑く 普通に あらす。 

野菊が 紗壁 に 映りて 喑き 所に 星の 如くに 俊が る。 

的 機と 壁に 野菊 を 照し 見る . 

鳥つ、 いて 半う つろ の あけび 哉  - 

0 昨日べ アリン グの露 文 擧を讀 み 出す。 一 昨日に て 現今 哲學讀 了 

〇 天下 自 多事 被 吹 天下 風 

高 秋 知髮白 衰病夢 顔 紅 

懷友讎 無 到 讀 書道 不窮 

瘠 軀猶裏 骨 慎 勿 妄磨鑣 

十月 七日 

快晴。 安眠 常人と 同じ。 

〇 朝 寒 や 太鼓に 痛き 五十 棒 

〇 鏡 中 人已老 嘔血 骨猶存  - 


病 起 期 何日 夕陽 復 一 村 

十月 八日 

〇 数へ ると 明後日 は 東京へ 歸る日 也。 嬉しく も ある。 又獄 でも ある。 歸 りたく も ある。 歸 りたく もない。 

現 狀は餘 程の 苦痛で なければ 變る 事を敢 てし 得ない ものである。 

〇 顔に 漸く 血の 色が 出て 来た。 

卜 月 九 en 

〇 雨 濛々。 朝食。 床の 上に 起き 返りて 庭 を 眺める と 殘紅を かすかに 着けながら、 百日紅が 旣に 黃に染 つて 

ゐ る 

先 づ 黃 なる 百日紅に 小雨 か な 

〇 昨日 看護婦が 裏の 綠 側に 出て もうあの 柚が 黃に なり ましたと 云 ふ。 明後日 は 東京へ 歸る日 取な り 

いたつ きも 久しくな りぬ 柚 は黃に 

〇 コ ス モス を 活けて 東が 持って 來 る。 コ ス モス は 干菓子 に似てる ると 云ったら 東 は 何故です かと 聞いた。 

何故と 聞い ちゃ 仕方がな いと 答へ た。 花瓶の 後ろに 銀の 袋戶 と金の 袋戶が ある。 下が 銀で 上が 金で ある。 

中間が 砂 壁で ある。 其 砂 壁の 所に 白と 赤の 花が 點々 として 美しく 映 じて ゐ る。. さう して 其 葉の 處が靑 く 銀 

紙に 映って ゐ る。 

十月 十日 

I ー五 


I  ニハ 

〇 陰。 

c 昨夜、 寄， K: 細工 を 取" 寄せて 色々 見る。 箱 を 三つ 買 ふ。 皆 婦人 趣味な り。 あけびの 箱 を &A ふ。 叉 f. にた 

樟^ 烟草 盆と 烟草 箱が 一 昨日 出來 上る。 

Q 愈 明日 東京へ 歸れ ると 思 ふと 嬉しい 

〇 客 夢囘時 一 鳥 鳴  、 

丧來山 雨 曉来暗  . 

孤峯 頂上 孤松 色 

早， 映 紅暾 is 々明 

〇 足腰の 立たぬ 案山子 を 車 かな 

〇 昨夜 見やけ もの 杯み-買 ふ 事 を 相談す る。 やる となると 何處 も彼處 もやらなければ ならぬ ので 大變 になる。 

細君が な る 丈 禁書 入 と 修善寺 飴と 柚 羊羹で 間に 合せて 置かう とい ふ。 それ もよ からう とい ふ。 

〇神代杉の文庫とぁけびの籃を買って池邊^^川兩氏にゃ更に桑の親箱を坂元に縮緬の兵兒帶を添へ てゃる 

事に する 0 

〇 骨 許りにな りて 案山子 „3 浮世 かな 

〇 抉け 起す 案山子の 足 

.1 '月 卜 一 日 

愈 歸る日 也。 雨 濛々、 人々 天 を 仰ぐ。 荷 持 出來。 九 i つ 出立の 笞。 

〇 せ 鯛の 頭 付に て 粥 ニ婉、 ォ— トミ— ルー 椀 をした ゝむ 3 


〇 雨の 中 を 馬車に のる。 人の 考案に て橇の 如き ものに て 二階 を 下る。 夫 を 馬車の 中へ 人れ る。 浴客 皆 S-E^ 

る" 橇は白 布で 蔽 はる。 わが 第一 の 葬式の 如し 

〇 雨の 中を大 仁に 至る 二月 目に て 始めて 戶 外の 景色 を 見る。 雨ながら 樂し。 日に 入る もの 皆 新な り。 稻の 

色 尤も 目を惹 く。  ；b、 松 山、 岩、 木槿. 薷麥、 柿、 薄、 曼珠沙華、 射 千、 悉く 愉快な り。 山々 僅かに 紅葉 

す。 秋に なって 又來 たしと 願 ふ。 

〇4 入 仁に て 菊 星の 主人、 番 jS 先づ あり。. 番頭 は 人足 四 人 を つれて 三 島， 迄 来る。 漸くに 汽車 を乘 りか ゆ。 人 

足な かりせば 必す 後れた らん。 一 等 室 借 切りな り。 九 人の を 六 人前 出す 一 一十一 一圓 某 也- 祌奈 川に て 東洋 城 

乘る。 大 森に て楚人 冠乘 る。 新橋に て 人々 出迎 はる 少々 驚く 直ちに 擔 架に のる。 大抵の 人に は目禮 した 積 

なり。 あとで 聞けば 知らぬ 人 多し。 釣臺で 病院に 行く。 喑ぃ 中で 四邊 更に 分らす 

〇 入院 故郷に 歸 るが 如し。 修^*寺ょり靜なり。 而會 謝絕、 醫 局の 札 を か、 ゆた る 由。 壁 を 塗り 交へ 疊をか 

へ て 待って るると 云 はれた 杉 本 氏の 言葉 はまこと なり。 落 付いて 寐る。 電車の 音 も 左 迄なら す。 

〇 終夜 雨 

11 一日 

〇 朝。 食パ ンニ片 *  4j- 乳 一 合、 ソッ ブー 合、 玉子 一 個 を 食 ふ。 修善 寺の 倍に あたる 

〇 咋日 途中に て 

〇 病んで 來り 病んで 去る 吾に 案山子 哉 

〇  儒る 、松の. 間に 赣麥を 見 付た る 

〇 藏陰ゃ 濡れて 立つ 鳥 窬麥の 花 

一 I. て 


一 一八 

〇 稻 熟し 人 癒えて 去る ゃ溫 泉の 村 

〇 柿紅蔡 せり 纏 はる 蔦の 青き 哉 

〇 就中 竹 綠也秋 S 村 

〇 數ふ ベく 大きな 芋の 葉な りけ り 

〇  新ら し 命に 秋の 古き かな 

〇 院長の 病 氣を咋 衣 後藤さん に 聞く。 

え 、又 寒くな つた ものです から 

今朝 妻が 來て實 は あなたに 隱 して ゐ ました 病 長 は 死んで、 葬式に は 香奠 を 以て 東さん に 行って もら ひま 

した。 死んだ の は 先月 五日の よし C 森 成さん が 1- 取 初に 歸 つたの は 危篤の ため 後で 歸 つたの は 葬式の ためだ 

とい ふ。 わるくな つたの は 八月の 二十四日 顷卽ち 余の 吐血した る 頃な り。 初め 余の 森 成さん を迎 へたる 時 

院長 はわ ざく 電報で 其 地に て 充分 看護せ よと 電報 を かけたり。 治療 を 受けた 余 は 未だ 生きて あり 治療 を 

命じた る 人 は旣に 死す。 驚くべし  - 

逝く 人に 留まる 人に 来る 雁 

〇 杉 本さん が疊^ をして 待って ゐる とい ふ。 成程 疊も 新ら しく 壁 も 塗り かへ、 镇も 張り 替 へたり。 居心地 

頗るよ し 0 

〇 満鐵の 龍 居が 来て 中 村が 心配して るる 由 を 妻に 物語る。 金が 要るな ら 遠慮な く 云へ とい ふ 意味ら し 〔と〕 

いふ 

十月 十三 日 


〇 陰 雨。 

〇 雞 頭に 後れす 或 夜 月の 雁 

〇 釣臺 に 野菊 も 見えぬ 桐油 哉  . 

〇 安倍、 坂 元、 池邊、 來。 妻來 

〇 夜 十一 一時 地震 あり 

〇 ジェ ー ムスの 死 を雜； ifS で 見る。 八月 末の 事、 六十 九 歳。 

十月 十四日 

〇 陰 雨 

〇 病室 S 新ら しくな りたる を 喜んで 

〔裸 句な 害き て 滑して あり〕 

〇 阼日满 鐵の山 崎 氏 又 見舞 を 持參。 

4" 月. T" 五 日 

〇 思 ひけり 旣に 幾夜の 蟋蟀  ほ 

〇 曉に氷 を 摧く音 を 聞く。 は づれの 人 は 胃 漠瘍の 由。 しかも 重 IS と 聞く。 本復 を 祈る。 

〇 曉 より 烈しき 雨。 恍惚と して 詩の 推敲 や 俳句の 改資を 夢中に やる。  . 

■ 淸露 下南碉 

黃 花祭 照 顔  、  - 

、-  I 


欲 行 沿 溯 遠 

却 得 與 雪 還 

〇 Di ノ  Fiirnivall ノ死七 0: 九 H の Atlieneaum  -1 Saturday 


十 月 十六 曰 

陰。 一 一^半より 眼 覺む。 

天地 有無 裏 

人間 失， 寄託 

命根 何處來 

窈究 日月 遐 ， 


死生 交 謝 時 

如踞 ー藕絲 

靈臺 不可知 

岌々 萬象危 


こ、 迄考 へたら 看護婦が 起き 〔て〕 掃除 を 始めた A 

〇 昨夜^ 腸 

〇 幽明 勿. 5  e2 尺 


SBK ま 跨雙界 

幸 生 天子 國 

四ト 猶兀々 

〇 鈴 木、 森 山- 小宮 


乾坤 半餉移 

隻 挂火疑 

未 逢 常代師 

斯道 栗屬誰 

次の 室に 来り 語る 外： 


〇 狩野來 ろ. E 會 はす 歸す。 咋 日の 小 林 醫師. 


！も人 ある 樣 なり 

) 同じ。 今朝 長 與又郞 氏戶ロ 迄來て 引き返せる 由 


默ー况 
看 見 病 逢 
高欲蕭 
菜 銀 颯 
枝 髭 悲 


ト B7  tr ヒ日 

陰。 四時に 眼覺 む。 

鏢緲 天地 外 生死 交 謝 時 

杳然無 寄託 懸命 一 藕絲 

命根 何處在 窈究 不可知 

唯 覺 天 日喑 翻 怪人 問奇 

幽明 比隣 乾坤 一瞬 移 

單驅 人雙界 隻眼 挂大疑 

休 言 閱兩極 曷得 窮兩儘 

生 住 天子 國 未 許 稱人師 

四ト 徒兀々 斯道 竟屬誰 „ - 

朝食 前に 咋 日の 詩 を 改めて、 ) んな もの」 

置く  0 

〇 病院で も 朝 五 時 頃になる と 大鼓の 聲が 聞え る。 始めて 聞いた 時 は 恍惚のう ちに 修善 寺に 居た 樣な心 持が 

した 0 

過ぎし 秋 を 夢み よと 打ち 覺め よとう つ 

0  * 孤愁 澹 難語 

仰臥 秋巳閬 

寥廓 天空 在 


【した。 實 際の 詩で ある。 詩の ための 詩で はない。 だから 存 して 


二三 一 


4 '月 十七 日 

〇 暗。 

〇 昨 服 部より 銀 S 莨 入 を 取り寄せて 見る。 森 成さん と 相談の 上、 光澤け しの 小さい 奴を擇 びそれ に 修善寺 

にて 森成國 手へ と 前書して  - 

朝 寒 も 夜寒 も 人の 情 かな とい ふ 句 を ほる 事に する。 價は 十三 圓 五十 錢 也彫貨 は 知らす 

十月 卜 八 & 

〇 昨日^ 川柳 次郞來 禮を述 ぶ 

〇 同 咋日妻 来。 池邊の 所に 至り 余の 旨を傳 へたる 由 を 語る  • 

〇 昨日 寐 てるて フラ ネルの 柄 を擇 ぶ。 

〇 阼日、 修善 寺の 菊屋 S 朝日より 電話、 御 誰の 寄 木の 箱は數 不足 故 新たに 作らせる から 待って 吳れ とい ふ。 

妻に きくと 十六 個 注文した とい ふ。 皆禮 にやるな り。 

〇 今朝 阼 日の 古詩 を 作り 了 へ 帳面の 末尾に 書く。 

〔帳面の 末尾より 揭出〕 

縝 緲玄黃 外 生死 交 謝 時 

杳然無 寄託 懇命 一 藕絲  . 

命根 何處是 窃究 不可知 

一. I 只 驚 白日 喑 翻 怪人 間 奇 J 


單心 貫雙界 隻眼 挂大疑 

幽明 咄嗟 變 乾坤 頃刻 移 

敢 言 閱兩極 得 明 二 儀 

語默 共勃窣 吾 事 問 向 誰-— 

孤愁 來落枕 又搖 蕭媒悲 

仰臥 秋已関 苦 病 欲 銀 髭 

塞 廓 天猶在 高 樹空餘 枝  . 

對比 忡恨久 晚懷 無盡期 

〇 秋意體 によろ し。 

〇 今朝 眼 醒め て 發句 を 思 ふ 遂に な - りす 

鳴かぬ 夜 は 蟀も亦 死んだ と 思 ふ 

と 云 ふ樣な 意味の も のな り。 

〇 鵠 外漁史 より r?s: 滴」 を 蹭り來 る C 敏石 先生に 捧ゅ 上る と 書いて ありたり 恐縮 

〇 宮本叔 氏 見舞。 東京 市廳 迄來れ りと いふ。 暂時 にして 歸り 去る。 


十月 十九 日 

〇 快晴。 咋夜茛 入の 上 へ 貼る 雁 皮の 上 へ 細字で 發 句と 前書 を か. 

では 燒き 付けが たしと いふ。 

〇 朝 食前 脫便。 


それ を 貼り付けて 彫る 事に する。 寫眞 


I  二三 


一二 四 

〇 リ 1 にの ナチュラル エンド ゾシ アル モラ ルス を讀み 出す。 

〇 背 來る。 電武が 脚 氣で鎌 倉へ 連れて 歸 つたと 云 ふ。 自分 も 大森を 引き 上け て if 貧に 居る 由 

〇 內 丸來。 東洋 城來。 皆而會 謝； e を 無： 映して 來る。 東洋 城と 俳句 を 作る。 宮 £ 省 御料地の バタ を 四 斤 くれ 

る 0 

卜 月 ニト日 快晴 

〇 咋 日寅彥 より 長き 手紙 屈く。 病氣の 事を內 丸の 報知で 知れる 由。 旅行 中の 事な ど旦細 記し あり 面白し。 

〇 「思 ひ 出す 事な ど」 一 を 書き 草 平に 送る。 卜 一 時半 頃 突然 花火の 音 をき く。 寺 s: 統監 S 歸 京の 由 也 

卜 月 一 一十-日 

雨。 朝^ 洋 城に 端 書 を 出す。 菊の 句 をた のまれた 故 也。 咋日草 平來。 しばらく 話す 

〇 妻來。 昨夜より ゥォ ー にの ダイナミック ソシォ 口 ジ ー を 讀む。 

獨こ 6S 哲擧 者の 言 說は 雪の 峯 S 如し。 ゥォ ー に 杯の 著述 は 地 を 行く 人に 似たり。 平々 たり S 一々 たり。 而 

して 足 遂に 地 を 離れす。 散文的 也 

〇 森 成 君に 病氣 前の 寫眞を 望まれて 一 句 を 題す 

顧みる 我 面影 やすでに 秋 

〇昨日 池 邊來。 過般お 社から 出して 吳れた 金の 所 置に 就い；」 自分に 一 任せよ とい ふ。 諾す。 寳は 歸り匆 

匇妻を 以て 辨 償の 事 を 申し出で たるな り 

〇 一 等に 人 院の人 は 食？！？ 一 癌 一 人。 胃癌 一 人。 胃廣緣 一 人。 何れも 死ぬ 人の みなり。 食道 一。 S の 人 は 中途に て 


退院 他の 二人 はもう 二三 日で 六づ かしい とい ふ。 親類 杯聚 まる 模樣 也。 胃癌の 人 は 死ぬ の も あきらめさへ 

すれば 何でもな いと 云 ひたる 由。 

j 月 二十 二日 

〇 陰。 昨夜 十 一 時三ト 分、 一 一時 1 一十 分 前、 四時 三 卜 分 前に 目覺 む。 

〇  曉ゃ 夢の こなたに 淡き 月 

是は寐 ながらの 句 也。 今朝の 寳况に は あらす 

〇 綠 にべ コ -I ャ あり。 昨日 妻の 持って来 たもの。 實は菊 を 買 ふ 積の 處 植木屋が 十六 貫 だとい ふので、 森 成 

さんが 五 貫に まけろ と 云ったら 負けなかった。 歸 りに 六 貫 やる と 云ったら 矢 張 負けなかった。 さ- フ である。 

今年 は 水で 菊が 高い さう である。 —  II 

〇 ぶら 下る 蜘蛛の 糸 こそお—^^. 3 

晝 食後 始めて 室 C を あるく。 木 庵の 落 欺. か 見た くな りし 故 也。 序に 北の 廊下 口 迄 出て 面會 謝絶の 貼 紙 を 

見る。 

十月 一 一十一 一日 

半 暗。 十  一 ^過。 三時 半 小便 をす る。 

〇 嬉しく 思 ふ 蹴 鞠の 如き 菊の 影 

〇 咋夜九 時半 S^En 癌の 加 藤さん が 死んだ よし。 道瑰で 眼を覺 ますと 人聲が 聞へ た。 余 〔は〕 看病の ため 微 

する のかと 思って ゐ た。 一 等 室に 殘るは 胃潰瘍 S 二人で ある 其 一 人 は 一 三 一日 有つ か 有たぬ かとい ふ 所な 

I  二 五 


ニー 穴 

り0 

〇 肩に 來て 人懷 かしゃ 赤晴蛤 

〇 ^柿 も 熟れて 王 維の 詩集 哉 

ト月ー 一十三 日 

〇 晴。 夜 卜 ST 三時 十五 分 前に 目醒 む。 兩度共 小便。 

つくぐ と 行燈の 夜の 長さ かな 

小行燈 夜半の 秋 こそ 古め けり 

〇 尻の 痛み 漸く 癒 ゆ 

〇 細き 足 漸く 療 せた 身 體を支 ふ。 力石 を 持ち 上け る 樣な氣 分 直る。 

〇 胃^瘍の 人 今日 晩景に 死す。 吾等 三人のう ちわれ 一 人生 殘る。 氣の 毒の 心地す。 此 病人 嘔氣 ありて 始終 

ゆえ.^ 、吐きた るに 此ー ニニ 日は靜 なる 故 或は 快氣に 向へ るかと 思へ るに 實は 疲勞 の極聲 を 出す 元 氣を失 ひ 

たる ものと 知れたり 0 

十月 二十 五日  - 

〇 雨と 陰の 間。 

桃花 馬上 少年 時 (醉吟 時) 

笑 據銀鞍 拂柳枝 

綠水如 今 迢遞去 


〇 〇 〇 


一空 留ー 明月 照 秋思 

別懸 

猶 可考。 

1 叢の 薄に 藏の强 き 哉 

雨 多き 今年と 案山子 聞く からに 

柿 一 つ 枝に 殘 りて 烏 哉 

等 患者 三 名のう ち 一 一名 死して 余獨り 生存す。 蓮 命の 不思議な 事 を 思 ひ。 上の句 あり。 

〇 咋 地震 あり。 看護婦が 見舞 に 来る。 長き 地震な り。 三時 半と 覺 ゆ。 

十月 一 一十 六日 

陰。 二十 三 か 二十 四の 日記 をつ け 損ったり。 

〇 一昨夜 二十四日の 晚溢 川玄耳 人院。 胃 カタ ー ルか何 か 分らぬ 由。 ちっとも 知らす 

余の 病氣 にっき 世話 をして くれた 男 今 は 余と 同じ 樣に 病院の 患者と なる。 うその 樣 なり- 

〇 昨日 純 ー來 る。 純一 を 見た の は 八月 六日ぎ りなり。 少し 脊が 高くな つた 樣 なり 

〇 今朝 水姨 出づ。 のど^ 4^ つ ほし。 始めて 袷 をき る。 

〇 山 田 美妙 齋の死 を 新聞で きく。 癌 種の よし。 

十月 二十 七日 

〇 晴。 三時 頃より 眼覺 む。 眠ったり 覺 めたり して 例刻 迄 過ぐ。 詩 一首 句 一 句を搏 中に 得。 

III 七 


一二 八 

馬上 靑 年老 鏡 中 白髮新 

幸 生 天子 國 願 作 太平 民 

〇 君が 琴 塵を拂 へば 鳴る 秋 か。  ， 

(寅 彥の ゲイ オリ ン の 事を考 へ 出して) 

〇 弓 削 S が來て 大分 長く 話 をす る。 區役 役所 S 役人の 樣な服 i. お をして るる。 

ト月ー 一 十八 日 

〇 晴。 身體を 拭く。 

〇 昨日 東より. 丼 力 —の 佛譯來 る。 二三 む。 

0 明日 は 霞寶會 W 日な り。 森 成さん は 行かれる にや。 

ト 0:1 一十 九日 

〇 雪 出づ。 陰晴 共に 不明。 

〇 咋夜服 部より 森 成さん にやる 莨 人 を 持參。 細^；？不在にて金なき故拂はす。 小儈又 持って 歸る 0 

OS 川の 妻 君が 来て、 ゥェ ー ファ— と 力 ル 、 ス前； 餅 を くれる 

〇 中根榮 とい ふ 名 古 星の 人 「思 ひ 出す 事な ど」 を 讀んで 長い 手紙 を くれる。 

〇 中 村 蓊來。 西村醉 夢來。 

〇 日課 例に より ゥァ ー ドの ダイナミック 社 會學、 力 ー の 佛譯。 

〇 森 成さん が 越後 高 田^ 翁 飴 を くれる。 一 日に 三つ 許さる。 _ 


o 雨の 音簫々 の 衣 

十月 三ト日 

〇 陰 將 に晴ん とす 

〇 昨日 は 客 四 人に 接す。 社の 山 本。 溢 川の 妻 君。 中 村蓊。 西村醉 夢。 

〇 昨日 體量を はかる。 フラ ネルに 蒲い 毛織の シャツ を 着て 四十 ral キロ 五 百 ありたり。 もと .；；^ 院を 出た 時 は 

四十 九キ 口な にがしな りき 

〇 坂本來 (ひるから)、 晚妻 束。 ごたくす る氣 分に て、 自分の 思 ふ 事出來 す。 不快な り。 

〇 晩に 病院 S 園丁が 手作りの 菊 一 一 鉢 を 贈り 来る。 見事なる 白菊 也。 白 药-は 院長 S 遣 愛の 品の よし。 院長 は 

菊 つ 0 愛せ るよ し。 英國 から 取 寄せ た 菊が ハ 咲いた 時 見せたら 口が 利け ない ので、 胸に 手 を あて A 其 手み-以て 

胸 を 打ち 喜 を 表し たりと いふ。 

〇 森 成さん に 茛入を 贈る。 

〇 願 ふ 所 は閑靜 なり、 ざ わつ く 事 非常に 厭な り 

十月 三十 一 日 

〇 曉に 昨夜の 菊 を 見る。 

〇 風流の 友 S 逢 ひたし。 人生 だの 藝術 だの 何の かのとい ふ ものに は 逢 ひたくな し。 

〇 今 G 余 は 人の 鼓よりも 禽の _§を 好む。 女の 顔よりも {4! の 色 を 好む。 客よりも 花 を 好む。 談笑よりも 默想 

を 好む。 遊戯よりも 讀書を 好む。 願 ふ 所. は 閑 適に あり。 獻ふ もの. は廣 事な り 

1 一一 九 


f  -10  , 

〇妻が昨夜來る時^3-昆の菊星で病院へ行くならと云ってダリゃを吳れた。 此 ダリヤ は 丸で 菊の 樣な 大きな 

も G である。 花瓣 S 亂れた 具合 も 丸で 火 輪の 菊で ある。 色 は 赤、 匿、 黃等 である。 何となく 下品で 菊と 

は 較べ られな い。 栴 もどき の 傍へ 放り込んだら 不 釣合な 事甚し い。 

〇 余の 病中の プ ログ ラム を 打ち 毀して、 其損失を償ふて餘りぁる樣な友人なら余はぃっでも薩^^する。 余 

はかくの 如き 友人み-多く 持たない 事 を 甚だ 口 惜く思 ふ。 

〇i^ 川の 室より 小さい 菊 S 土鍋 SM- たいのに 人れ て、 長い 蔓を つけて 提 ゆる 樣 にした ものみ- 吳れる C 苔の 

間に. HI 砂み-蒔いて、 札 を 立て、 目黑 S 里と して ある。 

〇 神 さんが ダリヤ を吳れ る。 ダリヤ は 今年に 入って 非常に 發 達した 樣 である。 大輪の 菊の 如き もの 續々 

出ろ。 

0 明けの 菊 色 未だしき 枕元 

. 日盛り やしば らく 菊 を綠 のうち 

綠に 上す 君が 遺愛の 白 き 菊 ，- 

井 戶の水 汲む 白菊の 晨哉 

蔓で提 ける 目 黑の菊 を 小鉢 哉 

L. '一月 二日 

陰。 咋草 平來、 丸 善と 南 江 堂へ 電話 を かけても らふ。 坂 元來、 是 は醫師 の謝禮 にっき 池邊と 宫本兩 氏の 

相談の 經過を 報告 9¥ め、 

〇 朝 倫 大ハ合 正 信より ブレイ ゴ ー ァ I、 及び ソサ ェチ —一部 寄贈、 修善 寺へ 届きた る を it 送せ り 


o 身體を 拭き 爪み-剪 る" - 

形ば かりの 浴す 菊の 二日 哉 

十 一 月 三日 

雨 0 

三日の 菊 雨と 變るゃ 昨夕より 

十 一 月 四日 

晴。 からだ を 拭く。 

〇 小 使 か 貸して くれた 1 1 鉢の 白菊に 蟲 がっく。 小 使が それ を 癒して やる と 云って 代りに 別の 鉢 を 貸して く 

れた。 それは黄の_^^に細ぃ長花片が間を置ぃて出てゐるものでぁる。 野菊の 大きい ものである.」 普通の 菊 

よりも 雅 である。 

〇 小 西^ 南 見舞に くる。 識岐の 話 をす る。 

〇 太田祐 三郞が 立派な 虱 月 堂の 菓子 折 を 置いて 行く。 四日の 日附の ある 菓子 折な り。 

十 一 月 五日 

〇 ナ-コ やの 鈴 木より 花瓶 を 送 る 8 申し 來 る 。 

〇 森 成さん が 越後の i 世 飴 を くれる。 雅な もの なれ ど 旨から す。 力 ス テラ はと 聞いたら EE にも 腸に も 瓦斯が 

あるから！： 止しな さいと 云って 止められる。 

ニー 二 
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〇 森 圆月來 る。 疲勞 を言譯 にして 不會。 一 時間 程して 小 使 手紙 を 以て 來る。 藏澤の 墨； b の 軸 を 添 ふ。 御 見 

舞と も 御土產 とも 致し 進呈す と あり。 早速 床に かく。 

〇 體重四 十五 キロ 三百。 前週より 一 キロ 九 百 グラム 增す。 T  ニ貫餘 なり。 

〇 病院へ 人ったら 好い 花瓶と 好い 懸 物が 欲しい と 云って るたら、 偶然に も 森 ra 月が 藏澤の 竹 を くれる。 0 

次が 花瓶 を くれる とい ふ 報知 をす る。 人間 萬 事 かう 思 ふ樣に 行けば 難 有 いも S であ る。 

〇 笹 飴の 笹の香 や 

〇 菊の 鉢 は 夜 見る 方よ し。 

燭し 見る は 白き 菊 なれば 明ら さま 

〇 夜鐵 瓶の 音 を， きく。 

十 一 月 六日 

〇 つね子、 えい子、 あい 子 三人 來る。 有樂 座の 御伽 芝居 を 見に 行く。 歸 りに 又 寄る。 

ト - 月 七日 

IE。 

〇 鈴 木より 花瓶と ，>t  く。 平安 萬 磯 堂と 11^ に銘 あり。 

十 一 月 八日 

〇 昨 日 丸^より ケ ン ブ リ ，チ , 英文 舉史五 六 1 ー卷 を 持參す 


〇 咋晚町 井さん に 菊 を 買に 行っても らふ。 十 輪で 十二 錢也。 直ちに 鈴 木の くれた 瓶に 插む。 

〇 朝 副 院長 兩 名宛の 手紙 を かく。 三等の 病人 喧騒して 堪 へがた き 故な り。 

ト 一 月 九日 

暗" 午前 陰に 變す e 

Ir 一  月 十日 

W や， inzsE; 々 

看護婦が 小說 を讀ん でる る。 奇麗な 表紙 だから 何 だと 聞いたら 笑って るる。 見る と 虞美人草であった 

六づ かしい 本 だから. せと 注告 した。 

十一月 十一 日 

霧。 霧中に 電燈を 見る。 

〇 金子 薰圚 より 短冊と 畫帖に 題 句 をた のまる。 

〇 今日は 修善寺 を 出て 一 ヶ月 目な り 

I 一  月 十一 一日 

晴。 是公、 三重 吉、 山ロ弘 一 より 来信。 

〇 三重 吉 喇叭み-稽古す。 
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〇 藏澤の 竹 を 得て より 露の 庵 

〇 體量。 四十. 一 ハキ 口 七 百。 前週より 一 ヰ 口 四百 增 加ス。 

ト 一 月. H 二日 

せ E。 

〇 新聞で 楠 緒 子さん の 死 を 知る。 九 ni 大 磯で 死んで、 ト 九日に 東京で 葬式の 由。 驚く。 

〇 大 塚から 楠 緒さん の 死んだ 報知と 廣告に 友人 總代 として 余の 名 を 用 ひて 可い かとい ふ 照會が 電話で くる。 

〇 池 邊義象 氏來。 倫敦で 逢った ぎりな り  , 

〇 東來、 洋服み-着 てるる。 東洋 城來。 

〇 妻來。 

十 一 月 十四日 

晴 

〇 昨日 山 田の 奥さんから 鉢植の 西洋 花 を もらう。 雪の下の 樣な 葉に 蓳の樣 な 紫の 花が 出て ゐる。 雪の下の 

葉よりも 遙 かによ し 

〇 妻來。 撗濱に 行く とい ふ。 森 成さん の 出 診 料と して 五百阒 事務に 拂ふ。 

〇 菅來。 銅 牛來。 

十 一 月 十五 日 


〇 晴。 床の 中で 捕 t- 子さん の 爲に手 向の 句 を 作る 

棺には 菊 抛け 入れよ 有らん 程 

有る 程の 菊 抛け 入れよ 棺の中 

〇 ひたすらに 石 を 除 くれば 春の 水 

M  ： 月， r.K5 

S 

〇 昨夜 二 時 頃 火事 ありと 見えて、 蒸汽 啣 筒の 鈴の 音 聞 ゆ C 今朝き けば 麻布 長 坂の下の よし。 

T 一  月.：' 七 B 

晴。 看 if 婦が叉 菊 を もらって 來て 瓶に 活ける。 入院患者に 植木屋が あって 澤山餘 つた 花 を 洗面所に 置い 

て どなた でも 好ければ 持 つて 入らつ しゃいと 云 ふの ださう である。 菊の 名 を 知らす 

〇 昨日 池 逢 三 山 薩 天 錫の 詩 築と 紛 慮の 詩集 を 持って 來て くれる。 

蛻 撮の 詩の 七 言絕句 杯はゴ マカシ もの 多し。 蛻愿の 文章に 至って は 甚だ 整 はす、 ま、 稚氣を 交 ゆ。 

I  一  ce: 十八 日  • 

晴。 始めて 微霜を 見る。 須臾に して 日の 爲に ^ く。 

〇 今 日 午 飯に 始めて めし を 食 はせ る。 粥より 旨し。 
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I 三 穴 

4- 一  月 卜 九日 

今日は 槠 緒さん の 葬式で ある。 好き 天氣で 幸で ある。 

〇 妻が 昨日 電話で 風邪の 由を肯 ひ 越す" 今朝 森 成さん が來 〔て〕 昨夕 a 舞に 行った と 云 ふ。 風邪の 氣味故 

處 置いて 歸 つたと いふ。 へ r 日大 塚の 葬儀 に は 行かれぬ らし 

i 一月 二十日 

晴" 此 前人 院 した 時より は 肥 ゆ。 昨日 體重を はかる 十； 一 莨 九 百 四十 也。 一 週間に 四 五 百 目づ、 增 して 行 

く 

f 一月 二. H 日 

晴。 昨日 午後 五 時 頃渡邊 和太郞 さん， i!S 濱 より 來る。 八 時 頃 迄 話して 歸る。 

卜 一 月 一 一十一 一日 

晴。 午 《s 石 井 柏 亭來。 

V 一月 一 一 上 二日 

晷 IT 午後 黑出朋 信 友 

〇 蛻巖 ssis 八の 終に ある 梁 邦 t®? の 撰した 君 行述の ！ 節に 曰く 

府君年 三十 業 見 一 一毛" 未 及 五十。 齒 牙豁" 眉髮 锆々。 七十 齒矛 不復存 一 根。 眉髮 咸黃。 


ト 一 月 一 一十 四日 

風。 坂 元來。 晩餐の 時電燈 悉く 消 ゆ。 一 一！ 分 後义 明な り 

ト 一 月 一 一 卜 五日 

晴" 今日より 午 も晚も 普通の 領 となる。 午 食後 一 一時間 程寐 る。 覺 める と頤が 痛む、 晚食 後又寐 る。 八 時 

頃覺 め る と 今度 は 胸が わるい、 さう して 頭 も 依然として 痛い。 

十 一 月 1 一十 六日 

晴， - 朝、 乳 を やめる。 頭 少しよ し 

〇 今日より 野菜 を 少し宛 食 はせ る。 生返る 心地な り 

〇 池邊三 山來。 社の 金 を 社長が 君に やる から 隨 意に 處 置したら 善から うとい ふ。 余-^ 其 處で貰 ふ 事に する。 

せめて  一 ニニ 百 圓でも 取って 公共の 事に 使ったら といったら 面倒 だと 云って 歸 つた。 

t 一月 二十 七日 

〇 久し振りで 妻 〔來〕 る。 頭が痛いと いふ。 筆は此 間から パ ラ チフス、 毎日 森 成さん の 厄介に なって るた 

由。 始めて きく。 

ト 一 月 一 一十 八日  、 

Is 


I 三 <: 

晴。 山 ra 茂 子さん から 奇麗な 菴ー微 を くれる。 

〇 一 一三 日 前から 肴が 全くい やになる。 副食に ついて るる 些少の 野菜 を <K ふ C 

〇 龍居賴 三來訪 明朝 九時是 公が 新橋へ 着く 由 をい ふ。 山 田さん へ 電話 を かけて うちへ 其 由 を 取次いでも 

トー 月 二十 九日 

晴。 能 成來、 草 平來、 是 公來。 是公は 馬車に 乘 つて 來 たとい ふ。 看護婦の 話 也 

十一月 三十日 

雨。 寒 氣を覺 ゆ。 始めて 入浴 心地 快。 

—  二月 一 日 

畫晴。 韋柳詩 築と 王猛 詩集み 買 ふ。 

リ I  一 GT 一 一日 

暗。 菅の 秉武が 死んだ ので 妻が 嫌 倉へ 行く。 重 武 はべ ー ス ボルで 足 を 怪我して 夫から 足 を 切って 片足に 

なった。 夫から脚氣だと云って_^:が東京から嫌倉へ連れて行った。 さう したら 肋 膜 だとい ふ。 氣の 毒な 事 

をした 0 


I 一 一月 三日 

晴。 玄 耳が 來て 人から 糗 まれた 短冊 を かけと いふ。 

松 山が くる。 S 以來逢 はす。 

！ ： 一月 S 日  - 

晴。 栗 原、 梅 谷來。  . 

〇玄 耳 先生 退院。 

トー 一月 五日  • 

欠  - 

T- 二月 六日  - 

是 公が 龍居賴 三と 一 所に くる。 龍 居 君が シ ルク ハット を 被って ゐ るから 何處へ 行った かときいたら 

村 龍 太の 御^さんの 葬式に 行った 歸り だと い ふ。 

づー 一月 七日 

晴。 

十-; ；月 八日 

一三 九 


野 


晴。 坂 元、 小宫、 來。 夜に 人り て 東洋 城來 Q 

卜 一 一月 九日 

晴。 島 村 M ニニ 來。 

丄 一月 .T 日 

晴。 生 ffl 長江 來。 行 德來。 體重 五十 一 キ 口  (4. 三 貫 五 百 六十 六 匁)。 夜 奧村來 Q 

十一 一月 十 一 日 

晴。 內 丸、 野 村。 下の 竹 中から 花束 を くれる。 

妻 東 . ^仏  • 

卜 一 一月 十一 一日 

晴。 太 田祐三 郞が來 る。 何時の間にか 相場師に なって、 結 城轴の 着物 を 着て， 0 るに は 驚ろ いた。 

十一 一月. H 二日 

晴、 3 欠 

卜 二月 十四日 


十一 一月 十五 日 

晴 橋 ロ來。 水仙 を くれる。 支那の 沙 市の 話 をす る 

十一 一月 十六 日 

晴、 欠 夜雨 

十一 一月 卜 七日 

晴， 髙原 操來。  > 

欠 行 歸。 

トー 1 月 十九 日 

十一 一月 一 一十 日 

暴。 能 成來" 今明日 中に 歸省 すと いふ。 


障子 を あける と 蔦 色の 霧な り。 倫敦の 臭が して 不愉快な り 

士 一月 一 一十 一 日 

陰。 撟本左 五郎 來。 午 過 草平豐 隆來。 豐隆明 夕 故郷に 出立 結婚の 爲 也。 

トー 一月 一 一 4- 一  ，ー日 

晴。 六 草： 牛來。 七畔山 田の 奥さん 來。 西洋 花 一 一 鉢 を くれる。 

士 一月  一 一 土 二日 

晴。 中 村"； A 公、 龍居賴 三、 鈴. 木 次、， 高濱腐 子、 妻 

4- 二月 二十四日 

晴、 體重五 i 一  ヰ 口 百、 

卜 一 一月 一 一十 五日 

晴、 三？^ 見習 士官。 天： iH 目 一治。 中村是 公。 渡邊和 太お。 

4 '一 一月 一 一十 六日 

晴リ 大稼、 坂 元、 忭中、 妻、 


十一 一月 一 一十 七日 

晴。 物鎮和 子. 草 平、 本 多 直 次郞、 

十！ 一月 一 ーセ 八日 

晴。 戶川秋 骨 橋 本 左 五郎 

4- 一 一月 一 ；七 九日 

晴。 坂 本 四方 太。 坂 元 雲 鳥 

十二：：：： 三. I" 日 

森 吉、 妻  . 

士 一月 三十 一 日 

欠  -. 

一月 一日 

島 村、 子供、 野 上 


一 月 一 一日 

妻來、 

一 月 三日 

中 根俭、 坂 元、 小林修 次郞、 野村傳 四、 東 新、  - 

一 月 四 日 

晴 C 夜 十 ：i;t 時 待。 11 翻瀨の 大きな 菓子 折 を くれる 0 重くて やっと I： つやうな ものな り。 風呂敷 ごと 玄 

雜に 置いて 行った の を 翌日 午に なって 漸く 病 塞に 擔ひ 入る 0 

1 月丘 日 

一 S ハ日 

欠. 

一 月 七日 

神 崎、 野 村、 體重 五三 キ 口 三百 (十四 貫 百 七十, tr- 匁) 


一 月パ日 

欠 

1 0: 九日 

山田繁 子、 服部嘉 香、 妻 

一 月 十日  ， 

犬 嫁 武夫、 坂 元 雪 鳥、 

一 月 十 一 日 

淼田草 平、 

一 月 十四日 

體重五 ト四キ ロー 一 百 (ト四 貫 四百 十七.^) 

鈴 木 謹爾、 岡 田 耕 三、 

一月 二十 一日 

五 卄 四 キロ 八 百 (十四 篑五百 七十 六^) 


I 四 穴 

0  ^  11 明治 四十 三年 仲秋 頃より 明治 四十 四 年初 夏 頃まで 11 

0  Art  and  Life  and  Philosophy.  . 

(  B1.S  so  • 

Life  is  art:  analizability,  synthesizability.  Its  changability,  its  dependence  on  the  envlsllmetu. 

〇 Philosophy;  its  isolated  character,  its  unmovability,  its  fixity  and  void,  it  leaves  out  the  sum 

tol:al  of  life-s  content. 

〇 Philosophy  is  form,  art  content:  formal --. unification  possible,  at  the  same  time  its  application 

r-ossible.  Art  is  never  united  in  principle,  its  myriad  variety,  its  living  TDOWers,  its  ajjplicatlon 

in  real  lire. 


X  Toseph  Hoolcer  aged  93  Linnean  Society  June 16. 

X  Jefferies  and  Jolmson  at  Rciio,  July 14. 

;50.〇00  p>eop_le  coming 

Millionaire  suffering  from  privations 


X  Miinstert-erg 


X  Encyclopsdia  lltli  edition  -11 5.poo〇 

Cambridge  university  Times  4.0.000 

X  Haydit;  was  reported  twice  as  dead,  cn  one  occasion 

X  Oxford  ノ 學生ノ literary  taste  Litt.  D. 

3000  ノ中 twenty ガ Dr.  of  Lit.  ノ擧 位ヲ得 ル處へ attend ス 

X  Dvnamic  Sociology 


so, 十月 6th.  il  y  tilats-  M"  Bli  ノ上デ 死ス、 青年、 pin.  Heart  cole 


壽命 

〇 ジェ， ー ムス * 

〇 俳句 詩 

〇 cosmogeny. 


low  temperattirc  I  gas 

liquid- 

solid 


li  huinan  lite 

一四 七 


f 四< 

-— .teleologlcal  int.  _ 

O  Fechner —— consciousness  of  1;lie  eartli  "\  ,  , 

ゝ， j I  analogous  ？ 

IPliysicist  I  nioiecular  activities  or  cn.y〕stal ゝ 

O 變化 antagonism,  fossilized. 

〇 Continuity  ？—  Gap  ？ 

life  11  cJetvtti 

organic  —.  inorganic 

lig ザ 1 11  darkness 

o  Metapliysic —— pyramid 

pilgrimage? I siglitseeing  ?  —— gold  in  3P?^0 

Involves  pa.  enormous  expense.  grarnma-l- 

〇 Uniformity. (に w  of) リ. hotli  assumption  and  fact.  Generallzatlon=::fact-  On ひ generalization 

exclucies  all  otll2 ノ s. ヽ. racl:  becoine5;  ^^^^^Mpo-  or  ^p^^^^^  ^3^^  is  rnade  use  of  as  ir  it;  were  tlie 

whole  ^3?. 

o  Kucken,  ^^^^^^p^  tile.  Comte  Ennui. 

〇 Altruism  and  egoism 

〇 cllan^e  ノ爲ノ  disturbance. 

rom;plexity 广 opposite  CJUalitles)  ノ爲ノ  disl;urt>aiice. 

c  Disin1;eg:ration  of  mattel-  and  integration  of  motion. 


Disintegration  of  motion  and  integration  of  matter. 

o  Dostoiewskie  ノ  epileptic 

死刑 ヲ受 ケタ ル アト ノ 心- 

〇統 一 病。 Ptienomenal  world. 

東との 會話 

〇 James  ノ 文章 * 

〇 Baudelaire.  Douglas  Jerrold. 

o  Modesty 1 Word. 

o  Nature —— Humt-oldt. 

o  Universality  of  consciousness 

一一  へ、 life 

- Mdn  as  lie  ideally  is  I.  metap&ysist 

〇.!  Man  as  lie  lias  t-een  ―  evolutionist; 

. Man  as  tie  actually  is  I  Empiricist: 

o  24-  hours. —— colwstani; 

o. 〇 work  to  go  ^^^o^^w^  in  a  day  —  incessant  increase. 

I-  O  Z-P^^^HP^  conclusion. 

fe ひ dlnsf 

一 lsel£-:preservation.j  clothmw 

一四 九 


i 

transportation 

commerce 

finance 

Aesthetic 

, o  Noll-Mssentlal ! 

Moral 

f  Professionals  I  duty  I  ppin  ^  I  Is.i  i  soge  personal  inclination,  i,  mechanicali- 

一 Amateurs  I  I  pleasure/  .  J  -r. 

zation  of  self.  I  unity  extorted  out  one  s  sup>plc  and  susccpltlt-le 

lildngs.  IP  nieans  for  strangers  to  ^3^^  UP511, び y lowering 

oneself  to  tlie  state  of  inanimate  fixity.  —-(.-.  p  means  of  self- 

pr ひ servation  at  tlie  exl^cnse  of  ids  wilfulness 乙- i  there  is  no 

sp-iritual  element  in  stereotyped  rules  and  3utines.  I  Justice 

11  regularity  et;p 

〇 卵ヲ 解化ス ル America  ノ 駝鳥 

O  Crystal ノ  normal  form ハ polylledron.  Irregularity  —  angle  —  meet  I- axis 力 乏ス 

〇 Planet  ノ  orbit ハ ellipse. 所ガ 完全 ナ ellipse デナ イノ ハ mutual  attraction  ノ law. 

o  Kant  MartTh  ■  spheroidal  form  ニッキ ^み 


o  E^ssentia-l  social  force I 乂 

2  Ref>roduction 


OH 


〇 Mortality  I  average  40. ま 

〇 Prodigality  of  Nature 卵ノ數 S7 

〇 It-tomey,  Plato.  Avistoile  ； 

广 colour  s ひ use) 

, 是等ノ ™? 代， ー於ル position ヲ a て も 我等と 彼等の 差ハ 昨と 今ノ 如き 觀 あり。 决 r シテ〕 W  Q  s-,^ 

ノ樣な 、も 持 セズ。 inorganic,  organic,  living  §itnal,  man —i 此 long  evolution カラ： レバ a  ml.nute 

テ、 ァリ 短 カイ 先ヅ no  evolution ト 見テモ よい。 然るに 吾々 は 互 二 違 フ樣ニ 思フ。 (兄弟 デモ 友、 デ 

-- 夕 嗰ノノ  t^I) 夫 丈 人間 ガ細 カイ ノデ アル。 人間 ノ細 カク 發達 セル r モ亦 驚くべき である。 - 

〇 無理-一 請む 事。 時間 ノ 制限、 多忙、 名 譽ノ爲 め、 geniessen ヲ 妨グ。 詩集 を f む 例 


〇 


f  sensation  I  feelins? ) 

perception  I  intellect 1 f  I 。き 

romplex  and  J  Sentimenl; ) 

higher  1 Judgment  |  sygh§l§l デァ ル 〔ヲ〕 得べ シ (intuition) 

riglit  2-  -wrong 

good  or  t>ad 


il 


i  二 

...  Sentiment  ノ importance.  As  important  as  intellectual  judgment,  nay  more.  Intuition ト 

ハ余ノ 考デ是 テ云フ ナリ、 彼等 一派 ノ  psychologist  ノ云 フ如ク feeling ガ conservative デ intellect 

力 progressive  ノ  case  ノ ミナ ラズ G 

〇 劃  一 ノ 刑罰 ハ 不備 ナリ。 十 人、 ガ 卜人ト モ人チ 殺 シテモ 同ジ circumstances  ノ下 ニ殺ス モノ ナシ。 法律 

ハ之ヲ 無視 ス。 敎育モ 然リ。 

〇 Science ハ law  of  uniformity  of  time  and  sp>ace  ノ上ニ 樹立 ス、 ダ カラ 世界 ノ果ヲ 斷ジ數 萬年ノ 

昔 を 斷ジ、 又數 千年 ノ未 來ヲ 斷ズ。 所ガ human  beings ヲ govern スル law ハ (モシ ァリ トス ルモ) 

毫 モ application ガ利カ ナイ。 是ハ uniformity ガナ イノ カ又ハ uniformity ガ アツ テモ 非常 二 複雜デ all 

cases ガ all  difrerent デ アルタ メデア ル。 B"  ニ金ヲ ャッテ 晚ンダ カラ こへ 持 ッテ行 クト却 ッテ奴 3 ラレ ル rl 

ガ アル。 是ハ甲 トこラ 同じ law ガ govern シテ居 ナイト 見做 ス ヨリ モ E- ト乙 ガ旣ニ 同一 ノ モノ デナ イト 

見 ルべキ 〔ガ〕 至當デ アル。 サゥ シテ、 s", 乙、 丙、 丁、 戌、 己悉ク difeerst ダ トス レバ 是等ガ uni- 

formity /. law  一一  govern サレ ルニシ タ所デ similar  case ハ 生涯 二 一  遍モ ナイ 方ガ 常識 ノ判 斷デァ ル。 

お 一 1 law ハ nature  ノ  world  二 於 ル如ク human  world ラ govern シテ 居ル。 但シ 個々 人々 infinite 

variety ヲ 構成 ス ル故ニ 甲 一人 二  apply ス ル law ヲ發見 ス ルノハ 人間 ノ 手際 ト シ テ too  complicate ナ 

モノ デ アル。 ヨシ 之ヲ 見出 シタ所 デソレ ヲこニ  apply スル 「ハ 猶更 出來 〔ヌ J ナリ。 從ッテ law ハ アツ 

テモ ナイト 一般  一一 cliaodc デァ ル。 夫ダ 力 ラ 人間 ハ 昔 力 ラ 盲目 ダト云 ハ レ テ 居ル。 始終 遣 リ損ッ テ バ 力 リ 

居ル。 此所 一一 人間 ノ變化 ノア ル所ガ ァリ擧 者 ノ及バ ザ ル所ガ ァリ、 不可思議 二見え ル所ガ ァリ、 面白 ィ所 


ガァ リロ 惜ィ 所ガァ ルノデ アル。 土木 ノ 技師 ガ橋ヲ 作 ル樣， 一 萬 事前 カラ 分ッタ ラバ 人間 學ヲ 研究 サ へ ス レ 

バ 政治家 一一 ハ ス グナレ ル。 ソゥ シテ內 閣總辭 職ハ决 シテ起 リツ コ ナイ 譯デァ ル。 タ 、マ 人間 學ガ 土木 ェ擧ノ 

様-一 淺薄ナ モノ デナ イノ デ天 晴ナ 擧者モ 車夫 ャ何カ -ー對 シ遣リ 損 ナツ テ怒 ラレ タリ、 恥ヲカ 、 セ ラレ タリ 

シテ 居ル。 ソコガ 公平 デ 非常 一一 興味 ノア ル所デ アル。 

0  Mechanical  invention ト literary  invention  ノ同ジ ー听、 

1) objective  (association  and  dis. 

N)  nrow  col.n.hlnatlon 

3)  objective  二 放射 シ テ test ス - 

gecllanical  invention  ノ  value ハ 實地ノ  application ガ出來 ル出來 ナイ デキ マル。 

Literary  invention ハ 夫程デ モ ナイ 樣 二 見 ヱ ルガ criterion ハ 矢張リ 冥々 ノ間 二 其 所 二 歸着シ テ g ル。 

n ン ナ 人間 方ァ ル モ ノカト 云 はれる とそれ が ultimate ト人モ 思 ヒ我モ 思フ樣 也、 

けォ とも meclaanical  invention  ノ方は nature  ノ  reln-oduction デハ invention  ニナ ラナ イノ ミナ ラ 

ズ 可成 nature 力 ラ 飛び離れた ものでなくて は value ガ ナイ 樣ー 一考へ ラレ ル、 所ガ 創作 ハ nature 其 勿 

广 repsduction) デモ value ガァ ル樣ニ 云 はれて るる。 


〇 ：&aaupassant.  La  Confession  de  Th6odulfe  Sabot.  Sabot ガ坊 サン ノ 所へ 行ッテ confession ヲャ 

ッ テ寺ノ 修繕 ヲ受 負ハ シ テモラ フ、 

I 五三 


I 五 四 

〇 三重 吉、 小宫 ヲ傍ュ 置ィテ 云フ、 何 一 夜 作 リデヤ ッッ ケテシ マイ マ シタ、 ネ ー 小宫、 

〇 作物 ヲネ メ ル ト得意 ニナ リ、 ヮ ルク云 フト悄 ゲル、 而シ テ擧 止ハ是 ト反對 ニネ メル ト 卑下 シ ヮル ク云フ 

ト 辯護ス ル、 

〇 京 傳畫、 櫻ノ 下- 1 花魁 ト カム &、  ニ圓 五十 錢、 

千 蔭、 冠 ーッ上 二字 ァリ、 一圓 五 卜錢、  原 

バラ 二 顔 白、 蘆 雪、 口 セッハ 應擧ノ 十哲 デス、 ョク出 來テ居 マス、 小 仕 ノ詩ハ 小 竹ノ處 立チ切 

ッテ アル、 

〇 夜店、 日蓮 上人、 物 茂 卿、 親鸞 上人、 弘法 大師、 

〇 三色版 ノ上 一一 司 馬 江漢描 之、  - 

〇 家内 喜 多留、 子 產婦、 勝 男 武士 

〇 大久 保から 戶 山へ 拔 ける 處で雨 一一 逢 ふ。 どうせと 思った から ズブ濡 デ悠々 と あるく、 後から 馳ケテ 通り 

越す ものが ある。 若葉が dark  〔な〕 杉 を 背景-一 シテ軟 かに 見える。 夫が 一 齊 二葉 ヲ 翻が 〔へ〕 シ タカ 力 

ラ軟 カイ 者ガ急 一一 凄まじく なって 背景 ノ杉ノ 物す ごい 色ト 調和 シ タ 

〇 胸 突 坂の 上ヲ通 ルト大 キナ竹 1^ ガ アツ タ幹モ 葉モ 悉く 黄色い、 其 繁ッタ 間から 空ガ 見える。 左右 は 若葉 

ノ盲 

〇 a,  b,  C,  d, 1, 1. 私ノ敎 ハル fr; ハ 1, 1 ジ ヤナク ッ テョ、 サゥ 段々 改良 スルノ 子、 


日  記  ！, 1 明治 ra 十 ra 年 五月 九日よ リ 十二月 十五 日まで —j 

〇 五月 九日 〇〇 さんの 婚禮 披露。 五 時の 約束で 五 時 過し 過ぎに 西片町 へ 着いたら 門前に もう 五六 臺の 車が 

見えた。 床 を 前にして 婿さん の 親類が 五 人 程拉ん でる る。 何れも 黑羽ー 一重の 紋付 であるが、 一 寸田舍 風に 

も 見え る。 

〇 藏 次さん 丈が 縞の 着物 を 着て るた が、 是は 自分が 縞の 着物で も 好い かと 念. を 押した ので、 稗 交際の 爲と 

も 見られた。 

〇しばら^^して〇〇醫擧博士夫婦が來た。 是も媳 方の 親類で 余 も 其方で あるから まづ 主人 側で ある。 博士 

は 絹 精に フ ロックであった。 大擧に 一 一十 五 年 以上 敎授 をして るると 云った。 擧 生のと き は 大舉東 校と か 云 

つて、 自分の 妻の 父な ど、 同じ 仲閒 であった と 云った。 

〇 又し ばらく して 〇〇〇 男 夫婦が 來た。 此妻 君は舊 慕の 遺臣 某 伯爵の 娘で ある。 男 @ は 大變長 く 海に 

居た 丈で 古くから 名前 を 聞いて ゐ たが 會 つて 見る と 存外 若い 顔 をして るろ。 頓も黑 い。 

〇 御媳 さんが 出て 挨接 をした。 穆 さんの 奧 さん も 出て 御辭儀 をした。 鈴 木の 御父さんが 御前 は 〇〇 さんに 

は 始めて だら うと 云ったら す 5! 子さん はと ほけ て、 始めましてと 自分に 挨接 をした から 自分 も 始めまして 

と 頭 を 下 ゆた。 夫 丈で は 物 足らなかった から、 い 時 も 御 達者で …… と 付け 加へ て 置いた。 實際 朝鮮で はす 

V 子さん のうちに 一 一週間 も 世話になつ て ゐ たの である。 

〇 つい 御 近所に 居り， ますが、 …… と 男爵が 博士に 挨接 をした。 

〇 すづ子 さんの 朝鮮から つれて 来た 二人の 男の子が 、後ろから 來て 自分の 頭 を 撫で > て 行った。 「おい 覺 

I 五 五 


I 五六 

えて ゐ るか」 と 云ったら 「知らない や」 と 答へ た 

〇 やがて 宴席へ 招待され る。 〇〇 組の 重役の 〇〇 舉士が 仲人で、 其 人と 余が 英國 にゐた 時、 一 面の 識がぁ 

るので 余 をせ、 隣へ やった。 すると 余 は 老博ヒ の 上に 坐る 事に なった ので、 席 を かへ て， 鈴 木の 御父さんの 

上に 坐る 事に した。 余 〔の〕 上座に は 白 髮の御 老人が ゐる。 御父さんの 紹介に よると 此 老人 は 始終 地方 

〔に〕 居て 親戚ながら いつも 東京に ゐた 事がない、 近頃 やっと 裁判官 を やめて 東京へ 來 たの だと 云った。 

御爺さん は 正 四 位 勳四等 …… と 名刺 を 一々 配って あるいて ゐた。  0 

〇 やがて 御 膳が 出た。 是は 儀式 的の もので、 4|§ 塗の KM に 碗が 付いて ゐる 丈で ある。 髫に 行った 紋 付の 女 

がー 々客の 前へ 铫子を 持って来て、 一 々御 辭義 をして 盃へ 酒へ 三度に 注いで 又御辭 I 我 をして 隣へ 行く。 み 

んな 伊豫 紋 の 下女-たさう である。 盃を もら ひに 步く時 そこに 坐って ゐた 女に 酌を賴 まう と 思って、 おいと 

呼びかけて 橫を 向いたら 豈 計らん やす- > 子さん であった ので 驚ろ いた 位で ある。 婉を あけたら 鋼の 切身が 

人って ゐ. UC それ を  一 口く つて 箸 を 置いた。 酒 は  一 ロも飮 まなかった。 程なく此膳は_^囘された。 

〇 次に は 臺のヒ に 口 取 を 盛って、 傍に 刺身 をつ けた 膳 を 運んだ。 猪口 もつ いて ゐる。 それに 鯛った 味嗜汁 

が 出た。 副 膳に は  一 n< 餘の燒 鯛とう ま 煮 (ふき、 ) と、 酌の もの (鏗 か)、 

〇 みんな 主人 側が 廻って あるく、 仲人の 舉十： がま づ先を 越して くる。 次に 博 十. もく る。 次に 正 四 位の 老人 

が 來る。 是 では 無精な 余 も 如何と もす る 能 はなくな つて、 まづ御 婿さん の處へ 行って 御盃を 頂戴した。 ど 

うか 宜しくと 云って 挨拶した。 あちらへ 御 出の 節 は 是非 御- m 報 を 願 ひます、 え ゝ濱 寺から 電車で 通って ゐ 

ます、 私 は英國 だの 佛蘭西 だの 露 西： C たのに 八 年 居りました。 

〇 御 嫁さん から も盃を もら ふ。 次に 仲人の 奥さんの 番 になった。 是は 英國で 牛鍋 を 御馳走に なつたん だが _ 

今 冕ても 思 ひ 出せな い。 金鎖 を 襟から かけて 金緣の 眼鏡 を かけて ゐる。 


「英國 の 方が 好いで せう」 と 聞いたら 「え、 九 年 も 居りました から 向 ふの 方が 大變宜 う 御座います」 と 

云 ふ。 「もう 然し 東京に 御 慣れで せう」 と 云 ふと、 「漸く なれました。 近頃で は 御友 達 も出來 ましたし」 

「今度 は 漫遊に 入らし つたら 好いで せう」 「え 、何時でも 參 りたう 御座います」 

「あの 時分より 大分 肥られた、 御前 は氣が 付かない かも 知れない が」 と 且那の 方が 云った。 旦那 は 朝 九 

時から 日暮迄 殆んど 坐らないで 立ちつ 5r けに 忙 がしい 事 を 述べた。 英國の 方が 規則正しい 生活が 出来て 可 

い、 彼 地で は 夜 人が 來る 事な ど は 滅多にない、 晩め しも まあ 宅で たべる のが 例で あるが、 日本で は 宅で 食 

ふの が 稀な 位です、 どうも あなた 方の 生活が 羨ましいです …… 」 

「傍から 見る と 誰の 職業で も 好く 見える ものです よ、 —— それ ぢゃ もっと 英國に 入らつ しったら 可 かつ 

たんです ね」 

「私 も歸 りたく はなかった のです が、 子供の 敎 育が 困る ので 御處置 をつ けに 来たので、 夫から 實は又 向 

ふ へ 渡る 積り の處 を、 此方へ 引き取られまして、 夫に 支那の 方で 會 社が 大分 損 をし まして、 其 片付 方に 南 

淸の方 へ 旅行 をす る やら 何やらで とうく 此方 へ 引き とめられて 仕舞 ひました，， 10 

〇 博士の 前へ 出る と 「あなたの 御 病氣は 何で 御座いまし たか」 「へえ 漠瘍、 たしか 額 田が 修善 寺へ 參りは 

しません か」 「成程 宮本叔 が」 

「え、 私 は 熊 本で、 八 代で 御座います、 池邊君 ゃ德富 君と は 知り合で 御座います」 

「池邊 君 杯の 方が あなたより 後輩で せ 5」 

「え 、後輩になります」 

〇 それから 正 四 位の 老人から も盃を 貰って、 御 婿さん の 親類 は 略して 席へ 返った。 博士の 奥さんの 前で、 

す 2, 子さん が 今日は 大變 勤める のです ねと 云った。 

I 五 七 


I 五八 

〇 自分の 席へ 歸 つてから 鈴 木の 御父さんと 書 畫の話 をした (或は 席 を 離れぬ 前) 

「あれ はり やうら いです、 鵬齋 よりも 字 は 旨いです、 私 は大雅 堂の もの を 四十 點 持って ゐ ます。 いえ 集 

めた 譯ぢ やない、 道具屋の 方で 上方へ 買 出しに 行って 是 はどうで せう と 見せに くる。 夫 を 御前い くらで 買 

つた かかと 聞く と、 いくらく と 答へ る。 それで 私が ぢゃ いくらで 買って やら ふと 云 ふと 宜しう 御座いま 

すと 云って 置いて 行く。 あの 屛風 など は 十三 圓で 買った の を 一 一十 圓で買 ふ 約束 をしたら 月末に 十八 圓 とか 

いて 來 ました。 あの 金 丈で も燒 くと ニ圓 五十 錢位 出ます」 

「私 は大雅 堂の 松 島の 全景 を かいた 繪卷物 を 持って 居ます。 是 は大稚 堂が 一 一一七の とき 金澤に 行って る 

て 書いた ものです。 終りに 紅 芙蓉の 印が あります。 紅 芙蓉 は 旨いです」 

「大雅 堂の 廿の ときの 瀧 を 持って ゐ ます。 が 北宗の 筆と 狩 野の 筆 を まぜた やうな ものです。 大稚堂 は 柳 

澤に行 つて か ら南畫 の 風を覺 えたので す」 

「私 はもと 金剛 寺 坂に 居ました。 隣が 福 地 源 一 郞の 宅でした。 福 地の 妻 君が 癀を 起して …… した 事が あ 

りました。 昔 は 康の下 は 崖の ヒ から 斜に尺 もとって、 其 問 は 誰の 所有で もなかった のです、 だから 苦情が 

起り ません。 町の 名で も 昔 は 往來へ 付けた ものです。 だから 片方で 名の 遠って ゐる樣 な 事はありません、 

それで 德川 家の 所有の 地面 杯 は 無税でした。 越後の 高 田 杯 もさう です。 江戸 も 無論 さう です。 所が 市ケ 

谷に 本 村 町と いふ 所があって、 あすこ 丈が 税を 取られました。 何んで かと 云 ふと 書き 損った のであります、 

昔 は 一 度 書き 損 ふと 夫 成に なった のです」 

「私 は 觀世黑 雪の 書いた 謠本を 百 冊 持って ゐ ます、 珍ら しい 黑ぃ 雪の 樣 だと 云 ふので 賜った 名です、 秀 

忠 公の 時代でした。 夫 を 見る と 今の 謠で わからない 所がよ く 分ります。 羽衣に …… 色 人 はと 云 ふの が あり 

ますが、 色 人で は 分りません、 黑 雪の 本 を 調べ て 見る と 宮人です」 


「此疊 は 痲に& を かけた ものです、 昔 は 御城の 疊は みな 紅色の 緣を 取った ものです、 黑ぃ 緣は臺 所に 限 

りました。 又綠 なし は 牢屋の 疊 です、 御 目見え 以下 は 板の間、 御 目見え 以上 は綠 なしです。 白 麻に 卜 文字 

を かいて 其 中に 丸 を かいたの を 本願 寺で は 用 ひて ゐ ました。 これ を 本願 寺 綠と薛 へます。 極い、 の は 鍋の 

綠 です、 丁度 御 雛 さ+^ のと 同樣 です」 

r 此 太刀 は慶長 頃ので す。 此 具足 はもつ と 新しう 御座います」 

男爵 は 鎧に 興味が あると 見えて 鎧の 噺 をした。 かう 云 ふ もの は 無くなる の は 惜しい。 獨乙 でも 力 ブト や 

胸 ァテは 昔の 具足の 眞似 をした の を ffl ゐる。  」 

「今 鎧 を 造る ものがたった 二人 殘 つて ゐ ます …… 。 二重橋の 前の 楠 公の 像 は 不都合です、 あ、 あぶみ を 

前 へ 出し 反り 却って は 落ちます、 さう して 手綱の 先が あ 、 手の 先 へ あまって は 邪魔で 仕方がない 手綱の 先 

は 下押し 込んで 小指と 藥 〔指〕 の 間に 挾む ものです。 夫から あの 太刀が 間違って ゐる。 あれで は 一 里 位 か 

ける と 鞍へ ぶっかって、 鞘が ヮレテ 仕舞ます。 騎馬で は^に かぎった ものです。 熊の 皮で も、 虎の 皮で 

も、 又 鬼 丸な ど、 云 ふ 作りに なると 皮の 上 を 漆で 塗った ものです」 

〇藏 次 さ ん が謠を うた ひます と 云って 着座した。 高 砂 を やらう と 思 ふ が 節の つ い た 本が な い。 が 夏 目さん 

は 文句 を 知つ ちゃ ゐ ないだら 〔う〕 ：：•• 」 

「私 は 御 目出度い 謠は 知らない」 と 云 ふと 御父さんが 笑 ひながら、 「鞍馬 天狗から 蟬 丸俊寬 …… 」 

禎 次さん の謠 はしつ かりして るる が聲が メタリックで 蓄音機に 似た 處が あ る。 

〇 やがて 膳 を 引いて 新ら しい 膳が 又 出た。 此 度の も 副 膳が ついて ゐる。 本膳に は 汁、 御つ ほ、 それから 御 

平、 御 酢 あへ、 御 椀 (汁) 等で ある。 

是で 膳が 五 度 出て、 汁が 五つ 出た 譯 になる。  ■ 

,  I 五 九 


〇 朱塗の 御 椀で 飯 を 食って 御代りに 茶 を かけて くれと 云ったら 御 湯です かと 下女が 聞き返した。 婚禮 では 

茶 を 用 ひぬ もの ださう だ。 湯 は 薷麥屋 の 湯 を 入れる やうな 器に 入れて あった。 矢 張 朱塗で ある。 

〇 人々 がた ちかけ た。 綠 側で それ はェ スコ ー ト よと 云 ふ 女の 聲 がした。 多分 九 年間 英國に 居た 夫人の 語 だ 

らうと 思った。  . 

〇 遠く 照らされた 庭の つ、 ぢの 前に 庭下駄 を 穿いた 納戸色の 紋付を 着た 女が 一 一人 立って 話 をして るた。 前 

は 崖で ある。 

「帝國 劇場 も 見えます。 九 段の 花火 を 見えます、 何でも 見え， ます」 と 御父さんが 云った。 

〇 車の 獄 込に 入れた 御 土產は 重かった。 料理と、 靑ぃ籃 の. &に % 節が 七 本と 藤 村の 菓 〔子〕 が 添へ てあつ 

た。 菓子 は 羊羹の 中に 松が 染め 拔 いて あるの が 一 つ、 白い 蛤の 形 をした 上に 鶴の 首が ちょん ほり 付いて ゐ 

る 〔の〕 が 一 つ、 眞 赤な 龜の 子が 一 つあった。 


〇 あい 子 曰く あの 幼稚園の 誰さん はこ ろんで 犬の うんち を 載め たって、 

〇 又 曰く 支那 人の子が 来る のよ。 名 はねえ、 名 は 提灯 胴って 云 ふの 


〇 植木屋が 花菱と 云 ふ 黄色な 三瓣の 花の ものと、 八重の 虞美人草と それから 力— 子 ー シ ヨン を 吳れる 

〇 西 村が 手紙 をよ こして 電氣遊 園に 勤務して ゐ るが 當 分囑托 で 月給 三十 五圓 だとい ふ。 御 梅さん の 事 を ど 

うする とも 云って 來 ない。 此 前の 便に は 余に  一 二度 妻に も  一 二度た 5r 宜敷賴 むと 云って 來た 丈で ある。 


〇 五月 十 一 日 池の端で 勸業展 覽會を 見る。 三 光堂の 蓄音機が 絕 えす 廣告 の爲に 鳴って ゐた。 場 後に 植木屋 


が ある。 蘭の 鉢が 赤紫の 花 を 着けて ゐた。 三圓： A 十 錢のを 買 はう と 思つ たがやめ た 

から 錦 花 車 模樣、 太平 樂樣、 檜 1:^ 模樣、 等 あり、 

大内 織 と 云ふ帶 もあった。 歸 りに 草臥れて 江戶 川から 車に のる。 夏 帽に脊 拔のセ ル服 


〇 小 宮のは ロジカル ダ けれども 駄目です。 たと へ ば 私が 金が な いと いふと 私に 向って 酒を飮 むな と 云 ふん 

でせ う、 飮 みや しないと 云 ふと だって 醉 つてる ぢ やない かと 云 ふので す 。論理に や 叶って る るが 忌 む ベ き 

論理です。 

私 や 淋しく つ て 酒 を 呑ます にや 入られないです、 酒を吞 むと 夫で も 仕事 をす る氣 にな るんで す、 飮 まな 

いと 丸で 寂寞で 堪らない、 所が 飮ん でも 矢張り 寂寞です、 ，-| 今日 も 人の 宅へ 行ったら 卞 人が 留守 だから 

待って ゐ たが 歸 つて 来ない、 所が そいつが 妙な 奴で 下女と 二人で 住んで ゐ るんで すよ。 で 私 は阼夕 徹夜し 

たから 其 所で 今迄 寐 ました。 眼が 醒めても まだ 歸 つて 來 ないから、 夫 かに 下女に 酒み-買 はして 飮んで やつ 

て來 たのです。 然し 酒 をのむ と刺斷 力が なくなり ますね、 —— いえ 陶然と して 天下 を倂 呑す る 樣な氣 持お り 

やない、 益 淋しい のです、 夫で 判斷杯 はどうで もよ くな るんで す、 —"ー 咋夕 徹夜 をしたら 曉烏か 鳴いた か、 

あけがたの 烏 は氣. ^がわる いもので すな、 一 種 厭な 心 持に なりました。 .11 さう して 一 生 懸命に 何 かやら 

うとす ると 盆 頭が いらくして くるので す、 何. たか ダウく 大きい 鼾聲を かく 奴が あるので す、 下へ 行つ 

て 見る と 夫が 八トの 御婆さんなん だから、 天下に 自分に 同情して くれる もの は 一 人 もない 樣な氣 がし まし 

た。 さう かと 思 ふと、 ギリく どこかで 井戶を 酌み 始めた のです …… 

〇 京都に ゐる ものが 東京が 戀 しくな つて 矢も循 もた まら なくなって、 仕舞に は 京 郡の 停車場 迄 散步に 来て、 
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東京から 来た 羸 車と、 癍 車に 乘 つて ゐる 人の 顔 を 見る と 云 ふ 


早稻 〔田〕 座 を 東へ 突き CUE つて 江戶 川の 終 點に出 やうと すると ころ は 新開 町の ごたくした 所で あるが、 

丁度 其 突き 當 りの 往來の 向 側が 少し 四んで 柳の 枝が 一 本 ある 所に、 小肥りに 肥った 双子 木綿 S 羽織 着物に 

角帶 SA た 男、 楦 子 を 被らす に、 俎 下駄 を 穿いて るる。 綿フラ ネルの 裏の ついた 大きな 袋を兩 手で 持って 

見物人 を 見廻して ゐる (見物人 は 彼の 周 園に 澤山 群がって ゐ る。) 諸君 僕が この. 袋の 中から 玉子 を 出す 此 

からつ ほうの 袋 W 中から 屹度 出して 見せる。 驚ろ いちやい けない、 種 は 懐中に あるんだ からと 云 ひながら 

片手 を 胸 S 所で 握って それ を さっと 開ける 眞似 をして、 袋 S 中に 手 を 入れる と 玉子が 底から 出た。 彼 は そ 

れを 土の 上へ ならべた。 詣 君もう 一 つ 出す から 兒 てるた まへ と 云って 袋 を 片手 〔で〕 ぐっとし ごく さう し 

て 又 何 か 放け 込んだ 眞似 をして、 中へ 手 を 入れる と 玉子が 出て 來る。 今度 は ひっくり返して 出して 見せる 

と 云 ひながら、 袋を禀 返しに して 置いて、 さう して 同樣の 手眞似 をして 第三 番目の 卵 を 出す。 彼 は それ を 

丁寧に 地面の 上に 拉べ て、 どう だ 諸君 かう やって 出さう とすれば 何個で も 出せる。 然し さう 玉子ば かり 出 

しても つまらな いから、 今度 は 一 つ 生きた 鳥 を 出さう …… 

或 日朝 九 時 頃 江戸川の 電車に 乘る 必要が あって 矢來の 交番の 所から 一 直線に 例の 柳の 所迄來 て、 ふと 氣 

がっくと 例の 男が 依然として 立って るた。 朝 ばらだから 物 人 は 一 人もゐ ない、 彼 も 亦 諸君 玉子 を 出して 

見せる とも 何とも 云 はない、 彼 は 退屈の 餘 りか、 小石 を 空中に 打ち 上け て 其 落ちて 来る 所 を 手に 持った ス 

テッキで 叩いて ゐ た。 さう して さも 大事 業で もして るる かの 如き 樣子を 見せて ゐ た。 


〇 腸チフス ノ 患者。 枕の 下へ 卷紙 をまい て 人れ てゐ る。 醫 者が 見ても 可い かと 聞いたら 不可ない と 云 ふ 


醫者は 詩で も 作った もの 〔と〕 考 へて、 そんなに 頭 を 使つ ちゃな らんと 云 ひながら 引き出して 見る と、 三 

尺ば かりの 紙に 鰻屋 だの 料理 星の 名が 一 面に かいてあった。 病氣が 癒ったら 一 軒 毎に 食って ま はる 積 だつ 

たの だとい ふ (是 は醫 者の 話) 

同じ 患者 自 から 云 ふ。 腹が減って 何 か 食 ひたくて 仕方がない、 仕方がな いから 腹が 痛い か。 パ ップを 

して 吳れと 云って 药篛を 腹への せて もらって、 夫 を j ^具み-被って 半分 程 食った。 

同じ 患者、 弟に そつ と 云 ひつけて 羊羹の 箱 をと り 寄せ て 底を拔 い て 上部 は 何ともな ぃ樣 にし て 中味な 食 

つて 仕舞った。 夫から 熱が 出て、 半年 程 は 腰が た、 なくなって、 今でも 髪の毛が 五十 位の 爺さんの 樣に薄 

くな つて ゐる  ， 

同じ 患者の 病室へ 細君が 子供 を 抱いて 見舞に 來 たら、 患者 其 子供の 手に 持って ゐる菓 不4 を 見て、 食 ひた 

くて、 とうく 夫 を 引った くって 食った。 それが ため 遂に 死んで しまった。 


〇〇 の 弟が 華嚴 S 爆から 飛び込ん だと 云 ふ 報知 は 聞いた が、 今日 〇〇 が 來て其 顚末を 話した。 

〇 佐 野の 呉服店の 總 支配人で あつたが、 家 を 出て 結 城の^ 屋へ 行って 十圓 かりて 栃木から 日光へ 來て、 そ 

こで ビ ー ル 一 本 を. 一 一時間 か  >  つて のんで、 夫から 山で 生 玉子 を 三つ 食って 五ト錢 でつ り をと つて、 濯の 上 

に 立って 羽織 を 袖だゝ みに して、 時計 を 置いて、 轄 子 を 取った。 其 有様が 五 郞兵衞 茶 星から よく 見える の 

で、 上さん が 手招き をしたら 自殺者の 方で も 手招き をした。 夫から 大きな 聲で詩 か 何 かを吟 じて すぐ 飛び 

込んで しまった。 上さん は樣 子が 變だ から 下女 を 駐在所へ 走した が 間に合はなかった。 

〇 金錢 上の 事 は 悉く 義務 を 果して ゐろ。 女と も關 係がない、 全く 厭世と 云 ふ。 擧問 をし ないで 朝から 晚迄 

金で 氣を使 ふの が 馬鹿 氣て來 たの だと 云 ふ。 家で は 父 は あまり 厳格に し 過ぎた の を 悔い、 兄 は 舉問を させ 
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なかった の をな けき、 繼母 (母の 妹) はなさぬ 中 だから 茫然と して 何う して こんな 事が 起った の だら う 

かと 悄れ てるる、 さう である。 

〇 日記が 二三 年 ある さラ である。 それ は 段々々々 厭世的に なって、 仕舞に は 威 茶々々 1* なる。 すると 已め 

にして ある。 夫から 一 一三 ヶ月す ると 叉 始める。 其峙は 今日は うら、 かな 天氣 だから 又 日記 を 書き 始める 杯 

と 書き出して 眞 面目で あるが、 段々 感想が せまって、 とうく こんが 〔ら〕 かって 滅 茶々々 になる と 父已 

めて 仕 まふ。 斯 樣に已 めて は 書き、 書いて は 巳め、 緩より 急に なり、 急に なって やめ、 叉 緩に 始まって 急 

に 終る とい ふ 風であった さう である。 

〇 宇都 宮 とかで 寫眞を 撮った のが 死後 八日 程經 つてから、 寫眞師 から 家へ 届いた さう である。 普通 顔 を 

してる たと 云 ふ 0 


〇 五月 十四日 急に 端 書が 來て國 振の 御馳走 をす るから 今夕 來て くれと 云 ふ。 ついで 電報が 來た" 五 時と 

いふ 約束 だけれ ども 少し 後れて 六 時 過に つく。 江戸川から 電車に 乘 つて、 駿； I： 臺 下で 乘 換えて 吳服 橋で 乘 

りかえ て、 又 茅場 町で 乘 りかへ て、 築地 橋で 下る。 新 富 座 は 雁次郞 とかい 二役 者の 興行で 大分 賑か である。 

松 根の 宅 は 妾宅の 樣な 所で ある。 築地 港の 空氣は 山の手と 比べる と遙 かに 陽氣 である。 水の 光も柔 かに 

見える。 日の あるう ち 一 寸 散歩に 出る 立敎中 學の潢 から 月が 出る。 薄 赤い 光りの 下に 圓が あるが、 其圓か 

高い 家 根で よく 見えない。 川 沿な 右へ 曲って 月 耕と 云 ふ畫家 S 前 を 通って、 乘 りつけ の 車屋の 所で 電話 を 

かける。 -御 話中、 又 右へ 折れて 月 島 通 ひの 職工の 通る 町 を國光 社の 處迄來 て自働 電話み-かける。 

〇 御馳走 はさつ まとい ふ ものである。 是は白 味 t" の 中へ 魚肉 を 擦り込んで 中に 同じく 魚の 切味 を 生で 入れ 

て、 葱 を 副へ て、 签 から 移した て S 熱い 飯に かけて 喰 ふ。 其 外に 梅 肉と いふ 梅び しほに 似た ものが あった。 


〇此 間 は 越後の 燕の 人から 寺 泊 s 名產 孕みす しと 云 ふ もの を 貰った。 壽司 だけれ ども 飯 はない。 踟の子 を 

鯛 S 身で 柏餅の 樣 につ 、ん だもので ある 

〇 一 一 一年 前 は 新 喜樂で 婆さんから 大明 魚の 子と 云 ふの を はされ た。 飮 めます よと 婆さん. か 云った。 


〇 御 5^ さん を 嫁に やる の で 妻が 先方 へ 行 つ て 話 をし て 来た。 

X 始は 親類へ 周旋す る笞 だった のが 其方が 不緣 になった もの だから、 今度 は 自分が もら ふと 云 ひ 出した の 

である。 

X 所が 一 年中に！ 一つ 嫁 人 を 出す と、 嫁に 惡ぃ 事. か あると 妻が 聞いた ので 御 梅さん^ 里が なくなって 仕舞つ 

た。 兄は大 連に るる。 母は淺 草に 居る けれども、 是 は御栴 さんと 何等の il 係 もない。 

X あしたが 日が い、 ので 卜 時から 一 時の 間に 結納の 取替せ をす るんだ と 云 ふ。 結納の 字を甞 いて くれと 云 

ふが、 何とかく やら 分らない、 此閒御 房の 處 へ 贈つ て來 たの はう ろ覺 えに 覺 えて はゐ るが 殆んど 樣式を 忘 

れて しまった。 のみなら す 女からの は 假名で， くと か、 男からの は 本字で かくと か 若しくは 其反對 である 

とかで 丸で 分らない。 

X うちで 里に なつ て くれと 云 ふが 前の 譯で 駄目になる とすれば 或は 媒 人位に はならなければ ならない。 と 

す ると 紋付 S 着物 位 は 着なければ ならな い。 

X 妻と 三々 九 度の 議論 をした。 女から 欽んで 男が 受けて 今度 は 女が 納める。 それ を 別々 の KM で 三度 繰り返 

すの が 法 だと 妻が 云 ふから、 さ うぢ や あるまい。 一 っ盃を 男が 吞ん で、 女が 受けて、 女が 又 吞んで 男が 受 

けて 納める。 その 度に 一一 一度 注ぐ 眞似 をす るから 三々 九. 投 に な る 譯だ と 云った 

X 結納 は臺 にの しみ-付けて、 白髮を 包んで、 眞 中へ 金 を 包む 水引 を かけた 包 を 載せる の ださう. た。 此坌は 
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男が 三十 圓出 すと、 女が 十五 圓と云 ふ 風に 半分 を 返す の ださう だ。 おれの 時 は 三十 五阒 出して 三十 圓 返し 

けち 

て 貰った の ださう だが 吝な 事で ある。 尤も 地方に よると 男が 澤 山出し て 女 はいくら で も 構 はない 所 も ある 

さう だ。 

X 御 房さん のとき は 男の 方 は 四 圆 で 女 は 一 ー圆 であった、 其 代り 向 ふから 指環が 來 たから 此方 は 袴 地み-買つ 

て やった。 御 房さん の 結婚 は 兄さんが 七 八十 圓 うちで 西圆程 出した。 縮緬の 二 枚、 帶、 簟笥、 鏡臺、 用簟 

笥、 夜具 等で ある。 夜具 は 蒲團ー 一枚 かけ 一？ 1§ 園と 夜着で 更紗の 木綿で 一 一十 隱程 かかった と 云 ふ。 • 

X 御 梅さん の はとき はさんに 貸して ある 紋羽ー 一重 を やって、 〇 に 貸して 六圓の 質. に 人れ た帶を 出して やつ 

て 都合す るんだ と 云 ふ。 夫から 西 村が 質に 入れた 着物 を 十五 圓程 受け 出して やって、 簟 笥は淺 草へ 行って 

見ても し 西 村が 寶り拂 つてるな ければ 夫 を 持って行 くの ださう だ。 鏡臺は ある。 針箱 は 破れ か、 つてる る 

が 繕ろ へばよ からう。 其 外に 夜具 を 一 組 作って 夫で 間に合せる 積で ある。 


〇 昨日 松 根の 所へ 行った 時 は 晩から 夜に かけて 5f あつたに も拘 はらす、 シャツな しで 襦袢 を 着て るた。 今 

朝 は 雨が 降って 急に 寒くな つた。 フラ ネルの 寐卷で 起きて 見たら 堪えられないで すぐ 袷 を 着た。 夫で も 寒 

いので 綿 入 羽織 を 着た。 猶凌 ゆない ので 湯に 入った。 遂に 股引 を 穿いた。 五月 十五 日で ある。 


〇 咋夜御 梅さん S 結納 を 「方正」 へ 書かせられた。 御 房さん の 書式が あつたから 其 を 引き うつしの 樣に眞 

似た。 た V 指環 一 個と いふ 所 丈を拔 かした。 
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, 右の 通幾久 敷 御 受納 被 下 度 候 也 

以上 

明治 四い 四 年 五月 十五 日  原 

ほうしょうと 云 ふ 紙 は 墨 を 吸 ひ 込んで 丸で 書け ない。 字の 坐り も惡 い、 恰 敌も變 である。 書法に 丸で 駄 

目、 自分ながら 厭に なって、 三 四 枚 消 をした C 妻 かそん なに 反古に されち や 困る と 云 ひ 出した。 やっと 書 

いて 「右の通り」 の處 へく ると、 「御 受納」 と 云 ふ 字で 一 行 一 杯に なって 仕舞った。 第一 一行 目に は 「以上」 

の 一 一字 丈で なくち や 不可ない か、 はみ出し ちゃ 駄目 かと 聞く と 妻 も考へ てゐ たが 多分 駄目なん だら うと 云 

ふ。 仕方がな いから 叉 書き た。 さう 崩さないで 謹直に 書いて 吳れと 云 ふ 注文 を 妻が する、 と 云って 顔 

眞 卿の 樣な 楷書 ぢゃ 字が ぶ そろに なって 一 劃 一 劃が 思 ひくの 品 をして 丸でし め 括りの ない 字になる。 仕 

方がない から 略した 樣な 本字の 樣な楷 とも 行と も 草と も 片付かな いもの を 省いた。 我な-から 淺間 しいと 思 

つて、 内心 は 悄氣て ゐた。 是 でも 先達 は賴 まれて ヌメ へ 一 三 一枚 書い たんだが と 思 ふと 何だか 人が 遠 ふ樣な 

氣 がした。 妻. は それ を 受け取って 器械 的に 細く 折って (一 一枚 重ねて) 机の 上へ 置いた。 

卜 七日 

〇 昨日 は 大變な 御 客が 來た。 十 一 時 頃 生 田が 平 塚 明 子の 御母さん を 連れて来た。 朝日に 出て ゐる自 敍傳を 
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徹囘 して くれと 云 ふので ある。 段々 事情 を 聞く と 森 田が 全然 違約して ゐる。 生 田に 車で 森 田の 處へ迎 ひに 

行っても らふ。 社 へ 出て ゐ るから とて 電話 を かけて 呼び寄せる 事に したら。 手紙 を 寄、 】 して 行かぬ から， 二 

いふ 事であった。 小宫が 來てゐ たので 又 車で 迎 にやる。 夜 八 時 頃 迄 か、 る。 

〇 黑本植 氏が 修學 旅行の， 生徒 を つれて 來た 序に 行德が 連れてく る。 

嵯峨 へ 雪見に 行って 瓢の酒 を飮ん でる る， に 嵐 山小擧 校の 看板が うまく 出來 てるた ので 筆者 を 聞いたら 

容易に 分らなかった。 後に 鹿 苑の獨 山と 知れた とい ふ 話 をす る。 三ト年 前； 主 を 救ったら 其 法 兄が 私を尋 

ねて るるとい ふので ねて 行つ たら 仁 和 寺の 和尙で あ つ た。 和 尙が畫 をよ く 描く と 云 つ て ゐた。 良寬が 飴： 

のす きな 話 をした。 良 寬に餘 み」 やって、 其 飴 を 舐る 手 をつ らまへ て、 さあ 書いて くれと 賴んだ ら、 よしと 

云って 其 手 は 食 はんと 害いた さう であろ。 

〇 高 m の 姊が此 間 か ら 喘息で 寐 てるる。 滋養物 を ちっとも， 皮 はない。 此度 は六づ かしい かも 知れない と醫 

^？？！が 云 ふ か ら見 て 來 て や れ と 矢來 か ら 云 つ 一」 く る。 姊もも ぅ死 ぬ s か と 思 ふ と 不 偶で あ "0 。 


1;- 月 十九 日。 此間. S 六- 曜 にも 今度の 木曜に も 鈴 木 春 吉が來 る。 三年ばかり宇都宮の^^！父さんの處から上 

州 S 安中から 橫濱の 親類 S うち を囘 つて 步 いて、 東京へ 歸 つて 見たら 自分の 宅 は 引越して ゐ たと 云 ふ。 睛 

分 吞氣な 男で ある。 宇都 宫 S. 叔父さん は 新聞 星さん です とい ふ。 下野 新聞の 社長ら しい。 安中の^ 叔父 さ 

ん は小舉 校の 先生 ださう である。 近頃 は 成城舉 校の 傍の 原へ 行って ベ ー スボ —ルを やって るる さう である Q- 

指 を 怪我 をした と 云 つ て繃 帶を卷 いて ゐる。 ベ ー スボ ー ルの 講釋 をき く。 

春吉 から 「大和」 の 場と い ふ 男が カフ へ—. プランタ ン で喧 峰 をした 話 を 聞く。 此 人は醉 ふと 笑って- 

怒って 泣いて 一 人で 三人 上 戶を象 るんだ さう である。 何でも 待合の 上？ んか何 か  > 御 客と 一 所に 來 てるた 


に、 カソ へ ー の ものが 夫 を大變 丁寧に する のが 瘤に 障って、 何でえ、 向 ふが 客なら 此方 も 客 だと 云 ふ樣な 

事 を 云って じぶ くり 出したら、 來 合 せて ゐた讼 崎 天 民が 仲裁に 這 人ったら、 第一 手 《g が 瘤に 障 るんだ と 天 

民へ 唆って 掛 つた。 西洋人. かなだめ ると、 篦棒め ぺ らく 分らね え 事 を 云って ゐゃ がると か 何とか 方々 へ 

吹き掛けて とうく 皿 を 拋ゅ て壤 して 仕舞った。 所が 其 皿 は 佛蘭西 製 の もの ださう である。 常人 は 皿が 惜 

けり や ■ してやら あと 懐から 紙 人 を 出した の を 主人が まあく 夫に は 及ばない からと 止めた さう である。 

尤も 此皿 は 彼 の 財布の 底を拂 い て も辨 償す る 事の 出來 ない 位な ものら しかった の ださ うで ある。 翌日 主人 

は 彼の 定連 たる 事 を 謝絶して、 どうも 君の 樣な ものが 來 ると 外の 邪魔になる から 止して くれと 云った さう 

である。 


春士 n が 又 玉章の 話 をした。 多分 若い 時の 事 だら う。 い、 日ー那 があって、 夫が 手 分 をして 玉窣の ものみ is- 

ひ 集めに か ， つた。 さう して 有り さへ すれば 馬鹿な 價で どんく 買って 仕舞った。 夫から 霄戴 星の 方で も 

玉 傘と いふと 大變 よく 賫れ ると いふ 評判に なった の ださう だ。 赤い 日の出の 下へ 波み-二つ 程 かいて 夫で 三 

卜圆 とか 云って るろ。 


昨 Ei 九日 〇〇 のうちへ 舞に 行った。 築 戶の廣 くな つた 通り を 行って、 簞笥屋 の 角の 細い 通り を 曲つ 

た橫町 である。 古い 塀の ある、 古の 星 根 g; 小さい 家 だ。 玄關の 一 ー疊 S 疊 など もさ、 くれて 汚ない。 せ、 次の 

南 向の 六疊 に俎爐 櫓の 上へ 枕 ハタ ヱ ルで 包んだ) もっけて、 下に 薄い 蒲 園な 敷いて 臥き てゐ た。 婆さんが 

符中を さすって るた。 是が 〇〇 の 旦那です かと 云って 驚ろ いた 顔 をして、 御 見 外れ 申む ましたと 云って、 

^！の手の着ぃた四角な萬盆へ火を入れて出した。 座 布- 圑も黃 縞の 木綿の 薄い のであった。 けれども 小 ざつ 

一穴 九 
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ば りして 垢 は 着いて るなかった。 室 が 古 いのに 額が 十 ：！ い から 何 處も淸 新と いふ 感じ はない。 額 は 四 五 年 前 

に 見た C 筒井 憲と 書いた のと 佐 瀨得所 のと 夫から まだ あつたが いづれ も 茶色に なって るる。 何も 見 ても廢 

類の 感じが ある。 た-. -庭 S 先に 葉 を 出した 秋 海棠と、 五月 十九 日の 開放し にした 障子の 外の 空氣、 (空 は 見 

えない) と、 病人の 着て るる. - 紡績 織の 繙 子の 半襟の か、 つた 袷 丈が 陽氣に 見える。 

「此 うち は 始めて だ」 と 云って、 見廻した。 「どうです、 少し 惡 いさ うぢゃありません か。 然し 思った 

より 可い やう だ。 〇〇 の 話ぢゃ 食物が …… 」 

姊はロ を 切る 前に 唾 を 呑み込む 樣な樣 子 をして、 

「でもね。 やっと 咋 日から 少し-つ 、御 1^ が 食べられる 樣 になって —— いえ 重湯 や 御 粥. ちゃない、 御 ぜん 

を ね ，-—— ど う も 夫 迄 は 御箸の 音 を 聞 い ても歐 な 心 持が し て ， 御 醫者さ んが 、 病氣 は 夫 程で もな い が榮養 

が 取れない と 衰弱す るから つて、 無理に 何でもい、 から 盒べ ろって 云 ふんだ けれども、 食べる と、 すぐ 

反吐して 仕舞 ふ ——— - ちゃ 御 か 、の ソッブ が 好いだら うって、 ——— そら 私が 御 肴 だの 何 だの 丸で 食べ な い 

-I せえ て 

事 を 知って ゐる もの だから —— 御 市 ちゃんが わざく 親切に： ら えて くれてね、 好ければ 又 翁え ると 云 

ふんだ けれども、 さう く は 氣の蕃 だから、 今度 はう ちで 掠らえ たんだが、 —— 御 市ち やん も あの 旦那 

も 養子 だけれ ども、 まことに 親切に して 吳れ てね、 叔母さんくて、 大事に 〔して〕 吳れ る。 あの人 は 

働き もので ね、 近頃 ぢゃ 大變 都合が い A 樣で す、 議が道 樂で鼓 もやる しね、 御 弟チが 二十 人ば かり 有つ 

て、 利口な 人 は 違った もので ね、 道樂 をしても 御金になる 事 を やる からね、」 

言葉 丈 ははき くして ゐ るが、 其 はきく して ゐる うち に fi 苦 し い 努力が あって、 何時も の 樣 に の ベ つ 

ではない、 時々 呼 息 を 切る。 其 所に 餘裕が あるので 聞いで ゐても 聞きよ かった。 

「此間 〇 子さん にも 御 願 ひして 置いた-か， もし 私が 萬 一 の 事が あったら、 あれ 丈 を どう-か 御 願 ひします 


義 瑾が惡 いから」 

何でも 〇〇〇〇〇 の 金 を 〇〇 圓 とか 預 つたの を 使って 仕舞った から、 死んだら 返して やって くれと 云 ふ 

ん ださう だ. >  、 

「かう やって、 我慢で 遣つ てるる うち は 可い けれども 今に 口 も 何も 利け なくなる と 何う する 事 も 出來な 

いから 今の 内 御 願 ひして 置きます、 夫から ね、 御 葬の 費用 を 少しす けて 下さい。 夫から、 〇 さんに 小 使 

を少 しづ > 遣って 下さい。 〇 ちゃんが あの 通り やくざ だから …… 」  ， 


二 トー 日 五月 

高 須賀淳 平が 病氣 見舞の 禮に來 る。 先月 一 寸 ぶり 返した と 云 ふ。 同じ 血で も 咽喉から 出る のと 足 を 切つ 

て 出る の は 違 ふと 云って るた。 

〇〇 の 社長が 信 長の 樣な人 だと 云 ふ 事 を 云 ふ。 多數 彼の 爲に盡 す 代りに は 光秀が 出て 來る。 彼 は 社内で 

博 突 を やって、 負ける と 月給に 棒 を 引いた もの ださう である。 紙屋へ 代が 拂 へない と、 頰 冠り をして 車 を 

引いて 紙屋へ 出掛けて ゆすって、 さう して 紙 を 供給 さした。 云々。 

神 田の 白 牡丹の 主人と か、. T 梅毒で 病院 に 這 入 つた もの が 余 の 猫 を讀む のに 書物の 小口が 切って ない の を 

看護 刀に 小刀 をよ く 研いで 切らせる 所が、 小刀が 切れ、 ば 切れる 程 切り 損 ふと、 主人が なる 程漱 石と いふ 

男 は 人に 手數を かけ るべ く出來 上つ た 男 だ。 博士 問題 を辭し て 文部省に 手數を 掛け る と同樣 の 遣り口 だ。 

と憤慣 してる たさう である。 此 主人 は 電話で 妻 を 病院に 呼んで 時計の 時間 を 計って、 細君の 病院へ 來た時 

間と 途中の 時間 を 比較して、 御前 は 何時 何分に 出る と 云った が、 時計の 上で 是々 掛 つて ゐる。 嘘たら うと 

ーセ| 
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一 時間 位.^ 首 を 云 ふの ださう だ。 


五月 一 一十 一 日 

川 羽田からの 手紙に、 苗代 ももう 一 一寸ば かりに 伸びまして、 麥も 漸く 色. つ いて 來. よした。 昨秋の 大 洪水 

S 結果と して 財力 疲弊の 極に 達して るるへ-日 此頃收 獲の 期に 近づいた 麥圃を 眺め. る こと は どの位 愉快で 心 

强 いか 知れません 


五月 一 一十 一 日 

えい子が 二三 日 前 八つ 位 S ま 校友 達 を 連れて来た。 其 子が 御辭殺 をす るから、 へ い 入らつ しゃいと 云つ 

た。 あとから 一 一人 遊んで ゐる 所へ 行って、 あなたの 御父さん は 何 をして 入らつ しゃる のと 聞いたら 御 父 さ 

んは U 露 戰爭に 出て 死んだ のとた *、  一  口答へ た。 余 は あと を 云ふ氣 にならなかった。 何だか 非常に 痛まし 

ぃ氣 がした。 


.As 一十 二日 

〇 森圓 月が 褂 物の 箱 を 抱へ てく る。 何かと 思ったら 余の 書いた もの を 表装した ので ある。 懇 けて 見せる と 

云 ひて 辟. 一 にかけ た。 余と して は 好い 出 來には 相違ない が、 矢張り 拙い。 赤 坂の 溜池と かへ 表装に やったら- 

職人が 粗忽 をした と 見えて、 乾かない 所 を 刷毛で 撫でた と 兄え て、 紙上の 墨が 白い 處へ簿 く 流れた と 云つ 

た。 よく 見る と左樣 見える が 然し 大した 事 はない。 序に 箱へ 何 か 書いて くれと 云 ふから 日々 山中と 書いた 

上に 裏 へ 明治 辛^ 初夏 漱石 山人と 認めた。 是も 注文で ある。 まづ ぃ出來 であ る。 又 序 だと 云つ て 唐紙 へ 靑 


山元 不動 白雪 自去來 と 書け とい ふから 書いた。 一 一枚 書いた が 是は少 々俗氣 なく 出來 上った .0 圆月は 兩か取 

つて 歸 つた。 

〇 阒 月の 話に 近頃 は (玉 泉 堂の 番頭の 話) 短冊が 丸で 賫れ なくなった。 して 見る と 歌が はやら なくなった 

S だら う。 其 代り 絹が 大變 賫れ 出した。 も と は 東京 中で 絹 を 商 ふうちが 三 軒で « ケ 月の fp; 上 高が 千 圓位だ 

つたのに、 今 は.； -軒 もあって 一 萬 圓も賣 る。 此間 去る 畫 家の 畫會 があった 時 は 一 日に が 千 枚 寶れ たさう 

である。  .. 


晚 に帝國 劇場へ (文 藝協會 の 案 €： で) ハム レット 劇 を 見に 行く。 四時から だけれ ども、 虛 子が 來て謠 を 

二番うた つたので 遲く なって、 六 時 過になる。 七 時に 食事の ため 三十 分の 幕閒 があった ので、 ぶらくし 

てるる と *  二階の 玄關 上で 大 嫁と 千 薬 掬 香と、 畔柳芥 舟に 會 つた。 千 葉 先生 は 雜卷を ふかして、 どうも あ 

れ ぢゃ聲 が徹ら ないから 駄目 だと 云って、 私 は 力 イン ッの を： IB- たと 云って るた。 いっそ 外 國語舉 校の 卒業 

生に 原語で やらせたら とも 云って ゐた。 

坪 内さん は 氣の毒 だ。 あんなに 骨 を 折って、 あれ 丈の 事 をした が、 それが 全くの 無理な 努力で ある。 坪 

内さん が あんなに 沙 翁に はまり 込まない うちに、 注意して 翻へ させる とよかった。 あれ 丈の 人、 あれ 丈の 

金、 あれ 丈の 時、 と 努力，、 —— あ > もっと 有効が 事が いくらでも 出來 る。 氣の 毒な 事 だ。 あの 連中 は不人 

ならば 世間が 惡 いと 云 ふだら う、 一般 S 人が 見なければ、 それ は 無敎育 だからと 云 ふだら う。 失敗すれば 

自分が 惡 いと は 思 はないで、 まだ 劇の 趣味が 發 達しない 杯と 云 ふだら う。 そんな もの ぢ やない。 あれが 成 

功したら 夫 こそ 趣味 も 何もない 上調子の わいく 連ば かりで 世間が 出 來てゐ る 事 を證據 立てる ので ある。 

あ れ が 失敗す れ ば 世間が 分 つて ゐる 證據で ある。 

^  一， 七三 
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理由 は 述べれば あの人々 に 納得の 行く 樣に 述べ る 事が 出來 る。 坪內 さんが あれ 丈の 事 をし 出す 勢力が あ 

る 丈 それ 丈、 坪內 さんが 人 を 誤 まった やうな 氣 がする。 上に ゐる もの は 眼が 利かな くって は 駄目 だ。 幾多 

の雜 兵の 命 を 奪って、 それで 仕事 をし とけた と 思って ゐる。 


五月 二十四日 

〇 昨夜 十一 時 頃謠會 から 歸 ると、 純一が 頭が痛いと 云って、 氷 を 載せて ゐる。 時々 痙攣が あって、 腦膜炎 

の樣 だとの 事。 醫者を どうしゃ うかと 考へ たが、 樣 子が _ 少しい、 樣 だから 見合せ たの だと 云 ふ。 心配で な 

らな いが 寐た。 朝起きる と 純一 は鉢卷 をして 遊んで ゐた。 幼稚 圚で ころんだ とかさう して 笑った とか 要領 

を 得ない 事 を 云って ゐる。 

〇 朝 評議員 會議に 行く。 初 雷、 驟雨 至る。  . 

〇 米が ひま を もら ひ 度と いふ。 どうす るの かと 思ったら、 又もとの 亭主と 一 所に な るんだ と 云 ふ。 此 亭主 

は 向 ふの 駄菓子 星の 裏に 住んで ゐる。 米 は 千 築の もので 嫁に 行った 先の 亭主が 飮ん だくれ だとい ふので 離 

綠 をして、 東京へ 出て 來て 今の 亭主の 處へ 片付いた 處が、 亭主が 矢 張 呑 だくれ で、 米の 奉公 をして るる 時 

にため た 五十 圓と 衣類 を卷き 上け て、 其 上 打たり 擲 いたり ひどい 事 をす るので 米 はとうく 自分の 家 へ 奉 

公に 來て 仕舞った。 すると 亭主の 方で はま だ 何 だ 奴 だと 云って 付け 纏って くる。 米も此 五十 圓を 取り 還し 

たいと 云 ふ 未練が ある。 其 内 亭主の 所へ 女が 來た。 それが 新ら しい 女房 かと 思 ふと 又 今度 は束髮 のが 浹た „ 

來 たとい ふ 通知が あると 又 間もなく 出て 行った。 すると 今度 は 米が 元へ 歸 りたい と 云 ひ 出した。 

〇 御 房さん が 嫁に 入って 女の手が 一 人足り なくなつ たので 新たに 來た女 は 米 焚に 使 ふ 事に した。 是は柳 町 

の 富 士屋に 奉公 をし て ゐた處 が富士 星が つぶれて 又 此方 へ 奉公 替 をした の ださう である。 實. はもつ と 早く 


来る 害の 處 給金の たまった の を 取って からにし やうと 思って 運くな つたの ださう である。 所が 今日の 夕方 

富 十-星から 此 女の 貸を證 文に して 持って 來た。 それが 係證 文ら しいと か 何とか 云って、 持って 來 たもの を 

物置へ 連れて行って 色々 話 をして ゐた。 


.〇 五月 二十 五日 

豐田さん が來て 純一 に 注射 をす る。 第三 號の ダフ テリ や 血 精、 免疫 千 五 〇〇。  ， 

〇 小 林が 來 るから 一 所に 散步 する。 相變ら すべ らくの ベ つに 蝶 舌る。 弟 は 下駄 穿の ま、 華厳へ 飛び込ん 

だの ださう である。 さう して 瀧壺 へで なく、 瀧の 中へ 躍り込ん だから、 瀧と 共に 下る のが  一 二 間 見えた さ 

うで ある。 大 體は嚴 頭に 立つ と 蒼くな つて 顫 へて、 已を 得す 瀧壺迄 下りて 行って 其 所から 飛び込 むんだ と 

云 ふ。 あるとき は 親子 三人 飛び込んだ。 其 時 父は謠 をうた ひ、 娘 は 舞 を まひ、 母 は 三味 を彈 いてから 飛び 

込んだ。 ある 投身 者の 許嫁の 女が 女親と 一 所に 來て、 巖の 上に 坐って、 此 所から. 飛び込ん だのです かと 聞 

いて 一 一^間ば かり、 動かなかった と 云 ふ。 先年 宅に ゐた伴 男 も 華厳へ 飛び込む 積で 其 所へ 行って 茶屋へ 休 

んでゐ ると、 向 ふ 側から 甞生體 の 男が 來 て 瀧 S 上 で 洋傘 を 置 い て 、 抉から 袋 を 出し て それ を 頭の 上 か らす 

ほりと 被って、 さう してす ぐ 飛び込ん だの を 見て， 怖くな つてす ぐ 引き返し たさう である。 

〇 小宮の 話に 鈴 木 は 結婚した と 云 ふ 話で ある。 余 は 丸で 知らない。 相手 は 例 S 平野 屋の御 常 ださう である _ 

御 常と いふ 名 を 聞いて、 愈 かと 思った。 何でも 此 前の 水曜て 三十 間 堀の 富 責亭で 結婚式 を あけたん だと 云 

ふ。 丹 羽と かいふ 男が 媒酌人 だか、 里親 だか 分らな ^ のにな つてる る さう である。 富貴 亭は會 席 膀 がー 

人前 一 圓 ださう である 安い ものである。  . 

〇 御 梅さん の 甲 州に るる 叔父さんが 結婚費用 として 十圓 送って 來 たとい ふ。 妻 は それ を 簟笥の 方へ 廻した 

一七 五 


.  一七 穴 

と 云って るる。 les. は 三方 桐で 十圆 乃至 七 圓 大變 安いんだ とい ふ。 人足 は 一 人車で 夜具と 簟笥を 積んで 先 

方 へ 屆 ける 事に した。 向 ふで は 祝 儘の 都合 か あるから 何人 だか 知らして くれと 云 ふから， さう 極めて 仕舞 

つた。 先方の 御母さんが、 申 S 日 だが 何う でせ うと 一 if ふ。 今迄 ゐる宅 を 去る の だから 丁度 好いだら うと 答 

へ てとう くさう 極った と 云 ふ。 荷物 は 今夜 出す 箦 である。 櫛に 中 ざし は 御 房さん と 同じ 卵 甲 だけれ ども 

大變 安い、 兼 安で 買った の はト圓 積で あつたが、 今度の は三圓 五十 錢 である、 さう して 見た所 は 同じで あ 

る。 平 打の 後ろ ざし は金卷 縫に 青貝の 蝶 を 出した ものであった。  , 


五 EC 一 一 卜 六日 

〇 二 4- 二日 帝！ i 座 文 藝協會 S ハム レットへ 招待 

〇 一 一 4" 四日 會議 

〇 二十 五日 大掃除 

〇 一 一十 六日 

〇 二 卜 七日 御 嫁の 媒人  ほ 1 

〇 兩國で 電車 を 降りて 馬 喰 町から 左へ 曲って 大 丸の 通から 人形 町の 通へ 出る と 遠くに 柳々 が兩惻 に靑々 と 

見えた。 明治座の 虚 から 濱 町の 日本 橋俱樂 部の 橫を這 入って 細い： 落た 家の ある 小路 を 曲ったり 折れたり 

してとう く 河岸へ 出たら 橋の 臺を鍊 瓦で 積んで ゐた。 柳 橋 を 渡 〔つて〕 深 川亭の 所から R 町へ 出て 須賀 

町から 工業 舉 校の 前へ 出る と 記念祭の 花火が 上った。 藏 前で 鉄 を 買って 烟 草を飮 んで電 庫に 乘 つて 歸る。 

〇晚 に簟窗 へ 唐 樣模樣 の 袋 を かけて、 車に 積んで 夫に 夜具 一 包と、 川箄笥 と、 針箱と 鏡臺を 添へ て 美 添へ 

送る。 車夫に はこつ ちから も 向 ふから も 五 卜錢. つ 、や るんだ と 云 ふ。 


八 時 過に 御栴 さんが 長々 御 厄介に なりまして、 此度は 又 一 方なら ぬ 御 心配 を 掛け ましてと 云って 暇ハ 乙に 

. ^、- る。 へ-な" は淺 草へ 行って 一 晚留 つて あす 美 添へ 落ち合 ふので ある。 方が わるい からだと 云 ふ C 


.i 月 二..' 七日 (土曜)  _ 

〇 夕方から 御 梅さん の 媒酌人と して 御 婿さん の 所へ 行く。 西 五軒 町 だから 車で 行けば 大した 道程で はない/ 

こ、 だと 云 はれて 見る と 表通りから 細い 通り 否 寧ろ 路. lY. に 這 人る。 車が からう じて 拔 けられる 處 である。 

其 所の 二 軒 目の 小さん 門の 處に 「美 添」 とい ふ 標札が あった。 つきあたりの 格子 戶を 開ける と、 ， 印 何 にも 

手狭で ありさう に 見える。 沓脫に 立って 一 人が 自由に 身 を 動かす 事 さへ 出來 ない C 美 添さん はこ  >  に 御 母 

さんと、 弟と 妹と 都合 四 人で 住んで ゐる C 夫に 御 梅さん を 加へ ると 五 人で ある C 床み-敷いたら 寐る 所，？. あ 

るまい と 思 はれる。 玄關の 右が 茶の間と 見える が、 是はー ー疊 か三叠 です ぐ臺 所に つ  >  いてる る。 玄 11 の奧 

の 座敷 は六疊 に過ぎない C ぉ橫に 三疊が あるが 唐紙で 見えない。 余と 妻と 筆 は そこへ 坐って 御母さんに 挨 

梭 をした。 御母さん は 色の 黑ぃ五 卜 四 五の 女で あつ.；，：。 田 <!： もの 見た やうな 顔で は あるが、 然し 眼 鼻 だち 

は 整って ゐる。 其 上 言楚遣 杯. は 極 め て 上 品 である。 

式 は手狹 だから 裏で やる と 云 ふ。 裏と いふの は 今迄 御父さん S 存生 中 住んで ゐた 家で 今度 人に 讓り 渡し 

たもので ある。 建 仁 寺の 間を拔 ける とすぐ 小さな 庭へ 出る。 余と 妻 は 一 寸 式み-やる 處を拜 見と 云って、 綠 

例 から あがった。 汚ない 古い 家で ある C 座敷が 一 ： つ ある。 奧の 方で 式 を やる ので 次の 方に 婿、 其 前の 三 墨 

の 方に 嫁 を 控えさして、 我々 * か兩 方の 部屋から 出て 差 向 ひに 坐ら して 三々 九. 度 を やらせる ので ある。 三輕 

は眞图 であった が、 御 梅さん の 持って 來た 唐草 G 模様の 蔽を かけた 簟笥が 半分 見えた。 下に は 赤い 毛布が 

敷いて あった。 
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次の 問 に^子が 二つ 黑 塗の 膳の 上に のって るた。 それに 紙で 折った 雌 蝶 雌 蝶 を 結 ひつける。 妻 は どっち 

が 雄で どっち が 雌 だ か 分らない と 云 ふ。 御母さんに 聞く と 私 もこん な もの を 書い た 本 を 仕舞な くした もの 

だから、 と 云って、 二つ を竝 ベて 見て、 たしか 此 先の 尖った 方が 雌 かと 思 ひます と 云 ふので、 さう 極った。 

余 は手傳 つて それ を 佻 子に 結びつけた。 其 部 星に は晚の 御馳走の 口 取が 竝べ てあつた。 海老の 赤 〔い〕 の 

ときん とんが 目につ いた 0 

「おいお れは此 所へ 坐って、 此綠 側から、 美 添 を 連れて 出て、 向 ふむきに 竝んで 坐 るんだ ね」 

「さう です 美 添さん と 御 梅さん が 向き合 ふ樣 に」 

「合圖 をし なくつ ちゃ 何時 出て い、 か 分らない」 

「大丈夫です」 

「さう して 筆 は 何 所から 出 るんだ」 

「筆 は 此襖を あけて、 盃と御 桃 子 を 持って 御 夫婦の 間へ 出 るんで す」 

筆 はとく に此役 S 爲に庸 はれた ので ある。 

〇 三人 は 叉 元の 家へ 歸 つた。 そこで 御 婿さん に 合って 少し 話 をした。 おもに 圖書舘 の 話 をした。 (此路 次 

は 赤 城の 坂の下へ 拔 けられる、 中には 五十 圆 位の 家賃のう ちが ある。 廣ぃ 池が ある。 それから 三十 圓 位の 

貸家 も ある。 其 所に は 三 四 年 前から 博堵 打が 這 入って るる。 家賃 はちつ とも 拂 はない。 夜中の 二 時 か 三時 

に 女房 杯が 泣き 込んで 家に は 食 ふ もの も 着る もの もない、 歸 つて くれと 夫 を 伴れ にくる。 夫 は 今直歸 るな 

ど 、 云って ゐる。 冬の 寒い 晚 など はこと に悲 酸で ある 0) 

.〇 其 内 御 嫁さん が 見えた とか 云 ふので 妻が 立って 裏の 例の 嗜ぃ 部屋に 連れて行った。 余 も 御 婿さん と 例の 

口 取の 拉ん でる る 部屋で 待って ゐ なければ ならない。 御 婿さん は 何處へ 行った か 分らない、 狹 いうち だか 


ら すぐ 分る 箸 だが、 一向 影が 見えない、 頻 りでの そく 口 取の 處へ來 ると、 自轉 車の 置いて ある 妙な 處か 

ら 出て 來た。 此處へ 坐 るんだ と敎 へて、 又 少し 話 をした。 御 梅さん は 妻に 髮か何 か 直して もらって ゐた。 

〇 もう 宜しう 御座いま すと 筆 か 云って 來 た。 婿さん を 連れて 約束 G 通り 綠 側から 座敷へ 這 人って 四 人が 向 

ひ 合 せ にす わ る。 筆が 襖 を 開けて 砩子を 持 つ て來 るべき ので あるが、 何時 迄 待 つ ても靜 まり 返つ て る る。 

窭は 仕方なし に 及び腰 をして 襖の 角 を とんく と敲 いた。 すると 维は镇 を 開けて にやくと 笑った。 さう 

して 敎 つた 通り 嫁の，^ 1 へ 三 寳と砘 子 を 置いて 叮 峰 に 頭 を 下け た。 夫から 盃へ酒 を 注いで、 三々 九 度 を やる 

度に 都合 九 度 御辭儀 をした。 一 方の 盃を濟 まして 一 方へ 持って行く 時に 立った びに、 眞中 につり ランプが 

下って ゐて、 夫が 筆の 頭に 打つ かった。 リボンが 油で よごれる 樣な氣 がした。 リボン は 白 茶の 樣な 色で あ 

つた。 箪は其 度に うす 笑. をした。 

〇K 血が 濟んで 元の 座敷へ 歸 つて、 夫婦の 左右に 余と 妻が ならんで 向 ふ 側に 御母さんと 弟と 妹が 拉んで 膳に 

ついた。 親類の 盃を する。 妹 は 九 位で ある。 黑の紋 付に 袴 を はいて るた。 弟 は 外 國語舉 校の 制服 を 着て ゐ 

た。 かねて 來る ベく 豫 期された 叔父さんが 來 ない、 是は祷 玉の いはつき とかの 郡役所へ 勤めて るて、 極め 

て忙 がしい 身體 だから 遲刻 する かも 知れない と 云った。 (筆が 活動 寫眞に 行きたい から 歸 して くれと 云つ 

た。 御 母 さ んが强 いてと いふの で 飯 を 食 ふ 事に した) 

〇！： 叔父さんの 來 たの は 彼是 九 時 近くであった らう。 

「どうも 用が 片付かないで …… 」 と云譯 をした。 

イワ ツキと 云 ふ 所 は 太 田 道 濯の 城跡 ださう で、 うまく 出來 てるる と 云 ふ 話であった。 舊幕 時代 は 大正と 

いふ 一 一 萬 石 許の 小 大名の 領地であった さう である。 大宮迄 一 里 馬車で 來て 夫から 潔 車に 乘 るの ださう であ 

る 0 
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i 月 一 一十 パ日 

〇 妻が 昨日から 月經が あると 云 ひ 出した。 月經が 三月に あって， 四 五と なかった ので 或は 懷姙 ではなから 

うかと 思って るた。 寳は 四月に 月經 がと まった と 聞いて、 おや 又 かと 思った。 子^ は 七 人 ある。 其 上 病院 

から 出る とすぐ 又 一 人 殖える 是ぢゃ 遣り切れな いと 考 へた。 所が 又 H: 經が あると 聞いで 夫で は姙！ i ぢ やな 

かった のかと 思って 大いに 安心した。 尤もい つもの 樣 に惡疽 はちつ ともなく 飯 は 平常 の 如く 食 つ て ゐ た か 

ら 不思議 だと 忍って ゐた。 

〇 音樂會 へ 行かう かと 忍って 本鄉 へ 行って 切符 を 買 はう かと 思った が、 みま つ に 切符 を寶 ろ樣 子がない の 

で、 聞く 氣 にもなら す、 又 電車で 上野 迄 行って 山の手 線に 乘り 換えた。 日暮 里、 田 端、 鴨な ど を 通って 

新 猜迄來 て 又 B. 武 線へ 〔乘〕 換 へて 大久 保で 下" た。 拔辨 天の 坂の 途中の 小 U 道具 星に 虎の ニ幅對 があって、 

甘：： 畫が氣 に 入 つたので、 越 前 守 at 駒と あるの が 本當か 愤かは 論ぜす、 惯を 聞いて 见 る氣 にな つ たからで あ 

る。 f せ樂會 へ 行く 時 妻に 金 を くれと 云ったら 「はい」 と 云って 十 圓 渡した ので、 乂 ひやかす 氣が 起った の 

が^ 本で 音 樂會の 方 を 巳め てわざく，： E の 手 線へ 乘り へた やうな ものである。 所が 停車場 を 降りて 其 所 

へ來て 見る と 岸 駒の 畫 はもうな かった。 

〇 朝 は 久し 振で 矢野義 .i 一郎 か 朝鮮から 出て 來て 話み」 した。 

〇 夕方に なると 妻. か 急に 下腹が つ つ 張る と 云 ひ 出した。 仕舞に は 腹の 方 迄 突 張る と 云 ふ。 御 產の輕 いの を 

する 樣な 痛み 方. たと 云 ふ。 中々 落 付 さう もない、 腰の あたり を さすったり 揉んだり したが 心配で 不可ない。 

中島 襄吉 さん を賴む 事に して、 電話 を. E m さんの 處で 賴んで 掛ける と、 中島さん は 子供が 病 氣で來 ら れ 

ない 代診なら すぐ 行く と 云 ふ。 代^^れでぃ、恶ぃと云ふ議論が始まづた。 妻 は 水 原 を 呼んで くれと 云 ふ。 け 


れども 下女 は 訟 でもい、 から 直來て くれと 賴んで 仕舞った とい ふ。 夫ぢゃ 鬼に 角 それ を 待って、 其模樣 

で 又 外の 人 を 呼ぶ 事に しゃう となった。 時計 を 見て ゐ るが 中々 來 ない、 ト時 過に なって くる。 或は 流産. • に 

らうと 云 ふ 鑑定で あるつ 口元に あるの を 器械で 出し；」 くれる つ 器械 を 金盥へ 入れて 煑彿 さして、 夫から 藥 

を ひたして、 脫脂綿 を ひたして 治療に か 〔、： I つた。 中々 手間. か 人る ので I 一時 半 頃に なった。 

〇 訟斷 によれば 流産に 相違な い。 危險 もなから うけれ ども 出， 趾 でもあって 氣 分に 變 化が ある やうなら t- ん 

で？ れいつ でも 出る からと 云 ふ。 此方 も 心配に なった。 氷 羅ゃ藥 鐘に？ JI の 川 意 をして 置く。 車屋に あと 押 

を させて 藥を とりに やる。 是は 出血の 豫防 だから 今夜 飮んで 置く 方が い、 の ださう である。 起きて ゐ やう 

か と 相談したら 何寐 て もい、 との 事 だから、 寐た。 苦しくな つた ら 起し て くれと 賴んで 寐た樣 な もの、、 

撗 になる と 前後 も 知らす 寐て、 藥取 S 車夫が 歸 つたの も 知らなかった。 あくる 日^が さめる かさめな いう 

ちに 醫 者が 來 た。 仕方がな いから、 < ^はすに 厕に 入って 顿を くって ゐ ると、 醫薪は 今日 も 手術 をして、 歸 

つた。 玄關 先で 一 寸 逢ったら、 自然の 儘に して 出る の を 待つ 方が い、 だら う、 大した 事 は 御座いま すま ： 

先 生 も其內 上が るか も 知れ んが 何し ろ 御子 供が 惡 いものです からと 云 ふ。 

妻に きくと、 血 が 出な いうちなら、 流產 にせす に 濟んだ のか も 知れなかった の だ と醫 者が 云 つ た さ うだ 0 

- . ;. 其 言葉 を 聞いて、 自分 3 作つ たもの を壞 して 仕舞って 濟 まない 樣な氣 がした。 又殘 酷な 事 をした と 云 

ふ 樣な氣 もした。 さう して 姙娠 でなくて 先. つ 仕 合せで あつたと 云ふ咋 日の 安心 は何處 かへ 行って 仕舞った。 

五月 一 ート， ス曰  - 

〇 三 山來。 中島 襄吉 さん、 松 尾 氏、 洗滌 

I 八 ~ 


一八 二 

五月 三十日 

〇 雨 ふる。 柿の 花點々 として 落つ、 あい 子. か 傘 もさして、 しゃ. かんで 一 牛： 懸命に 拾って ゐる 

〇 松 尾 氏來、 洗滌、 まだ 少し 殘 つてる るか も 知れぬ と 云 ふ。 病人 は平氣 にて 痛 全くな し 

〇 雅樂 演奏 〔會 ：3 の 案内 あり、 六月 三日 

五月 三十 一 日 

〇 雨晴、 透き通る 樣な筌 なり、 湯殿の 擦 硝子に 昨夜の 湯氣が 露に なって 凝り 付いて ゐる。 下 に^か 一 匹靜 

肅に とまって るろ。 硝子の 缺 けた 隙間から 樫の 若葉が 見える。 其 葉の 茂った 間から 靑 空が 見える。 二つの 

あざやかな 色が 判然 區 別され る。 意識の 明確になる 朝で ある。 

〇 十 一 時顷御 梅さん の 母 (竄は 母で もなん でもない) が來 る。 新ん なに 御 厄介に ならう と は 思 ひませんで 

した。 どうも 何から 何 迄 恐れ入りました。 萬 事 私の 方で 致さなくて はならない のです がと 挨拔 をす ろ。 淚 

を 拭いて るる。 

六月 一 日 

木曜な ので 三重 吉と 小宮が ひるのう ちに 来る。 丁度 「賴 政」 を謠 ひかけ てゐる 所であった。 三重 吉は先 

頃の 結婚に 就て、 「どうも、 とうく …… 」 何だか 要領 を 得ない 事 を 云って ゐる。 大いに 面目ない 樣な樣 

子で ある。 所がし ばらく すると 大變 調子が 變 つて 先生 何 か 祝って 下さいと 云 ひ 出した。 「i 莨 はね、 今のう 

ちに 押入の 樣で 唐紙の 立たない 所が あるんで、 大屋に ね 一 體 こ、 に は 襖 かなん ぞ あっても 宜 ささうな もの 

ちゃありません かと 云 ふと 大屋 も 成程 さう だと 云って、 大工の 所へ さう 云 ひに 行く と、 大工が 冗談 云つ ち 


や 不可ね え、 あり や 簟笥を 入れる 所 だ。 あの 男 は 田舍ぺ えだから 知らないんで さあと 四 まされち まったん 

です が、 東京 ぢゃ 何です ね、 簞笥を 装飾に す るんで すね、 —— どうで せう 簟笥を 一 つ 奢って くれません か、 

何 そんなに 高 か あありません ト圓 位で 買へ るで せう」。 「簟笥 は 大き 過ぎる から 川簟笥 位で 負けと け」. ^「そ 

ら ねぎって 來た。 大きく つても 構 ひません、 先生が 脊 負って 來 ないでも 人足 を 出します から」 ris 鉢と か 

箒と か 云 ふ もの ぢゃ 間に合 はんか」 「盆 下落し ますね、 あんまり 下品で さあ」 「末 廣と 云って 扇 は 目出度 

いもの だが、 夫ぢゃ 一 翳 扇 を 一 對 やら ふか」 「夏 だから 扇 は 結構 かも 知れない。 ^^圑扇に火吹竹なんざぁ 

洒落て ますね」 と 云って 三重 吉 はしき りと 落花生の 砂糖 S が S か、 つた 〔の〕 を 食って ゐる。 「其 5：1  仃幸 

を 仰ぎたい もんです ね」 「うん 何 かまって やる よ」 「どうぞ 願 ひます、 かねての 御 約束 通り 俊寬 でも 宜ぅ 

御座います」 

話 はやが て 新ら しい 細君の 上に なった。 「どうも 急に ぼ帶 じみた、 咋日杯 も 月給 を 取って 君の 所へ 行つ 

て歸 りに 腹が減って 薪麥が ひたく つて 仕方がない。 けれども 自分 一 人で 食つ ちゃ 濟 まん 樣な氣 がして。 

とう/、 宅へ 歸 つた。 九 時 頃。 さう したら 御つ ね. か 餓を食 はすに 待って ゐ たよ。 けれども 何にもなかった 0 

…… 方々 へ拂 をしたら、 とうく 米 星 丈 足り なくなった。 …… あいつ はね 衣 物 は 持って るる。 帶はー 一十 本 

位 持って ゐる。 …… おれの 紙 入に 小 遣の な いのも 氣 にして、 始終 五 圓位は 入れて 置く よ。 …… 御婆さん を 

よくす るぜ」 と 頻りに 小宮に 話して るた。 まあ 琴瑟 和合と いふ もの だら う。 

〇 晚 に春吉 がくる。 君 は 酒を飮 むかと 聞いたら 「え、 飮 ませれば 飲みます、」 菓子 は？ 「菓子 も 同じです 

な」 「のん 氣 なんだら う」 「え、 まあ そんな もので せう」 道 龍樣の あとの 原へ 行って、 珠 なけ を やる と 下 

宿の 主人が 出て 營業 妨害 だとい ふ。 すると 向 ふの 方に 住んで るる 畫師 のお ゃぢも 出て 來て、 自分のう ちに 

は 子供が ゐる。 子供 は 未成品 だ、 是 からどん な ものになる か 知れない、 夫に 怪我で もあって は どの位 國家 

一八 三 


の 損 だか 分らない、 失 禮 な がら ボ— ル杯を やる 人 は. K 祗人 問が 分って るると 云つ て 小言 を 云 ふさう である 0 

輜重輪 半、 春吉は 日露 〔戰〕 爭 のとき に 補助と か 何とかい ふ輪卒 になった さう である。 にな ひに 水 を 汲 

んだ り、 とろで 物 を 運んだり したうち 一 一 卜 五六 貫 あろ 破裂 彈 の 箱を脊 食つ て あるいた がよく 擔け たもの-た 

と 自-^ で 感心して るた。 是 はころ ぶと 危險だ から 歩け たの だら うと 云 ふ 事であった。 

六月 一 一日 

〇 内 田が 來 て！^ I を かいて くれと いふかに 書いた 。かう やって 手 習 をして るるう ちに 旨くなる やうで ある 0 

〇 七 時 過で もま だ 少し 空 明りが ある。 牛 込 3- 付から 市ケ 谷の 方 を 見る と 外濠の 電 iSf の 下の 土手が 青く 霧が 

か、 つた やう に 見え る。 下の 水 は 平で あるが 、 不規刖 な處丈 皺が 寄つ てち  >  れた 縮緬の 樣 にな つ て 白く 光 

線 を 射して るる。 其 平らな 透明な 中に 長く 火の 柱 S 樣な ものが 寫 つてる る。 それ は 濠 端に ある 電燈の 影 

であった。 其 周 園に は 牛 込の 高臺の 老木の 苦 葉の 陰が 遠くから 落ちて- フす い 影に なつ てるる。 影の きた 

所に 空の 影が より 明るく 見える S で樹の 影で あると い ふ 事が 分る。 眼の 前 は 左右の 柳が ふさくと 雨 を 含 

ん で甲武 線に 通 ふ 橋 下の 道から は 櫻の 藩が 眼 を 射った。 電車の 燈が遙 かに 動いて 去り、 又 向 ふから 動いて 

る。 奇 lii な a であった。 

六月 三日 

〇 夜來の 雨い まだ 晴れす， 陰" 午 頃に 路略 乾く やうな 氣 がする。 

拜ほ 陳者來 六月 三日 維樂 稽古 所に 於て 音樂 演習 相 催 候 間 同日 午後 一 時より 御お 聽 下.： 候 

此段御 案 &進候 也 


明治 iliM 年 五月  樂 部長 {呂 地 厳 夫 

夏 目 金 之 助 殿 

と 云 ふ。 招待 狀. を 懐中に 人れ て 家を屮 I る。 牛 込 御門 S に 着いた の は 丁度 一 時 五分 前で ある。 門 内に はた > 

人力が 二三 臺 ある 丈で ある。 正面の 玄閼で 招待 狀を 示して、 帽子と 杖 を あ づける と、 此方へ と 云 ふから 跟 

いて 行く と 左の 突き 當の部 星に フ 口 ックを 着た 人が 一 一三 腰 を かけて 話して ゐろ。 其 部 S へ 這 人らないで、 

右に 曲る と、 金屏風が 立て ある 問を拔 けて、 こちらへ と 椅子の 竝んだ 所 を 指し示される。 其 所 は 三 問 を 長 

くつな けた 細長い 見所で 丁度 舞臺 の： t 面に あたる 所であった。 まだ 人が 五六し か來 てるない、， ：1 の 列に 紋 

付の 女が 三 四 人、 一 番 後ろに 力 ー キ ー 色の 軍服の 土官 がー 一人と 外に 五六 人ゐ る。 尤も 正面で ない、 左右の 

見所に は 澤山ゐ た。 元 來舞臺 の 三方 は 見所と 切れて 雨 も 日 も 自由に 届く。 其 間 は 四 五：； < も あら -フ。 それ を 

直角に 三方から 取り 卷 いて 見所と して ゐる。 向って 左の 方に は束髮 S 袴の 女が 澤山ゐ た。 是は舉 習院女 ，4- 

^に 闢 係の ある 人 たちだと 後から 聞いた。 其 隣り の 仕切った 所に は大 槻文彥 さんの 顔が 見えた。 隣に ト德 

を^た 白髯の 爺さんが ゐ たが、 是は 何だか 知らない。 . ^側の 見所 は 高等 師範と かきいた が是は えな かつ 

た、〕 

〇 舞臺の 正面に は 赤黑の 木綿 幅 位の 切 を 堅に つぎ 合せた 幕が か 、つてる る。 さう して 其 一 行に 妙な 紋が^ 

に竝ん でる る。 あとで 聞い た ら織田 信 長の 紋 ださう である。 信 長が 王室の 式微 を 嘆 いて どうと かした と 云 

ふ緣 故から 來 たもの ださう である。 其 慕の 上下 は 紫 地に 金の 唐草の 模樣 ある 緣で 包んで あった。 其 前の 眞 

中に 太鼓が ある。 是は 薄くて 丸い 枠の なかに 這 入って ゐて、 中央に 金と 緣と 赤で 丸い 模樣が ある" 左り の 

はぢに 火熨斗 位の 大 さの 鏠是も 枠に 人って るる。 琴が 一 一、 琵琶 か 一 一面 其 前 は靑ぃ 毛耗で 敷き詰めた 舞： 

所で ある。 見所に は 紫に 白く 菊 を 染め出た 幕が 張って あった。 

1  <  五 


〇 何時の間にか 傍に 鍋 島 侯^が 來て 誰かと 何 か 話して るる。 今日は 敎有會 が あるので 來られ ない と 云 ふの 

は 細君の 事なん だら う。 つ 、=- いて 坊主頭の 丸々 した 眼の 丸い 小作りな 處か鍋 島と 話 をして ゐる。 是は 後で 

皇太子妃 殿下の 兄に あたる 九條 公爵 だと 云 ふ 事を敎 はった。 もう 一 人 細君 を つれて 來た 無髯の 人 (人品の 

あまりよ くない 男) は此 等の 人と 話 をして ゐた が、 是は 古谷 久 綱と 云 ふ 故 伊藤 公の 引 立 を 受けた 式部官で 

あった。 細君の 紋が曾 我 兄弟の 紋 なのが 眼に ついた。 あとで あの 細君 は どこから 來 たと きいたら 储か 伊東 

元帥の 娘 だと か 云 ふ 話であった。 伊東 だから あ、 云ふ紋 をつ ける の だら う。 高 崎 正風と 云 ふ 御 歌 所の 長 も 

見えた。 山 ロ圖書 頭の 顔 は 知って るた。 頭が すっかり 禿け た、 沙 翁の 寫眞 〔の〕 樣 である。 高 橋 順 太郞？ 

(醫 科の) 文科の 漢學の 御爺さん (名前が 出て 來 ない)、 宫内 次官の 河 村 金 五郎 (是は 二 ト餘年 前大學 のボ 

1 トレ— スで顏 丈 知って るる) 坪 内 博士 夫婦？ 

〇 やがて 樂 人が 出た。 みんな 烏 轄子を かぶって 直垂 とい ふ樣な もの をき て ゐる其 半分 は 朱の 勝った 茶で、 

半分 は 紫の 混った 茶で ある。 三 棗 盥と云 ふ 曲と、 嘉辰と いふ 朗詠 を やる。 夫が 過ぎて 舞樂 になる。 始めに 

は 例と して 振 鉢 を やる。 其 時の 樂 人の 出立 は 悉く 烏 と 云 ふの だら 〔う〕 妙な もの を 被って、 錦で 作った 

上下の 上の 鯨の 骨の 入らない やうな もの をき て、 白の 先で 幅 三寸 位の 赤い 絹の ついた 袖 をつ けて、 .m い 括 

り 袴で 胡 坐 を かく 頗る 稚 である。 鋅を もった もの は 一 人 左の 帳の 影からで る 筒袖の 先 を 括った 上に 矢張り 

チゃン くの 樣な もの を 着て ゐる C 夫が 舞 ひ 巳んで、 此度は 右から 又 一 人出て 夫で 御 仕舞で ある。 

〇 次に は 「春 庭 花」 是は四 人 冠 をつ けて 其 冠に 梅の 花 を 插んで 出る。 薄茶の 紗の樣 な 袖の 廣ぃ 上衣に 丸い 

五色 S 模樣の 紋を胸 やら 袖 やらに 着けて るて、 片肌 を脫 いで 白い 衣と、 袖の さきの 赤い 緣を あら はして る 

る。 帶 S 垂れた 所に 紫の 色が 見える。 黃金 作り 〔の〕 太刀 を 佩いて ゐる。 ヅ ボン は 白で ある。 四 人が 四 人 

調子 を 揃えて 如何にも 閑雅に 舞 ふので ある C 足の 踏 方 手の のばし 方 優長な 體操 である。 


〇 次 は 敷 手で ある。 樂 人の^ 装 は 悉く あらたまる。 けれども カット は 前と 同じな り。 舞 手 は 蒲 納戸の 紗に 

例の 五色の 模樣、 模樣は 胸に 一 つ 左右の 抉に 一 つ、 股の 前に 一 つ、 尻に 一つ、 脊にー つ あり、 

〇拔 頭、 毒々 しい 天狗の 樣な面 をつ けて 出る。 袖口 を 括った 朱色の 衣、 越 赤地に 唐に しきの 樣な模 樣のニ 

つ 三つ ある チャンく、 肩から 胴、 上 膝 〔の〕 所 迄 同じ 幅で 垂れて ゐる。 さう して 綠に 細い 房の 幾重に も 

なった もの をつ ける。 あたま は 綿の 頭巾の 樣な もの、 坊主が 因 導 を 渡す 畤の 恰好の もの、 ヅ ボン は 錦な り、 

凡てが 丸で 錦の 獵人也 

〇 遠 城樂は 服装 は 略 同じ、 面 は 矢張眞 赤な れど飄 逸の 趣 あり、 團子 鼻、 金 蛇 を 持って 喜んで 躍る。 

〇 蘇 志 摩 利、 珍ら しきもの、 由、 靑ぃ簑 の樣な もの、 を ばら/、 に 着て、 腰に 靑ぃ笠 を ぶら 下け て 四 人出 

てく る。 中頃から 腰の 笠 を かぶって 舞 ふ。 

〇 御茶 を 上け ますと 云 ふから、 別室に 行って 狹ぃ處 を 紅茶 を飮 み、 咖啡色 S カステラと、 チョコ レ ー トを 

1 つ 食 ふ。 サンド 4 ツチ は 食 はす、 

喫烟 室で 煙草 を 吸って るると、 柬债 氏が 誰かと 話して ゐる。 東 儀 はやが て 去る。 

「とう/,  を罷 めて 役者に なった さう だ」 

「儲かる のかね」 

「え、 儲か るんだら う」 

「大變 な ものに なった ね」 

「此間 ハム 〔レ〕 ット とか を演 ると 云 ふ 事が 新聞に 出て ゐ たが あの方な のです か」 

「え ， さう ださう です， 一 

岩 倉 掌 典 長と 九條 公爵と 萬で 小路の 三贵 族の 間に こんな 談話が 交換され てゐ た。  • 

1< 七 


、  一八 八 

六月 四日 

〇 快晴、 急に あつくなる。 フラ ネルの 下に 碟ぃ槻 衣 を _ せてゐ て、 坐って るると 少し 堪えが たい 

c 六月 & 日 

〇 暑 昨日と 同じ 北側の 緣に 出て、 籐椅 T に寐 て、 ノ. IT 一  . ルンド シャゥ を Hi^ る。 地面が 濕 つて 滑 かで 實に 

好い 氣 持で 英國 などで は 千金 を 出しても こんな 色と 肌色の 地面 は 手に 人らない。 获は柔 かく 伸びて 一 一 2< 位 

になった。 其 隣り の 蒲 も 細い 葉 を 左右 前後に ひろけ た。 紫陽花 は 透る 樣な藥 を 日に 照らして ゐる。 猫の 墓 

標は 雨で 字が かすかに 殘る やうに なった。 に 白い 小さな 茶碗が 具へ て ある。 其 前に 生けた；^ 筒の 口 だけ 

が 見える。 中から 薄 紫の 花の 色が 出て るる。 小 供が 東 菊 を M したの だら う。 靜 かな 眠った 空氣で あった、 

(少し 曇って ゐ たから) 其 中で 力 ンくと 云 ふ、 鐵を 打つ 音が する。 (昨夜 宗參 寺の 門前 を 通行したら 新 

らしく 往來に 堀り 上け た 土の 底が 幽かな 火に 照らされて ゐた、 穴の 中に 蠟燭が 立って ゐた、 向 ふに 提灯 を 

點 けて、 三 四 人が.. ンギル の 上で 鐵を 打って るた。 火き な鐵の 火鉢 もあった。) 大方 昨夜の 工事の つ  >  き 

だら うと 思つ て 聞 い てゐ た。 

〇 一 週間 前に 黑い猫 を もらって 來た。 是は飄 けた 顔 をした 怪物であった。 貰った 夜 はえ ひ 子と あい 子 を ひ 

つかいて 寐 かさなかった と 云 ふ。 次の 夜 は 妻 具. S 上へ 糞 をした。 其 次の 夜 はゲッ くと 云って 何 か 吐 

いた。 义其 次の 日 は あい 子が 猫の 糞 をつ かんで 泣き出した 「- 今： =: は 朝から オルガ ン 〔の〕 t 仅 ろへ 這 入て 仕 

舞った。 さう して 泡の 樣な もの を 叶； く、 尻 力ら は 寒天の 樣な 粘液な 出す。 柳 町の 醫 者の 所へ 連れて行った 

ら 小 さ い の に 無噔 に硬 い も の を食 は し た か ら だ と 云 つ た 。 屮f^J以外 に 何 に も& は し て は い け な い と 云 つ て 


藥を くれた c 診察料と 藥で 四十 錢、 下女 は 足りない から 又來 ますと 云って 歸 つて 來た。 藥を 飮ん. たら 元氣 

にな つ て 其 日の 夕方から # で 爪 を 磨ぎ 出した- 

〇 Natural  dwelling  for  passenger と 書いて 障子に 張って あるのに 驚いて 軒燈を a ると、 朱で 天然 居と 

書いて ある C 勝手口の 障子に は 天然 居 勝手口 也と 貼りつ けて ある。 格子の 上 を 見る と 支那 人の 名刺が 五六 

枚 貼って あった" 

〇 目，！ n に 行 つ て麥の 正に 黃な る を 見た： 

六月 七日 

〇 新の 所へ 行って 隅 m 川の 語り を 習 ふ。 藤 野 老人が 近頃 出京して 新の 家に 居て 新版の ま 本の 校正 をして ゐ 

た。 老人. か 酒と 碁 は 上達 しないと いふ 話の 序に 勝負事の 談 になって、 雨 敬 S 花 を ひいた 事 を 話した C 雨 敬 

とか^^澤とかぃふ連中_か花を引くとー 一日 も 徹夜 をす る C 無論 さう 云 ふ 席へ は 人 を 入れない" か、 藤 野 老人の 

知って ゐる 某と いふ 男 は 近い 關 係から そんな 所へ 出入り をして、 急用の あるとき は 一 寸と 云って 室外 へ 呼 

び 出して 用を辨 じた。 元來此 等の 人 は 所謂 紳商 だから 金 持に 違ない が、 千 以上 負ける と 「むき」 になって、 

いきり 出して くる。 さう して 話が あって 呼び出しても 頭が 整 はない 爲に 一 向 揮-まりが つかない C 然るに 雨 

敬の みは 神色. HE  t 右た る もので いつ 呼び出しても 1ハ 席で 平然として 平常の 如くに 川を辨 する。 是が 彼の 他と 

異 つた 所で あると、 藤 野 老人 は 雨 敬との 關 係で 〇〇 家が E. 武鐵 道の 株 を あんなに 買った の だと 話して るた。 

藤 野 老人 は 昔の 留守居 役であった ので、 始終 御馳走の 席な ど へ 出た が、 其 頃 は客ト 人に 就て 不 孤が 四つ 位 

と 云 ふ 割で 一 人が 一 つ 宛 は S を 有って ゐ なかった C 其 所で 主人役 はいつ でも 盃を もらって 歩かなければ な 

ら ない。 酒が 呑めないで 役 も 勤まる まいと 忍 ふ 位 苦しんだ と 云つ てるた 
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〇 德田秋 江が 來て 姦通 事件の 話 をす る。 小 說の樣 に 面白かった。 御 增と岡 田、 秋 江- S 淋病、 闋ロ臺 町から 

喜久 井町、 增の姊 の 亭主 文吉、 文吉の 家で 團扇を 見て、 日光の 宿屋へ 行って 一 軒々々 去年の 宿帳 を 調べて 

あるく 事、 神 山旅舘 に、 岡 田 某 同增と 書いて あった 事、 文吉 との 談判、 紳 田の 家具屋の 齋 藤と 云 ふ 所に 妾 

奉公 をして るるとい ふ 嘘、 御 增の實 兄の 女房の 兄の 三百代言、 向 ふの 利害 を 代表して 来て、 秋 江の 味方に 

なって、 岡 山へ 岡 田 を ゆすりに 行かう と 云 ふ 相談、 德 田の 岡 山 行、 女の 東京へ 歸り、 德 田が 後から 歸 ると 

女 はもうる なくなつ てるる C 

〇 伊藤 長 七 君來、 愈 長 野の 敎育會 へ 出席の 事 を諾す 

五月 バ日 

〇 結 城 素 明と 森圓 0: と來 て、 と 書 を 交換す。 素 明の 話に、 大阪に 森 一鳳と いふ 镜 家が るて、 あるとき 雨 

か 降って るる 藻 刈 舟を畫 いたら、 人が 續々 賴 みに 來る。 仕舞に は 藻 刈 舟に 飽きて 外の もの を畫 いたら 氣に 

入らなかった。 是は藻 を 刈る 一 鳳 (儲かる 一 方，) と 云 ふ 謎な ので ある さう である。 近頃 美術 院 派の 畫 家に 

梅 村 (倍 損) と 云 ふの-かあつて、 ちっとも 流行らなかった。 其 弟に は 村 (大損) と 云 ふの がるて 猶 流行 

ら なかった。 とうく 名前 を 易へ て 仕舞った さう である 

〇 同 素 明の 話に、 文晁 時代に は 席 畫をー ニニ 度 かくと 一 年の 生計が あった。 是は 御大 名が 御 客 をす る餘 興に 

畫 家が 出て 席晝を かく 大抵に うちから 畫 いて 行く 位 形式的な ものであった。 すると 其 御 客が 三十 人ゐ ると 

すれば 三十 枚 か、 なければ ならない が、 是は歸 つて 約 一年のう ちに かく。 さう して 其 料 は 主人 側の 大名 か 

ら取 るの ださう である。 さう して 文晁に はこん な 席 晝が每 日の やうに あった さう である。 


六月 九日  , 

〇 本多來 

〇 早稻 田鶴卷 町から 閼 口へ 出て 土手 傅に 細 川 家の 裏から 砂利 場へ 出て、 擧習院 の 裏 を 落 合に 出て、 高 田 停 

車 場から 歸る。 

X 關 口で 瀧の 上の ちょろく 流 を 小 供が 跣 足で 渉って 遊んで ゐる。 左側の 田圃に 水菓子. 星 氷 星 杯出來 る。 

XE は 鋤き 返して 苗代 三寸 許り、 畔に靑 草、 遠く 望めば 靑 々としてる る、 學習院 の 裏へ 出る と 向 ふに 靑ぃ 

高い 土手、 其 上 を 電車が 通る、 

X ァ— チ の赤鍊 瓦、 鐵橋、 

X 麥 刈り入れ、 

X 芋の 芽 一 寸 

六月 十 S 

〇會議 に 出る。 森 田の 小說 不評判、 半ば 辯 護、 半ば 同意して 歸る、 

〇 昨日 は 帝國 座で 萵麗 連の 您見 があった。 例の 御 種さん が 藤 閒の關 係から 切符 を 持って 來て、 奧 さんどう 

ぞ 入らし つて 下さいと 云 ふ。 少し 都合が 惡 いからと 斷 はると、 夫で も 受取った 切符 は (卜 五 枚と か) 向 ふ 

へ 返す 事が 出来ない の だから 是非と 云 ふ。 賫れ る丈賫 つて、 餘りを 向へ 返す のは當 前の 事で ある。 始め か 

ら 師弟の 關係を 緊張 して、 是丈は 賫れて も賫れ なくても 御前の 擔任 だと 捌けぬ 前から 押し付けがましく 不 

當の 義務 を脊 負せ るの は 馬鹿 氣てゐ る。 不 1^ な藝人 根性から 出た 厭な 點 だから 妻に 斷 はらした。 聞けば 芝 

居が 濟ん でから 電車 を 待つ 間に 七 人 連で 力 フ ェ— ブラン タ ン へ 行った さう である。 其 中には 秋 聲と田 村と 
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し 子が 居た。 さう して 勘定 は 小 宫が拂 つたの ださ フ である • 

六月 十 一 日 

〇咋 日から 大相撲。 

〇 午 少し 前 中村是 公が くる。 蒲 茶色の 雨コ— トを來 -,」 丸で ォッ トセ— の 御化けの 樣 ななり をして 玄關に 立 

つてる た。 飯 を 食 ふと 云 ふから 牛 を 取って 牛鍋で 飯 を 食 ふ。 柳 生の 所から 廻って 来たと 云 ふ。 是 から 山 口 

宗 義の處 へ 行って、 四時に 家 へ歸 つて 夫から ra 時半 B 〈帝 國座 へ 行 くん" たと い ふ = 膨州灣 の 總督の ト D ッ. へ 

ル とか 云 ふ 男が 日本へ 來て 芝居 を 見たい とい ふか.」 案 s: をす るの だと 云 ふ。 

〇 翁 を 持って 散步に 出る。 番 町富士 町 を 足駄で あるく。 夕方の 號外を 方々 で賫 つてる る。 相 撰の 勝負 だ 

らう -0 

六月 十 一 一日 

〇 今日から 入梅 だと 云 ふ。 陰。 東の {ケ： 煤烟に 鎖され たるが 如し 0 

〇咋 日 妻が 長 野 へ 喰 つ 付い て 行く と 云 ひ 出し て 聞かな い。 

〇 鈴 木さん の 所で 男の 三毛猫が 四 匹 生れた ので 是が 大きくな ると、 一 匹 五 百圓 合せて 四 .H;! 一 一千 圓 だと 喜ん 

でろ るう ちに 1 一疋 は 病氣で 死んで 仕舞った。 

六月 十三 日 

〇 咋夕、 鈴 木が 醉 ばらって くる C 白 縮緬： 力 半襟に 薩 摩緋、 i 汆の千 筋の 袴へ 透 緩の 羽織 をき て 丸で 傘屋の 主 


人が 町内の 葬式に 立って、 懷に强 飯の 折で も 入れて ゐ さう である。 是は此 間 泥棒に 洋服 をす つかり 取られ 

た爲 である。 淼 田が 氣の 毒が つて 自分の 質に 入れて あるの を やる から、 出せと 云 ふが、 出す に は 利 を 入れ 

て五圓 許り 要る。 其 金がないから 結婚 祝の ト阒 許の 品物 を 五圓に 負ける から 現金で 吳れ とい ふ。 夫 は 羽 蛾 

が 可笑しい の だから おれの 鋁の 古いの を やる から 夫 を 着て 間に合せ ろと 云ったら、 どうも 紋が違 ふから 3. 

五日 はい、 が 長く は 困る と 云 ふ。 とう/ < 、五圓 取られる。 

〇 〇〇 に 〇〇〇〇 とかい ふ 代議士が ゐる。 其 弟に 〇 とかい ふ 男が 一 一 百 萬の 財產 があって、 金 持で ない 器量 

はどうで も 出の 惡 くない もの を 嫁に もら ひた いと か 云って、 妻 S 末の 妹 を ど うかと 云 ふ 相談が あつ た。 T 

度 〇〇 が來 たから 〇〇 町に 〇〇 とい ふの が あるかと 聞く と、 「え 、あのお ゃぢは 何でも もとは 犬 殺し をし 

た 樣に云 はれます、 警察の 代書 を やって、 夫から 〇〇〇〇〇〇 を起し たま あ もぐりの 樣な ものです、 何で 

二百 萬 ある ものです か、 〇〇 町邊は みんな 自分の 地所 だって 好い 加 减な事 を 云つ てら あ、 あの 〇 はわた し 

が 小僧のと きから 遊んだ 奴です、 人間 はわる くはありません が、 まあ 道樂 息子で、 か、 あ 何 か 養 ふ 力 は あ 

りません、 國の中 學ゃ何 か を 落第して、 高等 商業な にかに ゐる ものです か、 まあ 然し 緣で すから よく 人に 

聞いて 御覽 なさい まし。  • 

〇 咋夕 下女の 時が 妻に 話す の を 聞けば 「あの 奧樣 支那 人の 言葉 は 少し は 分ります ね」 「さう かい、 分る つ 

て 何ん な 言葉が」 「でも 反物 を 買って 下さいって 云って 來 るの を、 〇〇 が 入らない よと 云 ふと、 夫で も 見 

る だけ、 まあ 見て 下さいと 云 ひました よ」 「夫 や 御前 支那 語ぢ やない、 日本語 ぢ やない か」 「でも 丸つ き 

り 分らない と 思ったら 少し は 分 るんで す もの、 可笑し いぢ や 御座いま せんか」 「夫 やい くら 支那 人 だって 

日本語 を 使 や あ 分る 笞だ あね」 

〇 あい 子 云 ふ 「あのね 幼雅 園に るる 支那 人 は 提灯 胴と 云 ふ 名な のよ」 
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〇 昨 日露 5i の. ホボフ と 云 ふ 男 、 祌舉 校長 瀬 氏と 北 (に 來 る。 此人は 日本の 文^み-研究し たいと 云 ふ 志望の 

よし、 5^ 鹽 S 束 お  1^ 校 S 三年 生で、 今.ぽ卒§1す〈に余3かぃた：|:かを中心にして：^1じたぃと云ふのださ 

うで ある。 卒ゅ i-s 上に = 木へ 來て文 研究 を やる 積 ださう である。 「門」 を やる。 

六月 十四日 

〇 昨夕 杞 井町み- 歩。 歸 りに 牛 込^ 附迄來 て、 西の {仝 を a ると どす 黑ぃ雪 が 一 面に ひろがって、 それが 

半圆 を？ i いて.^ 第に 滞くな つて ゐろ。 中心 S 所 は た 濃い、 稻 萎が さす。 神樂 坂へ 來 ると、 人が 馳け 出す- 

手 を 出して 見る と、 雨が 一 一 一滴 あたった。 植木屋- t 路店 悉く 荷 をし まひ かける。 寺 町で や 稻出歸 りの 車に の 

る。 車 を 往來に 卸して 烟 草を吞 んでゐ た。 やがて^せる を 仕舞って、 どうです 参り ませう かと 云 ふから、 

辨天 町 迄い くらと 云 ふと トニ 錢 やって 下さいと いふ 。乘 ると き.^ の 上. たと 云 つたら 垔 y さんでした ねとい 

ふ。 うちへ く 坂の 所から 降り出す、 家へ 這 入る と 凄まじい 雨. 力 音 かし 出した。 

〇 祌 m 駿 ：！： 臺& 歩、 ヌ； 1- 路 町の 裏み-無 喑に 通ったら 御神樂 をして るた。 馬鹿が 一 一人で 何 か手眞 似で 話して る 

る。 そばの 二階で それ を E>T 下して るる。 かみの 縮れた 美人が るた。 

〇 朝のう ち. は 長^ sfwt^ 會で やる 講演の 腹案 を 纏めて ドラフトに する。 

〇妻が咋门耿舞伎座5;:!5四か：，^-をは文してゐたのを鈴木が急に朝鮮に歸るので斷って來たから、 渐 はり 

に 山 E へ 行く。 

〇 晚に坂 元が くる。 坂 元は 文藝委 M 會の霄 記 たやうな もの を やって るる。 委： r 會の 話な ど を やる。 「钍 

若」 を 一 番謠 ふ。 


六月 十五 日 

〇 朝 榮 t:3 がきて 短冊 を かいて くれと いふ。 書いて やる。 先 牛 私^ 耳 は 動きます とい ふ。 成，.^ 動く。 左 

右 同時に 同 に 動く。 小^のと き 小舉 校で 叱られて 腹 を 立て、 齒ん」 ゆ ひしば つて^たら、 何だか 妙. たから 

鏡へ 向いて a たら 耳が 動いた。 夫が 始め だら うと 云 ふ。 

〇 小 林 郁來、 又 短册を か、 せられる。 

〇 小 {ぉ來 

〇 小 林修次 郎來又 短冊 を か.' せられる 

〇！： 崎 恒子來 

〇1|^^涵かきて扇子へ 害ぃてくれとぃふ 

〇 夜 鈴木养 吉來 

〇 春吉が 北：： g 道へ 測量に 行った 話 (三十 二 年頃) をす る。 

〇 熊 便 が 高さ 一 ー丈^^に 一 面 生に 生えて ゐる。 夫 を 刈って 见 通す やうに して „:il む、 朝起きて a ると マ ムシ 

が 日，：^ にと ぐろ み 1^ いて ゐる。 それ を 遠くから 降で 押えて、 逃がさな いやう にして、 ，份 へ. I 否って みんなで 

打ち殺して 仕舞 ふ。 それ を臟 腑を拔 いて 火に. 燒：： ；て驩 をつ けて 食つ. UO 

味 は 肉と 魚 SSiS 樣に覺 えて ゐる。 (蛇 は 糞 をす るか、 卵 を何處 から ゆ； むかと 聞いたら 知らないと 云つ 

た。) 

〇 あらゆる 一が を 食った。 ます^:^.と云ふのは廣ーlrJ大きぃ、 一 W 鈴の 様だった。 月：1-&^とぃふのは抱へる程大 

きい (是は 食 はない) 鼠 一 ザ こい ふの は 三つ 根の 樣で ある。 

〇 大きな 傘の 中へ 萄を 一 杯 人れ て 來て食 ふ。 舌が _ おれて 弱った， 

一九 W 


： 一 九 穴 

〇澤 へ 蚊帳 を 持って行って 川魚 (〇〇〇) を 柿った。 蚊帳 か 臭、 なる。 

C 一  週間 絕食 をした。 是は 人足が 村へ 米み-取りに 行った あとで 雨が 降って、 澤 S 水が まして 擇傳 ひに 歸れ 

なくなった からで ある。 仕舞に は 夜 だか 晝 だか 分ら なくなった。 夫で も 便に ある 小便 も 

〇 山に はく ほ 蜂 ほどの あぶが 居る。 夫から"；^,;」がゐる。 それが からだに 食 ひ 入って 手で 障った 位で は 落ち 

ない。 あぶ は 群 をな す。 轄 子から 白 布 を さ ゆて 服の 所 だけ あける。 

〇 熊に あった。 夜 テントの 外で 焚火へ あた CM しゐ たら、 がさく 出て 來た。 

曲 角な どで 出逢 ふ 恐れが あるとき は騷 いで 行く。 

〇 大風に あって、 き 原から 三 抱 も ある 樹の 拉ん でる る 所へ 逃け 込んだら、 樹の 幹が 風に 搖られ て 根が 動く 

ので 丸で 地震の 樣 にから だが ゆすぶれた。 

〇 大木 を 片方から 鋸で 引き 片方から 斧 を 入れて 倒す。 丁度 自分の 方 へ 半分 程 切つ てま だ大 丈. と 思 ふ樹か 

倒れた。 幸 ひ 首 丈 は あとへ 引いて 尻 持 を 突いた に 膝 は 3 地で 少し 倒れた 木と 間 かあつて 助かった。 

ふハ E::!.LI.K 日- 

Q 南 明很. 1 灘 にて^ 會 あり、 藤 野 老人の 謠を きく。 十 一 時 過歸る C 微雨 至る。 十一 一時に 寐る。 車夫が 門 を 

敲. \ 玉 星が 門 をた、 く。 三時 頃から 五 時半 迄寐る 

六 or 十七 日 

。意 細君の 同行に て 長 野 行 

〇 王子の 先の しそ 畠、 紫色、 長さ 一 ニニ 寸 


〇 田 を 堀り返す。 苗代 三寸 許、 siw をして ゐ るの も ある。 もう 濟ん だの も ある。 

〇 一 等 列車 は 高 崎 迄し かなし。 列阜 ボイ も 食堂 もな し。 

〇 浦 和の 先に 來て 大きな 停車 停に ついたら、 大宮 であった。 辨 當を賣 つてる る。 向 ふ 側に 富 業の 日本 を讀 

ん でるた、 銀緣 眼鏡の つめ 襟の ハ ン チン ゲの 人が 是 から 先 ぱいけ ません よと 云 ふ、 高 崎に も あるが 落ち ま 

すと いふので、 とうく 買 ふ。 二 個 五十 錢 

〇 ふと 好い 香が する から 向 を Hs^ ると、 ハ ン チ ン グの 隣に 東洋人 だか -ー ホ ン人 だか 分らない、 腹の 非常に 肥 

つた 男が 葉卷 をく ゆらして ゐた。 是 は大宮 からの. そりと 這 人つ 丁來た 男で ある。 

〇 前の 眼鏡の 人の 眼鏡が 鼻 を は づれて る る。 それ を 平 氣で實 業の 日本 を讀 んでゐ る。 

〇鐵 道の 御 役人ら しい 人が 浦 和 附近で 朝日の 一 頁 を かして くれた。 己の を 借りて 返した の だと 思ったら さ 

うではなかった。 此人は 上野 を 出る とき か 〔ら〕 朝日 を 讀んで わらび、 沛和， 大宫 ときても まだ 眼 を 放さ 

なかった。 漸く 梱川邊 で やめた。  ， 

〇 高 崎で 山が 見える。 段々 高くなる。 橫 川と いふ 驛に碓 氷嶺ー 里と あった。 

〇 ト ン 子 ルヲ 十程拔 けて 熊の 平と いふ 停車 It 前後と もト ン 子 ルの 中の 小さな 驛 【じある。 汽車 は 何の 爲に停 

るに や 

下りて 見る と 汽蠘に 水 を 入れる 爲 なり、 よくこん な 高い 所で 供 水の 便が あると 思 ふ。 汽罐 車は眞 中に 一 

つ、 後ろに 一 つ、 なり、  .  * 

〇 ト -ノ 子 ルー 一十 六 を 出る と輕 井澤な り、 プラット フォ ー ムを 逍遙して 列車に 歸 ると、 フロック n 1 トを着 

たまが ひ。 ハ ナ マ を 被った 男が 夏 目先 生 は 御出でありません かと 云 ふ 私です とい ふと、 私 は 長 野 縣の敎 育き 

から 命ぜられて 先生 を こ/ V で 御 迎 をして 長 野 迄 御 連れ 申す ものであります とい ふ。 

、  一九 七 


一九 八 

〇 すると 今 這 入って 來た 洋服の 土方の 親方と も 云 ふべ き a えの 男が S 目 君 僕 は 野 W だ (高等 學校 時代に 居 

つた) とい ふ。 成程よ く 見ろ と 野 E である。 畏 野の 土木 技師 をして るる。 あれが？ S5i で、 あれが 何と 一 力 

； irw をす る。 前の. 5- は 北 佐 久小諸 小 ゆが 校長 W 中 底 次 君で ある。 から 松と 雨 敬の 關係、 娃 公- 5 別 莊、， あやめ 

さくと 〔は〕 しほら しいと 云 ふ 歌， 布引 觀着， 姥捨 山、 牛に 引かれて i〕 光寺 まり。 妻女 山、 茶臼-お、 あん 

すの 樹、 ^=^他を說^す。  ， 

〇 長 野に て 師範 舉校長 以下の W 迎をラ く。 犀 北^と いふのに とまる。 

〇^ 色々 な 人の 訪 をう く 0 

〇 淼 成さん が 高 m から 迎 ひにくろ。 

六 ST 十八 日 

〇fia 光寺 境 5： 向って 右 池に 河 骨、 蓮、 §. 文人 赏瑰 S の 松 ある 處、 小 庵 あり 看板に 曰く 元 肌 藤 八 骨 指南 

所 三代 目：，？！ 廼谷 一 爲。 蛙し きりに 鳴く。  if^ 聞 ゆ。 主人 は 坊主で 妻お らしき 人と 嗜ぃ部 星で 活 花み-眺めて 

るた。 前に 黑白 ぶちの 小さ い 耳 「3 尖 つ た U 本 犬が 寐て るた 

〇 常 叫 常め 坊 〔一石. はの 上の 左の 處で 浴. ん髢 S 女が 御 Si: の 丸揚を 食って る 〔た〕。 

〇 石 四 問 幅 左右 柳 松柏 杯 

〇 入口に 名物 生裔麥 かどの 大丸 

〇十-;^^1ハから議^$.堂で講演卜1  一 過 に歸 る。 一 If^ 十分の 汽車で 立つ。 謝と いふ 包 を くれる。 奧さ 

んの 分.： 拂 ふから.： は 其 とい ふ拂 はないで 出る。 高 S ヶ； 3! の 切符 上等 を 一 一枚 くれる。 

〇 妙 高山 の 頂きに S の 筋が 昆 え る。 


〇 麥黃、 桃 付す む。 

〇 五 時 過： €m 着、 一筋に 細長い 町な り。 森 成さん の 家に つく。 家 G 構造、 裏 は 川、 畠、 

〇 六 時半 柳絲鄉 にて タ飯。 中 SB. 校長、 師範 校長、 農舉 校長、 高 e 新聞 一 一名、 高 mnnf  r 離れ座敷、 に 

水 築山、 雨 蕭々、 蛙 鳴く。 

〇 六月 十九  & 

〇 中 舉校 にて 講演 天 天體操 5r 上から 生徒の 顔 を！！ ると、 玉子の 行列の 如し。 何もい ふ 事な くして 困る。 

雨大至 聞え す 

〇 十  一 ^^^^十九分の汽車で雨を冒して直江津に至る。 雨 漸く 晴。 五智に 行く。 わくら 樓、 

〇^G 作り。 長 庇し、 土緣、 £ 庭の はづれ に戶を 立てる。 十 疊の三 問つ き。 高麗 緣。 床 稼 積の 圆 米 

俵， 垣、 柳 下の 子守、 馬 を ひいて 行く 人。 額 煙波^ 蕩 松 方 伯。 庇の 外の 藤^ 半 庇の 上に かぶる。 屏風 

銀地 

〇 右の は づれ、 •  彌彥。 左に 能 登の 鼻、 向に 佐 渡 

〇 庭 〈1 柴垣。 砂山つ き。 汀に 砂 磑に船 點々。 

〇h 庭の 端に 手水 鉢 葉 繭、 石 露、 紫 &f 花 

〇 屏風、 詩佛、 鵬 箫、 蕪 村の 嵐 雪、 巢兆舂 琴 S 菊 竹、 竹 〔介ぬ 繭、 文晁 の富士 

(郷津 の 石 汕顿紫 事務. }t-。 がけ 綠、 破. 椅. 子 四 脚、 硝子窓から110^疋る波、 中の 角 火鉢、 テ ー ブルの 上から 窀 

報 川 紙が ぶら 下る。 縞 r い 縮 S 襯^ をき た。 ^9. 務 --S らしき 人が ま-偉 ひに^：: li: へ 下りる。 井 IHGIS 三百 ほ繩 

の 上下に 七 分 を 費やす 0 どろ をし やくって si。 

* 九九 


.  二  00 

〇 テ —ブ ル。 傍 「白米の 通 片田鑛 場 御中」 Sip 通 春 日 組片田 事務 御 中 

〇 國分寺 稱武 帝の 建立と いふ 立札 あり、 大 いなる 本 に 五智 如來を 安す、 親鸞 謫 居の 迹 あり、 傍に 鏡が 

池の 舊跡 あり、 

〇 わ ぐら 樓 にて 一 寸 午睡し、 湯に 人る。 快。 六 時ニト 五分の 汽車で 高 田へ 歸る。 三等 列車 丈な り 

六月 二. r 日 

〇 八 時出發 田 川、 菊 池、 高 田 日報 主幹 送る。 長 野で 識訪の 守 星 氏出迎 ふ。 姨捨 山、 田 毎の 月、 松 本に て 

下車 天主 閣を 見る。 避 尻 峠の 隧迫。 

〇 六月 二十 一 日朝 七 時 頃 出て、 下 社 春の 宫、 秋の 宮へ 行く 0 

潮水の 綠に沿 ふて 車 を 走らす、 

水と 道の 間に 植付の 濟んだ 許の 靑田 あり、 其 問に 土を殘 して 小さい 樹を植 う。 林檎ら し。 小さい 實に袋 

を かぶせて ゐる。 波 平。 歸途. は 春の 樣な 心地、 藻 刈 船、 對 岸の 山、 色が 斑ら に變 化、 其 下の 人家、 

〇 家の 前 を 水が 流れる。 水 をと めて 擠を 作り 其 .2: に 魚 を 飼って るるの も ある。 鍋の 签か 一 つ 浮いて るるの 

も ある 0 

b 中庭が 表から 透いて 見える 田舎の 料理屋 も ある。 

〇 きたない 家の 一 一階に EE 活の 看板が か、 つて、 屋根の 上に 十 n 手拭の 鉢卷 をした 男が つくろ ひ をして るる。 

〇 下 社の 四方に  一 ノ御柱 (五 丈 五 尺) 一 一 ノ御柱 (五 丈) 三 ノ御柱 (四 丈 五 尺) 四 6^ 柱 (四 丈) の 柱 を 立 

つ。 七 年 目と か 云 ふ。 春の 宫へは 一 一月 一 日、 秋の 宫へ は 八月 一 日に 移る。 鳥居から 丸石 を 敷いた 道 を だら 


/\ に 上る。 萱葺の 素樸な 宮 なり。 杉の 森。 

〇 六月 一 一十 八日 

1 咋夕 散歩から 歸 ると どっと 降り出して、 昨日 は 終日の 雨に 風が 加 はる。 今日は 怪しい 空に 虱が 音 を 立 

て、 飛ぶ。 午後 四時から 美學 研究 會へ 出て 講演 をす る 害で あるが、 少し 穩 かにな つて くれ、 ば 好い と 思 ふ。 

〇 三 四日 前 (長 野から 歸 つた 翌日 か) 寺 田が 歸朝 した。 御 土產を くれた。 金の リンクス を 余に、 プ nl チ 

を 妻に、 四 本の リ ボ ン を 娘に、 ミ ュ ー ジ 力. ル ボ ック ス を 純 一 に。 

〇 同じく 三 四日 前に 津田靑 楓と杉 本 正 生が くる。 

〇 咋 日 ベ ル ク ソ ン を讀み 出し て 「數」 の 篇に至 つ たら 六づ かし い が 面白い、 もつ と讀み た い が 今 日 は 講演 

S 頭 をと 、のへる 都合が あって 見合せ る。  - 

〇 車で 大學 御殿 迄 行って 講演 を やる。 歸 りに 夜 八 時半 頃 本 鄉で寺 田の， 宿 を 尋ねる。 卜 時過歸 る。 風 烈し 幸 

に 雨は歇 んでゐ た。 

六月 一 一十 九日 

〇 朝 雨が どうく と 降る。 豪壯 のうちに 凄 然の氣 色な り C 午 頃 小 降になる。 車で 神 田の 南 頃 舘へ謠 會へ行 

く。 中 野 武營、 中 野 岩 太、 細 川 侯爵 等 を 御 客に しての 霞寶會 なり。 實 盛と 草紙 洗 を 聞いて 歸る。 人 逸に 令 

田が 來 たよし。 晚に 小官と 岡 田 かくる。 

六月 三十 tn 

二  0  I 


.  二  01 一 

〇 朝 がまた どう と i2 る。 新聞をD^^}と大分水がe,?るo 新 問が P. れ てるる。 

七月 一 日 

〇 終：！ I； 咄。 晦！ じめ くして 堪 へがた し。 

〇 偶 S のた め 大阪へ 報 を かける 

〇 ベ ルグ ソンの 「^間」 と 「{4.-si」 の 11 をよ む 

〇 夕方 少し 雨 やむ C 門 を 出.. つ" ^墨の空の雪はゃく走る中に^^:かに靑きもの0-ゅ0 明日^ かと 云 ふ 氣も起 

つた." 船 ：！： 原 橋の 下で 大勢 四つ 手 を 卸して ゐる。 それ を +1 左で. 見ろ 標に 人が たかって ゐる 

七月 一 一日 

〇 晦 •FK 益 甚し。 牛 込 御門 行 を：！ 2- 合せて 宅に るる。 

七月 三日 

〇 相變ら すの 雨に てく さ ノ\ する。 踏む もの 觸る  >  もの 悉く じめ-, ：> て 心地 g,-) し。 二  ^ra^ 寺 m がくる。 

第五の 出身者が 五六 人 精 養 軒で 飯 を 食 ふ から 出ない かと 云 ふ。 雨で は 恐 れ るが と m-5 つたが ひ 切つ て 出る 

事に した。 hdp 川 終點へ 出る 問の？ 3 の惡さ 加減 はまこと に 言語に 絶して るる。 仕舞に 腹が立つ。 然し 土 を 

紫 賞す る 事が 出來 たら 此位美 的な 土 は あるまい。 ファインで 粘り 氣が あって 柔 かで S. し 分がない。 是をは 

- ゴ， 火 Z せて • タ ン クを 作って 土に 利 川したら 通行 者に も 濟 にもなる だら うと 云 ふ 事 を 寺 か. &し 出た。 

歸 りに は 豪 IS の 御蔭で 此 どろが 悉く 流れて るた。 


〇！w 養^で は 久し 报 りに 木 下 IT 舉博 土、  m 几 博丄、 崎 所長、 C 丸 助 敎授、 野.^.^ 寶 技師と 411-3 と 余と 

落ち合った。 食後 木 下が 余から 叱られた 話 をす る。 懷舊談 が 多かった。 九^ 過 出る。 寺 出か 江 戶川迄 送つ 

てく る。 (木下云ふ病氣の^^^-舞ふと思ったが、 昔し 叱られた 事 を m-5 ひ 出す と 恐くて 行く 氣が しなかった) 

七月 四日 

〇 雨が 然として 堂々 と？ S る。 今日は 九 段 に 夜 能が ある から a ないかと 野 上から Si はれた。 

此 EE は 音 丈 聞いて るても 凄まじい。 

七月 八日 

〇t ぶ 3 甚し。 駁 吹く。 午後より 烈 tt。 晚方 散歩。 店 を 半分！ S ぢ たる 處 あり。 往來で 人の 脩 干 を 飛ばした もの 

に 逢 ふ 事 数囘。 たちどまって 風 S 過ぐ る を つもの^ 山 あり。 風- S 昔 ひゆく と 鳴る。 此： nu 比ハ合 八ん M に 

萬 朝 所 催 車 市有：^ 對の 市民. 5^ 會 あり。 歸 りに 電柱に 號 外の 張 出 あり。 

〇 祌 坂の 演藝 3iS 看板に！： 十 川： R 燕と か 云 ふ 浪花節の 口上に 

「咋年 六月より 滿韓 巡業 S 處 本年 六月に 至り 長^ 〇〇 せ稻 出火 擧在擧 中 靑山腦 病院に て 死去の 5； ^に 

接し 悲哀と 親愛に て 感^ 登壇 諸！^？；川同^^と割愛を烦はすと云爾」 

〇 寺 m 來。 ビ ー ルを飮 む。 明 後口 國へ歸 ると いふ。 . 

七月 九 口 

〇 晴天。 箸 W し。 晚方 水？ 3 町から 种樂坂 を 5.3 歩。 禝 町の 角の 食 m 星の 隣の 提灯 星が 纏 ひみ- 霄 いて 上下に 
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斗 を 2^ らして、 眞中を 藍に 塗って、 其處へ 銀で 棒 を 引いて るた。 天井に は 岐阜 提灯が 澤山 ぶら 下って るた。 

〇 神 坂に 蟲屋が 荷 を 出して ゐ た。 長さ 一 閒位 5 荷の 上 を 屋根の 樣 にして 前に 暖簾 を かけて るる。 盟 に> 中 

に 白で 字が. 染め出して ある。 眞 中に 山の 下へ 越の 字 其 左右に 蟲 S 名が 拉 ベて ある。 松蟲、 鈴蟲、 轡蟲 …… 

中には 籠が 一 杯 ある。 扇の 形、 舟の 形 鳥籠の 形、 紫の ひもで 括った もの や、 緋の a で 結 ひた もの、 夫 か 

ら 家の 形に 出來 たもの、 蟲屋は 其 下に 腰 を 掛けて るる。 殆んど 足み-動かす 事 さへ 出來 ない。 

七月 卜 日 

晴。 暑甚。 朝 社の 會議に 行く。 歸 つて 長椅子の 上で ほんやり してる た。 a 時 頃 車で 安倍の 家へ 行く 夫 

から ケ ー ベ ル 先生 力 宅へ 行く。 御茶の 水で 電車な 降りて 先生の 家の 前迄來 ると、 高い 二階の 窓から 先生の 

か 出て るる。 烟 草の 烟りが 見える。 人口で 安倍. か久保 君々々々 と 云 ふ。 久保君 は 海軍 中尉で あつたが 軍 

人 を やめて 大學 へ來て 哲學を 研究して るる。 久保 君が 一 一階へ 上って 行く と、 先生が 高い 處 から 降りて 來た。 

ミス タ. 1 ナツメ、 アイ アム ゲ ラッド ッ I シ ー ュ I と 云 ふ 。階 子 段の 下で 握手 をして 二階へ 上 

る。 先生の 書齋は 大きな テ ー ブ ル があって 本が あって 古い 椅子が 二三 脚 ある。 頗る 古びて るる。 少しも 雅 

な 所 も 華奢た 所 もない。 た ニ巟凉 の感が ある。 先生 は 縮の シ ャ ッにケ ン -ド ン の 上衣 をき た 丈で ある。 襟 さ 

へ 着けて るなかった。 「君. か 盛装して るるのに 私 はこん ななり で」 と 云 はれた。 

〇 r ハ 1 ン」 の 話 アブ ノ I マル 

〇 r ゥ ー ド」 の 話 . 

〇 昔し ケ I ベ ル 先生の 處へ 行って 置いて もらへ と牧卷 から 云 はれた 話、 

〇4« 八 年 日本に るるとい ふ 話、 失望 ハシナ. 1、 欠ナル 豫朋を 持って 來 なかった からと 云 ふ 話 


〇 圖書 舘とコ ンサ ー トと 芝居がなくて 日本ば 困る 丈 だと 云ュ話 

〇 日 暮が庭 S 樹に 鳴く 話 日暮か 好 だと 云 ふ 話 トカゲ が 美く しいと 云 ふ 話 

〇 ロシャ 人に は 日本人に よく 似た 顔が あると いふ 話。 三十 年 前の 寫眞 

〇 烏が 凍へ 死んだ 話 

下の 食堂に 行く 白 布がない。 四 人 一方に 一 人づ、 坐る。 何も 飮む ジン、 ブラン デ ー? と 聞かれる。 余 は 

葡萄酒と ビ ー, ル を飮ん だ。  . 

〇 梟が 好きだと 云 ふ 話  - 

蝙蝠が 好きだと 云 ふ 話。 羽 はデギ ルの羽 だ C 

〇 格が きら ひの 話。 菊 は 紙 造りの 樣 だと 云 ふ 話、 リ、— オフ ゼヅレ ー の 好きな 話。 

〇 日本の 染物は 林檢丈 食へ る。 他 は 駄目 だと 云 ふ 話 

〇 今から 百年したら 日本に オペ ラが 出來る だら うと 云 ふ 話。 

〇 日本で 音樂 家の 資格 ある ものば 幸 田-たけ だ。 尤も ビゃニ ス トと云 ふ 意味で はない。 た ，- r 音樂 家と 云 

ふ 丈 だ。 日本人 は 指 丈で 彈 くから だめ. た C 頭がない から 駄目 だ。 

〇 自分が 音樂を やる とい ふ 事 は 日本へ 来たら 誰に も 知らせな い 害 だ つ た。 處 がどうして かそれ が 知れ 

. た。 然しもう 近. S 〈は 斷然 どこへ も 出ない 事に 極めた。 自分で 獨 ：樂 しむ 丈で ある。 音 樂舉校 は 音 幾の 

擧校 ちゃない、 ス カン ダ ルの擧 校 だ。 第 一 あの 校長 は 駄目 だ。 

〇 ブ ラ ゥ 二 ン グ は 嫌 だ。 ゥォ ー ヅゥォ —ス の哲 學の詩 は 全く 厭 だ。 .ネ ー は 好 だ。 ホフマン は猶好 だ。 

新ら しいの は あまり 好かない。 アンドレ ー フは 厭. た。 チェ ホフ は 非常に 立派な 文 體だ。 

〇 自分が 日本 を 去れば 永久に 去る。 一 寸歸國 など はしない。 
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〇 自分の やって るる 仕； ss- はすき だ。 自分の 赛 生が 好 だ。 淋しい 察 はない。 散ル つて、 何處へ 散^す る。 

• 町へ も られ まい 。本ん-請んで るる 丈 だ 

〇 メ レジュ コ ー スキ， I の ァレキ サン ダ—と云ふ小！^-化をょんだ。 甚だ 佳い 0 

〇 コ フヒ— が- 凡ての 飮^のう ちで 一 番 好きだ。 此 和. M 公使 IS で飮ん だコフ ヒ —が 一 # 上等で ある。 

〇 儀式 は大嫌 だ。 あ した も卒紫 式が あ るが 無論 欲 0 をす る。 どうも 三 ゆ 問 も 立 つて ゐ ろの は！ ^はない。 

も つ た簡 sa- に 出來 ろ 一 ：4 を わざく あんな に 而倒 にす る。 

七月 十 一 日 

〇 かんく 照り付ける。 殆 んど堪 へがたい。 膀 椅子の 上で こんくと してる る。 晚方 えい子と あい 子と 純 

1 を 連れて； t.s 水 坂へ s.^ 步に 出る。 氷 星で アイス クリ— ムを吞 む。 純一. は 氷 あ づき を 食 ふと 云 ふ。 おもちゃ 

屋で えい子 は舍 製の ベ ット、 あい 子に £ 洋 人形、 純一 は 飛行機 を K ふ。 此. 飛行機 は 飛ぶ 事受 合の 虚 ちっと 

も 飛ばす 翌日す ぐ 破れて 仕舞った。 

七 B 十一 一口 

〇 今日 もかん くで 殆ん ど堪 へられない。 晚に又 三人 連れて 江戶 川へ 行く。 砲 子 入りの 菓子と 菓子の 烟管、 

烟草 入と 夫から 旅行 川の ブラン デ ー 入れ まが ひに 菓子の 這 入った もの を 買 ふ。 きせると 烟草入 は 純一 、 ブ 

ラ ンデ ー 人 は 仲 六 へ の 土  #-、 

純一 どぶへ 落ちる。  * 

〇 江戶 川へ 來 ると 化來へ を 出して， 眞菰、 緖 ST みぞ 萩、 鬼 ほう づき、 (靑 くて 所々 赤くな つてる る も 


の) を寶 つてる る。 盆の 心 持 を 促が した。 

七月 卜 三 口 

0 漸く 曇る。 少し 凌 ざよ し。 

七月い 四日 

〇六 頃散歩 に出 や う か と m、0 つ て ゐ る と 空が急 に 喑 く な つ て 雨が 木 の 0 を 打 つ がした 。夫が また、 く？ 1 

に 豪 然として 地上の あらゆる もの を 鳴らして すさまじく 降り出した 。すると 雷が 鳴 つた。 雷より 稻赛 の 方 

が 烈しかった。 光りが. は々 になって お 高度に 白晝と 異なる 所な く 光った。 さう して 其. 1^ 々が ！瞬 S 問に 凡 

てを經 過して しま ふ。 あと は嗜 くな つて 物逮 い。 ffi 藤 かす さま じく 動いた。 光りに 恐れて 下女が (綠 側の 

戶を 立て 、るた) 突然 玄^へ 來 てつつ 伏した。 此は 電^が 全く 消えた。 旦人が^£を^^5くゃ-フな昔がして夫 

力す く 害 わ. vi 

七月 ト 五日 

快^" 又 熱くな つた。 

C ねだられて 活動 寫-】 I に 行く。 あつくて 仕方がない。 一等 は 少しす いてる ので、 まだ 凌 ゆ るの だが 外 は 脂 

をつ めた やうで、 うぢ やくして るる。 伯 失 人と かいふ もの を やる。 女 をな ぐったり、 男 をつ き 飛ズし 

たり 殺 ぼな 眞似 ばかり をす る。 さう して ロ籍 入り だから 猶 いやになる。 幸 ひ. W はが やくして よく 聞え な 

かった。 エイ子、 子、 乘子は 失で 泣いて ゐる。 何で 泣いて るるの だか 分らない。 s^=-> ITO はト 一  、 
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エイ子 は 九つ， である。 夫から 西洋のお どけた の を 見る。 其方が 面白い。 歸 りに 氷 葡萄 を飮 む。 

七月 十六 日  ， 

〇 盆。 少し 暴る。 午後 四時 頃 山 田の 奥さんが くる。 粽を くれる。 山 田さん の 前に 小官と 鈴 木が くる。 

- 七月， 1 "七日 

〇 曇ト 時 頃 か ら 降り出す ご 

〇咋 夕 江 戶 川 を 散歩して 澤山 ある 橋のう ちの 尤も 小さい 橋 S 攔干 によって 東 を 眺めたら、 水の 左右から 水 

の 上に のし か、 る やうに 柳が 綠の枝 を さし 出して るた。 夫が 遠くに 行って CTl 一の 變 つて 兩 岸が 蒼く 丸く，  X 

もりと 高く 見 〔え〕 る 中に 水が 長く 流れた 其 中 を 橋が いくつ も撗 切って るる。 さう して 凡ての 末に 後樂園 

の 高い 森の 中から 砲 丘 ハエ 厳の 烟 突が •- 一本 出て ゐ た。 

〇 今度 は 電車 終 點5 所へ 來て 同じく 橋の 観 干に 倚って ffi の 方 を 望んだ C 其 時 は 人の 顔が 漸く 區別 される 位 

の 薄暮であった。 其 上空が 暴って るた" けれども 其 薄 黑ぃ空 明りが 水の 上に 落ちる 爲か流 一 面が 蒼范 とし 

地面の 上よりも 岸よりも 明らかに きらくして ゐたコ 其 中に 小船に 人が 一 一人 乘 つて 棹 さして 上って 行く つ 

船 も 人 も ロハ 眞 黑 に 輪廓が 眼 に 映す る 丈であった。 動く 掉が 細く 黑く 矢張り 見えた。 此 f 1- いものが ひかる 水 

に 包まれて 廻り 燈 籠の 影法師の 如く 見えた。 やがて 竪 にさす 棹の 色が ほんやり して 判然し なくなった。 

七月 一 一 トー 日 

C 曇、 十一 時過満 蹴に 行く。 そこで 午餐 を 認め。 夫 かに. E 働阜で 停車場へ 行く： 嫌 倉 行。 羸 車中 〇〇 のい 


たづら 話 をき く。 〇〇 に 藝者が 惚れた やうに 老妓から 云 はせ る。 〇〇 が 夫 を 眞と思 ふ。 長 春から 川上が く 

ろの を 奉 天で 待ち受けて、 長 春に ゐる 川上の 關 係の ある 女の 寫眞 を雜 誌から 切り 拔 いて 臺 紙へ 張りつ け、 

満纖 公所の 下女に 手紙 を か 、して、 夫 を 郵便で 出す、 川上が 奉 天へ 着く や 否や 郵便 を 受取る。 みんなの 前 

で 半分 あけて やめる。 みんなで 追求す る。 獨 りで スト ー ヴの 所で 見る。 其 裏 を 見た と 云って、 責める。 

云々。 

〇 二 時 過縑倉 着電 車で 長 谷 迄く る。 別 莊は長 谷 寺の 後ろに ある。 光則 寺の 入口の 右手の 高い 所な り、 東南 

が 開けて、 東の 正面に 材木 座と 山 を 見る。 中間に 松原が 見える。 夫が 風に 削られて 斜めに 海の 方から 逆に 

高くな つてる る。 山の 前の 灣 夫から 右の 方 は 大海。 樓の 右手 大松、 左斷 崖、 前 築山 を 降りて (芝生の) 畠 * 

蜜柑、 菜園、. 芋な ど 生える。 池 S 中の 藤棚 

〇 杉 山 茂 丸の 別莊。 山 を 上る。 鹽を あびる。 夜 トー 一時 寐る。 

七月 一 一十一 一日 

暴。 モャで 向の 山が ほうとして ゐる。 海が 殆んど 見えなかった。 段々 明かになる。 船 點々。 帆走る。 沖 

の 方の 第一 一の 山脈の 下の 處水 光る。 

厠に 上る と 窓から 崖が 見える。 蟹が ゐる C 

〇 八 時 頃から 小 坪へ 漁に 行く。 昔し 來た 事の ある 村 を 今 見れば 矢っ張り 魚 臭き 所、 道 幅 一 軒 許の 處 右が 段 

落に 磯に なって ゐる 所、 左が 段 上りに 登って るる 所が， 臆と 一致す る。 小 坪へ 來た 事は來 たが ：？ とい ふ 宅 

か 分らない。 西の もので 南の 方から 養子に 來 たものと 云って 聞 くんだ さう である。 隨分 昔話の 樣な 聞き方 

なり。 とし子 さんが 極り が惡 いと 云って 聞く のを獻 がる。 子供に 聞いたら 知らぬ とい ふ。 婆さんに 聞いた 
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らしば らくして それなら あすこ だら うと 云って 教へ て くれる。 編 笠 を かぶって 歌 をうた つて 月 琴 を 彈く女 

が 休んで ゐ た。 そこから 十 問 許來て 右へ 曲る と、 石段が 三級ば かりに 仕切られ てるる。 いづれ も 踏み 減ら 

して 四 形に なって るる。 其天邊 へく ると 五坪 程の 空地 を 前に 家内の 眞黑 になった 萱蓦が ある。 軒下に 御祭 

りの 提灯が あるの み-見て とし子 さんが 田 中 吉太郞 とい ふので すと 云 ふ。 無 花 菜が 隅に 二三 本、 未熟の 栗、 

きりく  〔す〕 の 籠が 懸けて あって、 下に 瘦 せこけ た鷄が 四羽ゐ る。 あみ はいびつ の ブシュ カンの 樣 であ 

る。 人 a に构 子、 其 上に (ゆ 女 田 中 吉太郞 ji) 

くさくて 堪らなかった のが なれて 漸く 直る。 

婆さん 曰く 實は 轘んで 置いた が 今朝の 天氣 だからと 云って 舟で 出た から 呼びに やりました。 

〇 總へ 出て 舟に のる。 たこ を 突く。 镜、 の 構造、〕 藻が ゆつ く. 0 動搖 する。 

〇 牛； 贅の 魚 を 買 ふ。 いさき、 す tr き、 黑鋼 

〇 いきに 橋の 上 を 通る。 海岸 橋と いふ。 下 は 滑 川な らん。 車夫 は 閻魔 川 だとい ふ。 左手の 畠に 黄な ものが 

免え る、 菜の 花 S 感じ、 唐 瓜なる べし。 good  effect. 

〇歸 りに^ 濱院 s 所で 舟 を 上る。 八幡 前へ 行く" 

〇 めし を 食って 午睡 三時 三十 三分の 汽 で 急行 新檎 着。 

〇 車中で 〇〇 曰く。 鎮 車に 大便 所 をつ ける とき は大議 論 ありし 由、 夫から 寢臺車 をつ ける とき も然 り。 

〇 井上が 淺野 侯の 寳物 の戀 物ん-奪 ふ 話。 伊國 公使に なった とき 呼ばれて 寶 物の 1 一幅 對を 見せられる。 出立 

後 留守に 向って 先日の を 一幅 讓 つて 項きたい とい ふ。 淺野 家で は 大臣の 事 だから 評議の 末 承知の g を 答 ふ 0 

井上 は 返事に 1 一幅 共 御 譲り 被 下 候よ し 難 有しと あり。 夫から 淺野 家で は寶 物を决 して 戀 けて 人に 見せない。 


七月 二十 六日 

〇咋 夜 十一 時 頃より 暴 a 雨、 二 時 頃に 至って 凄まじき 音して 寐られ す、 そっと 起きて、 外 を 見る と、 風 

の 狂 ふ 中に 木の 鞭た る、 樣見 § るが 如く 見えざる が 如し、 空に 少し 赤味 ありた る 樣覺ゅ (余 厠の 窓より 見 

たり) .111- 燈 消えて 眞喑 也。 

〇 新聞 今朝 號外を 出す。 相 模灘の 颶風 東京 灣に海 嘯 を 起し。 州崎の 堤防 を 破壞、 貸 座敷 一 戶を 倒す。 娼妓 

ト 五六 名 死す。 嫖客 S 死 體も鑌 々出る。 

〇 高輸 S 鐵 路破壞 下り列車 不通 

〇 逆流 大 川口より 浸入 深 川 水と なる。 

〇 舟が 陸へ 乘り上 ゆて 家 を 倒し かけた る あり。 

< 月 九日 

〇 七月 一 一十 六日の 暴 雨が 漸く 歇ん だと 思ったら 又した 、 かに 雨が 降った ので 天龍川の 堤が 切れて 汽車が 

不通に なった。 それ を 徒歩 連絡で 十 町ば かり 足を勞 すれば：！？ む やうに なった の は 一 昨日で ある。 其 十 町が 

七 町に 减 じたと 今日の 新 問に あった。 所が 昨日の 新聞に 暴風雨の 警戒が あつ たので、 もしゃと 思って るる 

と、 重い 空の 中から 昨夜 枕元に した、 か 降った。 明けて 見る と 又した、 か 降る。 午 頃 少し 輕く なったら 午 

後から I； 人 どう どっと 降る。 是 では 折角の 連絡 も 亦 不通に なると 思って ゐ ると、 社から 小 池！！？ r か 来て、 實は 

高原が 今朝 立った が 連絡が 切れて 靜 岡で 留 つて ゐ るとの 話。 昨日の 大 坂からの 電報に 東海道 延着に つき 十 

一 日に 御着 ある やう 十日に 立 たれた しとあった。 自分 は 明朝 八 時半の 一 一 一等 最 急行で 行く 積であった が、 

不通で は 仕方がない。 講演 は 十一 一日から だから 十 一 日の 八 時半で も 連絡 さへ つけば 間に合 ふ。 車夫に 電話 


で 新橋 局へ あすの 連絡の 模樣を 聞き合せても らふ。 

車屋が 歸 つて 今 は 不通です が 明日に ならなければ 明日の 事 は 不明 だ、 まあ 大抵 六づ かしから うと 云 ふ 返 

事 をした。 

.1 '曰 

〇 夜 眼 を 三度 さます。 一 度は靜 かで あつたが あとの 一 一度 は 大變な 音 をして 雨が 降つ. てゐ た。 明日 はとても 

不通-た らうと 思 ふ。 昨夕 寐る 時、 車夫に 起きが けに 電話 を かけて 不通 か 連絡が つい たかを 聞き合せて もし 

不通なら ば、 汽車 不通 あすの 朝 迄 待って 見る とい ふ 電報 を 社へ かける やうに 命じた。 所が 今朝 六 時に 起き 

て 餓を盒 つて、 七 時 過に なっても 車夫が 歸ら ない。 聞いて 見る と 電話が 御 話中に 中々 か、 らな いの だとい 

ふ 事が 分った。 そのうち 七 時 四.；" 分に なった。 八 時三ト 分の 汽車に は殆ん ど 返事の 如何に 顧ら す 到底 間に 

合 ひさう もない。 雨 は 一 時 小 降りになる と共に 天地が 非常に 靜 かにな つた。. 表 を あるく 人の 足音が 耳に 入 

る。 門の 外 を 窺 ふと あらゆる 泥 を 洗った やうに 白い 砂利の 肌が 明か 〔ら〕 さまにa^^ぇた。 八 時 頃 車夫が 歸 

つて、 矢 張 不通 だとい ふ。 新聞の 延着した の を 見る と、 

颶風 沖繩 に. 滞在す 

九日 朝四國 沖に あ， C し 颶風の 中心 は豫 期の 如く 西北に 進行し 星久島 附近 を 通過し 支那 東海に 入り目 

下 東 經百ー 一十 八 度 北緯 三.；' 一 度の 邊 にあり， て 中心の 示度 七 百 五 4- 耗を 僅に 降りたり 又 沖繩島 附近に 

在りし 颶風の 中心 は 依然として 滞在す、 沖繩 より 電報 未着に つき 詳細 を 知る 能 はす 九州に て は 東の 

風 頗る 强 しと 雖槪 して 曇天に して 處々 驟雨 あり 武兩毛 地方に て は 雷雨の ため 多量の 降雨 あり 東京 

附近に 大雨 ありし は 之が 爲 なり 束 京 附近 は 十日 天候 不良なら ざるべ し、 東京 午後 三時 迄 雨量 4 '三耗 


(九 B 午後 二 時 if 況) 

東京 地方 螫戒 

△ 五區 (東海道 地方) を 警戒す、 風雨 强 かるべし 颶風 は琉 球の 南東 洋上 c< 北緯 二十 四 度 東經百 二十 八 

度) にあり 示度 七 百 四十 耗、 北方に 向 ひ 進行し つ、 あり ？a 午 ま 令 時 三十 分) 

A 東京 地方 を 警戒す 風雨 强 かるべし 以下 略 (同と) 

<1 第 一 區ー ー區三 區四區 (臺灣 九州 四 國中國 畿內) を 警戒す 暴風雨の 虞 あり 以下 同上 (十 B 午 S 歸三十 40 

とあった。 

い 時 頃蟬が 鳴き 出して 空の 奧に 日光 をつ 、 みたる 氣合 なり。 雷なる。 格子 を 拭いて ゐた 下女 あっとい ふ， 

I  一  H 

快晴新橋に行くと^9-海道全通とぁる。 早速 乘り 込む。 鷂 見の 手前で 電信柱の 半 水に 埋れ たの を 見る。 道 

中 夫 程の 災害 もな き 模樣、 袋 井の 處は レイ ルの下 を 刳 つて 一 一十 尺ば かり 持って行 つたので 長さ は 僅ば かり 

である。 

車中 川 崎 造船所の 桑ば た、 小山 正 太郞畫 伯、 濱野 ェ學、 遞信 省の 猪 木 士彥に 逢 ふ。 暑甚 し。 八時华 つく。 

長 〔4: 川 高原 兩氏迎 へらる。 銀 水に 人る。 川 向の 家な り。 對 岸に 病院、 前に 圖書 舘、 公會 堂、 夜暑甚 し、 緣 

側み-明け 放して 寐る 0 

十 一 一日 

五 時半 起床、 朝見る ときたな き 旅 星な り 下宿の 少し 氣の 利いた やうな ものな り、 室に を 引いた 紙 を 一 

二  I 三 


,  二 一  四 

杯に しく。 たまらぬ 暑な り、 七 時に なっても 下女が 床 を 上け に 來す。 

九 時 過箕面 電車に て箕 面に 行く 溪 流の 間 を 上る。 朝日 俱樂部 は 寺の 左の 崖の 上に あり、 整、 繩 暖簾、 ぢ 

ぢと 婆" 婆 はつん ほ。 - ちいさん も。 婆さん はくりく 坊主で ある。 其 上 又 外の 婆さんの 頭 をく りくに し 

てゐ る。 脊中を 叩く と， おや 御免 やす、 今 八十 六の 御婆さんの 頭 を 剃つ とる 所 だすよ つて、 ..：• -i 御婆さん 

りつと してるな はれ や、 もう 少しけ けれ， —— よう 剃った けれ 毛 は 一本 も あり やせんよ つて、 II： も 恐ろし 

い 事 ああり やせん。 11 御婆さん は 頭 を 撫で.'、 大きにと いふ。 それから 御免 やすとい つて 歸 つて 行く。 

御婆さん どこ だと 聞く と 千秋 閣 だす、 御歸 りに 御 寄り やす。 千秋 閣とは 入口の 立派な 料理 匿な り。 

瀧の 處に七 丁 程 上る。 シブキ を 浴びて 床几に 腰 を 掛けて 話す。 夫から 倶樂 部に 歸 つて 千秋 亭 から 料理 を 

とって 食 ふ。 ひる 寐。 五 時 頃 起きる。 婆さんが 又 湯に 入れと いふ。 やめて 入らす。 叉 電車で 梅 田に 歸る。 

夫から 直に 明 石に 向 ふ。 社の 販賣 部の 男 案. s: をしたり 荷物 を 持って くれる。 八 時 三 ー 分明 石 着衝濤 館に 入 

る。 庭先 三 間の 所に 三 2< 程の 石垣 あり、 波が 其 外で じ やぶく とい ふ。 川 か 海 か 分らす、 船で 三味線 を 引 

ひて 提灯 をつ けて 來る。 幅の 廣ぃ凉 み 船な り。 販資 の人歸 る。 た. r 波の音 をき く  C 

上 二日 

昨夜 次の 部 星で 何 かこ そくい ふ。 よく 聞く と 西洋人で ある。 黑ぃ 影が 一 寸 蚊帳へ さす。 見返れば も 5 

なし、 しばらくして 彼 烟草を 呑む とい ふ聲 がすろ。 下の 座敷で 騷 ぐ、" 

朝 六 時 頃 起きて 風呂 へ 這 入ら うとす ると 雨戸が しま つてる て、 明ける 事 出來す 。 や うや く 冷水 を 浴びて 

るると 女-か 風呂の 戶を 開ける C 部屋へ 歸 つて 雨戸 を 開けて 海 を 0^ る、 男が 一 一人 出て 泳ぎ £ す。 下の 男何處 

からか ボ ー トを 借りて 來て 漕ぎ 廻る C 昨夕の 慈 者が 一 人づ、 乘る。 夫から 漁船 を 雇って 乘 りうつ るに、 か 


の 男 眞黑な 小 供 を 一 一人 舳 鱸に 乘 せて^ ぎ 廻る。 藝者 大きな 聲を 出して 阿呆と いふ。 

舞子の 先が 見える。 淡路の 燈臺が 見える。 泳いで るる 人の 足が よく 見える。 くらけ が 見える。 帆戀 船が 

； てく/, \- 出る n- 

午後 公開 堂で 演說。 宿に 郡長、 市長、 助役な どくろ。 七 時 頃 歸る。 九 時 着、 紫雲 樓に 入る。 

ト 四日 快晴  . 

九 時 五十一 一分の 汽車で 和 欲 山に 行く 事に する。 和歌 山から すぐ 電車で 和歌の 浦に 着 C あしべ やの 別莊に 

は 菊池總 長が るるので、 望海樓 とい ふのに とまる。 晚 がた 裏の エレべ I タ ー に 上る。 東洋 第一^ 拔 二百 X 

と ある。 岩山の いた， * きに 茶店 あり 猿が 一 一匹る る。 キリと いふ 宿の 仲居が 一 所に くる C 裏へ 下り 玉津島 明 

神の 傍から 電車に 乘 つて 紀三 井寺に 參詣。 牧 氏と 余 は 石段に 降參 す、 薄暮の 景色 を 見る。 晩に 白い 蚊帳 を 

釣り 明け 放して 寐る 夫で も寐 苦しい。 朝 起 

涼し さや 蚊帳の 中より 和歌の 浦 

や 五日 

SI. 車で 新 和歌の 浦に 行く 長者 議 3E 某氏の 招く 所と いふ。 トン チル 二つ。 運動場と いふの は 砲臺の 出來損 

の 如し。 歸 りに 權 ぉー樣 に 上る。 橋の 所に 乞 S がー 一人る る。 石段. は 一 直線で 三に しきる。 夫から 片男波 を 

る。 稀ら しく 大きな 波が 堤 を 越えて くる。 電車で 和歌 山へ 行く 途中から 降る。 縣會 議事 《4 は 蒸し 熱い 事夥 

し。 宴， 會を 開く とい ふから 固辭 しても 聞かす、 已を 得す 風月と いふのに 赴き 離れで 待って るる。 宴 開 くる 

頃から 風雨と なる。 隣席の 綿 子 ル商望 海樓. は危險 だとい ふ。 藝妓 の踴と 和歌 山 雲右衞 門の 話を閬 いて 外へ 

二  Is 


二  I 六 

出る と 吹 降りで ある。 西 岡 君 は 三度 も 電話 を かけて 大丈夫 かと 聞いたら 大丈夫と 云 ふ。 牧君 にどう しませ 

5 かと 云 ふと 牧君は 夏 目さん どうし ませう と 云 ふ。 北 尾 君が こちらが 宜しいで せう と 云 ふ。 後醍 5:^ 君は是 

非 和歌の 浦 迄 行く と 主張す る。 余 等 三人 は あとの 西 岡、 後 醍院、 早 記の 〇〇 君と 和歌の 浦に 向 ふ。 余 等 は 

富士屋 とい ふのに 入る。 電燈が 消える。 ランプ を ける。 其 ランプが 又 消える。 慘澹 たる 所へ 和 飲の 浦の 

連中が 徒歩で 引き返す、 車で 紀伊 毎日の 所 迄 行 つて 電車 を 待って ゐ ると 電車 は來 るに は來 るが 向へ 行く の 

は 何とかの 松原 迄!，^ 其 先 は 松 か 倒れて 行けない とい ふ。 何時 〔迄〕 待っても が 明かない ので 歸 つて 來た 

とい ふ。 西 岡 君 は 千 望 海樓が 今夜 中 持つ か 持たぬ か it 疑問 だとい ふ。 是は 電話 を かけても 通じない からだ 

とい ふ。 所が 富士 星から 電話 を かければ 望海樓 へよ く 通じる。 風雨 鳴動のう ちに 愈 十六 日と なる 

ト 六日 

今朝 十 時の 汽車で 大阪 へ歸ら なければ ならない、 西 岡 君 は 早朝 荷物 を 和歌の 浦 迄 取に 行く。 つな 引で な 

ければ 行けぬ とい ふので 二人の 車夫 を逼ふ (後で 詈-圓 八ト錢 平生の 三倍 とられる 0) 歸 つて、 向 ふ は 何で 

もない、 三階の 客 は 皆よ く寐 たとい ふ。 

一 時 頃大阪 着。 晚の六 時に 平野 町の 川 卯と かへ 慰 勞會に 出 霜す る笞 なり。 


11 一 月 卜 一 日 


太阪 で病氣 をして？？ § 川 病院に 這 人って (八月— 九日？) から 九月 ト 四日に 東京へ 歸 つて 


痔を 切開し て 以後 丸 で 日記 をつ けない。 

其 間に 池邊が 主筆 を やめた。 余 も 辭表を 出した。  1 

〇 咋日も 佐， さんに 行った。 (佐 藤さん に は 隔日に 行く )o 支那 人の 患者に あなたの 家 は何處 かと 聞いて 

ゐた。 武昌の 附近 だと 答へ た。 なに 外に 心配 もない が 弟が 一 人參 謀に なって るるの が、 どうした か 心配で 

すと 答へ てゐ た。 佐 藤さん に 聞く と是は 工科の 擧生 ださう だ。 又 一人の 支那の 舉 生が 來 たのに 向って、 あ 

卜よ. の 公 K は どこかへ 姿を隱 したと い ふぢゃありません かと 聞いて るる。 え ， 公使 も氣の 毒です。 留 

學 生の 擧 資が來 ない のに、 政府の 信用が ないから 銀行で 金 を 借して くれない のです。 大きな 額なら まだし 

もです けれども 三十 萬 や 五十 萬ぢゃ 誰も^ さないです。 公使 は 自分の 金 を 十萬圓 出しました。 氣の 幕です 

といって るる。 是は漢 口の 税關 長の 枠 ださう である。 (近頃の 新聞 は 革命の 一 一字で 持ち切って ゐる。 革命 

とい ふやうな 不祥な 言葉と して 多少 遠慮し なければ ならなかった 言葉で 全紙 埋まって ゐ るの みならす 日本 

人 は 皆 革命 黨に 同情して るる。 11 革命の 勢が かう 早く 方々 へ 飛火し やうと は 思はなかった。 一 ヶ月 立つ 

か. 立たない のに 北京の 朝廷 は 殆んど 亡びた も 同然に なった 樣子 である。 痛快と いふよりも 寧ろ 恐ろしい。 

佛蘭 西の 革命 を對 岸で 見た ゐた 英吉利と 同じ 敎訓を 吾々 は受 くる 運命に なった の だら うか、 

〇 佐 藤さん から 錦 織 剛 正の 話 を 聞いた。 錦は佐藤さんのハ乂の家に寄<^艮してゐた。 さう して 其 町で 一番 物 持 

の 一 人 娘 を そ/' のかして 小判 三百 枚 を 盗み出して 東京へ 出た の ださう である。 入獄して 出る や 否や 人氣取 

りの 爲に圖 遊 一 派 G 藝人の 寄附 金で 各區に 米屋. を こしら へ て * を實 費で 貧民に 頒 っ人氣 取りの 策を講 した- 

寳際ー 一三 所に 米屋 を 開いて、 自分の 居 宅の 近所で は 米 を 施 こし か安寶 か^た 樣 子であった。 夫から 飮 口の 

製造所 を 造った。 のみ 口と いふ もの は專問 家でなくて は 出来なくて 其專 問 家 は 東京に 十五 六 人し かゐ ない 

二 一七 
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其 他は大 阪にゐ ると いふので、 夫 等 を 雇 ひ 集めて 「のみぐち」 製造 會社を 作った。 所が 一 年 程して 職工が 

ストライキ を やって 滅茶 々々になって 让 舞った。 次に 九州の 或る ：：^ 岸に 十：： 代の 釣鐘が 沈ん で る . 0 の 〔を〕 

上け る。 上 ゆた 鐘. は宫. s: 省で 十 萬 ii で 御 買 上になる とか 號 して 金み-集め にか >  つた。 然るに 此鍾は 普通の 

繩ゃ 紐で は揚 けられない。 毛 綱が 必要 だと か號 して； t 社佛 IS に 奉納して あるの み-貰って 歩いた。 いざ 潜水 

夫 を 雇って 探って 見る と 岩と 貝で 一 ぱい だから 一 々金槌 か 何 かで 敲 いて 離さなければ ならない とか 云 ひ 出 

した。 さう 〔し〕 て 折角の 毛 綱 は 切れて 仕舞った からもう 一 本：^ ら える とか 云 ひ 出した。 其 上 此鐘は 村で 

祭て あるの だから もし 引き 投ゅ るなら 村の もの へ 何 萬 か 遣らなければ ならない。 . I こんな 事 を 云って 歩 

いて ゐ たが 缝. は 夫 切に なって 仕舞った。 11 今では 本 所 逢に 畫ェ をして るる。 

〇 今 日 か ら綿入 を 着 る。 (天長節に 始 め て. 一： 松柑を 八 百 M に 見る) 

十 一 月 十八 日 

〇 昨晚は 木曜日だった けれども 南 嘆 m 槃 部へ 謠 をうた ひに 行く。 碧 梧桐、 處子、 四方 太な ども 來る。 久し 

振で 同吟 す。 能 も 久し振りで 此 十一 一日に た。 樓閒伴 の 改名 披露の 能であった。 

〇 咋 日より 妙に 生温 かい、 丸で 肅 殺と いふ 感じ を 失って 赛先 のの ほせる 季候で ある。 昨 1 牧十 半 頃 南  1  ハ 

舘 から 表 へ 出る とどん よりした 空 の 下に レ ー ルが 生. m く 光って 往來 はしつ とり 濡れて るた。 

〇 今日は 侬 然として 不快な 暖氣 である。 さう して 厭に E 痛 を 誘 ふ 風が 强く 吹く 

〇 昨夜 弓 削田來 不在、 一 咋夜松 山 來。 

〇 今晚 地震 〔が〕 あると いって 鈴 木さん が敎 へに 來た。 妻 は 今夜 は 隣の 部 星で 勉強な さいと 云 ふ。 何 故 だ 

と 聞けば 此室は 本箱が 倒れる 恐れが あるからで すと いふ。 


〇E1 蕉 まだ 青し。 山茶花し きりに 散る。 苔の 靑き 上に 瓣. か 折り重なって 亂れ てるる。 捂桐 はもう 黃色 にな 

つた。 

十 一 月 十九 日 

〇袁 ^凱と いふ 人が 此閒 内閣 を 組織した 其 顏觸は 新聞に 出て るた が 内 四 人. は満人 ださう である。 是は 立憲 

君主 政體で 行く 積 ださう である。 武昌の 方 は 共和 國を 建設す るの が 主意 だと かい ふ。 

廣 東の 總督は 斷髮令 を 下した と 書いて ある。 

〇 昨日 妻が 机の 前へ 來 ていふに は 「あなた なぞが 朝日 新聞に 居； .一 つて 居な くった つて 同じ 事. ちゃ ありませ 

んか」 「仰せの 如く だ。 何の 爲 にもなら ない」 と 答へ た。 すると 妻 は 「た^-看扳なのでせぅ」 と 云った。 

余に 「看板に もなら ない さ」 と 答へ た。 出たい とい ふ もの を 何 だ 蚊 だと 云って 引き留める にも 常るまい と 

思 ふ が 、 其處 が 人情 か 義理 か 利害 か 便宜 かなの だ らう。 

レ 一 月 一 一十 日 

〇 十八 日に 弓 削 田が 來て考 へ 直せと いふから 辭表 を撒囘 したら 今朝 池^から 夫 を 送り 屆 けて 呉れた。 松 山 

が 午後 來 ると いふ 電報 を かける 

〇 佐 藤さん の 所で 又 江 門の 切開 部の 出口 を ひろけ る。 がりく 搔く 音が した。 今度 は 思 ふ 存分 行った とい 

ふ。 看： i 婦も是 で 本 當に濟 みました とい ふ。 然し 深さ. は 五分 程 まだ ある。 此先 癒る としても まだ 一 ニニ 度 は 

こんな 思 ひ をし なければ ならない かも 知れない。 餘程 たちの 惡ぃ痔 と 見える。 

〇 朝日 講演 集 を 三部 送って くる。 自分の 丈 を 一 息に 讀んで 見た。 思った よりも 下らない 氣 がする。 

一一 一九 
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〇 昨 k の 雨 晴れて、 茶 黄の 捂 葉に 日が きらく 當る。 SI れた 紅楚が 一 面に 庭に 落ちて ゐる。 子供が 夫 を 拾 

つて 綠へ拉 ベて るた。 

い 一 月 一 一 十三 日 

〇 例に より 暖、 木 階 だけれ ども 久し 振に のんきな 外出 を やらう と 思って 出る。 少し 雨が 降る 電車に 乘 ると 

晴れる。 本鄉 通りに 敷石の 人^が 出來 たのに 驚ろ く。 (寺 田の 話に 之 は 四 萬圓を 要した とかい ふ) 寺 田の 

宅で 少し 話して、 8? 五岳の 叢 を H ？。 連立って 表 慶舘へ 行く。 王義 之の 眞箪 と賀知 章の 眞 f を 見る。 

是 は^らし いもので ある。 支那 人の 花鳥 畫の 面白 いのもあった。 歸 りに 上野 精 養 軒へ 盛^の 白紋 及び シ ル 

ク ハ ット が續々 車、 馬車 及び 自働 車を馳 るの を 見る。 醫 科の 敎校 多し。 たから 亭へ來 て 畫飯を 食ったら 一 一 

時半で ある。 九 段 迄 歩いて 電車に 乘 つて 歸る。 寺 田家 迄く る。 疲勞。 夜。 

十 一 月 一 一十 四日 

〇 異常に 暧、 九 時 過より 雨。 庭 砌に娃 鳴 を 聞く。 此 間から 蛙が なく。 どうも 一 匹ら しい。 丸で 春先の 感で 

ある" 

〇 佐 藤さん の 所で 膀胱 鏡 を 見る。 ニッケルの 管の 先が 匙の 先 S- 樣に 曲った 所に ガラスが あって、 其 £ に電 

氣の 光が 通って、 其 光が ブ リズ ムに 反射して 管の 口の 所で レ ンズ に擴大 されて 眼に 入る 装置で ある。 マ ー 

ゲ ン . ゥン テル ズッ フン グと いふ 器械 も たが 是は  一 ノ 管で 空氣を 送り、 電燈 をつ け かねて 管の 先 か 

ら 箸の 樣な もの を 出して 物 をつ まんで 引き出し 得る 樣な 装置が 出来て るる。 是 等の 道具 は 破損す ると 日本 

e は 丸で 修復が 出來 ない の ださう である。 膀胱 鏡の 粗末な のが 五十 圓 少し 變 つたの は百圓 もす る さう であ 


汁 藏 の！^ 分 を 貯蓄す ると い ふ 機能が 近頃 漸く 發 見され たとい ふ 話 も 聞 いた。 是は余 も 近来の 雜 誌で 見た。 

Q お 楊子 を 呑んで を 切開した 話 も 聞いた。 

〇 靜 脈の 血 をと つて 動物の. m と 交ぜて 血球が 互に デス ト 口 ィ しなければ 黴毒の ない 證據 になる とい ふ 話 を 

聞いた。 

〇 肉 牙の 話 も 聞いた 。癥痕 にも 多少の. 1^ 管が 通って るるの ださ フ である。 

f 一  月 一 一.. r 五日 

〇 新来る。 備後福 山の 柚 餅 を くれる。 盛久 をなら ふ。 賴政を さら ふ。 謠も 何時 迄 も 小 供ら しくなら ひ、 小 

供ら しく 敎 へられる ので 毫も 上達した 樣 でない。 時々 は 馬鹿 1! 執た 心 持が する 

十 一 月 一 一十. 一 ハ日 

〇 朝起きる と 朗らかな 空に 曙光が 充ち 渡って 最勝 寺の 大櫸の 幹の 半分 を 朝日が 染めて るた。 緊縮の 感が全 

身に 起る。 此頃は 暖か 過ぎて 秋ら しくなかった が 今日 始めて 積極的に 身の しまる 心 持 を 5^ た。 夫で も 段々 

暖かに なった C 玄 耳の 處へ 行く。 佐 藤さん へ 廻る。 風 起る C 

〇 國 民の 島 田 賢 平氏 人の 爲 めに コ ン ラッドの 小 說を惜 りに くる 

わ 一 月 一 一十 七日 

〇 漸く 秋の 風 を 聞く。 肌に も 秋の 風と 感ぜら る C 色 燕摘靑 くさらく と 鳴る C 裂けながら 鳴る。 捂 桐は殆 
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んど片 葉 をと めす。 

昨 際 小 村 侯爵 死す。 支那へ 出兵 一 大隊 程で 北京の 日本人の 守護 をす るの ださう である。 

f 一  月 一 一十 八日 

藝。 どんより して 陰氣 から すくめられる 樣 な天氣 である。 冬の 近-ついた 氣分 である。 曇る 中に 大 Ei が 蒲 

く 見える のみ-眺め ると 倫敦の 時候 を 思 ひ 出す。 夫で も大 陽が 毒 血め 樣な色 をして るな いのが、 まだ 荒涼の 

t むを柔 ける。 穴 r: 氣の臭 も 少し 違 ふ。 晝 頃から わびしい 雨と なる。 今日は 帝國 座で 文 藝協會 W 「人形の 家」 

が あるので 招待 を 受け やう かと 思って るた が甞齋 から fis 噔く色 襟 (近頃 色蕉 をよ く觀 察して るるが s 蕉は 

露が いくらし と >  に 降っても 枯れない。 山茶花が 散り 搭桐 かから 坊主になる のに まだ 靑々 として ゐ るの が 

每日 見る度に 不思議で ならない。) にか、 るの を ると いっそ やめ やう かとい ふ氣 にもなる。 入浴 後妻が 

着物 を 出して 吳れた $ でフ ロックに 改めて 車 を 命す ると、 車屋の 男 は肇と 恒を迎 ひに 女子大 擧へ 行った、 

主人 は 士官 學 校へ 是亦客 を迎に 行った から 少し 待って くれと いふ。 時間 はもう 四時 過で ある。 四時 三. r 分 

に開會 とい ふ S だから 間に合 はない。 然し 少し 待って ゐ やうと して フ 口 ックの 儘 立ったり 椅子へ 腰 を 卸し 

た り し て るた が 、とうく 待ち 切れす 誰か 外の も の を 雇 つ て くれと 註文し に 行く と 雨が 降つ て は 奇麗な の 

は 出て るない から 少しの 間 歸る迄 待って くれと いふ。 不都合な 事 だと 思 ひながら 雨 を 眺めて 敷 島 を 一 本 を 

吸って るるう ちに 四時 二十 分に なった ので、 もう やめ やうと いって 外套 を脫 ぎに か S ると、 御孃 樣御歸 り 

とい つ て 車夫が 芝居の 樣な 大きな 聲を 出して 玄關 へ 車 を 引き入れた。 

帝國 座へ 着いたら もう 始まって るた。 けれども 入 は 存外 少なかった、 招待 だからと 思って フ ロックみ 暑 

て 行った がそん なに 極った 人 は 極めて 稀であった。 向 ふに 千 葉鑛藏 氏が るて 挨援 をす る。 此閒 も有樂 座で 


逢った" 社の 松 山が 其後變 つた 事 もない かと 云って 話 をし にくる。 後ろから や あ 先生と 西村醉 夢が 呼 ひか 

ける。 德 m 秋 江 君が よ^ 出掛で したと 聲を かける。 今日は ほんた が來 てるます とい ふ。 ほんた は 自分の 

前 を 通った。 存外よ くない 女で ある。 前に 野 間 伍 造が るるとい ふ。 白髪 まじり S 角 刈で 大島 S 着物に 茶の 

羽緻で 丸で 請負師の 樣に见 えた 立つ 處を 見る と 夫で も 袴 を 着けて るる。 野 間 伍 造と いふ 人 は 一 一 卜 何年 か 蘭 

に ニー 一 一度 逢 つ た • か 色白の 好男子と のみ 心得て るた のに 斯う も變 るかと 思 つ て もど うして も 同人 と は 受取れ 

ない。 自分 も名乘 りで もしたら 先で は 矢張り 同じ 感じ を 起す であらう。 一 三 一軒 右へ 寄った 所に 三 宅 雪嶺 氏 

が 來てゐ た。 是に は挨接 をし なかった。 島出腎 平氏 か 先達 は 御 邪魔 をし ました 虛子も 來てゐ ま 〔す〕 とい 

ふから 1 一階 を 見 上 ゆると 虛 子が 番附を 振 つ て合圖 をして ゐ る の で 御辭儀 をした。 

すま子と かいふ 女の ノラ は 女 主人公で あるが 顔が 甚だ 洋服と 釣り合 はない、 もう 一人 出て くる 女 も 御白 

粉 をめ ちゃ 塗りに してる る 上に 眼 鼻 立が 丸で 洋服に はう つらない。 ノラの 仕草 は 芝居と して はどう だかし 

らんが、 あの 思 ひ 入れ ゃジェ スチ ユア ー や 表情 は强 ひて 一 種の 刺激 を觀 客に 塗り付け やうと する のでい や 

な 所が 澤 山あった。 東儳 とか 土 肥と かいふ 入 は 普通の 人間ら しくて 此 厭味が 少しもない から 心 持が よかつ 

た C 

人形の 家 丈 見て 一 人歸 らうと 思って 右側 S 玄關へ 出る と 車夫が るない、 外の 奴が 誰です 呼んで 上け ませ 

うと 云った が、 幸 雨が 歇ん でるたので 供 待 部 星へ 行って 見る と 矢張りる ない。 おやま だ 1^ でも 食 ひに 行つ 

て歸ら ない のかと 思って、 見廻す と 右の 方に 自分の 膝掛が 見えた ので 彼 は 其 下に 長くな つて 寐 てるる 事-か 

分った。 「おい、 そいつ だ」 とい ふと 外の ものが 「H ー那. S 御歸り だ、 起きろ く」 と 云った。 

まだ 早い 積 だったら 宅へ 歸 つたら もう 九 時半であった。 夕食に は 何もない とい ふ。 そんなら 帝國 座で 何 

か 食へば よかった と 思った。 需麥を 取っても ら つて 夫 を <K つて 寐る。 

ニニ 一  II 
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十 一 月 一 一十 九日 

〇 快晴、 新來、 盛久 のつ ，- きを 敎 はる。 

〇 日 暮中村 蓊來。 談話 中小 供が 三人 癣下 を馳 けて 來て笑 ひながら 一 寸來て 下さいと いふ。 大方 ひな子が ひ 

き 付けた の だ ら うと 思 つて 六疊へ 行って 昆 ると 妻が 抱いて 顔へ 儒 手拭な ど をのせ てるる。 接の 色が 蒼い。 

然しよ く あ る 事-た か ら今 に 癒 る だら うと 思って ゐ ると、 いつも と樣 子が 逮 ふとい ふので 前の 中 山 さ ん を 呼 

びに やった 所で、 丁度 下女が あわて、 歸 つて 來た 所であった。 今 其 所へ 出掛 〔る〕 とい ふ 處に會 つたので、 

すぐ 來て くれる とい ふ 話で ある。 其 通り 中 山さん が やって 來 たが、 In だか 樣 子が 可笑しい から 注射 をし ま 

せう と 云って 注射 をした が 効目がない、 肛門 を 見る と 開いて ゐる。 眼 を 開けて 照らす と 隨孔が 散って るる。 

是は 駄目です と 手 もな く 云って 仕舞 ふ。 何だか 嗷の 樣な氣 がする。 中 山さん も 不思議で すと いふ。 からし 

湯で も 使 はしたら と 忍って 相談す ると 遣って 見ろ とい ふから 瓦斯で 湯 を 沸かして からし を 買 ひに やって 腰 

澡を使 はした が 同じ 事で ある， - タ ヱ ルで 拭いて 又 元の通りに 寐 かした。 可哀想な 氣 がする。 口 を 開けて 眼 

を 半 服に して 丸で 眠って るる やうで ある。 〇〇 さんが 來ても 駄目 だら うなと いふと 妻 もえ ゝ と 答， へ てるろ。 

其. soo さんが どうかし ました かと 笑 ひながら 這 入って くる。 駄目です と 云って 樣 子み-話 すと 屹度な つて、 

烈しく 人工呼吸 を やって るた が、 どうも 不思議 だ. なと 一 一度 も 三度 も 繰返して ゐ る。 

「死」 J 診 斷書を 書いて 頂き ませう か」 と 云って 書いても らふ 事に する。 

屏風が ないか ら 仕方が ない。 六疊に 置いて は 可哀想 だ か ら座數 の 次の間へ 北枕に 寐 かす 枕元に 風船 を 置 

いて ある。 葬具 星から 白木の 机と 線香 立、 花 立、 機、 白圑 子、 を もってくる。 

ぁした區役所へ行って死.に屆を出して埋葬證書をもらふ^5^-は行德に賴む。 寺の 談判 は 兄に 賴む、 トニ 月 


一 日 は 友引で 緣 喜が 惡 いとい ふので 一 一日に する。 

十 一 月 三十日 

〇 經 帷子 を みんなが 少 しづ、 縫 ふ。 女の子が 多い ので 袖 ゃ据が 方々 の 手に 渡ろ。 藤が 4f 紙 を 以て 来て 南無 

阿 彌陀佛 とい ふ 字 を 一 杯 かいて くれと いふ。 肇子も 書く、 豐隆 も恒子 も行德 も 居 合せた もの は 皆 書かせら 

れ る。 

〇 棺に 入れる。 裸に すると 脊の 方が 紫色に なって るる。 小さい 珠數を 手に かける、 小さい 藁 草展、 編 笠 を 

入れる。 赤い 毛絲の 編んだ 足袋 を 入れる。 珠が ぶらくして 步 いて 居る 所が 眼に 浮ぶ。 人形 を 入れて やる。 

签 をして 白 綸子の 布 を かける C 

〇 行德が 朝の 內區 役所へ 行つ 〔て〕 死亡 届 やら 埋葬 證書 やらの 手つ き 〔を〕 濟 まして くれる。 兄が 本 法 

寺へ 戀 合って 百 ケ日迄 仕切って 一 一十 五圓 位に する 談判 を 引受けて くれる。 葬具 星に 喪 柩車 一 臺を あつら へ 

る。 御者の 酒代 やら 何やら を 合せて 三十 圓程 である。 

十二月 一 日 

〇 咋夜 はおた ねさん、 御 房さん、 お 梅さん 杯が 来て 通夜 をして くれる。 自分 は 御免 蒙って 寐た。 夜中に 眼 

が覺 める と 話聲が 聞え た。 

〇 漢陽 は六晝 夜の 激戰 S 後とう く 官軍の 手に 歸 したと 傳 へられる。 革命軍が 武陽を 守る 事 も 困難 だと か 

いふ。 此間迄 天下 を 席捲す る やうに 云ひ傳 へられた 革命軍 も かうな なって は 心細い 氣 がする。 革命軍の 大 

將黎 元洪は 休戰を 申し込み， 満州 政府の 代表者と 各省の 代表 〔者〕 と 革命 黨の 代表者み-上海に 會 して 和議 

ニニ 五 
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を 講ぜん とい ふ 條件を 出した さう だ 

十一 一月， 一 一日 

葬式 を濟ま し て 落 合 の燒 場から 歸 つて 、みんなの 歸 るの を 送って 坐って ゐ ると 寺 田が 又來 たので 話 をし 

てるる うちに 六 時 近くな つた。 小 供が 中ノ 間で 白木の 机の 前に 坐って 昨夕の 通夜 僧の 讀經 の眞似 をして 笑 

つて ゐる。 昨夕の 通夜 佾は 三部 經を 讀んで 和讚 をうた つた。 和讚 は親資 上人の 作った ものに 三代 目 S 何と 

かいふ 人が 節 づけ をした もの ださう である。 御文 樣は八 代 目の 蓮 如上 人の 作 ださう である。 此 通夜 滑 は 本 

法 寺の ト 三代 前の 通達 院が 辻說敎 をした 話 をした。 此辻說 法の 話が 上野の 宫樣の 耳に 人って 度々 召された 

ある 時、 駕籠で 送らせた. t 人 菊の 紋の 駕籠 を歸 さすに 次の 度 私 風情の 乘っ たものに あなたが 再度 御 召に な 

るの はよ くないから と 云って 貰って 仕舞って、 夫へ 乘 つて 兩國で 矢 張 辻說敎 をして ゐた 所が 幕府で 不審 を 

抱いて 其 理由 をた 、v した さう である。 

〇 今朝 九 時の 出 柁で六 時半に 起 出で、 服 を 改めて 時の 至る を 待って ゐた。 妻 は 黑の繙 .ー 帶に黑 紋服、 小 供 

は 縮緬 S 紋 付に 袴 純 一 丈 は 海軍 服に 黑紗を 捲き。 南無 阿 彌陀佛 と 書いた 短冊 をち らして 棺の 中に 入れる。 

みんなの S 只って くれた 玩具 を 入れる。 あしたの 朝來 るから 顔 を 見せて 下さいと いった 山 田の 奥さんが 來て 

棺の中 を のぞき 込む。 やがて 釘 付に して 綸子の 複を かけて 花輪 をのせ て 喪 車の 中に 入れる。 黑ぃ馬 * 黑ぃ 

慕の 下から 花璦が 少し 見える。 

〇 佾は五 人、 讀經を 略して もら 〔 て 早く 燒 香を濟 ます。 

〇 落 合の 嬈 場へ 行く 自分、 倫、 小 宫 。小 供の 時 見た 記憶が 少し ある。 一等の 竈に 入れて 鍵 を 持って 歸 る- 

(4- 圓 だけれ ども 子供 だから 六圓 いくらで 濟む) 


〇 杉の 森の 中に 弘法 大師 千 五 卜 年 供養塔と いふの が ある。 其 下に 熊笹が 生へ て 吹井戶 があって、 茶 星が あ 

る、 撟が ある。 それ を 渡って 行く。  . 

〇 晩秋の 落 木、 黄な 銀杏、 高い 木 (枯 枝) 殘 つた 葉が 時々 落ちる。 大變 長く 時間が か、 る。 夫 だのに 瞬 問 

毎に 非常に. 早く 廻轉 する。 

トニ 月 三日 

〇 骨 を ひろ ふ 爲に落 合 迄 行かなければ ならない。 心 持よ く はれた。 九 時 二 卜 分 車で 家 を 出る。 自分 等 夫婦 

と 行 德と小 一 と 夫から 藤であった。 昨 口の 路を又 通る の だから 幾分 か は 親しい やうな 氣 がする。 ^を 隔て 

て 目白 臺の つ きと も 見え る 所に 枯木と 黃 葉と 常 磐 木と 夫から 麥の靑 いのと 大根の 靑 いと 新ら し い 家が 錯 

綜 して 見える。 大部分 葉 も 失った 大きな けやきの 幹が 道の 左右に ならんで 高く 立って ゐる其 幹 は 白けて 枝 

の 先 は 高く 空に 聳えて るる。 幹 S 頑丈な 割合に 先 は 非常に 細い 枝 を 持って ゐる C さう して 其 枝が ファイン 

に澤山 かたまって ゐ るから、 ひとかたまりの 樣 でさう し て 其隙閒 くに 空 を 割り込ませ てるる。 夫 か ら 此 

高い 木が 左右に 拉ん で路が 少し 廻って るるので 丁度 眼界が 三角 (注 來を潢 ざる 地平線 をべ —れ にした) 細 

長く 高い 三角に なって 其 頂點は 枝と 枝の 交叉した 所に あるから 道 は 喑ぃ笞 だが 却って 通常の 通で ある" 枝 

の 上の 方に 黃を根 調に して 靑を 交ぜた 樣な 葉が ついて るるが、 夫 を 一 服兒 ると 不純に 德 先 を 染めた 繪 筆で 

ベ つと り 枝 S 上へ なすり 付けた 樣 である。 た ノ 光線の 具合で 角度の 違 ふ 陰陽の 違 ふ 葉が 各自に 色 をな すと 

き 一筆で 引いた とい ふ感は 消えて 頗る 複雜な (色 以上に 意味の ある 物質) に 見えて くる 

〇 火葬場に 着いて 鍵 はとき くと 妻 は 忘れました とい ふ。 愚な 事 だと 思つ て 腹が立つ。 家から 此所迄 四 —分 

懸 つて ゐ るから、 今から 取に 行けば 往来 八十 分で さう して 今 卜 時 だから 4- 一  時 一 一 十分に なって 仕舞 ふ。 時 

…一七 
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間 は 七 一 時 迄 だから 間に合 はない かも 知れない が、 すぐ 菊屋の 若い 男に 藤を乘 せて 取りに やる。 硝子 戶か 

ら這 入る 日影 を 脊に綠 臺に腰 を 掛けて 三 和 土の 上に 兩足を 据え ル。 座敷に は觀 音^ 像が か、 つて ゐる。 骨 

拾 ひが 一 一三 組來 る。 一 組 は 婆さん 許りの 四ん 人 連で あつたが、 是は 自分の 羽織 挎 やら 門 に 待って るる 車 

やらに 氣を かねた のか 小 聲で話 をす る 丈であった。 脊の 高い とかす りの 着物 を 着た 男の子 は 活潑に 壺を下 

さいと いふて 一 番 安い 卜べ 錢 程の を 買って 行った。 三番 目に は 散髪に 角帶 をし めた 女 だか 男 だか 分らない 

人閒と 束髮と 婆さんが 來て、 まだ 時閒 はあり ませ ラ ねと 聞いて ゐた。 返 屈 だかち 燒 場の 中 を 徘徊して るる 

と 並 等と いふのに ほっく 眞録に 〇〇〇〇 殿と かいた 札が か、 つて ゐる。 然し 鍵 もなければ 4； 印 もつ いて 

ゐ ない" 裏に は 奇麗な 孟宗蔽 が ある。 向に 松 薪が 山の 樣に 積んで ある。 其 下 は 靑ぃ麥 畠で 其 先が 又 岳つ y 

きに 高くな つて ゐる。 叉 茶 星の 前へ 來 ると 事務の 男が 出て 來て 犬にから かって ゐる。 やがて 卜 一 時 五分 前 

頃に 藤の 車が 歸 つて 來た S ヒ 等の #號 の 前へ 行く と 昨日 S 花環が 少し 湖み かけて 前に 具へ て ある。 御 封印 

をと いふから 構 はん 明けて くれと 賴ん だら へいと 云って、 おん ほうが 鍵 を 入れて かち やりと 音 を させて 黑 

い 鐵の扉 を 左右に 開いた。 奧 は薄喑 いなかに 灰色 S 丸い も S やら 黑 いもの やら， H いもの やらが 一 かたまり 

に 見える 丈で ある。 いま 出し ませう と 云って レ ー ルをー 一本 前へ 繼ぎ 足して 鐵の 環の やうな もの を 棺臺の 端 

へ かけて 引 張り出した。 其 内から 頭と 顔の 所と 一 一三の 骨 を 出して 後 は 奇麗に 篩って 持って 參り ませう と 云 

ひながら 入口に 置いて ある 臺の 上に それ 等 を竝べ た。 竹 箸と 木 箸 を 一 木 宛に して 五！ I 等 は それ を 白い 壺の中 

に 拾 ひ 込んだ 腦を 入れ やうと したら 夫 は 後に なさい ましと 云 ふ 所へ 篩った 殘りを 持って くる。 齒は 別に 

なさい ます か、 と 聞いて 齒を拾 ひ 分けて くれる 額 をく しゃくと つぶして 中から 出した の も ある。 ：！： だ 

か 白米 を 選り分けて ゐる やうで ある。 是が 御 腹の 中に ある も S. です と 綿の 黑く嬈 けた や 5 な もの を 3^ せる 一 

腸 S 事 を 云 ふの か 知らん と 思った。 おん ほうの 一 人 は 箸で 壷の 中 を かき交ぜて 骨の 容積 を 少なく する。 最 


後 に 腦蓋 を ^ の 樣 にかぶ せて 白い 壶 の ふた を 載せる とともに 腦蓋 はくしゃ りと 破れて、 ふたに 隙間な く 落 

付いた。 手袋 を かけた ま、 のおん ほうが 針金 を 出して 夫 を 結 ひて くれる。 又木の 箱の 中に 入れて 風呂敷に 

つ 、む。 車への る 時 は 自分の 膝の 上へ 載せた。 

〇 生きて 居る とき は ひな子が ほかの 子よりも 大切 だと も 思はなかった。 死んで 見る と あれが 一 番 可愛い 樣 

に 思 ふ。 さう して 殘 つた子 は 人ら な ぃ樣に 見える。 

0 表 を ある い て 小 い 子供 を 見 る と此 子が 健全 に 遊んで ゐ るのに 吾子 は 何故 生きて ゐられ な い s かとい ふ 不 

審が 起る。 

〇咋 日不圖 座敷に あった 炭 取 を 見た。 此炭取 は 自分が 外國 から 歸 つて 世帶を 持ちた てに せめて 炭 取 丈で も 

と 思って 奇麗な の を 買って 置いた。 それ は ひな子の 生れる 五六 年 も 前の 事で ある。 其 炭 取 は まだ ど こも 何 

ともなく；！^ 在して るるのに、 いくらでも 代りの ある 炭 取 は 依然として あるのに、 破壞 しても すぐ 憤 ふ 寧 S 

出 來る炭 取 はかう して あるのに、 かけ 代の ないひな 子 は 死んで 仕舞った。 どうして 此炭 取と 代る 事が 出来 

なかった の だら う。  . 

〇 昨日 は 葬式 今 〔日〕 は 骨 上け、 明後日 は 納骨 明日 はもし すると すれば 待 夜で ある。 多忙で ある。 然し 凡 

ての 努力 をした 後で 考へ ると 凡ての 努力が 無益の 努力で ある。 死 を 生に 變 化させる 努力で なければ 凡てが 

無益で ある。 - J んな遣 恨な 事 はな い。 

〇 自分の 胃に は ひ *.t- か 入った。 自分 G 精神に も ひ. が 入った 樣な氣 がする。 如何と なれば 囘復 しがた き哀 

愁が 思 ひ 出す 度に 起る か ら で あ る 。 

〇 また 子供み-作れば 同じ ぢ やない かと 云 ふ 人が ある。 ひな子と 同じ 樣な 子が 生れても 遣 恨 は 同じ 事で あら 

う。 愛 はパ— ソナル な ものである。 小 村 侯が 死んでも 小 村 侯に 代る 人が あれば 日本人 民 は 夫で 満足す る。 

ニニ 九 
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仕事の 爲 に重寳 がられたり、 才學 手腕の ため 聲望を 負 ふ 人 は 此點に 於て 其 人，： HI 身 を 敬愛され る 人よりも 非 

常な 損で ある。 其 人 自身に 對 する 愛 は 之より ベタ ー な： もので あっても 移す 事の 出來 ない ものである 

卜 一 一月 四日 

〇 待 夜。 ほんの 內々 の ものが 寄って 位牌. S 前で 飯 をく ふ。 それでも 二の 勝で さしみ、 口 取、 燒肴、 酢の も 

の、 御 平、 白 和へ、 汁、 御碗、 鳥のう ま 煮な どが 拉ん でるた。 それ を 車屋へ 二人分 やったら、 禮を云 ひに 

ニ返來 たさう である。 行 德へも 持た してやる。 植木屋 だの 下女 だの は 宅で 食 はす。 自分 は 後れて 來 訪中の 

中 村と 共に 勝に つく。 純 一 が 膳 の 上 を 飛んで 跨ぐ とか 云って 騒動して るた。 

〇 此朝佐 藤さん へ 行って 又 涛の中 を 開けて 竦 通 をよ くしたら 五分 S 深さと 思った ものが まだ 一 寸程 ある。 

途中に 瘢痕が 瘤 起して ゐ たの を 底と 間違へ てゐ たの ださう で、 其瘢痕 を徑き 落して しまったら 一 寸 許りに 

なる の ださう である。 しかも穴の方向が腸の方へ近^_5ってゐるのだから腸へ つ いて ゐる かも 知れない の 

が 甚だ 心配で ある。 凡て 此 穴の 江 門に 寄った 側 は ひっか、 れた あとが 痛い。 反 對の方 は 何ともない。 

ト 一 "-月 五日 

〇 新聞 を 見る と 官軍と 革命軍の 間に 三日間 S 休戦が 成立して お 問に 講和 條件 をき める W ださう である。 彼 

等から 見れば ひな子の 死んだ 事な ど は 何でも あるまい。 自分の 肛門 も 勘定に は 這 入るまい。 

〇 卜 時に ひな子の 骨 を 本 法 寺へ 納め (百ケ 曰 間ぁづ かっても らふ 約束) に 行く. H 分 等 夫婦と ひな子の 姊妹 

(純一 と 仲 六 は 行かす) と 妻妹豐 子、 御 房さん 及び 下女 藤、」 骨 は 箱 ごと 白い おにつ、 んで 藤が 車に 乘 せる。 

〇 小 僭 か 出て 來て佛 の燈明 をつ ける。 其奧 にあ る蠟燭 立に 螳燭を つける。 一一 一 奉に 御供 を 盛 つた もの を其兩 


側に 置く。 壇の 前の 下に 白木の 机に ひな子の 骨 を 載せた も S へ 白い Si を 掛けて 据える つ ： ： 人の 衆徒. か 一 段 

低い 盤の 上に 拉ん で如來 に.；！！ つて 竝んで 平伏す る。 しばらくして茶の袈！^^をかけた若ぃ^！^が佛壇の後ろか 

ら 出て 來て 一 段 高い 本堂の は づれ迄 進んで 夫から 佛壞 _s 方， へ ，M き 直つ て- 疊半 #• 程の 席 へ 上つ てばたり と 

何 か を 落す と 同時に 平伏した 二人 は 頭 を 上 ゆる。 讀經が 始まる。 阿 彌陀經 であった 「し 

〇 若い 佾は 一 人で 返く。 衆徒のう ち 一 人が 殘 つて 本堂の 段 をの ほって 向って 左手の 棚から 黑 塗の 箱 を 持つ 

て 出て、 吾等と 同-平面へ 下りて、 前へ 進む 一 歩の 足 を 奇麗に 叉 後へ して 東 向に 着席して 御文 樣を よむ。 

「 …… 朝に 紅顔あって 夕に 白骨と なる C  ii  — 六親 存屬 嘆き 悲め ども 其&. 斐 なし ゥ  」 

〇 夫から 仕切 を あけて 出て 來て 御嬈香 をと いふ。 常 子 は 香 入の 中の 香 をつ まんで 香爐の 中に 入れべき S を 

閗 違へ て 香爐の 中の 灰 をつ まんで 香の 中に 入れた。 

〇 終って 座敷で 休息 中 主 僧が 出て 挨接 をす る。 あなたが 45-1\！ 助さん と 仰し やる のです かとい ふ。 初め まし 

てと いふ。 (私 は 夏 目 家の ものです が 分家 を 致しました ので、 今度 始めて 御 厄介になります。) 

〇 是で 一 段落つ いた。 

十一 一月 六日 

〇 晴 風强 し、 稍 冬の 感。 風 9 音の 所爲 だら う。 色蕉 はま だ靑 い。 朝 は 濃い 露が 降りて 微雨の 後の 樣に庭 

一 面に 儒れ てゐ た。 

〇 佐 藤さん の處へ 行ったら 細菌と はこん な ものです と 云って 八 百 五 卜 倍の 顯微鏡 を 見せられて、 着色の も 

の だから 丸で 圖 にした 樣な ものである。 かいこの 種の 樣に かたまって ゐた。 是は 葡萄 狀の 細菌 ださう であ 

る。 外に 捍狀 とい ふの も ある さう だ。 淋病の は不染 一 ^只が 中央に あるた め 染める と 一 一つに 見える さう である。 

ニ三ー 


三 ニニ 

C 眞山 青果が 佐 藤さん と 同級で あつたと いふ 事 を 聞いた。 舉 校に 泥棒が あって 眞山 ださう であると 人から 

聞いた 通り を 云ったら 眞 山が 誣告の 訴を すると 云 ひ 出した の ださう である。 順 天堂に 自分の 弟子 を 入れて 

死んだ とき 醫 者の 云 付を閒 違へ て 看護婦が アト 口 ヒ ンを 注射器に 人れ たから 死んだ と 云 ひ 張って、 あの 看 

護婦を なぐらせれば 我慢す ると 云って 懸 合った さう である。 

. 〇 山師の 醫 者が 金 を 出して 廣告の 代りに 新聞の 雜報を 利 ffl する 話 を 聞いた。 ； t ハ，^ 傳兵衞 なる ものが い 年，； 1 

に 足の裏に 針 を 立てた のが 今日に 至つ て 某醫擧 士の X 光線の 力 で 所在 を發見 して 肩から 出た とい ふ 如きで 

ある。 今 報知 新聞に ドクトル 何とかい ふ ものが 新ッべ ル クリンの 功 能 を 書き立て ゝゐ るが 如き も 其 例で あ 

る さう である。 開業の 當時 通信社の もの 杯が 來て 素人に は 面白い 事 實が吃 度 ある だら うから、 是非 新聞に 

御 出しな さいと 勸め たとい ふ 

4- 一 一月 t:; 日 

〇 朝 池邊に 行く。 松 山が 來て、 支那の 革命の 話 をして ゐる。 干渉 は出來 まいが 金 を 貸したら どうかと いふ 

話で ある。 

〇 夜 岡 田が ひな子の 爲に 葉牡丹と 菊と 水仙 を 持って来て くれる。 二七日に 墓參 をしたい とい ふ 線香 を あ 

けて 歸る 

卜 一 一 月 八 日 

〇 佐 藤さん へ 行く 痔が 癒る の やら 癒らぬ の やら 實 以て 厄介で ある。 

〇 今： n 倫 敦の天 氣の樣 に 往来が 喑ぃ。 九 段 下から 見る と燈籠 やら 燈明臺 か^として 陰の 如く 見える Q 


〇 佐 藤氏 曰く 屁 は 臭いが 新ら しい 糞 は 夫 程 臭い もの ぢ やない。 

〇 此間鈴 木が 先生が 死んだら 葬儀の 意匠 を 私に 任せろ とい ふ。 おれが 死んだら 藝 者の 手 古舞 をつ け てきや 

りで 送って くれと いふと さう するとう かれて 生 き 返る だら うと 云って みん な が 笑った。 

〇 今朝 妻が あなた は 何でも 世間に 反對 する つきあ ひの 出來 ない 方 だ。 人が 来て 御 通夜 をす ると 云へば 夫に 

は 及ばない から 歸 せとい ふなん てえ の が 夫で す。 己が 死んでも 其 代り 御 通夜なん どし なくても 好い よと 云 

つ たら 、夜中に 鼠 で も 出 て 來て鼻 S 頭で も ft ふでせ うとい ふから、 さう して 痛い と 云つ て 生き 返れ ば 結構 

だと 答 へ た。 

〇ト； 一月 六日 午前 八 時に 休戦 は 撒囘、 黎元洪 と袁の 代表者の 談判 は 不調。 武昌は 漸く 勢 づける 模樣と あり。 

摄 政王醇 親王 は 退位の 上奏 をな す。 

1; 一月 九日 

〇 初め て 白 い 霜が 降る。 色蕉を 見る と無懷 にくし や /\ になつ て 裂け て 下 を 向 い て るる。 色 は 火に 焦け た 

やうに-お 色 をして ち  >  れ て 仕舞った。 

〇 霞 寶會へ 行く 湯 谷の 女 つれと 鉢の 木の してつれ を謠 はせられ る。 九 郞の鸚 ft 小町 を 聞く。 どこが うまい 

か 一 寸分ら す。 少なくとも 面白味-かなかった。 之に 反して 新の ヮキは 壯大雄 拔の感 を 禁じ 得なかった。 

,—  ： Hi 日 

〇 畔柳芥 舟來。 留守に 魯 庵來。 咋日藪 柑子來 るよ し 承 はる。 

二三  一二 
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卜ー 一月 卜 一 日 

〇 あい 子、 純一 風邪  ， 

卜 一 一月 十一 一日 

〇 痔瘦の 分泌 少なくなる。 大分の 抵抗力 を 押し切つ てよ" 膏樂を 入れても 痛から す 却つ て 心地よ し。 

〇 夜 あい 子 熱 出る。 氷で 頭 を ひやす" 

〇 えい子 を 相手に 鞠 をつ く。 

〇 ふ ぢ黑ぶ しの そばの 坐り だ この 所 腫れ て 動け す。 

トー 一月！ 三日 

〇 盛 久の糟 古  • 

〇 こたつで あい 子と ふざけて 遊ぶ。 御八つの 燒芋を 食 ふ。 

〇 空 密に喑 く {iWS 凍る やうに 寒し。 スト —ヴを 焚く。 瓦斯 漏れて 奐 ければ やめる。 

C 霞寶會 で驟鹉 小町 を g つた 連中の 報刚 をき く。 九郞ー 一 卜 五圓、 攻 吉八圓 桐 谷 四圈、 藤 野 三圓。 新 評し 

て 曰く 九郞の 小町 心 持 はで 過ぎたり。 年の 所爲 ならん と 中老に は 調子が 低くな り、 夫から 過ぎる と 又 高 

くなる もの ゝ 由。 而 して 地の 所もう 少し 上け たいと 思 ふ 所 却って 低 か 0 し 由 

卜 二月. r 四日 

〇 咋夜 スト— ヴを 焚き 小 供と 唱歌 をうた ふ。 もういく っ寐 ると 御正 月と いふ 唱歌で ある。 


〇 今日 氣候 少し 緩む。 朝早く 覺 む。 

〇江 戶 川端の！ S はみ な 葉 を ふる ふ。 ひとり 柳の 樹 S み. まだ 綠の色 を 失 ひ 切らす にる る。 柳 は 中々 散り 盡さ 

ぬ ものである。 

〇 咋 日の 新聞に 九日 午前 九 時より ト五 日間 休戦の 約なる 由 (支那 戰爭) 見 ゆ。 

〇 咋朝 新に 盛久 のつ、. - きを 習 ふ。 强吟 のく せの 處 にて 散々 の體 となる。 

〇 藤 太 田さん へ 行って 坐り だ こ を 切っても らふ。 車夫 が おんぶして 二 卜 貫 ある 重 いくとい ふ。 

〇 淼圓 月來。 子規と 余の 俳句 を雙 幅に したる もの を 持って来て 見せる。 素 明の 畫の 表装 出來 たる を 持って 

來て くれる。 角に 漱 石と 彫った もの 及び 磁 印材 一 個 を くれる。 

JI 一 一月 I 日 

〇 今日から 小說を 書かう と 思って また 書かす。 他から 見れば 忘け るな り。 終日 何もせ ざれば なり。 自分 か 

ら云 へ ば 何もす る 事が 出 來ぬ位 小說の 趣向 其 他が 氣 にか 、 ろ 也 

〇 ト 四十 五 は 深 川 八幡の 市、 十八 十九 日 は 淺草觀 昔、 一 一 卜 一 一十 一 日に 紳田明 神、 1 一十三 一 一十 四 は 芝 愛 {f ？。 


二三 五 


II 三 穴 

dr  I 明治 四十 四 年 五月 十六， 曰よ リ同 十二月 頃まで 


〇 一 昨年 四十 一 一年 秋 (八 九月の 頃) 森 田と 明 子さん が 電車で 偶然 出會。 三 崎 町の ある 宿屋で 「^ 烟」 の 事 

實の 有無の 議論 あり。 翌日 歸宅。 其 時. 森 田よりの 先方への 手紙に て 奧樣に 面會を 申し込み 生 田 君 を 立會は 

せんと 云 ふ。 

〇 平 塚 氏 宅へ 生 ffl 森 S 兩氏奧 さんと 明 子さん との 會 E -。 煤烟の 事實の 有無に 就て 談合。 森 田 は 事 實と云 ひ 

明 子さん は事實 でない と 云 ふ。 夫で は 煤烟を 取り消す と 云 ふ。 然し 世間から 忘れられ てるる もの を 復活 

させる 恐 ある 故 其 儘に したし。 且其 後も此 件に つき 一 切 書かれ ざらん 事 を 希望す る 旨 を 述べて 森 S 承諾す 

(明 子さん に闢 する 事) 叉 常人 同志 直接の 文通 もす まじき 旨の 約束 もと、 の ふ。 

〇 半年 あまりして (去年 S 四月) 森 田より 突然 明 子さん の虚へ 出す。 (匿名に て。) 是非 御 目に か、 つて 

OS 山 _s 電車 停留所へ 何時 何分) 淸算 したいと 云 ふ。 明 子さん 留守。 奧 さん 開封の 上 生 田 氏へ 行く。 放つ 

て 置く がよ からう と 云 ふ 意見で 其 儘 にして置く。 

〇 同日に 一一 一通 奥さんの 所へ 來る。 再三 S 事故 平 塚 さんの 耳に 入る。 夫で はと て 平 塚 氏 .01 身面會 S 旨 を告ゅ 

て、 翌日 奥さんが 生 田 方へ 行かる。 生 田 君 余の 所へ 來る。 一 一人で 夕飯 〔を〕 神樂 坂で 食って 話す。 生 田 は 

そんな 事 をして は 困る と 云 ふ。 森 田の 答 は 別にな し。 其 時 平 塚の 手紙 を 注意され て 兄て、 そんなら 行く か 

ら 一 所に 行って 吳れと 云 ふ。 


〇 その 一 三 一日 後 森 田と 生 田と 同道して 平 塚 氏 is 向く。 森 田より 問題 を 提供すべき 笞の處  一 ,M 其 色な き 

より 平 嫁 氏より 「此 問題 はこれ ぎりに して 頂きたい」 と 云 ふ侬賴 あり。 「娘が 雜誌 記者に 話した からと 森 

ffl が 八 かまし く 云 ふが、 家族 も 親戚 も そんな 事 は 喜んで ゐ ない。 だから 森 田 氏に も 世人 の 記憶 を 囘復す る 

樣な事 は 書いて くれるな」 と賴 み、 森 田 は决局 承諾す。 (た if し 立 合 人と して 生 K 氏の 考に よると、 問題 

外に 渉っての 話 多 かりし は事實 〔な〕 り) 

〇 其 以後 事件な し 

〇 自敍傳 出て より 以來生 田 は 責任 を 感じつ 、も 感情の 離隔な ど ありて、 其 事に 對 して ：！： も 云 はす 

〇 そ f  ) へ 明 子さん が 生 田の 宅へ 來て 自分の 想像と して 父 は 困る だら うと 云 はれた。 

奧 さん は 神戶で 東京 S 朝日 を 見て、 平 塚さん に 相談 をされ た。 


X  JSxtension  of  education 

X  L ひ veiling  l;endency  I  Democratic  nlovsnenl; 

X  In  tlie  intellectual  domain—Destruction  of  autliorities.  I  Anarchic  Equality  I  no  liero  worship. 

X IS  a liero  a  cliim ひ rical  .helllg  11  an  illusion  ？ 

X  Is  It  impossible  for  a  Buddha  or  a 〇llrist  to  exist  in  tlie  20 メ！ - 〇ent. 

X  conclusion. 

X  Ancient  Education  I  inspiration  I  imitation  i  adniiration  I  practical  effect  I  at  the  expense  of 

t;ti ひ Intellect. 
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X  Modern  education  I  Disillusion  I  confession  I  effect  on  the  sense  of  Shame  I.  truth  I.  fact  I 

forced  conduct  (for  the  sals  of  an  ideal)  gave  place  for  tlie  open  and  imconcealed  exposure  of 

weaknesses.  I  gain  in  honesty;  loss  in  aspiration.  :^tt  (is^)  /  i! お、 V  ；  00-^^0l^s^.  I 

1-ney  are  there  because  they  look  pyel.fectly  legitimate  in  social  estimation,  clndultrence) 

exception  I  military  and  naval  I,  fwini 

X  The  effect  or  this  education  and  appearance  of  Naturalistic  r^^oEc^rt. 

1 aking  a<avantag.e  of  social  indu】s:enc ひ. 

1. メ mding-  supp>ort  in  the  moral  g.round  of  llcnestv. 

X  Irs  success.  I  No  wicked  person  in  the  strict  sense  of  the  word.  A  nlan-s  course  of  conduct 

placed  under  IDartlcEar  circumstances  becomes  suddenly  excusable,  wlien  followed  stel) ザ y  step- 

ョ the  true  path  of  psychology,  though  looked  at  as  a  third  person  and  social  being-  it  is  quit ひ 

culpable  or  even  ociious.  wven  the  sense  of  repulsion  is  mingled  with  that  of  an  uncertain  emo- 

tion that  he  may,  wnell  put  similarly-  t>e  tempted  to  the  same  course  of  conduct.  I  consequently 

X  Its  decay,  —  on  account  of  abuse.  I  Artistic  Defect  I  i.  e.  enormity  and  abnonnalitv,  re.sultinjj 

in  want  of  synipathy.  (shock) 

X  Reversion  where  ？ 

on  §3  l^^l.  一  indulgence 

( straightforwardness  一  expansion  of  sylnfjatllv 


hypociricy  { s1;ricl;i:iess 

on  1;ne  other  .  Resefve  .  coldness,  narrow-mindedness 

、  flionesty  f  indtilgence,  Sym5>athv 

Perfect  stage  ^  fer4a き-  ^  ^  t  , 

〇 舉 者と 名譽 

〇 新聞 小說 際ドィ 1、 文晁、 北齋、 モ ー パ サン、 フランス 

〇 日本人 ノ體格 容貌 

〇 自己 ノ 作物 

〇 ォべッ カノ 肯語 


畫ト 文學、 昔ノ 日本 ノ晝 〔ェ〕 ト今 ノ晝ェ 昔 一一 恐 人 ル 

文士 ト今ノ 文士  昔 一一 恐 入 ラ ズ 


rife,  art,  I:>lll】oso!yhv. 


中味と 形、 —— note ヲ取ル トキ ハ 中味 ノ爲- 一 トル、 ソ レガ已 ヲ得ズ 一種 ノ形ト ナル。 

 後 力 ラ note ヲ f 請ム トキ ハ形ニ ョッ テ 內味 ヲ推 「ニナ ル、 設 カラ .fr- 味 ヲコ シラへ ル r  -1 ナル- 
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拔ケ ル、 ダ 力 ラ役 二 立タ ナイ 「_ガ 多ィ、 役 二 立ッ 場合 ハ 輪廓 力 ラ 中味 ガ逆 二 充寳サ レ得ル 場合 二 限ル、 

Art. 11 藝、 落語、 體操、 謠、 王乘、 儀 太夫、 等、 

p>ure  practice. (歩行)、 effort ナジ 自然。 自然 二 出來テ form  二 合ス、 


相撲、 .Art.  Life ハ此 意味-一 於テ art. 


Art ハ pllll〇sop_lly ヲ 4.n ム， 

pllilosoljlly  itself ハ life カラ content ヲ 1. ば- ッタ モノ 

ダ カラ art ハ life ラ 構成 ス ルガ pkLlosop-hy ハ living  pow ひ r  ニナ ラナ ィ 


.. experience  ノ  importance. 舞； # デモ 無心 二  p>Jiilosoplier. イクラ pllilpsopller デモ action 

ノ助ケ 二  ノ ナリニ クイ pllliosopllrer ハ form カラ contents ヲ逆ー 一 inspire シナケ レバ ナラ ナイ、 

給 使 カラ 上ッタ 人ト大 學出ノ 新シィ 人、 

大シ タ 擧問ガ ナ ク テ 立派 ナ作ヲ スル 人、 

擧問ガ アツ テ practically  -_ 役 -1 立タ ヌ 人、 


學問ハ (人事 上ノ)  delicate ナ區別 ナシ、 寶際 ノ事ハ 非常 二  delicate ナ區別 ァリ、 analogy ハ決シ 


テ起 ラズ、 反應モ 决シテ same ナ ラズ、 其 nice  distinction ヲ art ハ feel シテ事 二 當ル、 故 二  artist 

ハ事寳 カラ 云 へ バ artist ハ pliilosopher ヨリ モ モット delicate ナ philosopher デァ ル 

極端 ハ 分別 思議 ノ 時間 ヲ許サ ズシテ 分別 思議 ノモ タラス result ヲ實 行ス、 intuition デ アル。 

ex. マバ タキ、 地震 ノト キ飛ビ 出シタ 「、軍略、 其 他、 

X 大抵 ノ人ハ 結果論 者 ナリ、 人ラ 評シテ 危儉ト いふ、 人モ シ危險 二 陷ッタ トキ 始メテ 夫 as^ タカ ト云 ふ。 人 

モシ 危險ヲ 逃 ルレ バ内ニ 耻ヅ。 是等ハ 自己 ノ  judgment  ノ 正否 ヲ未來 ニ質ス モノ ナリ。 

X  Pliilosopliy ハ 過去 ヲ 材料 トシ テ deliberate シ テ未來 ヲ决ス ルナ リ、 

X  Artist ハ 現在 二 卽シテ 過去 モ未 來モ ナキナ リ、 

-  一  artist ハ尤モ free ナリ、 而シテ 又尤モ necessitate セ ラル 、ナ リ、 whole  being ガ兹ニ 向フナ 

リ、 intuitive  (back  ground  二  past ヲ帶 ビル philosophy ヲ 骨格 トシ タ ル、 タ future ヲ驚 ヅカミ -! 

スル自 11= 口 ヲ持ッ タル、 サ ゥシテ 殆ンド 是等ヲ 思量 スル暇 ナキ) ニ働ク ナリ。 

X 此 intuition ガ必 ズ當ル トハ限 ラズ。 art ハ 過去 ノ 練習 デ success ハ未 來ノ  adaptability テ定マ ルカ 

ラデァ ル。 ケレド モ {a ラ ヌトハ 限 ラズ。 

當ル 場合 -1 ハ 

是 ハ 山デ ハ ナイ、 又 勝負 ノ 賽デ モ ナイ、 御 ミ クジ、 トノ 類デ モ ナイ、 シカァ ラザル 可ラザ ルー 種ノ 念力 

ナリ、 ダ カラ 自分 一一 全ク 經驗ノ ナイ 「 二 ハ働ラ カズ。 無 經驗無 學ナル 者 ガ此山 カラ 金ガ出 ルカ 出 ナイ カヲ 

二 四 一 


11 四 二 

認{^iJ シ タツ テ直 覺ガ働 ク害ガ ナイ 


〇 時代 後れ。 家ノ 下女 仙臺、 長 野、 州、 長大。 

〇 結婚 11 表 慶舘、 上野 精 養 ！. 自働 車、 馬車、 

白 石の 詩、 澤庵 和尙、 

王、 賀の！ r 

明 ま 一 si、 六祖 S 畫 

吳州、 なんかう の 茶碗 

柿右衞 門、 仁淸 

乾 山、 

SA ト B  ノ 確執。  . 

SA  ノ 得意 (B  ノ  vanity 一一  損-一 ナル) (B  ノ  A  ニ對シ テ 講和 セザ 〔ル〕 可ラ ザル) 

SB  ノ 動作 S  A  ノ 得意 ノ 妨害 H. 今 日 迄 ノ 態度 ヲ 策と いふ m 絕對 謝罪 

〇關 口 水道 町 ノ變化  - 


〇痔 Klcy  ノ畫 

〇 不 議 (ひな) 子ノ死 


〇 子供 ノ死、 夫婦 ノ 和解 

0 子供 ノ死  frerttllinkrtr  ノ  s.up>2.stitlous  ニナ ル 

一一 

of, 蛸 取、 小 坪 

〇 雅樂 

〇 婚禮、 太 神宮、 五軒 町、 西片町 

〇 明 石、 和歌 出 

.〇 大阪 病院 

〇 痔 括約筋 

〇 能 樂堂 左 S: 松 a 

〇 有樂座 名人 會 R 昇 堀川 

〇 帝國 劇場、 ノラ 

〇 子供の 死。 

葬、 火葬場、 骨 拾 

〇 關 口と 早稻 田の 變 りゃう。 

〇 小川 町 停留所 


咬 吾 百 千 妹 母 
一 代 代 

妙 春 


田 川 敬太郞 

森 本 

須永 市藏ー 

田 口 要 作 


松 本恒藏 


一 男 

,響 


ミ 

II； is  calculated  that  a  single  IDacterklm-  comfortably  lodged  in  a  noiirishing  med ョ m,  will 

produce  16,500,000  descendants  in  twenty-four  liours,  tmd  at  ttie  end  of  tlie  third  day  .W.111 

have  a  falnilv  of  .*7, 000, 00〇， OOP 〇00  or  in  words,  forty-seven  millions  of  millions. 


〇黑 人ノ； H 事、 (art  ノ 保存) art  ノ life ヲ長ク スル。 (自 「」 ノ  freedom ト 特色 ヲ 

incans,  not  end 

〇 黑人 ノ競爭 

Same  direction  alon^  one  st^eclal Im ひ， 

寸、 尺、 丈  • 

-ノ  absurd  俳 ノ Igi- 

藝者ノ 例 

〇 黑人 ノ自覺 

X 還元 (modified  form) 的 

X  New  departure  (dilTerellt  p-lall ひ. > 

〇 Art. 女ノ 言語 動作 

芝居 (子供 ヲ 道具) 

五 

二 四 五 ， 


二 四 穴 

分化  ほ 

〇 耳垢 取、 桂 巷、 士藏倉 引、 元祖 藤 八 拳、 半襟、 帽子、 襟 飾、 シャツ 星、 一 般、 特殊、 雜貸 店， 田舍、 東 

京- 

學問  ？" 

〇 結果、 深狹、 箱の 四方 を をる。 

時間の 不足、 11 同情、 不同 情、 

〇 不具者。 嫌 厭の 點  • . 


日  記  11 明治 四十 五 年 五月よ" 大正 元年 十月 五日まで 1: 

〇 代議士の 運動 猛烈なる 時 (四十 五 年 五月.^ 五日 選擧) ある 人來 りて 某の 爲に 投票 を依賴 す。 座に 寺田理 

擧 博士 あり、 依賴 者の 歸 りたる 後、 どうして 代議士な どに なりたい 氣が 起る だら うとい ふ。 

〇 五 年 振に 中 川 芳太郞 に 逢 ふ C 近頃 は 羅甸語 を敎へ てゐ ますと、 夫から イリ アツ ドが讀 める やうに なり ま 

，したと いふ。 小官と 鈴 木が 驚ろ く。 余 も 驚ろ く。 

，〇 右 は 世の中に 全く 利害 を 異にする 人間が 生存す るい、 證據な り 

〇 日本 橋の 某 議員 候補者 の 事務所 に 来て、 あなた を 投票 して 今歸り だとい つて わざく 斷 つて 名刺 をき い 

て 行った ものが 七 百 何 名と かあつた が、 實際 投票の 數は其 半分し かなかった 由。 是程御 叮嚀な うそ を 吐く 

の は (候補者の やり 口に わるい 所が あるから でも あらう が) 彼等の 道德 S 程度が 甚だ 低い とい ふ證據 也。 

此道德 の 水準 を どうして 高める 〔か〕 とい ふ 事が 選擧 問題よりも 餘 程な 大事 件大問 なるべし。 

〇 五月 二十 三日 霞寶會 。六 郞の隅 田 川。 モガく 柯 を 云って るる か 分らす。 斯んな irritating な もの 

なし 是を含 蓄と 心得る の は 沙汰の 限りなり。 然し 議を 外にして 末 段の 所作 は 面白 か つ た。 

春 日 偶成  . 

其 一  ， 

莫道 風塵 老 當軒 野趣 新 

~ 一四 七 


竹 深 鶯亂囀 

其 一 一 

竹 密能通 水 

虱 光 誰是主 

其 三 

細雨 看 花 後 

虛堂迎 晝 永 

樹嗜 幽聽鳥 

春 虱 0 遠 近 

其 五 

抱 病 衡門老 

江山 春 意 動 

. 其 1 ノ 

渡 口春 潮靜 

漁 翁 眠未覺 

其 七 

流 驚 呼 夢 去 

昨 夜. 春 0 色 


淸晝 臥聽春 1 

花 高不隱 春； 

好日屬 詩人 

光 虱 靜坐中 i 

流水 出門 空 一 

一 

天明 仄 si- 花！ 

吹 到 野人 家 一 

® 時 涕淚多 i 

客 夢 落 煙波 一 

扁舟 半柳皇 

山 色 人 江 深 一 

微雨 濕花 來ー 

依 稀 上綠ま 


其 八 

樹 K- 開襟 坐 

落花 人不識 

其 九 

草色 空 階下 

孤鶯 偶 去 

其 十 

渡憲 東西 水 

春風， 吹不斷 


吟 懷 與 道 新 

啼鳥 自殘春 

萋々 雨後 靑 

邇日満 閑 庭 

三 過 翠柳橋 

春 恨幾條 々 


f 


〇 五月 一 一 卜 五日 午後 四時 水上 飛行 器の 飛行 を擧行 するとい ふ 案内 を 受けて 芝 浦 S 埋立地 第一 ー號に 行く。 今 

-案內 をして 理由 もな く 中止す。 驚ろ くべき 無責任な"。 テントの 中 


日中ぉロ；と張りっけてぁ^*^。 わざ- 

に 飛行 器 あり。  力— チス  なる もの は 恐らく 山師な らん。  .  . 

X 電車の 内で 齋藤與 里に あ ふ。 土曜 劇場の 歸 りと いふ。 

X 大 曲の 觐世 では 追善の 能 を やって ゐる。 芝の 山 内で は 自動車、 自轉 車の 展覽會 あ"、 帝國 劇場 は マチネ- 

X  Justice ト 貭.  - 

X  Love と 義務 (sex  ノ欲 ト未來 S 子供 ラ育 テル 務) 

X 私 害心 ト Kindn ひ SS 


二 四 九 


•  二 五 o 

〇 他の 權 威が 自己の 權 威に 變 化する 時 之 を 生活の 革命と いふ。 其 時期。 及び 說明。 

〇 「人 を 見たら 泥棒と 思へ」 「信 を 人- S 腹中に 置く」 兩 奢の 意味、 其對照 

〇 文藝 協會。 ボストン の 四部合唱。 行啓 能。 自由 劇場、 土曜 劇場の 合併。 上野 音 樂會。 露 西亞音 樂圑。 博 

文舘 二十 五 年 記念 祝賀 會。 ァ ー チヤ ー 驩 迎會" 

〇 五月 六日 夜 青年 會舘に k< 露 西 亞音樂 圍の唱 耿を聽 く。 服装 はなやか にて 奇妙な り。 四 五十人の 圑體 なり" 

〇 が 月 一 一日？ 妻 小猫 を 踏み潰す。 醫者 とても 駄目と いふ。 晚に 線香 を あける。 翌日 まだ 腹が 動く。 再び 

醫 者に 連れて行く 「」 遂に 埋める。 もとの 猫と 同じ 所 也。 

〇 九日 上野 音樂 會を聽 きに 行く。 ハイカラの 會 なり。 管 殺樂も 合唱 も 面白し 

〇 十日 行啓 能 を • 見る。 山縣松 方の 元老 乃 木さん 杯 あり  ♦ 

〇 新 曰く 最初 舞臺に 出る 時 は 物の 顔 も 自身 の 所作 も 分らす 夢中 に て 下る。 段々 度數 重な るに つ け 見所 に 

るる 人の 顔 やら 樣子 やらが 明嘹 になる。 けれど，" >  同時に 彼等 S 動作に 囚 はれる。 最後に は 明嘹に 見えな が 

ら 丸で 彼等が 眼中に なくなる。 新 は 常に 臆病 を 自白す。 地震で 星 根へ 飛び出したり 窓から 飛び下りた 話 を 


する 男で あるが、 Is 口の 上で は 大抵の 雷が あっても 平氣 なりと 語れり。 


〇 


雨 晴天 一 碧 

愛見 衡 門下 


水 暖柳西 東 

明々 白地 風 


〇 六月 4- 六日 市 村 座へ 行く 

〇 六月 一 一十一 一日 畔柳芥 舟 佳例に より 鄹 里の 樓坊を 持つ て 来て くれる 

〇 一 一十三 日中 村 是公愛 久澤直 哉來。 一 一時 過自働 車で 向島へ 行く 露 伴、 淸 香の 香 浮 園 を 訪問 夫から 堀 切 S 菖 

蒲 を 見て、 東 五軒 町迄歸 る。 六 時 前 也。 夫から 築地の 瓢 家へ 行く。 夫から 芝の 是 公の 家から 牛な rl へ歸る i 

寺 半. 自働車 だ からこん なに あるけ るの だと 思 ふ。 


〇 


〇 


芳菲 看漸燒 

却 愧丹靑 抜 

高 梧 能 宿 露 

靜坐圑 蒲 上 


韶景蕩 詩情 

春風 描不成 

疎： b 不藏秋 

寥々 似 在 舟 


二 五 二 

六月 一 一 卜 九、 三十、 一 日 1ま4 お 

〇 江 島の 岩屋へ 這 入る 手前 S 橋の 處 にて、 男女 一 一人 返 潮. の 岩の 上に て 貝 か 何 か 尋ね 廻る 有樣 也。 歸 りに 見 

ると 彼等の 蝙" 蝸と 足袋と 草履と aa: 敷が 見える けれども 一 一人の 姿が 見えす。 まさか 入水で もなから うと 思 

つたが 何だか 不安であった。 橋の 上 を 少し 歩く と、 彼等 は 夢中に なって まだ 何 か 探して るた。 彼等の 姿 は 

岩の 影で 見えなかった ので ある。 

〇 あ る腰辨 出張 の 前 あ る 待合 に 行き 素人 を 注文す。 主婦よ ろしい と 云つ て 寫 眞を見 せる。 其 中に 自分の 妻 

君の 寫異 あり。 主婦 曰く 此人 〇 日から 〇 日 迄で なければ 御意に 應ぜ すと 腰辨 腹の 中で 計算して 見る と 丁度 

自分の 出張す る 間の 日 取 也 

〇 鎌 倉 の 別莊の 生 垣 に は 璐瑚樹 多 し ゅづ り 薬の 如き き 光澤 ある 葉な り 地味に 合 ふと 見えて 誉 甚だよ ろ 

し。 大きな の も あり。 八幡 境内 蓮 池の 柳の 陰に 一 本 あり。 細かな 茶色な 花 をつ く。 

〇 光明寺 境内 (材木 座) に 開祖 記 主 禪師手 植の白 擅 あり 見事な木 なり 

〇 茂 子の 別莊を 北側の 庭から 見る と 京都 邊の 古刹の 趣が ある。 た や 少しく 家庭 趣味 を 交 へ た 所が 違 ふ 丈で 

ある。 南側 は 頗る 時代が 着いて ゐ ない。 

〇 鮑 百 目 二十 錢也。 二つ 三百 五 ト目故 七 —錢 にあた る。 さ  >  い。 とこぶし を 交へ 蛸 一疋 (五 錢) を 加へ 一 

圓へ買 ひとる 。籠 は 頗る 重し。  .  . 

〇 綠 雲高 幾 《< 葉々 疊淸陰 

雨 過 更成趣 鍋 牛跟翠 51「 


〇 七月 十三 日 (？) 臨 風 大観 一 一人に 招かれて 下 谷 伊豫 紋に 行く。 

一 一十 一 日 小 供 を 鎌 倉へ 遣る。 一 嶽車 先に 行って 菅の 家に 入る。 一 一階から 海 を 見る。 涼し。 主人と 書 を 論 

す。 何紹 基の 書 を 見！ 5?。 午後 小 供の ゐる 所へ 行く。 材木 座紅ゲ 〔<: とい ふ。 思った よりも 污 なき 家 也。 夏 二 

月に て 四十 圓 の 家 なれば 尤もな り。 庭に 面して 畠 あり、 畠の 先に 山 あり 大きな 松を寐 ながら 見る。 其 所 は 

4* だ 可。 た*>.家の^;^^^に至っては如何とも賞めがたし。 東京の 新開地の 尤も 下等な 借屋の 如し。 

〇 二十 二日、 濱へ 出て 見る と、 海 濱院に 逗留の 唐人 海に つかって ゐ る。 女 は 赤 や 水色の 手拭 樣の もの を 頭 

へ卷 きつける。 着物 も 膝 迄の を 着る。 四時 五 卜 何分の 潔 車で 歸る。 雨。 東洋 軒の 出張所で 晩餐。 車 を 雇 ふ。 

一 ー臺 にて 一 圓 〇 八錢。 稻妻ゴ 0  く 

01 一十三 日是公 突然 來る。 晩餐 を 食 ひに 行けと いふ。 築地の 山 口へ 行く。 御 しん、 しめ 子、 御し ほ、 小 露、 

ひな子 杯と いふ 藝 者の 顔 を 見る。 外に 六 ベ え さんと 自稱 する 藝 者から 金 神 さ まの 講釋を 問 いて 信者に させ 

られ る。 此 六べ えさん は 松 前の (北海道) 産な り。 言葉な まりあり。 

〇 大觀畫 を やる とい ふ。 余の 書 を くれと いふ。 仕方がな いから 御 禮の詩 を かくと いふて やる。 詩の 方 先 づ- 

出來 上る。  - - , 

獨坐 空齋裏 丹青 引 興 長 

大觀 居士 贈 圓覺 道人藏 

二 五三 


二 五 BI 

野 水 辭君巷 閑 雪 入 我 堂  . 

徂徠 隨所澹 住 在 自然 鄉 

〇 流 山の 秋 元 梧樓又 入らざる 明治 百 家 短册帖 とか を 出 板す 序 を かけと 云って 聞かす。 手紙に 詩 を 添へ て や 

る 0 

雪^ 有 響 墨痕 斜 

好 句 誰 書 草 底 蛇  ， 

九む 九 人 渾是錦  ， ，  ， 

集將 春色 到 吾 家 

百 人 を 九. 卜 九 人と したる は 余 を 除きた る 也。 余の 短 册は實 際物に なって るると は 思へ す、 九十 九 人 は 謙 

適で もな し。 事實を 申した 積 也。 

〇 七月 三 卜 s 午前 零時 四十 分 陛下 崩御の 旨 公示。 同 踐舴の 式 あり。 

〇 三十 一 日に 改元の 詔書 あり  - 

朕 菲德を 以て^ 統を 承け 祖宗の 靈に告 けて 萬 機の 政 を 行 ふ兹に 

先帝の 定 制に 遂ひ 明治 四 ト五年 七月 三十日 以後 を 改めて 大正 元年と 爲す主 者 施行せ よ 

御名 御璽 

明治 四 ト五年 七月 三 卜 日  各 大臣 連署  • 


おは 公 羊傳に 「君， 子大居 正」 易經に 「大享 以正天 之 道 也」 と あるに よる。 

先帝の 御 謚號は 

明治天皇 

〇 朝見 式 詔勅 

朕 俄に 大喪に 遭 ひ 哀痛 極 罔し 但だ 皇位 一 日も驟 くす ベから す國政 須臾 も廢 すべから ざる を 以て 

朕兹 に踐祐 S 式 を 行 へ り 顧 ふに 先帝 奪 明の 資を 以て 維新の 運に 磨り 萬 機の 攻を 親ら し 内治 を 振 

刷し 外交 を 伸張し 大憲を 制して 祖 訓を眧 にし 典 禮を頒 ちて 蒼生 を 撫す文 敎茲に 敷き 武備 爱に整 

ひ 鹿 績咸脚 1 り國威 維揚る 其の 盛德 鴻業离 民具に 仰ぎ 列 邦 共に 視る憲 に 前古 未だ 曾て 有らざる 所 

也 朕 今 萬 世 一 系の 帝位 を踐み 統治の 大 權を繼 承す 祖宗の 宏謨 に遂ひ 憲法の 條 章に 由り 之れ が 行 

使を愆 る ， J と 無く 以て 先帝 S 遺業 を 失墜せ ざ ら ん事を 期す 有司 須ら く 先帝 に盡し たる 所 を 以て 

朕に 事 へ 臣民 亦和衷 協同して 忠誠 致す ベ し 爾等克 く 朕が 意 を體し 朕が 事を獎 順せ よ 

〇 大正 元年 七月 三十 一 日齋 藤；！ t 軍 大臣 及 上 原 陸軍 大 臣 を 宮中 に 召され 陸海 軍人に 左の 詔勅 を 賜 ふ 

朕 茲に大 統を嗣 ぎ列聖 S 遺烈を 承け 萬肚 一 系 S 帝 酢を踐 むに 方り 特に 朕が 親愛す る 陸お 軍人に 

告ぐ 

惟 ふに 皇考 曩に汝 等に 軍人の 精神 五箇 條を訓 翁し 一 誠 以て 之 を 貫く 可き を 示し 給へ り汝等 軍人 

は 夙夜 此聖訓 を 奉體し 累次の 征戰を 經！： 威 を 宣揚し 皇基 恢弘し 以て 喊古 S 偉 勳み奠 成した わ 朕 

は 朕が 統率す る 所 の 軍隊 は 卽ち是 皇考 の 慈 育 愛撫し 給た る 所の 軍隊 な る を 念 ひ汝等 軍人 G. 忠勇 

に 信 倚し 皇考の 造 業 を 紹述し 倍々 皇國の 光威 を 顯彰し 億兆の 福祉 を增進 せんこと を 冀ふ汝 等 軍 
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人 は 皇考 の 遣訓に 由り 以て 直に 之 を 朕が 躬に效 し 愈々 奉 公 の 志を鞏 くし 思索 の 選 を 慎み 宇内 の 

大勢に 鑑み 時世の 進 運に 伴 ひ 拮据 勵精各 其 本分 を竭 くし 朕が 股肱た るの 實を擧 け 以て 皇謨を 抉 

翼 せんこと を 期せよ 

〇 右に 對 する 陸軍大臣の 奉答 文 

畏くも 優渥なる 勃 翁を賤 はり 感激の 至に 堪 へす 臣等鞠 躬盡瘁 誓って 叙 旨に 副 ひ 奉らん こと を 期 

す 

海軍大臣の 奉答 

陛下 登極に 方り 特に 陸^ 軍人に 優渥なる 聖勅を 賜 ふ 臣等 感激の 至りに 禁 へす 誓て 歆 旨に 副 ひ 奉 

らんこと を 期す 

海軍々 人 を 代表し 謹んで 奉答す 

〇 朝： 式 勅語に 對 する 西！ S 寺 首 ffl の 奉答  • 

E 公望 誠 惶誠恐 伏 し て 言う す 

大行 天皇 奄に 登遐 あらせられ 臣民 憂 權 措く 所 を 知らす 今 

ig 聖文. 武 なる 天皇陛下 大統を 承け させられ 兹に „i; 訓を 垂れ 給 ふ聖猷 遠く 慮り 尊圆 遺すな く 上 は 

先帝の 鴻業を 讚ぎ て 憲法の 條 孝に 循ひ下 は 億兆 S 和 協を獎 めて 忠誠の 至情 を輸 さしめ 以て 

祖宗の 休 光 を 無窮に 發揚 せむ とし 給 ふ是れ i 是に 宇内の 齊く 仰ぐ 所に して 臣 鹿の 永く 緩る 所 也 臣 

等 聖勅 を拜し 感激の 至りに 勝へ す 今より 後 益 匪躬の 節 を效し 夙夜 淬礪 邦家の 進 蓮 を 扶翊し 以て 

聖旨に 答 へ 奉らん ことみ-誓 ふ 臣 公望 誠惶誠 恐頓首 護み て 奏す 

〇 三.；' 一 日拜訣 式竝， に 納招式 
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御船 (內棺 の 事 か) の 厚さ 七 分、 中 棺はー 一寸 外棺は 三寸、 三 棺の間 はセメ ン トを詰 込. 總體の 長さ 一 丈 

高さ 三 四 寸蝠四 尺、 棺臺の 厚五 寸其 上に 白の 蒲緣、 靈 柩は臺 と共に 白木の 吳 床の 上に 安置し 白羽 i 一重 を 

以て 稷ふ。 前に 幅 一 尺五寸 四方 高 一 尺五寸 四方 位の 根付の 眞榊 一 對と御^1|火、 御 神饌、 御 幣帛 0 

御船の 中に 入れる 遺骸に は 白羽 二重の 淸き 衣、 同じ 枕、 三 壟の！ t、 丹 其 他の 香具 數種 

〇 一 日の 新聞に 左の 廣告を 出した る もの あり 


御 崩御に 付 

謹で 吊 意 を 表し 奉 候 

町 三十 K 
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宫 內 省ル C 示に 基， き 喪章 發賣仕 候 

E 掛 以上 御 屆申可 候 
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〇 禱車 (牛車) 

總體 (御) 黑塗 にて (御) 寸法 は英照 皇太后 陛下の (御) 時より 長大と なり (御) 型. は 夕顔 型な り 外側 

の 大輪 は七箇 に. て 一 輪の 組 矢 1 一十 一 枚、 左右と 上部. は 栗色 網 代に て 御簾 は 四 13 所に 垂下され 前後 兩 面と 左 

右の 上部 後方に 於る 二 i3 所に て 竹. は 本 磨 綠、 編絲 とも 鈍色、 御簾の 內 側の 御 引 立 は 四 筒 所と も 近 江 表 鼠 

色の 平絹 を 川 ひ 御 引 立の 上部より 垂下すべき 簾 は 色の 精 好 星 根 襄は黑 塗の 格天井 御 凝の 上部に 吊るす 

べき 瓔瑢は 何れも 黄金色の 御 紋章 菊花と 花菱に て^ 榻は黑 色の 漆 塗な り 御金 具 は 全部 黄金色な り尙萬 一 の 

場な 口の 御 雨 被 は靑漆 色の 桐油に て 製造し 御 紐 は 白色な りと いふ 

〇 御輦 (青山より 桃 山 迄) 

御神輿に 均しき ものに て 一 名 葱 華輦と 申し 總體黑 色と 爲し舍 具 類 は 飾な， き 素 銅 四方の 御 垂維は 本 磨きの 

竹、 組絲 * 緣、 總て 鈍色の 鍋 を 用 ひ、 四隅に 鈍色 平絹の 御帷を 垂れ 御 屋根 四隅の 尖端に は 絹 絲の房 を 吊る 

し 堅 添 棒、 橫添 棒と も 漆 塗の 黑 にて 屋根裏 は 合 天井、 垂木の 末端に. は 素 銅の 飾 を附し 御輦の 後部. は 觀音霏 

也 扉の 外面に は 御簾 を 垂る御 萬 一 の 御 雨 被 は濃黃 色の 桐油に て 四 箇所に 金の 御 紋章 を 施さる  > 害 也 

〇 八月 一 一日 鎌 倉 行き-一 一日 三日と まって 四日の 夜歸 る。 

九 時 四十 分の 車で 行く。 商家の 男、 姊 妹と 見える 女 を 三人 つれて 乘る。 何れも 落 付かす、 相應の 服装 

と 相 應の言 雜遣ひ をしながら 立ったり るたり 毫も 餘， 裕 なき 風。 中の 女の 帶を さして 妻が 麻です よと いふ。 

成程。 白 庶に簿 い 藍で 松 を 染め 下に 茶色の 線で 家 It 紅の 紅 築。 むかしの 御 殿 女中の 着物 かかい どり にあ 

りさうな 野暮な ものな り。 變な 好みの 復活と 思 ふ。 

〇 伸 六！ 一日 程 前より 熱。 涯紅 熱と きまって 今朝 病院に 入院した とい ふ。 車で 行って 見る。 東京から 呼び 寄 


せた 看護婦と つねが 世話 をして ゐる。 握 紅 熱 は 咽喉と 腎臘を 冒す 由に て 其方の 注意 を 忘らぬ やうに すると 

か。 經過は 一 ヶ月 か A ると いふ。 彼の 布圍 やかい 卷を 病院で 消毒しても らふ。 夜 消毒 をし に 家に 來る人 五 

六 人。 皆 白い 着物 をき て 家中 石炭酸の 臭が する。 散步 から 連れて 1^ つた 小 供が 盆 槍して しま ふ。 噔ぃ 夜で、 

あたりの 別莊 はしん としてる る 中で 自分の 家 丈が 火の 影 や 白い 着物の 行 違 ふ 影で ごたくす るの を 立って 

免て るるの は變 である。 

「少しも 品物が 傷み はしません。 一 一三 日立つ と 臭が 拔け てす つかり 故の 通になります」 と 云って 消棄掛 

の 人が、 しきりに 消毒 をす > める。 自分の 洋服と 妻の 着物 丈 は チヤ ブ臺に 載せて 嗜ぃ 畠の 中に 出して 置く。 

夜 は 夜具が 足りない の を 工夫して 二つの 蚊帳に 子供 六 人我 等 夫婦 岡 田と みねと 寐る。 

三日。 小宫が 藤 村の 菓子 を もってくる。 みんなで 海へ 行く。 遠淺 でよ き 所な り。 子供 等 は 浮ぶ くろ を脊 

負って ポチ やくす。 

小宮 とまる。 純一 飯 を 十 一杯 食って 腹が くるしい とい ふ。 いろはが るた をと る。 源平で ジャ ン ケンを や 

ろ、) 

四日 寒い の を 我慢して 海へ 這 入る。 ひるから あみだ を やる。 ニ錢の 籤に あたる。 昨夜 妻が 病院から 歸 

つて、 病院の 看護婦の 不親切 を訴 ふ。 事務と 看護婦へ 舍 もやって.^ ル たとい ふ。 アイス クリ— ムを& へと 

師が いふ。 さう して 付添に は 室外へ 出て はならない とい ふ。 さっして 誰も 來 なければ、 どうして アイス ク 

リ— ムを食 ふ 事が 出來 やう。 馬鹿々々 しい 事で ある。 白い 着物 も 病院で 貸して くれる (是は 妻が 事務で 聞 

き 合せて 承知した 事) の を 貸さないで 着なくて は 不可ない とい ふ。 此 病院. は 評判の わるい 病院. たさう であ 

二 五 九 
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る。 何 か 看護婦に いふと ふんと 答へ る 丈 ださう である。 看護婦長に いふと 普通の 答 はする が 一向 其§ こま 

しないの ださう である。 東京から 來て くれた 付添の 看護婦が 妻に こんな 所 は 始めて-たと 云った さう である。 

去年 か 一 咋年 妻の 遠緣の ものが 此所 へ 這 入った 時 杯 は 湯たん ほの 湯 さ へ 翁ら へなかった とい ふ。 

五 時 頃 伸 六の 見舞に 行く 今日は 大變 よくって バナ 、を 匹 つ 食った さう である。 床 6^ 上で 電車 をお もち 

にして 遊んで るた。 

六 時 過の 慮 車で 歸る。 日曜 だもの だから 中等 客 一杯。 小宫と 一等に 移る 此 所に は獨こ 人が 五六 人乘 つて 

るた。 八 時 過 銀座の 佛藺西 料理へ 這 入って 晚食 をく ふ。 夜 街頭 を あるく と大變 寒い。 妙な 氣 候であった。 

〇 松の 枝に 御 榧が 干して ある。 蟹が 松の 下 を 這 ふ。 

まさきの 桓。 ひかんの 黃な花 (婆さんが 西洋の 色蕉 とい ふ) 桔梗。 百合。 月見草。 唐茄子。 サ、 ギ 。玉 

蜀 泰。 芋。 茄子。 仁參 (丸い 仁 參)。 靑ぃト マ ト。 

珊瑚 樹の 垣。 珊瑚 樹の 花。 遠くから 望む と 綺麗な り。 

光明寺の 裏の 松 山の 松が 軒を壓 して 見える。 

〇 八月 十七 日 豐原行 

九 時 三十 分の 急行。 赤坊に 聞く と 大分 中等が 込み あ ひさうな ので 上等に のる。 寢臺六 人前 (上 を 併せて 

十 二人分) の 列車に た 5r 一人な り。 編 風 器が 頭の 上で 鳴る。 大 宫々々 、 浦 和々々、 とい ふ聲を 聞いて 寐て 

るる。 

十一 一時 頃 食堂に 行く。 食堂の つぎに 喫 烟室其 次が 中等の 一 部。 其 此方からの つき 當 りの 左の 隅に 丸醫の 

女、 突當 りに 男、 つれだ か 何だか 分らす。 食卓の 前の 男 (色の 靑ぃ 丁稚 上りと 見える) 海老の フライ を 二 


皿 食 ふ。 左側の 男し やつ 一枚で 食 ひながら 書物 をよ む。 しばらく する 厂と」 さっきの 女と 男- ガ つれ 立って 

食堂 へ 這 入 つてく る。 はじめて 連と い ふ 事が 分 る。 

西那！ S  〔野〕 へ 下車。 輕便鐵 道の 特等へ 乘る。 さっきの 男女 向 側へ 腰 を かける。 關 谷で 下車 車 を 辰 ふ。 

一番 先が しゃつ 一枚で 書物 を よんだ 男 其 次は楦 子の 下へ ハ ンケチ を 風に 吹かせた 男 其 次が 自分、 女と 男 は. 

後れて 來る。 

い、 路 なり 蘇 格 土 蘭 土 を 思 ひ 出す 松、 山、 靑 藍の 水。  - 

後から 四臺っ V き (是は 自分の すぐ 隣り の 中等 室に 家族 一 同 のれる 人) くる。 特等 列車のう ちで どちら 

へ 手前 は の 湯へ 參り ますと いった 男の 妻子 もく る。 大 網と いふ 所で 私 は 米屋で 御座います といって 仙臺 

平の 男が 呼びと める。 其 間に あとの 車が 先になる。 

やがてし やつ 一 枚の 男 は 撟の處 で寫眞 をと る。 余の 次の 室の 一 圑は松 家の 門口で とまる。 余の 車 は 美人 

の あとから すん く 行く。 男と 彼女の 距離よりも 彼女と 余の 距離の 方餘 程近し。 違 か 御供と 見える。 米屋 

の 所で 一 寸 御茶 を 一 つと いふうち に 叉 かの 女と 遠 かる。 余が 別 舘へ又 出掛る と 彼等 は 又 楓川樓 から 引き返 

す 客が 多くて 斷 はられた ものな らん。 

別舘 は變な 所な り。 只閑靜 とい ふの みなり。 米屋へ 入湯に 行く。 

〇 八月 J- 八日 

寶の 湯へ 行く。 きの ふ 見た 馬が 河原で まだ 草 を 食って るる。 白と 黑の 斑な 馬。 小 栗 宗丹か 曾我蕭 白の 書 

きさうな 變な 馬な り。 寶の 湯の 前に 石が あって 朱， 字で 千 葉 11 野 田 暫油產 地 何の某。 祌經 痛が 癒った とか 窖 

いて ある。 五 時 過 だとい ふのに 大 入で 這 入る 場所 もない。 小屋 掛中は 男 も 女も滅 茶々々 なり。 女の 隣へ 入 
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れて もら ふ。 尻から ぶく くと 玉が 出る。 是 湯の 湧くな り。 そばの 席に 一 人寐 てるる。 ごみ だらけ 也。 ラ 

. デゥ ムが含 まれて るると かいふ 話です と 女が いふ。 石 を 四つ 五つ 拉 ベて 御 由是を 一 つ 持って行かう 「御 止 

しなさい よ、 そんなつ まらない もの を。 第一 重く つて 仕樣が あり やしない」 「重いた つて 棄 車が 重い 丈 だ」 

余 は 「何に す るんで すか」 と 聞いた 「盆栽に あしら ふんです」 と 答へ る。 カル 石 ャラ斑 入ャラ あつたが 何 

れも 愚な つまらぬ ものであった。 夫で も 當人は 堀 出物の 氣で 河原へ 行って 探し出し たの だと 威張って るた。 

〇 晝 から 鹽の 湯へ 行く といって 出る、 米 星の 子愤馳 けて 來て 曰く 只今 東京から 一 一人 見え ましたと。 行 道に 

本店に 行く と 一 一人 は 湯に 入って ゐる。 夫 を 待ち 合 はして 一 所に 鹽の 湯へ 行く。 玉 星へ 電話 を かけて くれる。 

ぺ ン キの 箱の 樣な 宅の 三階の 角の 室に 通る。 時々 三階が ゆれる。 廊下 傳 ひに 湯に 行く。 一 町餘り 下る。 谷 

川の 岸に 湯 壷が 六 個 ある。 男 も 女も區 別な し。 入浴の 上 谷川で 頭 を 洗 ふ。 是公女 按摩 をと る。 

「按摩さん 何處 だね」 

「古町です」 

「按摩さん 御 亭主が あるかい」 


「おれ は 四十 六 だが 亭主に 持たない か」 

「おとつ さんに 持ち ませう」 


「山で つっころ がした 松の木で ろた、 樣な 女で も … … 人が 袖 引き や 腹が立つ」 

按廳曰く御金をためて柬京へ行って藝^！^を上けて歌を聞きたぃ。 按摩 歸る 時、 按摩さん あぶない ょ大丈 


夫 かいと 聞く。 大丈夫で すと いふ。 猶念を 押す と 按摩 は 階 子 段 を とんく と馳け 下りる やうに する。 驚ろ 

いたな あと 引き返す 

是公 宿る とい ふ。 藥を 忘れた ため 留る能 はす、 余 一 人歸 る。 薄暮 山 を 下る。 古町 を 外れる と 宿 の 番頭が 

搓ガ をつ けて 迎 にくる。 

下女が 御淑 しいで せう とい ふ。 蓄音機で もやり ませう かと 聞く。 蓄音機 を 持ち出して 一 時間ば かり 簡く。 

0 昨日の 朝 三位の 洞穴へ 行く 岩の 間に 茂る 其 所の 康 から 水が 垂れる、 夫から 階 子 段 を 下りて 愈 本式 

の 穴に 人る。 燭を點 け て 白 い 上蔽を 借り て 這 人 る。 

裏道 傳 ひに 姐 道 を 下る。 螢草、 夕貌， 蘆、 川柳、 葛の 間に 牛の 樣な岩 あり。 街道に 出て 引き返す、， - 咋日 

の 女 結 付草展 にて 男と 一 所に くる。 家に 歸 りて 足袋 を 穿き 洋傘 を 持って 八幡 樣へ 行く。 細長い 石 K 夫が 曲 

つたり たるんだ りして ゐ る。 上り 切る と 大きな 杉が 二 本。 逆さ 杉と いふ 螯端 書に ある ものな り。 見る とそ 

ばに 先刻の 女と 男が しゃがんで 納涼んで るる。 正 一 位 正 八幡宮 は 憐れな ものな り。 泉が あって 杉の 木立が- 

める 

八月 十九 日 

八月 一 一十一 一日。 S 來。 海苔 を くれる。 懐中 汁粉 を 食 ふ。 た、 み 顧 を もら ふ。 はな を敎 はる。 何遍 敎っ 

て も 分らす 場 役 手役 四 光。 靑短赤 短 凡て 說 明され て猶 分らす 

二十 一日 龍 化の 瀧。 秀、 須磨、 瀧 壷に 入り 冷たい とい ふ。 歸途 須卷の 瀧に 行。 三本の 湯 瀧。 力 ブト 被 

二 穴 三 
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る。 胸 をうた して 死んだ 人 あろ 由に て、 ある 婦人 突然 來り胸 をうた すの は 御. i^: しなさい とい ふ。 此宿 山の 

中に 一軒 あり、 御 出なさい とも 入らつ しゃいと も 云 はす、 帳場に 人が 居ても 知らぬ顔 をして るる。 さっき 

一 一人 連が 來た箸 だが とい ふと 分らない とい ふ。 白い 國子。 

二十 二日 妙 雪 寺の 常樂 瀧。 Z 書畫帖 にかけ とい ふ。 小僧 墨 をす り 出す。 (s、  K 、同行 七福神 を 買 ふ)。 

不得已 舊製を 詩 謹に 書く。 住持 出て どうぞ こちらへ とい ふ。 浴衣が けに 手拭 を ぶら 下 ゆた る 儘に て 逢 ふ。 

(高 尾のう ちかけ) 

晚 住持 書 畫帖を 持って 來る。 今朝 迄ぁづ かる  • 

^を 求むな し。 通く 來る。 NS と K 墨 をす る。 送 鳥 天 無 盡看雲 道 不窮の 句 を 書す 盡字を 誤って 迹に 作る。 

朝匇々 之 を 訂正す。 

宿の もの 記念に 何 か 書いて くれと いふ。 山 色淸淨 身と いふ 句 を かく 

〇 華藏院 

三百 坪 芝 原。 月見草、 芒 一 株、 疎 竹 

菜、 午蒡、 芋、 黄瓜 唐 もろこし、 

いちご、 获、 

ニト 四日 馬で 中禪 寺へ 行く。 尻いた む。 レ I キ サイド ホテルで 晝食。 又 馬に て 引き返す。 

胃 酸 わき、 膨満、 苦痛、 食慾な し、 湯に 入る、 益甚 し、 寐る。 瓦 斬 胃より 腸へ 逃る、 心地 也 淸野氏 


來り是 公と 會見。 對話 斷續聞 ゆ。 

一 一十 六日 輕 井澤より 豐野、 長 野に て是公 待ち 合 はせ る。 力石に 會ふ。 豐野 にて 下車。 きたなき 馬車 宿 0 

さう かと 思 ふと 護謨 輪の 車 あり。 . 巡査が 挨 する。 自働 車が 今 中 野 を 出た から 二十 分 待てと いふ。 自働車 

は 頭の 上に ズック を 張った ものな り。 田 を 疾馳す 向から 馬車が くる 時が 危險。 衝突。 馬車の 心棒 まがる。 

舟橋 を 渡る。 中 野 着。 二 頭 立の ガラ 馬車に 乘る。 段々 田舍 道に 入る。 心細くなる。 田 中の 人口に て 上 林 塵 

表閣の 主人 出迎 ふ。 車にのりて^i安在を過ぐ" 絕壁を 下りて 橋 を 渡る 

Oi の 一 一三 間の 道路の 兩 側の 一 ニニ 階相對 して 話が 出來 さうな り 風流。 女が 四 五 人手す りに 倚りて 下 を 見 

る) 橋 を 渡りて 叉 上る 山 を 切り開いた 道の 樣で 人氣稾 もな し 又 心細くなる 漸くに して 山の 中の 一 軒 家に つ 

く。 器具 布圑 座敷 思った よりも 淸潔 閑靜 心地よ し。 廣業、 晚霞、 橋 本邦 助、 (契 月、 一 章， の 銀 襖に 鹿、 

曲 江) 

〇 左右 兩 側に あやし けな 風呂 鼠色の 揮 を 見て 心細くなる。 湯 田 中に 着く と 木賃宿の 樣な なかに 立派な 家 

あり。 馬車 を 下りる と 護謨 車が ある。 心細くな るかと 思 ふと 心强 くなる。 トン チン カン の處が 夢の 樣 であ 

る 0  . 

〇 二， 1 七日 地獄 谷へ 十二 町 深く 入る。 河原へ 下り 〔る〕 と眞 中に 大きな 岩が ある 其 岩から 向 側へ 渡した 

橋 を 渡る。 

河原の 中から すさまじき 勢で 噴水の やうな 大きさの 湯が 縢る 

晚に 新橋の 桝田 星の 御 かみの 一 行が^^で義太夫會を開く由にて是公提灯をっけて聞きに行く。 猿 屋の亭 

二 六 五 
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主と か  >  虞 打の 由。 

〇 一 下 八日 午後 村 田 君 溢から 寫眞 機械 を 荷いで く  〔る〕 殘 念な 事 をした とい ふ。 水 瓜 を 持って 來 たら 途 

中で 落して 割って 仕舞った か ら 腹が 立った ので 皆 食って しまった 腹が 張って 仕方が ない とい ふ。 

今夜 は 諸君 の爲 にわ ざく 義太夫の 連中が 溢で 開く 事に なった から 來 いとい ふ。 みんな を 呼んで 飯を盒 

はせ る 事に して 置いた から 一 所に 來て食 へ とい ふ。 

五 降 過 出掛ける。 杉^木 立の ある 祌 社の 處へ來 ると 水 瓜の 落ちた のが 散らばつ てるる。 田舎道 を 指して 

士  n 野に 似て ゐ ると いふ。 

津幡屋 の 1 一階へ こっちから 持って行った 鳥 を ひろけ て 朝鮮の 石 鍋で 食 ふ。 四十 恰好の 白扮 もっけた 婆 さ 

んが 挨拶に 來る。 村 田 君に 聞く と树 星の 御上 だとい ふ。 俄の 時刻が 遞 いので 失 鐘して 隣で 食った とい ふ。 

& つたす ぐ あと は聲が 出ない。 大様さん 杯 は 滋養物 は靈 食べ て 晚は菜 紫に 卵 を かけた の を 食って 養生 をす 

るから 七 卜 0 つ の 今 日迄聲 に は 少しも 變 りはありません。 た，. t 耳が 遠くな つて 三味が 聞えない ので 時々 調 

子 を 外す 云々。 えて 屋の勝 公と いふの が 挨拶 是は此 座の 眞 打で 眼の 細い 鼻の かたまった 趣味の ない 色男 

. である。 村 田 君 は 君 は實に のんき だね、 うちが あんなに ごた ついて ゐ るのに 此んな 所で 淨^ 璃 など を 語つ 

てと いふと 勝 公 はえへ A と 笑って るる。 あなた も寫眞 を 御 やりです か 手前 も 大好きで すと 村 田 君の 器械 を 

いぢく つて ゐる。 又 奴と いふ 藝者 もく る。 面長の 女で 美人ら しいが 眼に 多少 足らない 所と 鼻の 拾 好が 余の 

好みに 合 はない。 三人 は 氣が氣 でない のです ぐ 隣り へ 取って返す。 三味線の 音が する。 始まった なと いつ 

て 鳥 をつ 、く。 仰向に なって るると、 勝 公が 表から 又 奴が 出ました と 知らして 吳れ ろ。 是は 美人 だからみ 

ん なが 聞かう と いふので 勝 公が 敎 へ たので ある。 Z は 合切袋 を 提け余 は卒野 水に 藥 をのむ 湯 を 入れて 隣 へ 


行く、 又 奴が 三十 三 間 堂 を 奇麗な 聲で 語って 入る。 けれども ちっとも 力が 這 入って 居ない。 それから 升 田 

g の 御上の い、 人と いふ 藝名洪 泉 fr おの 御所 徵 になる。 是 も辨慶 上使な ども やる に は 無理な 貧弱な 語り口で 

ある。 其 次が 御上の 安達が 原 是 はい/, 人より はまし である。 次 は 勝さん の 寺子屋 一 寸ぅ まいの だが 途 

中で やめて しまった。 白い 廨の 着物に 夜の 嬋が來 てと まった ので 御 客が 笑 ふ。 仕舞が 堀川の 懸合 であろ。 

三味 は 六 代目淸 七と いって 文樂 てい、 所を彈 いてる たの を 連れて 來 たの だとい 〔ふ〕。 是は 本式の 黑 人で 

ある。 是が つれび きがない からと いふの を 村 田さん が 無理に 勸 めて やらせた ので ある。 役割 は 母 桔梗 

(勝 公) 與次郞 (洪 泉) 御し ゆん (树筆 御上の 事) 傳兵衞 御つ る (日 吉) 此日吉 とい ふの は 坊主 あ 

たまの 髭 を 短 かく 刈った 書生 見た やうな 男で ある。 村 田 君に あれ は 何です と 聞く と藝者 星の 主人です と 答 

ふ 0 

引き 慕に 赤い うちに 黑丸を かいて 中に 廓と 書いて ある。 廓と いふの は 湯 田 中に るる 人で 大夫 とい.，^ の 

たさう である。 

途中で Z が 指 を 出して 何 かやらなければ なるまい とい ふ。 是丈 でい 、か 指 を 一 本 ふやす。 村 W 君に 相 

談 すろ とさう さなと いふ。 g にして 村 田 君に 渡す。 中 入 頃に なって 村 田 君が あまり 馬鹿々々 しいから 十に 

, し て 置き ませう とい ふ。 何 聞いて やれば 嬉しがる のです。 さう して ほめて やれば 澤 山です。 私 は 祝儀と し 

て , なく 前から. S 關 係で 十 やって 置きました。 

十一 一時 頃 提灯 をつ けて 歸る。 

九月 4 '七日 

二 六 七 
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〇 鹽 原の 平 元 德宗師 に 依頼され て 原の 詩を統 にかく 

蕭條 古刹 倚崔 鬼。 溪ロ無 僧 坐 石 苔。 

山上 白雪 明月 夜。 直爲 銀螃佛 前來。 (妙 雪 寺 観蕩) 


〇 九月 一 一. H ハ日 正午 痔瘵の 切開。 前の 日 は朝パ ンと 玉子 紅茶。 晝は 日本 橋 仲 通りから 八丁 堀 茅場 町須田 

町から 今 川 小路 迄 歩いて 風月 堂で 紅茶と 生菓子。 晚 は麥餓 一膳。 四時に リチ子 ヲ飮ん で 七 時に 晚食を 食 ふ 

たが 一 向 下 前す る 景色な し、 翌日 あさ 普通の 如く 便通 あり。 十 時 頃 錦 町  一 丁目 十 佐 藤醫院 に來て 浣腸。 矢 

張り 大した 便通な し。 十二時 消毒して 手術に か、 る。 コカイン 丈に て やる。 二十 分ば かり か  >  る。 瘢痕が 

存外 かたいから 出血の 恐れが あると いふので 1 一階に 寐てゐ る。 括約筋 を 三分 一 切る。 夫が ち、 む 時 妙に 痛 

む。 神經 作用と 思 ふ。 縮むな とい ふ idea が 頭に 萌す とどう 我慢しても 縮む。 まぎれて ゐれば 何でもなし。 

部屋から 柳が 一 本 見える 風に 徭られ て 枝の さきが 動いて ゐる。 前の 家で 謠を しきりに 議ふ。 赤 像 瓦の 倉 

の 壁が 見える。 床に 米 華と いふ 人の 竹が ある。 北窓閒 友と かいて ある。 . 

夜 新內の 流しが くる。 夜番が 拍子木 を 鳴らして くる。 えい子 あい 子來 る。 

〇 一 一十 七日。 食事 パ ン半 斤の 一 一分 一 。 鶴 卵. 一 一。 ソッ ブー 合。 牛乳 は斷 はる。 岡 田が くる。 藤 村の 食後と 潯 

とい ふ もの を 買って 來て もら ふ。 晚に 東と 妻が くる。 

〇 二十 八日。 尻の 穴の 方の ガ— ゼを 取る。 今晚歸 つても い、 と 云った が 面倒 だから 一週間 ゐる 事に する。 


隣 は 洗濯屋。 …… へ 行くなら 着て 行かし やん せ。 シッ， くシ。 無喑 にうた をうた ふ。 少しうる さくな つて 

きた ぜと いふ。 隣が 洗濯屋で なければ い/' とい ふ。 さう 馬鹿に 见 える かねとい ふ。 洗濯屋 は 人間 かいとい 

ふ。 行 德が晝 過く る。 妻が よるく る。 妻に 富貴 紙と 卷 紙と 狀袋を 買 はす。 

〇 伊東 榮三郞 さんの 死んだ 通知に 對 して 吊詞を 出す。 

〇 二十 九日  - 

朝 囘餘の 時 尻の 瘡の處 をつ.' かる。 少々 痛し。 ガ —ゼを 少し 緩めて 見たら まだ 血が にぢみ 出す から 二三 

日 そっとして ゐな いとわる いとい ふ。 一 一三 日 すれば 出血しても 迷り はせ ぬから 構. はない とい ふ。 

看護婦 さんが 銀杏 返しに 結 ふ。 髮を結 ひました ねとい ふと、 へえい たづら を 致し ましたと 答へ た。 #^ を 

持って くる 時には 日本 服 を 着て きた。 どこかへ 出ます かと 聞く と、 いえ あたま を 結 ひました からと， 答へ た。 

夕方 洗濯屋の 物干に ある 一 列の 洗 ひ 物が まだ 乾かない と 見えて 物干から 突き出した 儘 それなり になって 

ゐる。 それが 暮色 を 受けて 薄 藍に 見える。 たっぷり 日が 暮れて 空の 色が 沈む といつ の 間に か 白い 色が 浮き 

出して 風に 瑤られ て ゐた。 

夜に 入って 雨。 毛布 一 枚で 夜半 寒し。 

〇 三十日 前夜の 引つ Jf きに て 雨 降る。 わびしき 日 也。 今日は 手術 後 五日 目 なれば 順當に 行けば 始めて ガ 

1 ゼを 取替る 日な り。 うまく 取り 替られ > ばい 、が。 

囘 診の 時 醫師 はガ ー ゼを 取り除け て 至極い、 具合です。 出血 も 口元 丈で 奥の 方はありません とい ふ。 

二 穴 九 
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〇 十月 一 日 

十 一 時 頃 浣腸？ 力 ー ゼを 取り 替 へる。 瓦斯 多量に 出る。 便 は 軟便に て少々 なり。 「出血 はありました か」 

と 聞く。 「是が 癒り 損なったら どうなる でせ う」 「又 切 るんで す さう して 前よりも 輕く 穴が 殘 るので す」 

心細い 事で ある。 「なに 十中八九 迄 は 癒る のです」 「三 週間 遲 くて^ 週閒 です。」 「括約筋 を どうして 切り 

殘 して 下から ガ —ゼが 詰められ るので すか」 「括約筋 は 肛門の 出 に や ありま せん。 五分 程 引 込ん でる ます。 

夫 を 下から ハ スに 三分 程 削り 上 ゆた 所が あるので す。 括約筋の 幅の 三分！ です」 瘡 のない 右の 方が 急に. は 

れて 苦しい。 床の 中で ぢ つと 寐 てるる。 あしたから 通じ をつ ける と 云って 腹の ゆるむ 藥を 一 日 三 囘に飮 む， 

〇 寐てゐ て 見て ゐ ると 前に ある 錄 瓦の 倉が 見える。 其 所に 打 釘の 大きな 樣な ものが 一 列に 三本と 山形の 下 

に 一 本 見える。 是は 装飾 だら うか 實用 だら うかと 考 へる。 装飾なら つまらない ものである。 實 W なら 何に 

な るんだら う。 あの 折 釘に 繩を かけて 上って 來て それで 仕舞に 其 釘の 股に 足 を 掛けて 家 根に 上れる だら ラ 

かと 色々 考へ る。 とうく 上れ さう もない と 思って あきらめる。 鎵 瓦の 前に 電線が 三本ば かり 風に ふら ふ 

らして 見える。 

〇 隣り の 洗濯 や は 自分の 椽 側から 三尺 許りの 所の 穴から 星 根へ 出る やうに なって るる 夫から 階 子 段 を 上つ 

て 物干へ 洗濯物 を かついで 出る。 小僧が 白い もの を擔 いで 物干 臺の所 迄 上って 行って 其 所へ- 1:4 り 出す と 上 

に ゐた大 僧が 白 い もの をぢ かに そ んな所 へ 置く 馬鹿が あ るか いと 云って いきなり 頭 を 張り つける。 小儈は 

だまって 白い もの を 一 つ 一 つ 拾って 籃の 中へ 人れ てるる 

〇 小さい 看護婦ば 群 馬の もの だとい ふ。 (大きな の も 群 馬で ある )o 名前 を 聞いても 云 はない から、 そわ 

ぢゃ 君の 事 を 群 馬縣と 云っても い、 かとい ふと、 よ ござんす と 答へ た。 今日 午のと きまた 聞く と、 石が つ 

きます とい ふ。 石 井、 石 川 色々 あけた が、 い、 えとい ふ。 仕舞に 石關 です とい ふ。 名 は ひゃく だとい ふ 一 


二三 四の 百 だとい ふ。 それから 御 百さん くと いふ。 大き いのは 都 丸し くだと いふ。 「2: の もの は みんな 

くの 字が つきます」 

十月 一 一日 

〇 昨夜から 粥 を 食 ふ。 昨日 か ら腹を ゆる め る 藥を吞 む 爲め今 日 は 通じみ-催 ふす。 診察 時間 前 故 我慢す る。 

陰。 冷やかた &。 

午 過 細君 車 を 持って 迎に來 る。 看護婦 一 i 宛 やる。 荷物 を 風呂敷に 包む。 袴 は 穿 かすに 合羽 を 着る。 

i 月 三日 

〇 便後辩 者に 行， きガ ー ゼを 取り 替へ る。 新ら しい ガ— ゼを 入れる 時 痛みが 段々 なくなる。 

夜小宮 岡 田 鈴 木が くる。 

十月 四日 

〇 朝 便通な し。 醫 者で 浣腸しても らふ。 

〇 昨日 山 本 (社の) が來て 文展の 批評 をして くれと 賴む。 

〇 胃 わるく。 酸 わく 樣子也 

〇 留守に 中 村 是公來 る。 

二 七 I 


二 七 二 

〇 朝 後架に て ひよ 鳥の 鳴聲を 聞く。 

〇 醫 者に 行く。 「今日は 尻が 當り 前にな りました。 漸く 人間 並の 御 尻に なりました」 と 云 はれる。 今日は 

便 後 K 門が はれて ゐ なかった からで ある。 

〇 歸 りに 牛 込 見 付 を 出る と、 市 谷 八幡の 方角の 森と 小石 川の-牛 天神の 森の なかの 木が 幾 本 か 焦 ゆた やうな 

色に 變っ てるる。 

秋の 影響 は 旣に梢 を 侵した のかと 思 ふ。 夫 だのに 人 はま だ 大：^ 單衣を 着て るる。 日 はかん く當 つて 目 

眩 ゆい 位で ある。 

〇 車上に て r 痔を 切って 入院の 時」 の 句 を 作る 

秋風 や 屠られに 行く 牛の 尻、 


y  dr  - 1 明治 四十 E 年 KHJ 以降 

〇 五月 六日の 晩に 市 原 君が 約束の通り 老妓の 話 を 聞きに 連れて行く。 小學 校の 先生の 樣な 服装 をして 鐵綠 

の 眼鏡 を かけて るる。 自分 は 拾に 袷 羽織に セ ルの 袴で ！ 所に 行く。 

途中 で 市 原 君は藝 者と いふか ら 少し は 奇麗 かと 思 ふとき たない の 許 寄って くると いふ。 ど うせ 御茶 を 挽 

いて ゐる のが 聞きに くるの だから さう でせ うと 答へ る。 第一 無擧 で、 今年 は 明治 何年 か 知らない のが ある 

とい ふ。 全 體何處 かと 聞く と 檜 物 W だとい ふ。 

吳服 橋で 下りて 少し 西へ 行って 右へ 折れて 夫から 又 左へ 曲って 丸 善の 高い 建物 〔の〕 見える 町へ 出て 

細い 露地 を 入ろ。 幅 三 2< ばかりの うちに 兩惻に 家が 拉ん でる る。 その 左の 一軒 だ。 

〇 上った 所が 卽ち 坐る 處で、 四疊に 長火鉢と 茶 簟笥が ある。 そこに 亭主 (八百屋の よし) と 神さん と 下女 

とこた 地つ 子 (？) がるる。 狹 くて 蟄 息し さう である。 此 所で 話す のかと 聞く とさう だとい ふ。 

〇 下地つ 子が 迎に 行く。 病氣で 寐てゐ ると いふ。 來られ るか 來られ ないかと 又 念 を 押しに やる。 今 御 膳 を 

たべて ゐ たと 下地つ 子が いふ。 夫れ 御 覽 といって 又迎 にやる。 とうく 出て 來た 0 顔の てらく した 赤ら 

顔の 面長の 女で ある。 髮の 毛がぬ けて 薄くな つてる る。 挨梭 をして、 こんな 話 は 堅氣の 人が 聞いても 面白 

くはありません とい ふ 0 

〇 神さん と雜談 をして 中々 話 をし ない。 そこへ 抱えの 藝 者が 歸 つてく る。 帶の間 か 〔ら〕 紙の 包 を 出す。 

御作が 銀 貸の i: 祝 俄 は 珍ら しいと いって 笑 ふ。 藝者は 女の 御 客 だとい つてい やな 顔 をす る。 女の 御 客 はい 

やな もの だとい つて 同情す る やうな 事 をい ふ。 何か藝 を試驗 されて いぢめ られ たらしい。 藝者 は揚に 行く 

二 七 III 


二 七 四 

〇 御作 はとうく 話 を 始める。 宫 崎の 泉亭 とかい ふ 家で 引かされて カゴ 島で 大きな 家 を 持って 三人の 下女 

を 使って 奧樣に 仕立て 上 けられる 時から 〔の〕 話で ある。 旦那 は鑛 山の 持主で 十 一 の 時から 洋行して ト何 

年と か 英國に ゐた人 だとい ふ。 耶蘇 敎だ さう-である。 耶蘇 敎が藝 者み」 受出 すの はどうい ふ もの だと 聞いた 

ら ffi 蘇に も 色々 ある。 日本に も 禪宗ゃ 日蓮 宗ゃ眞 宗がぁ 〔る〕 や- フな もの だと 答へ たさう だ。 

〇 書物 は 旦那が 讀 んで是 なら 好い と 思 ふ もの を讀ま なければ ならない。 朝 は 六 時 夜 は 十 時に 起きたり 寐た 

りしなければ ならない。 

〇 西 鄉の畫 を 額に して 掛けて 叱られた。 銀杏 返しに 結って 叱られた。 車屋 を 車 やさんと 呼んで 叱られた。 

下女に 御 何と 御の字 をつ けて 叱られた。 薩摩 言葉 を 使 はなければ ならない といって 叱られた。 

〇 其 内堀と いって 自分と もと 關係 のあった 男が 自分 と 日 一 那の間 を 離間し てし まった。 ある 日 飯 を 食って る 

ると、 手紙が 来た。 至急 中 人 候、 …… 大阪へ 立て、 小生 は 何日 午後 六 時に 行く。  11 手紙 を 讀んで 飯 を 中 

途で やめた。 是は 自分の 氣を 引く 爲と 思った から 支度 も 何もし なかった。 且那は 約束の 時に 來て 玄關 から 

上る 時、 何ラ せかうな る 事と は 思って ゐ たと 云った。 上って 支度 は出來 たかと いふ。 支度 はしません とい 

ふ C 金 を 五 百圓 出し た 鬼 に 角是 を 以て 此 家の もの は 持てる 丈 持って 大 阪へ歸 つて 擧 校へ 入るな り 何なりし 

ろ。 其 内 何う かする とい ふので ある。 自分 は棄て られ ると い ふ 疑念 も あつ たが 年が 若 いから まだ 外に も い 

い 旦那が 出来る とい ふ 慢心 もあって、 とうく 云 ふ 通りに した。 其 翌日 旦那が 歸る 時、 後 姿 を 見て ゐ たが 

急に (玄關 から 門 迄 石 S 舗いて ある 道) 其 あと を 追 かけて 外套の 裾 をつ かんだ。 旦那 はふり 拂 つたなり 後 

も 見す して 行って 仕舞った。 夫から 內へ 引返す と 急に 悲しくな つて 泣いた。 下女に ブラ 〔ン〕 デ ー を 買 ひ 

にやって 飮ん だが、 むか 付いて 飮 めない。 緣 側へ 出て 吐いて 仕舞 ふ。 

〇 大阪へ 行く に は 定期船で なければ ならぬ とい ふ 旦那の 云 付で ある。 荷物 は 夫々 片付けて 三人の 女中のう 


ち 一 人 を 伴に して あと は 暇 を やる。 庭に あった 九 年 坊や 夏!，" 柑ゃ 凡ての 柑類を 大きな 籠に つめた もの 迄 荷 

作りした。 

〇 船に のる 積で 宿屋へ 行く と 其 所で 琉球通 ひの 朝日 丸の 事務長の △ さんに ひよ つくり 出逢った。 や あっと 

いったが、 自分の 服装が 白 襟で 襟な しの 御 召に 紋 縮緬の 羽織な ので、 無遠慮に 口 を 利いて い、 のか 何だか 

分らない ので、 少し， まごつく。 すると 酒 を 飮んだ 勢で 室へ 這 入って 來て、 話 をし 出して、 御酒 は 如何です 

坏と いふ。 頂きます とい ふと 夫から 酒の やりとり をした。 下女 は 驚ろ いた ひ 夫が あとから 新聞に 出て、 其 

事務長と 譯が ある やうに 書かれた の ださう である。 (旦那の 分れる 時， 是 から 先 また 御前が 藝者 をして In 

處 かで 廻り 合ったら 妙な もの だら うなと 云った さう である) 

〇 船 は 上等へ 乘る。 ベ ッドが 四 ある 5 ち 一 つ を 女の 西洋人が 占領した (日本語の 出來 る) 神戶へ 近くな つ 

た 時、 食堂 へ 出る と 同じ 上等に ゐた 役者と <K 卓に 就く 其 時 役者 は 御作 を 通 辯と 間違 へ て あの 異人さん は 何 

處 の 人です かと 聞 い た。 段々 話 をして 大阪 の^の X X 町の あまきの 子 だと い ふ 事が 分 つ て 、 懇意に なつ て、 

神 戶の常 磐で 一 所に 锁を 食って 梅 W で 分れた。 

〇 あまき へ來 て、 目ば かり 出して、  < ) ちら S 娘さんの 御作さん から 言 傳を賴 まれて きました といって 母の 

氣を 引いたら 母 は 今でも 御作の 事 を 心配して ゐる やうであった から、 り 物 を 取って 挨拶 をした。 (板 野 

へ 行って 喧嘩 を 仕掛ら れる。 前の 話 を しらないので よく 分らす )o 金 を やって 手を切る。 

〇 兄から 前 田の 方の， 片を つけろ と 云 はれる。 手紙 を 出しても 電報 を かけても 返事が 丸で 來な いので 巳 を 得 

す又宫 崎へ 出掛る。 旅 星へ 治って 樣子を 伺って ゐ ると 前 田 は 堀の 家に ゐる。 けれども 何う しても 會 せない。 

其 內彼は 立って しま ふ。 懐中 は 無になる。 又藝 者になる o 喜樂 とい ふ 料理屋の 裏に 下女 を 使って ゐる。 す 

ると 牛乳 星の 何さん から 呼ばれる。 其 所の 夫婦が 丁重に する 旦那が 神 戸の 八十 七 番の總 支配人で 金山 を賈 

.  二 七 五 


二 七 穴 

ひに 來てゐ るの ださ、 フ で、. 一 返 行く と 祝儀 を 五圓づ 、 くれる (其 頃 は 三む 錢か 五十 錢)。 夫が 一 週間 程つ 

づ いた 後で、 牛^屋の 夫婦から あの人 を 旦那に しない かとい ふ 云 ふ 相談 を かけられる。 應 する。 すると 此 

男が 又 外の 藝 者と 關 係 をつ ける。 さう して 一 所に 芝居へ 行く。 其 頃の 宫 崎の 芝居 は 田舍の 小尾掛 である。 

御作 は 酒み」 吞 んで髮 結と もう 一 人の 藝者を 引き連れて 喧嘩に 行って 彼等の 隣へ 席 をと る や 否や 彼等 はすぐ 

席 を 立って 土間に 入る。 夫で 御作 はやけ 酒 を吞ん で、 舞 臺で何 をして ゐ るか 何だか 分らない の-たが、 何と 

かいふ 役者が 奇麗 さ うだった から、 あいつ を 買 つて やらう とい ふ氣 になって、 芝居が はねたら 來られ る か 

と 聞いたら 上ります とい ふ。 夫から ぐ でんく になって 家へ 歸 つて 寐 てるる と 朝 眼が 覺め ると、 傍に 寐て 

るるの が、 黑 あばたの しつ つりだら けの 奴で 久留米 緋の變 なの を 着て 淺黃の 垢 だらけて 兵 兒帶が 枕元に あ 

るので、 愛想が つきて 仕舞った。 すぐ 家 を 飛び出して 湯に 入った。 

〇 夫から ある 座敷へ 呼ばれる と 客が 夜具 を 被って 寐てゐ る。 聞く と 御前に 顔が 合 はされ ない 人 だとい ふ。 

卽ち 牛乳 星の 周旋した 男で ある。 仲直り。 其 男が 御作の 家へ 這入り込んで、 洋服 を 作る、 香水 を 買 ふ、 何 

でも 金を使 ひ 放題 使って、 さう して 御作に 拂は せる、 御作 は 我慢して 拂 つてる るう ちに 素寒貧になる。 其 

内 警察へ 呼び出されて、 彼女の 家に 居る もの は 詐欺師の 嫌疑の ある もので、 神戶を 調べても そんな もの は 

るない との 事、. 今 引き 上け るに は 少し 證據が 足りない が、 もう 少しす ると 拘引 するとい はれた。 御作 は 苦 

しい 仲から 金 を 三十 圓 出し て、 あなたの 世話になる 積で ゐ たが、 到底 さう いふ 譯に 行かない から 是 であな 

たは 何う でもなさい といった。 其 時 彼 は 詐偽師 だとい ふ 事實を 御作に 告白して、 然し 女の 金な ど を どうす 

る 積で はない、 金山 をた， >r 取って やる 積で 來 たの だと 告 ゆた。 御作 は 夜の 二 時 頃 彼 を 延岡迄 立た して、 途 

中 迄 送った。 夫から 警察へ 出て、 うちから 繩付を 出す の はい や だから 斯々 したから 必要なら 延 岡の 方で つ 

らまへ て吳 れと告 けた 0 


〇 御作 は 丸で 賣れ なくなった。 檢事 正と かの 何とかい ふ 人の 所へ 注って 百圓 借して くれと いふと、 何う も 

職掌 柄 こまる から 己の 妻に 賴んで 見ろ とい ふ。 酒 を 吞んで 其 人 の うち へ 出掛けた が 這 入れない 、飮み 直し 

て 行 つ て も 這 入れな い 、 三度 目 にとうく 這 入る と 來客中 だから 今に 都合の い 、 時 を 知らせる からと い ふ 0 

家へ 歸 つて 待って ゐ ると 知らせが 來た。 細君が いふに は 十 や 一 一十の 金なら だが 百圓 となると 女の 金で はな 

い 亭主の 金 だから 一 寸證文 を 入れて 呉れと いふ。 11 夫から しばらくして 座敷へ 出る と 例の ァ バタの 撿事 

正が るて、 其證文 を! t して 吳れ た、 其 代りい ふ 事 を 聞かなければ なら なくなった。 所が 其 證文は 細君の 許 

諾 なしに 亭主が 盗み出した のであった。 それで 其 家に は 風波が 起って 大 變な騷 動に なった。 

〇 御作 は是 がた め 盆 賣れ なくなった。 どうしても 述け 出さなければ ならない。 熊 本へ 行か、 フ とする が 旅費 

がない。 ある 最貭の 客が 藝者を 上 ゆて るる 所へ 行って 事情 を 話す と 紙 入に あった 十五 圓を 吳れ た。 夫から 

其 人に 熊 本の 落 付く 先 を 知らせたら 役場から 謄本 を 取って 送って 吳れと 頼んで、 車夫に 熊 本 行 を 相談す る 

と 三日 か、 る、 其 上 あと 押が 入る。 さう して 四十 圓 でなくて は 不可ない とい ふ。 四十 圓 でい > からと いつ 

て、 太 神宮へ 參詣に 行って くると いふ うそをついて 宅 を 出た。 (長さ 三百 間で 靑 竹の 中へ 藁 をつ めた やう 

な 橋 を 這って 渡る 話 あり。 どこの 事 か 分らす、 果して そんな 所が ある や 疑問な り 河 合 又 五郎の 屋敷 あと を 

見た とい ふから 人吉の 方で も 通った 事なる べし) きたない 宿 星で 車夫と 同じ 部屋に 寐 たり、 寒くて 路傍の 

枯枝を 焚いて 暖を 取る。 

〇 熊 本の 春 日へ 三日 目の 夕つ く。 吳服 町の 梅の 星と いふのへ 車屋が つれて 行く。 けい 養 を 頼む。 一 一本木の 

市 幾と いふの が來て 三年で 千 一 ー百圓 出す とい ふ。 手つ け を 一 一 百 圓貰ふ 約束 をす ると、 後から 淸 川と いふの 

が來 て、 千 五 百 圆 出す、 市樂の やうな 小さな 所では 損 だとい ふ。 婆さんが 二百 圓 置いて 行って くれる。 車 

夫に 六十 圓 やる。 衣 もの を斿へ る。 市 樂と淸 川の 爭 になる。 車に 乘 つて 行く と 市樂へ 引き込め とか 淸 川へ 

二 七 七 


二 七 八 

引き込め とか 大 變な騷 ざで あ る。 淸 川の 方が 手前に あるので とうく 其 所へ 這 入 つて 仕舞 ふ。 

〇 儉查に 行けと いふ。 段々 聞いて 見る と 一 一枚 鑑札 だとい ふ。 どうれ で 相場が 高 過ぎる と 思った さう である 0 

所が 夫に は 親元の 印が いるので 淸 川が わざく 大阪へ 出掛けて あまきに 掛合 ふと、 常人が 承知 だから 仕方 

がない やうな も S- 、 、 他日 もし あの 時に 判 を 押して 吳れ なかった ならと 恨む 時機が 來 ない とも 限らない か 

ら是 許り はどうしても いや だ 〔と〕 云って 承知し なかった 

〇 其 内 梅の 星の ものと 懇意に なって 親子 見た やうな 11 柄で、 梅の 屋にゐ て贅澤 をい つて 募す やうに なった。 

そ- 〕 へ來る ある 豪家の 爺さん。 天神 さまの やうに 白い を はやして るる 御爺さんに 世話 を さ：^ る。 

〇 女 芝居 を 見に 行く とどう しても 女と 思へ ない 役者が ゐ るので、 念 暗し の 爲め其 役者に き はせ ると 御德さ 

んと いふ 矢張り 女であった。 其御德 さんが 馬鹿に 氣に 入って、 御馳走 をしたり 祝儀 を やったり すると、 御 

德さ ん に附隨 した ものまで も 引受けなければ なら なくなった。 夫で 例の 白い 髯の 御爺さんの 所へ 汽車の 使 

で 一 日に 二度 も. 三度 も 小 使 を 請求す るので、 御爺さん もとても 續 かないと いって 斷 はって 仕舞った。 

〇 今度 は 陸軍 の 病院 長 とかの 何とかい ふの が 妾 を 探して るるとい ふので 月 三十 圓 (三十 圓 では 宿の 拂 にも 

困る 一 圓ー 一七 錢の 上に 晝飯は 別 だから) で 雇 はれる。 所が 其 男が 一 ヶ月ば かり 來て、 月給 を吳れ すに 影 を 

見せ なくなった。 幾何 尋ねて 行っても 逢 はない C それから 車夫 を かたらって、 夜 病院へ 行って、 門 を どん 

く 叩いて、 急病人が あるから 開けて 吳れと 怒鳴らして、 婆さんが 門 を あける や 否や 中へ 這 入る や 否や 奧 

へ 行く と 例の 男が ベッドの 上に 寐てゐ て、 御作の 顏を 見る や 否や 逃け 出さう とした。 そこで 逃すまい と爭 

つてる るラ ちとう く 何處 かへ 逃 ゆられて 仕舞った。 御作 は 無論 醉拂 つてる た。 其處 に ある 硝子 戶 をめ ち 

やめち やに 壞 して、 中に ある 木 を 出して、 滅 茶々々 に扯き 破った。 隣から 憲兵が 來 たが、 何しろ 泥醉 して 

るる 〔の〕 だから 仕方がない 縛って. 床の 上に 寐 かして 置いた。 朝 眼が さめる と 御作 は 紙屑の 中に 寐てゐ た。 


彼女の 扯き 破った 書物の 代價は 大分な ものであった さう だ。 彼女 は 憲兵と 談判 をした。 あなたが 證 人に 立 

つなら、 引き取る と 云ったら、 僕 は 憲兵 だから 役目 上 どうも そんな 證 人に は 立てない が、 僕の 友人に 十 時 

とい ふ 曹長が ある。 其 人を證 人に 立てる といって、 十 時 を 呼んで 來た。 是は柳 河の 家老の 家と かで 曹長で 

も 家 はい 、 の ださう である。 其 十 時が 僕が あなたの 顔を立てる やうに する からと いふので 一 先づ 梅の 屋へ 

歸 つた。 

〇 卜 時が 紙へ 百圓 包んで 持って 來て是 で どうぞ 勘辨 して 吳れ と賴ん だ。 夫から、 全體 あの 男 は 月給 を 四十 

五圓 しか 取らない、 夫で 三十 圓の 妾が 置け る 害がない の だから、 そこ を 調べ ないで 無喑に 妾に なった のが 

惡 いんだと いった。 能く 聞く と 病院 長 か 何 か 知らないが 何でも 出店の 病院の 長ら しいので ある。 夫から ト 

時が 憲兵と 病院 長、 御作 を 呼んで 料理屋で 御馳走 をして、 盃を 廻して 夫 を 割って 此で 結末が ついた と 宣告 

して 落着 を告 けた、 し 

〇 所が ある 時 ト時か 三 卜 圓金を 送って 來た。 變 だと 思って ゐ ると， 料理屋から 呼びに 來た。 さう して 自分 

が 仲人に 這 入 つて 置きながら、 こん な 話 をす るの はまこと に 變なも の だが とい ふ 相談で ある。 然るに 十 時 

はチ ン の 樣な顏 をして ゐる。 十 時 は 御作 を 妻に 貰 はう とい ふので ある。 

〇 さう かう する うちに 相撲が 來た。 梅の 屋には 友の 平 だの、 白 猫 だの 梅 垣 だのと い. ふの がと まった。 白 猫 

とい ふの が 顔 はよ かった が、 梅 垣と いふの が 可愛らしかった。 其 梅 塩が 宿の 神さん に、 あのうつ くしい ね 

えさん の 室へ 酒と #を 持って行って 飮 みたい と 申し込んだ。 御作 は 相撲 は 嫌 だから 斷 つたが、 宿の 神さん 

が 折角い ふ もの だから、 承知したら 大きな きたない 奴が 無喑 にやって きて、 威 茶々々 に 食ったり 吞ん だり 

する。 御作 もつ ぃ飮ん でへ ..、 レケ になって 寐 てるた。 夜中に 眼が さめて 寐 返り をし やうと すると 後が つか 

へて 動く 事が 出來 ない。 見る と 梅 垣が そばに 寐てゐ た。 起き やうと すると， まあ 傍へ 寐る 位勘辨 しろと か 
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何とか 云って ゐる。 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 

〇 あくる 日 梅 垣が 今日は 筏 敷 をと つて 毛. を 敷いて 御 酒と 辨當を 用意して 置く から、 是非 見に 來て くれ、 

さう すると 己 も 張 合が あって 勝てる からと 賴んで 出て 行った。 御作 は 芝居 の 話 を 聞 い て 面白 さう だった か 

ら、 宿の もの を 誘って 芝居へ 行って 梅坦 などの 事 は 忘れて るた。 すると 相撲の 方で は 梅 垣が ちゃんと 用意 

をして あるのに 御作が 來 ない、 夫で 負けて 仕舞った。 

〇 御作が 餘念 なく 舞臺を 見て るると、 突然 梅 垣が 來て 襟が みを捉 へて ！ 寸來 いといって 恐ろしい 權幕 をす 

ろ。 みんなが 此方 を见 る。 今に 歸 ると 云って 歸 したが、 宿の ものが 歸 つたら よから うとい ふので 歸 つて 見 

ると、 己に 恥 をかゝ したから、 みんなの 前で 今日は 相撲へ 行く 笞 だった けれども、 誘 はれた ので 已を 得す 

芝居へ 行った の だと 證首 しろと いふので ある。 御作 は 其 通りに したら 相撲 取 は飮ん だり 食ったり して 一 一本 

水へ 行つ く。 梅 垣 は 大分 金を使った。 其う ち 相撲が 御 仕舞に なって、 梅 垣が 熊 本 を 引き 上 ゆる 時に、 慕の 

內に 入ったら 是非 女 121^ にす るから、 何處 にどう 流れて 行かう と 居所 だけ は 知らせて 吳れ ろ。 と 云って、 西 

洋 の護讓 楊子と 縮緬の 罩衣 を吳れ た。 御作 は藝 人から た ，之， S 只 ふの は 厭だった から 縮緬の 長 繡紗を やつ 

た。 すると 梅 垣 は 毎日の やうと、 今日は 何處で 興行 今日は 何處で 奥行と いふ 音便 をす る、 御作 は 惚れた 譯 

でもない ので 丸で 返事 をし なかった。 すると、 今度 は 梅の 屋へ 向けて 御作 はま だるる かとと か 何とか 聞き 

合せて 來た。 

〇 御德の 女優が 長 崎へ 行く 事に なった ので 御作 も 一 所に 連れて行って 吳れと 賴ん だ。 御徳さん は 引受けた _ 

長 崎へ 行く と 一 行中の 立 御山の 阪 東三津 五郎と いふの が病氣 だから、 小 紫の 役 を やってくれ ろと いふ。 宜 

しいと 引受けて 阪 東三津 五郎と いふ 旗 を 後ろ へ 立て ， 市中 を 車で 乘り 廻した。 愈舞臺 へ 出て 見る と鬓で コ 

メカ ミを 締められ るので、 苦しく つて 卒倒し さう になる。 ！ 日 丈で 御免 蒙って、 とうく 又藝者 〔に〕 な 


つて 一ち 子と いふ 名で 出ら。 

〇 其 時 長 崎へ 雁 次郞の ！ 行が 來た。 もと/ \ 知り合 だから 家へ 遊びに 來て 花ば かり 引く。 雁 次郞の 弟子 だ 

か、 男 だか 滅 茶々々 に盒ひ 漠す。 さう して 引 上 ゆた あと はスッ テンく となる。 大晦日に 餅 もっけない、 

正月の 煑 しめ も 出來 ないで 弱って 塞いで みる。 呉服屋が 拂を とりに 來る、 n マ カイの がない とい ふ。 御 釣 

が あると いふ。 コ マ カイの がない のに 大きい のが あるかと 怒鳴って やつた。 する 物產會 社と かの 御 客が 偶 

然 御作 どう だと 門口から 這 人って 來た。 此 ていたら くだと 話す と (彼女 は 所持品に 悉皆 封印 をされ て、 身 

代 限り をして ゐ たので ある) 御 客が 金 を 四十 圓 くれた。 其 金で 餅 を 買 はして、 酒 を 買 はして ぐいく 飮ん 

でるた。 正月の 十六 日に 又吳服 星が とりに 來 たから、 何う です 新う してる て は 何時 迄 立っても 借金 を 返す 

譯に 行かない の だから * もし 借金 を 取らう とい ふなら、 稼け る やうに して 吳れ ないかと いふと 吳服 屋も尤 

だとい つて 衣服 を搏ら えて 吳れ た。 漸く 座敷へ 出られる やうに なった が、 さて 些とも 寶れ ない。 何う する 

事 も出來 ない。 仕方がない のでとう く 大阪へ 云って やる と、 兄が 五 百 II 持って 出て 來た。 千圓 以上の 借 

金 だけれ ども 夫 丈 あれば 何う にかなる ので 萬 事 は 兄に 任せて 自分 は大 坂へ 歸 つた。 (其峙 例の i 呂 崎の 詐^ 

師 〇〇〇〇〇 が 丁度 懲役から 出た 時で、 大阪の 方 を だましに 行って、 御馳走 を させて、 うまく だまし.； ：o) 

： 1« ひ rs〇nne  sur 1;err ひ ne  F-cut;  aimer  la  campagne  autant;  que  moi,  ^crlt;  weethoven  J-alme 

un  arbre  p-hls  <JU-un  tlomlne.--  Chaque  jour-  k  .vlenne,  il laisait le  tour  de  remparts.  A la  cam- 

pagne, cSe 1-aurore  d la  nuit,  il s ひ promenait  seul,  sans  daafsau,  sous  le  soldi, ou la  pluie. 

aic 

- - T\jut-Pouissant ! — Dans les げ ois 】 ひ suis  1  tieureux.  .oans  Iffis  t-ols  1 013_.  cuaque  artnre 
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OI.HMr.  :  Je  I.  11  et  〕e  I  I  0,  ale 醫 lu 一  .1! 

げ！： r ま ぽ la  I  :1a ま de la  CIdie,:  SI  .  dit  en  I,  -  dii :  de la 

t;rag ふ die  de  sa  vie. 

art  doit  se  coil  ^  rllioraf  dv 一  sort  des  pau 碰 ：：： 

「 に a、s.it;- ヒ <-l^ ョひ S ^した。 自分 は A と 同じ 蚊帳の 中に 枕を幷 ベて 

■ 女の 顔の 變 化する 事。 「どうも 不 甲.^ 議 たよ」 と A 力 云む H  /  ,  { 

寐てゐ たので ある。  ，， ： つ t、  ，t 'り： こか 5SW して US- る 〔と〕 六 七 翁の 時の 事で あ 

B それ は 僕の 幼少の 頃であった。 自分で はいくつ 位 力 分らな. -カ E 定ー 昇 

る。 僕 は 父と 母と 喧嘩す る 聲で每 晚眼を さました。 

釅乞 食の 湯 馬 

騸日 光馬 

函篮 素人 義太夫 


■ 「何 君 ダリヤ だの 朝貌 だなん て 一時の もの だからね。 本當の 盆栽で なくつ ちゃ 貫目がない。 僕が 何故か 

う 盆栽 好に な つ たか 其 起り を 話さう …… 

黼九時 三十 分の 青 森 行。 「中等 は 込む かね。 …… 」 上等へ 乗る とたった 自分ぎ りで ある。 煽 風 器。 食堂へ 

行く。 女と 男。 

B 酒 を やめた X は 河童が 陸へ 上がった やうな 顔 をして 默 つてる ろ。 (あとな し) 

國 始めて 男と 寐た女 曰く 

始めて 女と 寐た男 曰く 

酾乃木 大將の 事。 同 夫人の 事 

■ すしの 食 ひ 方。 眞劍の 勝負の 時の 心得 

翻 書畫屋 の惡德 

〇灑 の 川邊に ゐる贊 物作りに どんな 畫 でも か、 せる。 それが 七圓 位、 表装が 二三 十圓。 夫 を 田舍へ 持つ 

て 行く。 一人が 舊家 などへ 入って 所 藏の幅 物 を 見て 本物 を 散々 けちをつける。 其 あとへ 贋物 を 持ち込ん 

で 本物と 引換える。 さ 5 して 本物 は 東京で 高く 寶る。 

〇 大 坂で は 地 面 を 買 ふと 同じ 心 得 で 書畫 を 買 ふ。 

〇 滅多に 藏幅を 表具師な どへ は 託されない。 すぐ 寫しを こしら へる。 さう して 本物と 稱 して 寶る。 

〇 東京で も 玉 堂は雅 邦の 一一 セを昔 大分 描いた さう だ。 玉 淵 は 玉章の 二 セを 摘ら へ たさう だ。 夫でなくて 

も 熟 頭 位な 人になる と 表具師 か 書畫屋 から 釣られる。 銑な ど を 持って来て 先生 何 かかいて くれと 云って 
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其禮に 五圓位 くれる。 先生 大 得意で こんな 事 を 繰り返す うちに 書 畫屋と 親み が出來 る。 ：M (時 先生 是を 一 

枚寫し て くれ 杯と 頼ま れ る。 正直な 熱 生 は 惡 い 事と 知らない か ら すぐ 引け 受け る。 書 畫星は 夫 をす ぐ 本 

物と して 高く 賫り 付け る 0 

〇 まだ 玉章の 尺八が 三十 圓 位の 時分、 地方 か 〔ら〕 書 畫屋を 媒介に 何 か 描いても らふと、 あとから 苦情 

が 出て 實 はもう 少し 密な もの をと いふ 注文であった 杯と いふから， 能く 譯を 聞いて 見る と、 書 畫星は 周 

旋料を 取った 上 潤筆料の 大部分 を ハ ネ タ 上 三十 圓丈 玉章の 所 へ 持つ て 來てゐ る 事が 分る 

〇 箱 書 を かいて もらって 其 中に 偽物 を 入れて、 本物 は 別にうる 

〇 下條 I 雄 杯 は 本物へ けチ をつ けて、 人 を 遺って 散々 にこな して 買 ひ 取って、 夫 を i 吕 内省 ゃ何 かへ 高く 

賣 りつけ る。 

〇 書晝 星が 晝の 相場 を つ け て 無喑に 高く す る。 さ うして： K 利 盆 をし める。 畫 家が もし 夫 を 排斥す ると、 

新畫の 市で 其 人の 畫を踏 倒して 相場 を 下落 させて 復饕 をす る。 

〇 ある 大家が 實業 家から |g をた のまれて かいたら 其 翌月 其 絵が すぐ 賫 物に 出て、 さう して 箱 書 をた のみ 

に來 た。 是は 儲ける ために 書いて もらった の ださう である。 


十 一 月 1 一十 九日 

〇 朝 ひな子の 墓參。 風强く 全くの 冬の 景色。 ち 5- れた 梧桐が 風に 吹かれて 枝 を 離れ やうと する。 十 時 過 車 

に乘 る。 妻、 擎子、 えい子、 あい 子、 行德、 岡 B。 音 羽で 植木屋に 合 ふ。 植木 〔星〕 は 先へ 行って 墓の 搽 

除 をす る 箸で ある。 彼 は 余の 車 を 見る や 否や 馳け 出した。 車と 一所に 馳け るの は 無理 だと 思ったら いつの 


間に かどん く 先へ 行って 仕舞った。 例の 苗 畠、 苗に は 你が添 ふて るる。 何の 苗 か 分らない。 

〇 棒のから 坊主に なった 下に 楓が 左右に 植ゑ 付けられて 黃と 紅との 色が 左右に うつくしく 映る。 

〇 依 撒伯拉 何々 の 墓。 安得烈 何の 墓。 舯僕 ギ ン の 墓。 其 前に 一 切 衆生、 悉有佛 性と い 〔ふ〕 塔婆。 枯木 

の 銀杏の 下に 銀杏の 楚が うづ 高く 掃き寄せられ て るる。 

〇 墓標がなくて、 土饅頭 も ある。 

〇 全權 公使、 、 、 、とい ふの も ある。 - 

〇 入口に 土 をなら して 新 墓地 を 作って るる 男が 鍬の 手 を やすめて 吾等 を 見た。 

〇 ひな子の 墓の 向 ふ も 土 をなら して ゐた。 

fi9Fslc 去年の 暮 から 晩方 少し 熱が 出る。 あくる 日になる と 下る ので 幼稚 圃へ 行く  (彼女 は 今年 

の 四月から 小 舉通ひ (明治 四十 五 年卽ち 大正 元年) コ タツに あたって 默 つて 居る (正月) 蜜柑 類 を 欲しが 

る。 熱 を 計る と 四十 分 一 一分 

〇 熱 下がらす。 何だか 分 〔ら〕 す。 心藏を 氷で ひやす。 

0 肺炎と きまる。 胸に 濕布。 

〇 脈が わるい ので カン フ ル をのむ。 癎癯を 起し 寐す 

〇 水蜜 を 欲しがる。 ほかの 菓物 ではい やとい ふ。 

〇 寐 かして くれと いふ。 どうしてと 聞く とねん くよ と 云って 寐 かせろ とい ふ。 

〇 奇数の 日で なければ 熱 は 下らす とい ふ。 

〇 其 時 冷やしつ ける と 危險だ とい ふ。 分離の 時が 肝要と いふ。 

二八 五 


〇 おもちゃ を 買って 來て やる 


二八 穴 


〇 十一 一月 三日 四日 新 富 座で 越路 太夫 を 聞く。 

三日。 あたま を あけて 見る と 接 敷から 有賀 長文の 顔が 見える。 妻に 話す としきり に 上 を 見る。 外聞が 惡 

いから やめさせる。 

歸 りに 猿 星の 前で、 小 露に あ ふ。 

. 四日。 土間に て 見物 六 人。 一間 置いて 隣り に 坊主頭の 爺さん あり。 時々 奇聲を あゆる。 出方が 客 を案內 

してく ると 大きな 聲を 出して 靜 かにし ろと 怒鳴る。 
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XE- は疵 のない 珠の樣 である、 Hi 無缺 然し 愁體に 曇りが ある。 乙 は 所々 に疲が ある。 けれども^ょ^ 


X 賠償 人に 毒 を 盛って 其 賠償 だと 云って 御馳走 を 食べさせる。 いくら 御馳走 を 食べさせ たって 毒 ま 消え 

る もので はない。 惠を 盛った のが 惡 いと 知ったら 何故 解毒 劑を與 へない、 若し 解毒 劑 がない と 知りな-から 

毒 を 盛るならば 自己の 罪 は 相手に 與 へた 結 菜に 於て 永劫 拭 ふ 事 は出來 ない ので ある。 たと ひ 解毒！： か ある 

- 一しても 毒 を 盛った 行爲は 永劫に 亡びる もので はない。 况んゃ御馳走を食はして置ぃてどぅだ泰ま^;:ぇ，.こ 

• と いふ 横風な 顔 をす る を や。 


X あなた は 子供の 出 夾た事 を 聞いた 時 非常にい やな 顔 をし ました。 夫から 生れた あと は 子， 共 を 可愛べ.， つて 

ゐ ます。 私 は 遠 ひます。 

其 苦 だよ。 御前 は 子供の 生れない 先から 子^の 脈 を 感じて るる 

X 道義 的 正當と 利害 的正當 

X 金錢 授受の 場合。 淨財 喜捨、 打算的 ならぬ 揚合、 翌日から くれ 手に 反對 しても よき 場合 

X コン ミッション を 云々 ス。 不公平の 念より 出る 嫉妬 心なり 

X 皮肉り 了せ れぱ 夫が と 5, の 詰りと 思 ふ。 豈 計らん や 人間の 性に はもつ とまと もの もの あり 
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〇 金力。 權カ、 腕力、 個性 力。 

〇 一 ーッの 異なる 世界、 ー點の 交渉。 觀察點 の 相異。 爭の源 因。 個人主義の 必要 

〇 

li ぬ 刷の 件 2 雜誌 注文の 件。 3 ス タンダ ー ドの件 


厳冬 高 節 古 

盛夏 綠陰新 


•  0  0  •  • 

綠陰迎 客去ノ 

0  0  •  0  0 

、碟影 送僧來 


紅 爐焰上 雪 華 飛 

1 點淸涼 除 熱 ：13 


衝開碧 落 松 千 c< 

截： 甌 紅塵 水  一 ^ 
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〇 ト丸日 朝 東京 驛發、 好晴、 八 時發。 梅花 的 蝶。 岐阜 邊 より 雨になる。 展望車に 外 國人男 1 一人、 女 五 人 

許。 七 時 三十 分 京都 着、 雨、 津田君 雨傘 を 小脇に 抱えて 二等 列車の 邊を 物色す。 車に て 木星 町 着、 (北大 

嘉)、 下の 離れで 藝妓と 男 客。 寒甚 し。 入湯、 日本 服、 十 時 晩餐。 就 棒、 夢 4n 沌冥 濛。. 

〇 二十日 朝 靜甚し 。硝子 戶の幕 を ひく。 

■ 東 山吹き さらされて、 虱 斛峭、 比 叙に 雪 斑 々o 忽ち 粉雪、 忽ち 細雨、 忽ち 天日。 

一 草亭 君來、 同畫 十五 六 幅 を 示さる。 鷄、 雀に 藍、 雀、 馬藝、 雀に 蘆、 椿、 皆 美事な り。 

此朝、 臥 牀中ー 號ニ號 三號の 戀を閬 く。 津田 君から。 「先生の 顔 は赤黑 い」 「あなた だって 同じ だ」 

「そんな 事 はない」 「夫で も 若い 時 は 綺麗でした か」 「え、 今より は」 「い、 え 他の 人に 比べて 綺麗で し 

たか」 「え、」 r ぢゃ 女に 惚れられました か」 「え、 少く とも 今兹に 三つあります」 云々 

三人で 大石 忌へ 行く。 小紋に 三ッ 巴の 仲居。 赤 前垂。 「此方へ」 「あちらから」 と鄭 寧に 案内す る。 舞 

が あるから 見る。 すぐ 御 仕舞になる。 床に 騫麥が 上け て ある。 薄茶の 席へ 通る。 美く しい 舞子と 藝 者が 人 

れ 交り 立ち か はり 茶 を 出す、 見惚れて るる。 佛 壇に 四十七士の 人形が 飾って ある。 菜 飯に 田樂が 供へ ある。 

腰懸 をなら ベた 所で、 霧麥の 供養が ある。 钳に 白い 巴 を 染め 拔 いた 幕。 

三年 坂の 阿古 屋茶 星へ 入る。 あんころ 一 つ。 薄茶 一 碗、 香 一つ。 木魚 は 呼 鈴の 代り。 座敷 北 向、 北 6> 側、 

山家の 如し、 絕壁" (柢 園から 建 仁 寺の 裏門 を 見て すぐ 左へ 上る。) 淸 水の 山傳 子 安の 塔の 邊 から 又 下 


る。 小 松 谷の 大 丸の 別 莊を 見る。 是も 北に 谷、 其 叉 前に 山を控 へて 寒い。 亭々 曲折して 斷の 如く 續の 如く、 

奇 なり。 石、 錦 木を植 ゑたり。 小樓に 上る。 吳春蕪 村の 畫 中の 人、 腹いた し。 電車に て歸 る。 晚食に 御 多 

佳さん を 呼んで 四 人で 十 一 時 迄 話す。 

二 トー 日 八 時 起る。 下女に 一 體 何時に 起る と 聞けば 大抵 八 時半 か 九 時 だとい ふ。 夜 はと 聞けば 一 一時 頃 

と 答 ふ。 驚くべし。 東 山 霞んで 見えす、 春氣 瞹瞇、 河原に 合羽 を 干す。 西 川 氏より 電話 可成 早くとの 注文。 

一 一人で 出掛ける。 去 風洞と いふ 門札 をく  V る。 奧 まりた る 小路の 行き 當り、 左に 玄關。 沓脫。 水 打ちて 庭 

澍 幽逮、 寒き 事 夥し、 床に 方 祝の 六 歌仙の 下耩 らしき もの。 花 屏風。 壁に 去 風洞の 記 を かく。 默 雷の 華藏 

世界。 一 草亭中 人。 御 公卿 樣の手 習 机。 茶席へ 案內 敷奇星 草履。 石 を 踏んで 咫 ：！< のうちに 路を 間違へ る。 

再び 本道に 就けば すぐ 茶亭の 前に 行きつ まる。 どこから 這 人る のかと 聞く。 戶を あけて 入る。 方 三 3< ばか 

り。 -ー ジリ 上り。 更紗の 布團の 上に あぐらをかき 壁に よる。 つきあけ 窓。 それ を 明ける と 松 見える。 床に 

守 信の 梅、 「梅の 香の 句 や 水屋のう ち 迄 も」 とい ふ 月並の 俳句の 贊 あり。 

料理 鯉の 名物 松淸。 鯉 こく、 鯉の あめ 煮。 鯛の 刺身、 調のう ま 煮。 海老の 汁。 茶 事 をなら はす 勝手に 

fe  く。 箸の 置き 方、 それ を 膳の 中に 落す 音 を 聞いて 主人が 膳 を 引きに くるの だとい ふ 話 を 聞く。 最初に 餓 

一膳、 それから 酒と いふ 順序。 

午後 二 時より 京 坂 電車 墨染 より 竹 藪 梅の 花 を大龜 谷、 兵隊 かけ 足で 二三 度 四 列 位の もの 行き過ぎる。 太 

閤 S 千疊 敷の 跡、 佛國 寺、 桃 陽圔、 左右の 梅花、 の 中に 道 白く 見 ゆ。 上 は 平ら、。 家 卜戶。 夜， 賈 つて 來た 

鐘 詰、 鷄、 ハム、 パン、 チョコ レ ー ト。 . 、ェ ル モット をのむ、 ュバト 豆腐、 萱 草の 芽の ひたしもの。 にて 傲 

を 食 ふ。 細君 曰く 大抵の もの は 食へ ます。 ゲン ゲ、 タンぶ、、 其 他、 夜 俎燧を 入れて 寐る。 自分の 今の 考、 
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無我になる べき 覺悟を 話す。 

ITTlyn^ 井戶に 行って 顏を洗 ふ。 宇治川と 巨棕 池、 を 服 前に 見る。 佛國 寺へ 行く。 高 泉の 開山、 聯に 

は 支那 沙門 高泉拜 題 と あり、 普 光明 殿に は 曇 華の 落欸 あり" 山門 石段な し、 橫 門丈殘 る。 昨日 買って 来た 

パ ンで 食事、 玉子， 紅茶、 ハ ム、 桃花 園 主に あ ふ。 其 計 畫を聽 く。 

鳥 鳴く。 何ぞと 聞けば チ ン チラ デ ン キ皿 持て， J 汁の ましよ。 

ト 時半 山 を 下る、 梅、 ：b 藪、 赤土、 六 地藏、 鐘樓 赤、 釣鐘 靑。 そこ を拔 けて、 六 地 載から 電車 一 區 宇治 

に 行く。 黃檗 にて 下車 久し 振で 赤 塗の 山門と 青い 額と 石段と 松の 樣子を 見る。 彼岸 中日で 施餓鬼 を 執行 

門前の 普 茶 料理で 晝食、 腥 物の なき 支那 料理。 品數 多くして 食 ひ 切れす。 雨降り 出す。 小き 隶をニ 本 出 

す。 貸す のかと 訊けば 停車場 迄 送る とい ふ。 宇治 迄 行って 歸 りに 黃檗の 停車場へ 置いて 行く 約 東に て 出る。 

雨 を 冒して 宇治に 向 ふ。 徒步 にて。 途中 難義 なり。 宇治橋に つく。 鳳凰 堂より 土 堤へ 出て 河を橫 切る。 興 

聖 寺の 奧の溫 泉へ 行って 此所は 何 だとき くと 料理屋 だとい ふ。 溫泉 はとき くと あると いふ。 崖 道傳 ひに 亭 

の 下から 傳 つて 行く と溫 泉と 書いた 戶 あり、 錢 湯の 如し、 服 を脫ぎ 湯に つかる。 雨歇 む。 から 傘 を 肩に し 

て 出づ。 

電車。 雨中 木星 町に 歸る。 淋しい から 御 多 佳さん に 遊びに 來て くれと 電話で 賴む。 1^ を 食 はす 爲に 自分 

で 料理の 品 を擇ん であ つらへ る。 鴨の 口  j ス、 醐の 子、 生 瓜 花 かつを、 海老の 汁、 鯛の さしみ。 御 多 佳 さ 

ん河村 G 菓子 を くれる。 加賀の 依賴。 一 草亭來 

二十 三日 朝 靑梶來 C 一草亭 來。 今日は ある 人の 別莊を 見る 計晝 なり。 一草亭 曰く ある 別莊の 主人 は 起 


きる すぐ 店へ 出、； 夕方 家へ 歸る、 別莊を 見る 餘暇 なし、 細君に す、 めら れて 雪の 降る 日な ど 一 寸 ひる 位 迄 

は 我慢して 家に 居れ ど 東京から 手紙が 來てゐ る かも 知れない と 云 つ て 出掛る。 とうく 折角の 別莊を 見す 

に 死んで しまった。 他の 一人 は 他から かう いふ 家に 起臥して 嘸よ からう と 云 はれて、 どう 致して 此 所に ゐ 

て 人に でもつ らまった 日に は 尻 を 落 付けら れ て 甚だ 迷惑す る か ら出來 る 丈 早く 店へ 出る といった。 腹 工合 

あしく 且天氣 あし/'。 天氣暗 るれ ど 腹 工合な ほらす。 遂に 唐紙 をかった 三人で 勝手な もの を かいて くらす、 

夕方 大阪 の. 社員に 襲 はる。 人 湯。 晚へ „fl。 御 梅さん としば らく 話す。 

OH.EIa 寒、 暖 なれば 北 野の 梅 を， 免に 行かう と 御 多 佳さん がい ふから 電話 を かける。 御 多 佳さん は 遠 

方 へ 行って 今晩で なければ 歸らな いから 夕方 懸けて くれと い ふ 夕方 懸けた つ て 仕方がな い。 車 を 雇つ て 博 

物舘に 行く。 寫眞版 を 買 ふ。 伏 見の 稻荷迄 行って 引き返す。 四條 通りの 洋盒屋 へ 連れて行 くま づぃ。 四條 

京 極 をぶ らく あるく。 腹 工合 あし、。 歸 つて 靑楓 に奈良 行の 催促 をす る。 晚に氣 分 あし. き 故 明日 出立と 

決心す。 

寐臺車 を 聞き合せる。 六號。 胃いた む。 寒。 緣 側の 蒲の 上に 坐布圑 をし き 車の 前掛を かけて 

寐 る。 其前靑 楓來。 奈良 行の 旅費 を受 持つ から 同行 を勘辨 して くれと たのむ。 一草亭から、 蘆に 雀の 畫 

(御 多 佳さん の 持って いったの) を もら ふ。 御 多 佳さん がくる。 出立 をのば せとい ふ。 醫者を 呼んで 見て 

もらへ とい ふ。 寢 臺を斷 つて 病人と なって 寐る。 晚に御 君さん と金 之 助が くる。 多 佳さん と靑楓 君と 四 人 

で 話して ゐる うちに 腹 工合 少々 よくなる。 トー 時頃淺 木さん くる。 二三 日靜 養の 必要み-とく。 金 之 助の 便 

秘の 話し。 卯の 年の 話し。 先生 は 七 赤の 卯 だとい ふ。 姊 危篤の 電報 來る。 歸れば 此方が 危篤になる ばかり 

二 九 三 


二 九 w 

だから 仕方がな いと あきらめる。 

幽靈が 出る 話、 先生 生きて、 御吳れ やす 

二十 六日 終日 無言、 平臥、 不飮不 食、 午後に 至り 胃の 工合 少々 よくなる。 醫者 くる。 


二 卜 七日 

夕方から 御 君さん と金 之 助と 御 多 佳さん がくる。 三人 共 飯 を 食 ふ、 牛乳 を 飮んで 見て ゐる。 御多传 さん 

早く 歸る。 あとの 一 一人 は 一 時 過 迄 話して るる。 金 之 助が 小 供 を 生んだ 話 をす る。 御 君さん は 金； t さまの 信 

心 家 自分 ハな いとい ふ。 

ョ，^ 日 

咋夜三 〔人〕 が 置いて 行った 畫帖ゃ 短冊に 滅茶苦茶 を かいて は 消す。 一草亭より 蕉 雨の 書 畫帖を かして 

くれる。 一草亭 は 西 園 寺さん より 小 燕と いふ 小鳥 を もら ふ。 牡丹と 藤、 百合、 を 小僧に 持って こさせる。 

醫 者來、 人工 力 ル 、 スを くれる。 

一 一.. r 九日 

义畫帖 を かく、 午後 御 多 佳さん がくる * 晚 食後 合作 を やる。 

〔以下 四ぶ 八日まで 缺 く〕  . 


師走の 廿日 あまり ある 人の もとにて 大祇 とともに はいかいして 四更 はてに 歸 りぬ 雨風 はけし く 

夜いた うくら かりければ 据 三の づ まで か  >  けつ ， からう じて 室町 を 南に 只 走りに 走りけ るに 風 

ど ， 吹 落て 小と ほしの 火 はたと けぬ 夜い と it  くらく 雨し きりに おどろお どろし くい か  >  はすべ 

きな どなき まど ひて 

蕪 村 云 

か ， る 時には 馬て うちん とい ふ もの こそよ けれ かねて 心得 有べ き 事な り 

大 職 云 

何 馬鹿な 事 云な 世の中の 事 は 馬て うちん が 能 やら 何が よい やら 一 つも 知れない 

大祇が はいかいの 妙す ベ て 理窟に わたらざる 事此 語の 如し かの 吉田 法師が 白うな りと いへ る も 

の あらば と い へ るに 伯仲す ベ し 

衣半寫 


二 九 五 


二 九 穴 

春雨 や もの かたり 行く 簑と笠 

若 竹 や はし もとの 遊女 あり やなし や 

0 御 多 佳さん の 一 中 節 

大長 寺と 與次 兵衞 

河 東 節の 熊 野 

宇治 文庫 宇治 紫文齋 

* シテ あづまう け 出せ 山 崎與次 兵衞 ッ" うけ 出せく 山崎與 次兵衞 合いつ かお も ひの □ 下紐と け 

て 合 昔 思へば 5 やつら や 忍 昔 も 下う やつら や 本て うし シティ 口 謂 「情な や 誰 あら ふ コ 山崎與 次兵衞 

下樣 とて は 人に おくれ を 亂髮の A あづまが かほ も 

ヮキ r ァレ あれ をみ ゃ蟲 さへ も -ンテ つが ひ はなれぬ あゆ 羽の 蝶 ""「われく とても ふたり づ 

れすゐ など ふしの シテ 中々 に 春に も そだち ヮキ花 さそ ふ シテ 菜種 は 蝶の ヮキ花 しらす シテ蝶 は 

菜種の ヮ キぁぢ しらす シテ しらす ヮキ しられぬ シテ 中なら ぱ ヮキ うかれまい もの シテ さりと て 

は ヮキ くる ふまい もの シ テぁぢ きな や 


片 


• 大正 四 年 一 月顷 より 十 一 月 顷 まで 1 1 


〔『硝子 戶の 中より』〕 


は 猫 

S 犬 

W 或 女の 告白 

2： チヤ ブ ドウ 

g 書いた もの を兒， て くれと 云った 女 一一 告ゅ たこと 

s: 戰爭 と病氣 

S 癩病 者曰ク それ は 人間 二 いふ 事で せう 

g 福 井利， Hn 郞 

§ 講演 卜 圆 切符 十 圓ノ禮 一一 就て 

ぉ黉際 題 ノ應川 

、 岩 崎 太郞次 


2 


li#、 〔一字！ 4 明〕 


3 

1 


二 九 七 


(18) ひ 7) (16X15) 


二 九 < 

武者 小路 ノ送 書籍 

畫 ノカキ 始メ、 湯淺、 今ハ 不愉快 ヲ 逃レル ため、 

土 F 田との 議論 に positive  artistic  impulse 

s 反響  - 

星 ノ音 

Carlisle  read  Jane  Austen 

During-  Transvaal  general  read  Icant-S  Critique  of  IPure  Reason. 

Marcus  Aurelius,  Julius  Ceesar,  Julian  the  Apsstate 

Si  German  p-ublistter 

2  . 電話 始末書  、 

^電 氣燈が 消える 害がない と 理論 上 主張しても 消える 事 實は消 威し な い、 

^^^.^ 妾ヲ 擊返ス 

S 獨こノ 本屋 几帳面 

お 舟  . 

九寸五分 

益さん、 

楠 絡さん  ， 


靴 テ貸セ  - 

元日 

5 石 波ノ机 

南 畝 

囘復カ 繼鑌カ 

議ー 

會士ロ 

下女 ノ密告 

〇 貧 

W 一  tlie  richt  and  t.he  .poor 

^  Geors?  Brandes 

^  tak ひ som ひ works  of  art  and  IDlliloscplly,  witli  tlie  value  set  ulsn  t ザ ひ m  t>y  the  nation  in  wllic-ll 

t:n ひ y  ar ひ p-rocjucep  Gosse,  Sai3tsl〕ury  fainous  reviews 

一 CVJ 陽氣ノ 加減で 氣が變 一一 ナッタ 

S 人ノ 草稿 ヲ讀ム 「、 卒業論文 ノ 話- 

W 維新 ノ 際-一生 レタ ラバ 

？ 5 自分 ノ誊 いた もの を 見て 吳れと 云った 人-一 話せし 事。 社交 ユア ラズ、 自己 ノ弱 點ヲ サラケ 出サズ 二人 

力 ラ利益 ハ受ケ ラレ ナイ、 自己 ノ 弱點 ヲ サラケ 出サズ 二人 一一 利益 ハ與へ ラレ ナイ 

多 クノ人 ニ接シ ナケレ バ 人間 ハ分ラ ナイ、 多 クノ人 ニ接ス ルト 人間 ガ ス レル、 墮落 シナ イデ 多ク ノ人ヲ 

二 九九 


澄 囘從澄 如 赌三虛 寂 竹 '冷 水 
明 觀 生 懷 一 然川白 淹 外 冷 明 
莊莊出 山山 莊莊 山莊 莊莊莊 
莊莊莊 莊 


31 30  29 知 


リ、 知ッタ 知識 ラ. S 己ノ 特色-一 取り 人れ る 

Mntropy. 力. 舉 ノ 行キヅ マリ、 

大嫁 夫人の 事、 妾截退 

自己 は 人の 理解し 傅、 ザ ル美點 を 承知 シ テゐ る- 


I  二  00; 


人 は 自己の 瑰鮮し 得. ザ ル 缺點ヲ 知ッテ るる- 


(牡 詩殘夜 水明 樓) 

(ハ 冷々 修竹待 王歸) 

竹 外 風 煙 開秀色 文衝山 

虛室 生白 虛白 高人靜 

S 蕩心目 

雪 水 空 如 一 

凝 神 著書 澄 懷觀道 

功名 多 向 客 中立 禍患常 從巧處 生 

靜中 見得 天機 妙 閑 裡囘觀 世路難 

澄明 遠 水生 光重 曼暮 山聳翠 


半 眞山莊 心事 半 眞半僞 世故 半 濃 半 淡 

空碧莊 草堂 春 緣竹溪 空 碧 

〇 書物 を 送る と 其 返事。 

X 善良なる 人、 利口な 人， 同じ 結果、 返事 をす ぐよ こす。 

X 多忙の 人、 無頓着の 人、 無 鱧な 人、 病氣其 他の 事故 ある 人、 返事 をよ こさす 

〇 自覺 なきもの は 度し 易し、 自覺 ある もの は 度し がた し。 

X 錄 など は氣を 付けて やれば すぐ さう かと 肯ふ。 

X 自分が 自覺 して 善 もしくは 美と 信じた る 事 は 到底 人の 勸告 に應 じて 其 否 を肯 はす 

X だから 人 を啓發 するとい ふ 事 は、 先方で 一 歩 足 を 此方の 領分へ 踏み込んだ 時に 手 を 出して 援 ける 時に 

限る。 

〇 大我は 無我と 一 ナリ 故に 自力 は 他力と 通す 

〇 藝術的 衝動と 好意 は必 すし も 一 致せす。 好意 あれ ども 藝術的 衝動な き 場合 はいかに 好意に 満ちたり とて 

い ， も S を 書いたり 畫 いたりす る 事 能 はす 

〇 猫が 庭の 木立の 下に 寐てゐ る。 椅子に 腰 を かけた 私 を 見て るる。 姿勢 は 落付拂 つてる る。 然し 呼吸が は 

けしい。 自分に 似て ゐる 

〇 猫が 時 〔々〕 雀 をと る 事 を 思 ふと 猫 を 飼 ふの がいやに なろ 

三 0  I 


三 0  二 

〇 御 多 佳へ 手紙、 ァ— トと 人格、. 人格の 感化と は惡 人が 善人に 降參す 事 原 

〇 露西亞 の音樂 I はビ ァ ン スキと 緩って スラ. 并ァ ン スキ ー と讀 むの か。 冠り、 赤と 調、 薄 青の 調、 靴サ ラサ 

模樣 


〇 早 稻田ノ ベ ー スボ ー ル 

〇 純一と 伸 六 緣の 下へ 寐る 

〇 宿 雨 晴れ 染めつ けた やうな 

〇寳 寺 

  ！  ！   I 

〇 森が きて 早稻田 S 野拔 試合に 誘 ひ 出す。 戶 塚の グラウンド を 望む と 人の 雪が 一 ぱいに 暦 をな して 廣ぃ原 

を 取り 園んで ゐる。 遠い 星 根の 上に も 豆の 樣な 人の 顔が 見える。 それが 日光に 照らされた、 瓦の 上に 立った 

儘 少しも 動かない。 高い 所に 赤毛布に 竿 をつ けた ものが 風に なびいて るる。 其 毛布 は 古い もので 所々 に 穴 

の あいて ゐる のが 遠くから 能く 見える。 それから 黑ぃ 筋が 一 一本 入って るるの も 明ら さまに 毛布 だと 名乘っ 

てるる や うで 多少 無雜 作な 面白味 を與 へ た。 

場内 は 人で 埋 つてる るので 何 所が 入り口 か 丸で 分らない。 たと ひ 解っても 這 人れ さう にない。 森 は 自分 

の繩 張う ちへ 這 人る とい ふ 氣が あるので 人と 人の 間 を 裂き 釗 る やうに して 這 人って しまった。 自分 は 出 る 

事 も 引く 事 も 出来なかった。 

一高 はサ ー ドべ ー スの側 を 一杯 占領して ゐた。 其 數は千 人位 も あらう。 皆 白い 旗 を 持って それ を 一度に 

動かす 眼が ちらく する。 自分の 頭の 上に 居る 男が 比較的 大きな 旗 を 持って るて それ を 夢中で 振る と 旗の 


端が びたり/.、 と 自分の 頭ゃ頰 にあた る。 一 齊 にたって 怒鳴る と 砂 ほこりが 立つ。 衣服 其 他が 黄色い こな 

なぶれになる。 

第一 ベ ー スの 方の 赤旗 は是 亦より 綺麗に ちらく した。 赤い 着物に 袴 をつ けた 人が 號令を かけた。 自分 

達の るる 北側の 赤 連の 號令 者は靑 坊主であった。 

ト對 五で 一 高が 食け た 時 白 軍 は 急に 大風の あとの やうに 靜 まった。 千 人の 人が 一 人 も 口 を 聞かなかった。 

默々 として 密集した 除 伍が 細い 道 をつ  >  いた。 自分の 前に は 太鼓 を かついだ 男が 二人で 步 いて 行った。 力 

がぬ けて 元氣 がな ささう に 見えた。 森が 「撰 手が 泣いて るる」 と 云った。 私 は どこ だら うと 思って 見た が 

多 人數に 遮ぎ られて 見えなかった。 

行列が 一 時と まった。 「撰 手が 步 けない のです」 と 森が 又 自分に 告 けた。 早稻田 大舉の 北門 を 人って 講 

堂の 前へ 出る と 一 高の 生徒が みんな 地面の 上へ あぐらをかいて 休息して るる。 肅 然として 一 語を發 する も 

のがなかった。 

〇 伸 六が 八十 五錢 〔の〕 喇叭 を 買へ と 云 ふの を 排斥され たので 怒って 綠の 下へ 這 入って しまった。 どうし 

て も 出て 來 ない。 あい 子が 海 苦 卷を綠 の 下へ 出す と、 怒って ゐる伸 六 も 食 ひたいと 見えて、 パク リと食 ふ 

の-たさう である。 其 代り ロは决 して 利かない。 

純 一 が 怒った 時 は 裸で 綠の 下へ 寐てゐ て是亦 どうしても 出て 來 ない。 さう して 人が 近寄る と 泥 をつ かん 

で ま虎ャ る 

〇 寳 寺で 欝金 木綿の 財布 を もらって、 手のひら を 才槌で 打って もらって その 手の平 を 握った 儘 門の 處來 

る、 後ろ を 振り返つ ちゃい けない 

〇 痔 S 療治 

三 9-1 


三 o 四 

〇 鹽原 

〇 江戶川 終點の 昔の 光景 

〇 生よりも 死、 然し 是 では 生 を 厭 ふとい ふ 意味が あるから、 生死 を j 貫し なくて はならない、 (もしくは 超 

越)、 すると 現象 卽貲 在、 相對 卽絕對 でなくて は 不可になる。 「それ は 理窟で さうな る 順序 だと 考 へる 丈な 

のでせ う」 「さう かも 知れない」 「考 へて そこへ 到れる のです か」 「た. W 行きたい と 思 ふので す」 

〇 御 松、 倉吉、 

〇 爐風 器の 風は 紐の 中から 出る 

〇 寺 田の 觴の食 方 

〇 心中の あとの 夏蜜柑と ビ， -ルの 空 

0 伸 六 曰く 御 父 さま 犬 は仁參 たべ る？ 

〇 獄中で 鳩 を 飼 ふ 話 

C 技巧の 變化 、(右、 左、 縱、 橫、 筋 違、) さう して いづれ も 不成功の 時、 どうしたら 成功す る だら う？ と 

いふ 質問 を 出して 叉 次の 技巧 を考へ る。 さう して 技巧 は 如何なる 技巧で も 駄目 だとい ふ 事に は氣 がっかす 0 

人間の 萬 事 はこと ぐく 技巧で 解决 のつ くものと 考へ る。 さう して 凡ての 技巧のう ち どれ か it 中る だら う 

と 思 ふ。 彼等が 誠に 歸 るの は 何時の 日で あらう。 彼等 は 技巧で 生活して ゐろ。 恰も 水の 中に 生活して るる 

魚が 空氣と い ふ觀 念が ない 瘾に どうしたら 地上 を步く 事が 出來 るかと 工夫す る やうな ものである。 


〇xx の 結婚。 XX の 死亡。 乂乂の死亡 

C  a が依賴 する から b が 芝居へ つれて 行って 遣る。 又は 御 召の 着物 を 買って やる。 又は 畫を かいて やる、 

書 を かいて やる。 

3b は a に 満足 を與 へる ためと 思って るる。 

S  a は 反對 に b が 自分の 虛榮心 を 満足させる ための 發 現と 思 ふ 

S それで b の 力量 以上の ものが 世間に は 色々 あると いふ 事 を わざとら しい 方法で b に 示して 其 鼻 を 挫か 

うとす る。 b は a に對 して 厭な 心 持 を 起す 

S 此 場合 b は a の 幸福 を 目的と し て 働ら いてる る、 a は 又 b  S 弱點を 中心とし て b に 働ら き 返し てゐ る。 

矛盾 は其處 から. Z 山る。 

〇 人の 名聲が なくなる とい ふ 本當の 意味 は 其 人 の 行動 なり 作物な り 言論 なりが 死んで しま ふとい ふ 意味で 

ある。 夫 等が 死んで しま ふとい ふ 意味 は 夫 等に 接觸 する 凡ての 人に 何の 働ら きも 起さない とい ふ 意呋- で あ 

る。 つ まり 夫 等 は 其 儘 存在して るても 夫 等 <8 働ら きが 死ぬ とい ふ 事で ある。 もし 此 働ら きが 死 ぬ 以上 は 拱 

手し て 坐って ゐても 其 人の 名聲は 死んで しま ふので ある。 

然し 其 働ら きが 殘 つて ゐる 以上、 又 其 働ら きが 强烈 である 以上、 いくら 外部から 政略 的に 其 人の 名聲を 

亡 ほさう と 思つ て も 駄目で ある。 

其 理由 

^暴力 以外に 其 人の 言論な り 作物な り を 封鎖して 接 觸の途 を 絕っ譯 に 行かない。 

S 惡聲 丈で は それ 丈の 力が 出て くる 害がない。 默殺 でも 同じ 事で ある。 (積極 消極の 區 別が ある 丈で) 

三 0 五 


=10 穴 

w 惡聲と 默殺は 心的 狀態 を變 化する けれども、 た 評^と いふ 丈 だから、 其 人の 實 際の 言論な り 作物な 

りに 比べる と 働ら きが 間接で ある。 從 つてより 多く 器械 的で ある。 いくら 太陽 は 冷たい と 云 ひふら しても、 

實際 太陽の 光に 浴す る 刹那に 反對の 結論 を自 知す る やうな ものである。 

S だから 力の ある もの を 亡 ほす ために は當 人の 惡ロ をい つたり 冷罵したり 其 他 凡て 當人を 傷け る やうな 

策 をめ ぐらす の は 近途の やうで 却って 迂遠な ので ある。 策略と して 最も 効力 あるの は、 (本人 は 其 儘に して 

置いて) 本人から 動かされる 一 般 S 人々 の 方に 働ら きかけ るに ある。 しかも 器械 的に 威壓 的に やる の は 一 

時 性 _s 効力し かないの だから、 もし 働ら くと すれば、 心理的に 働ら かなければ ならない。 卽ち其 人々 の 心 

的 狀態を 自分 達の 都合の い、 やうに 變 化させる ので ある。 其 人の 言論 作物に 對 して 沒 交渉に 濟 まし 返つ 

てるら れる やうに 人々 の 心 を 改造す るので ある。 所が それが 策略 丈で (相當 の根據 なく) 出 來る業 だら 5 

か？ とても 出來 ない。 換言すれば 不自然 は 自然に は 勝てない ので ある。 技巧 は 天に 負ける ので ある。 策略， 

として 最も 効力 ある ものが 到底 實行 できない もの だとす ると、 つまり 策略 は 役に立たな いとい ふ 事になる。 

自然に 任せて 置く がい 、とい ふ 方針が 最上 だとい ふ 事に 歸着 する。 

〇 形式論理で 人の 口 を 塞ぐ 事 は 出來る けれども 人の 心 を 服す る 事 は 出来ない。 それで は 無 論理で 人の 心 を 

服す る 事が 出來 るの か。 そんな 笞 もない。 論 现は實 質から 湧き出す から 生きて くるので ある-」 ころ 柿が： in 

ひ 白砂糖 を內 部から 吹き出す やうな ものである。 形式的な 論现は 人形に 正宗の 刀 を 持たせた と 一 般で、 實 

質 G 推移から 出る 11 否 推移 其 物 を あとづけ ると 鮮やかに 讀 まれる 自然の 論理 は 名人が 名刀 を 持った と 同 

じ 事で 决 して 離れく に はならない ので ある。 


〇 Temptation ヲ resist スルト 云 ふ、 w 上は對 象が 本當の 誘惑でなくて はならない 箸 だ。 1^ りの 誘惑 卽ち 

見せかけ 丈 は 誘惑 W 相 を 具した もの を 斥けた といって、 其 人 は 誘惑に 打ち勝つ たので も 何でもない。 其 人 

はた t- 相手の 技巧に 打ち勝つ たので ある。 たや 手に 乘ら なかった とい ふ 丈で ある。 從 つて 誘惑 を 斥ける と 

いふ 事が 德義上 堅固な 所を發 揮す る美德 としても、 此 人は此 場合 毫も 賞す るに 足らない ので ある。 夫から 

相手 はもと く萸 略で やった の だから、 どうしたって 正 欺瞞の 誹 を 免 かれない ので ある。  * 

技巧 を 弄して 人 を 釣らう として 否 人が 釣られる か 釣られな いか 試驗 して 見やう として 人が それに 釣られ 

なかった から、 あなた は 感心 だ 試驗に 及第し ましたと 云ったら、 賞 めら れた人 はい や 私 は あなたの 技巧が 

嫌だった ので、 技巧が 表 はさう として ゐる もの 愛な り 金な りが 嫌な ので はあり ま せんと 答へ る 丈で ある。 

夫から 「あなた は 感心 だ 堅固 だと 云って 私 を 賞め て 下さる けれども、 私 を 賞め さ へ すれば 私が 嬉しがる と 

でも 思って るるので すか、 馬鹿々々 しい。 よし 私が 嬉しがる とした 所で、 あなた は 夫で 平氣で ゐられ るの 

です か >  あなたが 私に 働ら きかけ た 技巧 卽ち虛 ^は 私の 人格 を 侮辱した ものではありません か。 ！！^ 罪 は 

(私に 對 する) どうす る 積な のです か。 まさか 私 を 賞め たからと 云って 其 罪が 消滅す る もので もあります 

まい。 私 は あなたから 下さ る 讃辭を 謹ん で 御 返却 申し ます。 それから あなたの 人格 を： i! 蔑す る 事 を 公言 致 

します」 と 答へ る 丈で ある。 

〇 心機 一 轉。 外部の 刺戟に よる。 又 内 部の 膠着 力に よる。 

〇 一 度 絕對の 境地に 達して、 叉 相 對に首 を 出した もの は 容易に 心機 一 轉が 出來る 

〇 屢絕對 の 境地に 達する もの は屢 心機 一 轉 する 事 を 得 . 

〇 自由に 絕對の 境地に 入る もの は 自由に 心機の 一 轉を得 
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〇 general  case ハ 人事 上殆ん ど應 用き かす。 人事 は particular  case  ノミ。 其 particular  case ヲ 知る 

もの は 本人の み。 

小 說は此 特殊な 場合 を 一般的 場合に 引き直して 見せる もの (ある 解釋 )o 特殊 故に 刺戟 あり、 一般 故に 

首肯 せらる。 (みんなに 訴 へる 事が 出來 るン 

〇 うら 盆、 眞 こもの 敷物の 上に 供物、 蓮の 葉の 中に 芋、 枝豆、 サ 、 ギ、 一 方の 蓮の 葉の 中には 鬼 灯、 

靑 葡萄、 瓜、 桃 茶碗の 上に みそ 获 

〇 伸 六 (八) インキ 〔ン〕 ダム シの事 を 南京 魂と いふ。 

〇 あい 子 (十 j ) 怒って 曰く 御 立腹 だから 面會 は出來 ない よ 

〇 少しく コ ゥケン してし まった とい ふ 言葉 を 使 ふ。 少し 厭に なった とい ふ 事な り 

〇 ガブ チク だよ とい ふ 言葉 を 使 ふ。 もう 返さない とい ふ 事な り 

四  . 

カ轿、 の 例。 

X 極力 細 カク スルト 努力 多き 故價値 高し。 然細 かさ S 適度 以上になる。 故に それ を 着る もの は 趣味 ハドウ 

デモ 盒を 見て くれと いふ 事になる。 


£  〔『道草』〕 

長太郞 

要さん 

遠山 . 妹 (高 橋) 芝 
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yt 右し 金 を 見る 事 を 知らぬ ものが そんな 細かな 拼の 着物 (高き) と 適 當の拼 の 着物 (安き) を 見て 後者 を 

撰 ブナ ラ バ 、 其 人 は 趣味 丈に 忠實と 云 はなければ ならな い 

X 何にも 知らない 門外漢が 黑 人に 勝る のは此 所に ある。 小兒が 大人に 勝る の 〔は〕 此所 にある。 

X  unsophisticated ダ カラ。 pure ダ カラ。 無 邪氣ダ カラ。 

X 此 問題に は 道 德をも 含む。 競爭 シテ た？ t 勝た うく の 念が 趣味 性 を 害して も拼を 細かくす る の だから、 

ッ マ リ持目 を 知 ラナ イトい ふ 事 ニナ ル。 虛榮ト いふ 事になる 

X 同時に 能力の 可能性 を發揮 するとい ふ 事-一 ナル。 intellectual 及ビ practical 二 行ける 所 迄 行く とい ふ 

事になる 

X 同時に 行き 詰れば 何方 力 へ 方向 轉換 をし なければ ならない とい ふ 事になる。 さう して 通路 を 開く とい ふ 

事になる。 變 化と いふ 事になる。 意志 (心理的に いふと) の 疎通と いふ 事になる。 堀り つくした 藕山 た 

やうな もので もう ど、 フ する 事 も出來 ない ので ある。 だから あまり 盛になる と衰へ るので ある。 盛に なり か 

たが 惡 いからで ある。  ， 


H ニニ 

港 木 IT 

琉政ッ 、 ジ 

霧 島、 五月、 

トケラ 一、 ヒョド リ) 

ユウ カリ (白き 猪) 

栴擅 (ハ ゼの樣 ナ實) 


子供、 井戸側、 丸木 撟 千圓 ゃル。 髮結床 アイツ。 

西洋人 釣に 行 小便 


湯 河原の 川 藤 木 川 

合して 千歳 川 向側ハ 伊豆  . 

七 

Tine  Portrait  of  Caterina  Cornaro  by  Giorgione  (finisvled  t>y  TMtiato 

； Providence  dealt  capriciously  with  Caterina  Cornaro  in  tliat,  wtien  tlie  great  age  of  Venetian 


jsortraiture  tsegan,  lier  laeauty  had  already  become  a legend.  It  was  by  tlie  sight  of  her  portrait 

ttiat  lier  uncle  is  said  to  tiave  first  caused  t.he  Ivusignan  to  entertain  the  idea  of  tlie  match,  and 

at;  thie  time  tier  TDetrottlal  <;1ie  Senate,  accordling-  t;o  her  t>iograp_Th ひ r  colh-el-taldo-  in  tlie  dcallll, 

apparently  of  native  masters,  comlnissioned  a  certain  oarlo  of  Treviso  to  picvint  her  portrait 

a  gift  to  tier  fviture  hust-and, さ. ho-  in  ycknowledg.in8:  it,  said  that  ne  had  never  seen  so 

び ひ a-udful a  maiden.  A  Cypriote  chronicler  tells  liow,  wlien  stie  ^P5^rt^  in  her  kingdom,  tlie 

people  proclaimed  the  return  of  Venus  to  lier  native  ryprus. 

T 文展 の檢、 effort, 小 笠 原 流、 美術 院、 假装 行列、 

〇 己 を 空う して natm-e ヲ受ケ 入れる 

(極ハ 寫眞。 其 寫眞と 此種ノ 稽ノ區 別) 

〇 己レノ 寫眞ヲ nature  ノ 上- 1 燒 きつける。 

例 文人 畫 

Symbolism 獨こ ノ畫ノ 項參照 

n 小說、 ノ尤モ 有 義ナル 役目 ノー  ッ トテ、 

^-articular  cas ひ ヲ general cas ひ 二  recUic ひ スル r 

X  general cas ひ ヲ general  case ト ミ テ ノ 陣 i4 

X  particular  case ヲ p-articulax  case ト シ テ ノ 奇怪  . 
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X 新ら しき 刺 擊ァリ テ然モ 一般 二  appeal スル爲 一一 第一 ノ如 クスル 必要 ァリ、 

X 吾人 ハ effect  ノ爲 ニ然ス ルノ ミナ ラズ 、 人道 ノ爲 二 然セザ ル可ラ ズ 

三古キ 道德ヲ 破壞ス ル ハ 新シキ 道德ヲ 建立 ス ル 時-一 ノ ミ許サ レ べキモ ノ ナリ。 

四 批評家、 胸中 二 一  ッノ固 マリア ルべ カラ ズ。 有 ュル塊 マリナ カル ベ 力 ラズ。 他ノ  0< 度 ヲ以テ 他 ヲ評セ % 

ルべ カラ ズ、 versatile. 賊馬 - 一騎 シ テ賊ヲ 逐フ、 

S; 徹底 ノ意、 sbsolute  freedom ァゾ や、 妥協 ナリ。 徹底 ト ハ omniscient  ノ上ニ ナル 妥協 ナリ、 

^あら くれの 評 

sx ハ 自分に 相談 シテ 言動 セズ。 故 ニ氣- 一入 ラヌ者 ナリ。 若 シ之ヲ 忌 マ バ 自己の 標準 ト他 トヲ 一致 セシメ 

ザルべ カラ ズ 或 程度 迄出來 る。 (咸 It 的 形式的 二) 然シ他 ノ立揚 ヲ考へ ナイ 場合 若クハ 考へテ モ理薛 

デキ ナイ 場合 ハ 全知 ノ 特權 ヲ有 ッテ居 ナイ 場合 トテモ 取 除 ク譯ニ 行 力 ナイ 

g 生死 ハ 透脫 ス ベ キ モノ ナリ囘 避 スべキ 者 ユア ラ ズ。 毀譽モ 其通リ ナリ。 

C  Nietzsctj  econsidered  t;n ひ Prussians  dangerous  to  culture:  lie  said  tliat  rtv21 tne  presence  of  a 

German  retarded  liis  digdstion;  he  poured  scorn  utsn  TTreitsc.hkb  and  dislilccd  Bismn-rck  in  his 

later  y ひ ars;  ana  above  ali li ひ dtjspised  1:tie  notion  of  :  Deutscliland  iit-er  Alius:  and  every  kin<l 

of  nationalism.  It  seems  to  us  tDey-ond  cjuestion  tliat  it  will  and  dees  oxsrate  to  deep>en  all  con- 

l;2nlpt,  to  lessen  every  Idnd  of  sympathy  for  tliose  less  fortunate  and  to  lead  to  ttie  tncst 

useless  frittering  even  of  in<3ividual  gifts.  :For  the  most  llig.llly  gifted  person  nertds  more,  not; 

less,  01  .tile  community  sense,  ir  tie l,s  to  or  tlie  service  ti ひ inighl;  l>e;  and  that  is  t;ne  rc?as2c 


for  til ひ sufstloTity  ot  Dostoievsky. 

：… Nothing  is  t3e,  everything  is  allowed:  is  dangerous  no  iess  to  the  rare  thau  it  is  to 

me  common  man. 

c 大塚ノ 哲學 ノ 系統 virgin  prosthut ひ 

o 竹楚 

〇 按巧ハ 己 ヲ借ル 者 -1 ァ ラズ、 己 ヲ飾ル モ ノ  二 ァ ラズ、 人 ヲ欺ク モノ ユア ラズ。 己レ ヲ遺感 ナク、 ニ示ス 

道具 チリ。 人格 卽 技巧 ナリ 

〇 皆川ノ 手紙 二  M^^^  ヲ樽ノ樣ナ モ ノ ト^！ほィ テ ァ ッ タ リ 

〇 奈良萵 師ノ德 永曰ク 友達 ハ出來 マ セ ン。 耍リ マ セ ン ト。 余曰ク 友達 ハ絕對 一一 要ラ ナイ モ ノ 一一  ァラズ Q 

時- 1 ヨリ テ 厄介- 1 ナ ルナ リ。 重荷 ラ負 フテ 旅行 ス ルガ 如シ。 脊負ッ テ居ル ゥチハ 厄介、 宿-一着 ケバ役 ，ニム 

ク ご 

〇 藝術 ノミ豈 一 元 論 ラ許サ ンャ、 萬法歸 一 、 

〇 或， S ハ 告白. 力 ィ 、 ト 云フ、 或 人 ハ 告白 ガ 惡 イト ィフ。 告白 ガ ィ 、ノ デモ 惡ィ ノ デ モ rs- デ モ ナイ、 に， ス 3  ノ 

アル モノ 力 告白 ヲ ス レ バ 告白 ガ ョ ク ナリ、 シ ナケレ バ シ ナイ 方ガ ョ クナル ノデァ ル。 美ん ガ 笑へ バ笑フ 方 

ガ ョ ク泣 ケバ泣 ク方ガ ョクナ ル樣ナ モ ノデァ ル C 惡女ハ 方シテ モイ ケ ナイ ノデァ ル 

〇 ゼヱ レン • ヰ ヱ ルケ- コ オル。 和 辻哲郞 
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〇 動物 をい くら 研究しても 動物に はなれな い 

〇 音 樂會、 猫 や 犬 ヨリ ハ 可から うと 思って 行った" 

〇 Dostoievski ト Maeterlinclc 

〇 戰爭 (歐^ 〕  Kant カラ 出 タト 云フ、 Kegel カラ 屮 I たとい ふ 

〇 自分 ノ 作物 ハ .bastard  ノ樣ナ 心 持 

〇 高等 工業 ノ演 說、 

meclmnical,  universal,  abstract:  laws  alsllcatlon 


日  0  ii 大正 四 年 十一月 九日より 同 十七 日頃まで 11 

十日 夜 

■〇 百 目 四 T- 錢の 火藥、 丸が 十二 錢 

雉 三百 羽、 雄 五十 錢 

〇 農と 獵半々 

〇 銷冶屋 へ 行く  ， 

〇 鳴が 居る か C 雉 か 鬼 

〇 何號で 打つ か。 四號 か五號 です、 六號 でも 打ちます 

〇 春になる と 羽が 强 くなる 力ら 三號 だが ね 

〇 犬 はるる か、 走ります 

〇 ぢゃ 駄目 だ。 待って ゐ ないだら ふ。 ついて 步 けない 

〇 犬は鐵 砲の 音 を 聞く とビ シャ リト留 る。 鳥が 落ちる と 留る。 

〇 此所 いらの 犬 は 食 はすに 持つ てく るの は 好い うちです 

〇 山鳥 は 犬が 早くない と 駄目 だら 5 

〇 さ うです。 足 S 弱い 人は輕 便の 下から 上の 方へ 登って 行く。 

〇 明日 は 行かれません、 鹿 狩に 行きます。 朝 三時 半に 立ちます。 先生と 一 所です。 

〇 先生と は宗久 とい ふ醫 者。 
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〇 ボタ 畸はゐ ますが 田嶋 はるません 

〇 ヒ ョはゐ ますが 十二 號ぢ ゃ勿體 ない。 三十 號 位なら ィ 、デス 

〇 維 ゃ賴は 待つ 犬で なければ 駄目。 山鳥 は 走る 犬で なければ 駄目 

〇 山 烏 は (シキ み 林な どの) 窪に 居る。 水の ジクく した 所。 山が 枯れる と 能く 分ります が、 今 は 出が ま 

だ靑 いから 窪に もミ ョ にもる ますから。 雉子 も 野が 枯れない と 分りません 

〇 禪闢策 進と 白隱。 慈 明 引 錐 

今 ノ攀人 ハ 生理、 心理、 ヲ知ル 。故 二 臆病 ナリ。 又隱病 二 ナ ル ベ ク 餘儀ナ クセ ラル、 生理 心 1」 ト モ科攀 

-ー シ テ average  men  ノ所有の«^^象の統計 ヨリ 來ル 一一 過 ギズ。 故 二  exception ヲ許サ -.、 ル如ク ヒ考 ヘラ 

ル。 生徒 舉生、 之 ヲ舉ブ モノ 皆 自己 ヲ average  men ト g: ん^ シ ッ 人チモ average  men ト見^ スノ驟 

ァリ。 故-一 引 錐 等 ノ事ラ 見テ能 ハズト ナス。 (激励 的 ノ師策 ナキモ 其 原因 ナリ) 、只 天才 ハ自 己チ average 

m21 ト信ジ ナガ ラ 生理 心 瑰ヲ尤 モト 心得 ナガ ラ それ 二 背 イタ 行動 ヲ餘儀 ナクセ ラル 、 ナリ 

十一 日  ~ 

不動の 瀧。 橋 一 一つ 渡る。 左の 下 河と ffl、 右山 (稍 開きた る) の閒を 行く。 其 先に 一 軒 家の 茶店 あり。 溪 

流に 臨む。 右に 上る 數閒 にして 瀧 一 一筋 天邊 より 來る。 割合に 樹木な く 瀧の 上に 山な し。 草 山の 間より 岩 出 

で 其 割け 目より 水が 長く 落ちる。 少し 下の 右側よりも 落ちる。 

御茶 星の 御 神さん。 色白く 眉 濃く 赤い 模様の 襦袢 を据 より 下に 一 寸 出して るる。 黑濡 子の 半襟 を かける- 

どうして 噺んな 所に 一 人 居られる かと 思 ふ。 頓狂 庵の 妻 君なる 事 分る。 (日本 橋です とい ふ) 


宿へ 歸 つて 下女に 聞く ともと 葭 町の 藝者 だとい ふ。 一 寸 驚ろ かされる。 頓狂 庵に 大分 金を遣 はした 結果 

だとい ふ。 翌十 二日 (宿の 御 神さん いふ。 亭主 は 西洋 小間物 商の 所 御 店が 破産して 此 所へ 來た 所、 あと か 

ら女も 來 たよし。 (亭主. はわた 樽屋の 息子な り) さう して 藝 者と いふ 名で は 出られな いが 師匠と いふ 名目 

で 御 客の^ 敷へ 出たい とい ふ。 ある 日 御 客が 來た時 熱 海へ つれて 行って 吳 れと賴 む。 宿の 御上さん と 客 夫 

婦と 外に 男 もつ いて 熱 海へ 行く と 亭主が 電話 を かけて すぐ 歸れ とい ふ。 夫から 以後 客に あれ は 亭主と 一 所 

でなければ 座敷 へ 出ない といって るます 云 々 ) 

十一 一日 

夜來の 雨で 是 公路が わるい ので 鐵砲 打に 行かない とい ふ。 九 時 過^ 豆 山から 熱 海へ 行かう と 云 ひ 出す。 

馬車で 出る。 十 時 三十 八 分の 輕 便に 間に合 ひ 過ぎて 茶屋に やすむ。 こまどりの 話 をして ゐる。 上さん 曰く 

した 餌 一 、 糖 二、 の釗 です。 小 飼 だからよ く 馴れて ゐ ます。 此逡 にある 季節に なると こま 鳥が 里 近く 出て 

來ま す。 それ を 柿る のです 

伊豆山の 相 模屋へ 行く 康道を 一 r 半 も 下る。 前 はすぐ 海な り。 千 人 風呂へ 人る 書生さん が 四 五 人で 泳い 

だり もぐったり 色 々してる る。 

露 西 亞人ノ  S 年輩 ノ人 一一 對 する 考 

He 广 Afanasy  I づ anovitcli  Trotsky)  was  a  man  of  flve-and—flfty,  of  artistic  temperanient  and  ex- 

traordinary retinement.  (Tile  youngest  , トテ モ駄目 し 

The  general  witli  his  Isnowledge  of  life  attaclied  tlie  greatest  value  to  Trotsky -s  p>roposal  n.om 

ミ-九 
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r  „  ミ as  oblired  to l)e  extremely  circum- 

i  i.  AS  oi  s  01  special  sliH^.  H  i  lei  i  It 

I  in  his  SI ,  I  I  iHsn  p  in  r  F!  I  not 

would  keep  to  it  honourably.  /sn ト浪 ニ舌ヲ ス ル 中二  Dostoievsky 自身 ノ經 歴ノ 

--Idiot:  ノ 中二  Prince  Myshkin ガ general ノ妻君 ト娘ニ  I ヲフ フ i- 

如キ者 ヲ插話 トシ テ 述べ タ條ニ 曰ク" i  、  i  i  ^  sentence  of  death  was  read 

i 舊 rad  oi  been  led  。ut  I  O.I  .o  the  n^nnr  :l  II 

over  I.  He  I  to  be  i  for  a  11  01  H  o  Yet  the  interval  between 

to  IB.  I  i  wereilned  t。  it  IIS.  I  i_ 

t  that  he  lid  die  in  a  few  les.  I  was  alwav  ^  ii  -  with  extra- 

it  at  I  f  I  r  t  I 1 

ordiEry  distinctness  and  used  to  sa>  that  Is lev  I  i  posts 

i  the  lold,  31  which  lis  I  other  ^  A  HP  I  s  up-  Id  to  the 

I  in  the  I.  as  I  were  li .HH^  I  PI  i  I 

posts  the  a  (a  long  white  I  I 1 §-  I  f  cap 


eyes  so  1:liat  1;liey  sliould  not;  se ひ 1;lie  g.uns;  1;hcn  a  comx-any  of  several  soldiers  was  drawn  uj> 

against;  eacli  post:.  My  friend  was  tlitj  eigluli  on  1:1! ひ list,  so  he  tiad  t> ひ on ひ of  rtlle  tliira  set. 

、rlle  priest  went  to  reach  in  turn  witli a  cross.  He  liad  only  five  ininut ひ s  more  to  live.  JHe  told  me 

rttjat  tlios ひ five  minutes  seremed  tiirn  an  Infinite  tun ひ, a  vast  wealtli ； .he  lelt  that  tie  ncid  so 

inany liv ひ s left  in  tliose  five  minutes  1;liat  ひ re  was  no  n ひ ed  y ひ 1; 1;o 1;1iinJc  of  tli ひ lasi;  moment, 

so  much-  s6  tliat ザひ liis  time  up.  He  set  asl&e  time  to  take  leav ひ or  Ins  comrades,  two 

minutes  for  tltat;  ttien ザ ひ kep>t  anoths:  two  minutes  to  ^tunll  tor  1:tie  last  time;  and  tlien  a  minuttj 

1:0 look  D-rf-os^  liiin  for  tlie  last  time.  Ke  remelnbrtred  very  well  llavins;  divided  tus  time  like 

tliat.  He  was  dying,  at  twenty-se づ en,  strong  and  .healtlly.  As  tie  took  leave  or  Ins  comrades,  hb 

wrf3^3tfo«rf^  asking  one  of  tliem  a  somewhat  irrelevant  question  and げ eing  ^particularly  interestec3 

in  til ひ answer.  .TJlen  wlien  tie  llad  saitJ  good-.bye,  tlie  two  minutes  cam ひ ttiat  he  tiad  srtt  apait 

for  tJiiuklng  to  liiinself.  He  Isew  t>efol. ひ liand  .wtlat  tire  would  ttiinlc  at5ut.  H ひ さ anted  to  realists 

as  quicldy  and  clearly  as  possible  liow  it  could  t> ひ tnat  now  lie  existed  and  was  living  ana  in 

threw  minul; ひ s lie  would  t-e  something 11 som ひ on ひ or  sometJiing.  Bui;  wtiat;?  whsrer  He  m ひ ant  to 

decide  all  thiat  in  those  two  minutes!  Not  far  of?  there  was  a  church,  and  tlie  g.llt  roof  was  glit- 

tering in l±e  t>right  sunsliine.  He  remembered  tliat  lie  ^^p^.rt^  .very  persistently  at  tJiat  roof  and 

t;li ひ light ュ ashing  from  it  ； lie  could  not  tear  himself  away  from  tlie  light.  It  seemed  to  Win 

1:hat  tliose  rays  were  liis  new  tfp^^s  and  tlaat  in  tliree  minutes  tie  would  someliow  melt  into  tliem 

 .Ttl ひ uncertainty  ancl  feeling  of  aversion  for  tliat  new  thing  whicli  would げひ and  was  just 
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coming  was  awful.  But  lie  said  tlmt  notliing  was  so  dreadful  at  that  time  as  tlie  continual 

thought,  *  Wliat  if  I  were  not  to  <3ie!  Wliat  if  I  could  go げ ack  to  life  —  what  eternity!  And  it 

would  all t>e  mine!  I  .would  turn  e-VTely  Hp^ss^o  into  an  age;  I  would  lose  nothing,  I  would  couni; 

every  minute  as  it  f>assed,  I  would  not  waste  one!  *  we  said  tliat  ttiis  idea  turned  to  sucli a  futy 

at;  last  ^^p^  lie  longed  to  t>e  sliot  cjuickly. 

IM の 事。 御大 典の 前晚。 外出。 喑 くて 雨が 降りさうな 宵。 宿の ものが 提灯 を點 けて, いて 行かう 

とい ふの を斷 つて 谷川 を 沿って 小 半 丁 行って 杵川を 離れて 右へ 折れる とす-ぐ 又 元の 方角へ 轉 じて 再び 谷川 

を 左へ 渡らなければ ならない。 其 丁度 鍵の 手の 樣に 折れ 曲って るる 角の 旅 舘の玄 閼に人 立が してる る。 門 

を 人って 人の 後ろから^き 込む と 模樣の ある 着物 を 着た 女の子 が^つ てゐ る。 是は 上り口の 上での 所作 だ 

から 外から も 見え 〔る〕 害 だが 小さい 兒 なので 頭に 載せ. た 手拭 丈が 見える。 三味線と 月 琴を彈 いてる る 男 

女 は 我々 と 同じ 地面の 上に 立って るるので 却ってよ く 分る。 

見えない からすぐ 出る。 

「高山 彥九郞 が 何とかして 故鄉を 伏し 拜 みって 唄って ゐ 〔る〕 から 馬鹿 だな。 皇居 を 故鄉と 間違へ てる 

やが る" …… 」 

r 此 酒屋の 御上さん の 妹 は 別品 だから 見ろ」 

「此 所に 己の 舊 知己が ゐ るから 一 寸 寄って 行かう かな。 小鳥 を 飼 ふ 仲間 だ」 

狭い 町 はすぐ 盡 きて 灯が 段々 少なくなる。 村 外れに ある 鎮守の森へ 出る 少し 前から 又 橋 を 渡って 引き返 

す 0 


元の 旅館の 前 へ來 ると 先刻の 踴 子の 連中が 丁度 仕舞って 門から ぞ ろく 出て 行く 月 琴 を 抱 へ た 女が 黑紋 

付の 羽織 を 着て ゐる 夜目に は 縮緬ら しく 見える、 夫から 小さい 踽子は 友染の 着物に 赤い 帶を立 矢の 字に 結 

ん でる る。 最も 奇異に 感じた の は 彼等の 一 人が 提灯 を ぶら 下け てるる 事で ある。 彼等 は |ハ 提灯で 足元 を 照 

らしながら 今 出て 來た 旅舘の 裏手に ある 橋 (川 向に ある 他の 旅 舘へ丈 通す る 細い 橋) を 渡って 行った。 

〇 十五 日 昨日 宿 S 婆さんから 食 逃の 話 を 聞く。 一人 は 来て 飯 をく ふ 所 其 量が どうも 多過ぎた。 やがて 御 

上さん 此所 いらに 烟 草屋 はありますまい かと 聞く。 あとで 上さん が 亭主に 「御前さん あれ は かに 食 逃 だ 

よ。 あと をつ けて 御覽 なさい。 見 付の 松 迄 行って 歸ら なかったら 其 儘に して 歸 つて 御 出なさい」。 一 人 は 

知り もしない 癖に 「旦那 今日は」 と 威勢よ く 這 入って 來た。 上さん 曰く あり ゃ錢 なし だよ。 二三 日 後 亭主 

上さん に 云 はれて 客の 入浴 中 包 を しらべ る、 果して 何にもな し 

御幸さん から 泥棒の 話 を 聞く C 日本 大學の 制轄を かぶる 男、 菓子 を 買 ふに も 散歩す るに も 悉く 大學帽 を 

かぶる。 隣の 御客さんの 話 を 襖へ 耳 をつ けて 聞く。 同じ年 輩の 書生と 懇意になる。 一 所に 伊豆山へ 行く。 

友達が 一 ート圓 持って行 くと いふの をと めて 五圓も 持つ て 行けば 澤山 だとい ふ。 友達 は それ を 観 間と 鴨居の 

間にある 撗 柱の 裏に かくす。 それ をぬ すぬ。 宿料 を 催促す ると 色々 辯 解 すれ どもよ こさす 遂に 追 出す 

〇 やせ 馬の 話。 脊中 へやせ 馬 をつ けて 米俵 を 一 一俵 背負った 女の 話。 上さん が 男に ャセ 馬で 近所へ つれて 行 

かれた 話 

〇| 六日 

一 の 字 峠、 金 堀 瀧  . 
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木の 名 ヅサ、 力 ンバ、  . 

長 尾 曾 根。 沼津三 島と 靜岡灣 を 見る。 

鞍懸の 眺望 八 ケ國の 眺望 (靑ぺ —ジヲ 兄 ョ) 

相 模武藏 安房 上 總下總 信 濃 斐 伊豆 駿河遠 江 へ- ジ よい sss〕 

ト 七日 朝 富 士星を 出て 湯 本へ 行く 途中 車夫の 語、 11 

宫の 下の 天皇陛下 も此春 死にました。 飛ぶ 鳥 を 落す やうな 勢でした がね。 何しろ 偉い人で 注 來を步 くと 

小 供で も 何でも 御辭儀 をす るので、 「己 は 頸が かった るいから」 つて 仕舞に 手を擧 ける 丈で 頭 は 動し ませ 

ん でした。 それで 眞直を 見て ゐて橫 目なん、 ぞは使 はない 癖に 誰が 何 所 を 通る か ちゃんと 知れ るんだ から 偉 

いもんです。 

何し ろ 西洋人の 金で な くつち や 取った や うな 氣が しま せん。 駕籠 を 雇って 大地 獄迄歩 い \ し 行 つ て 少しも 

乘ら すに、 それで 酒錢 を吳れ るん ですからね C 日本人 は 尻が 痛くな つたって 中々 下り やしません 

奈良屋 と 富 士屋の 間に は 契約が あつたん です。 日本人 は 奈良屋 で 取る 其 代り 西洋人 は 富 士屋で 貰 ふって 

ね。 それが 何でも 一 n 二 年 前に 满期 になつ たんだ さう で、 今 ぢゃ兩 方 共 日本人で も 西洋人で も 客に します G 

然し 奈良 星へ 西洋人 は 行きません や。 行っても 午 叙 を 食 ひに 富士屋 へ來て 見て すぐ 移つ ちま ひます。 此方 

はコ ックが 十五 人 もる る 所へ 持って 來て、 向 は 一 人 か 一 一 〔人〕 しかるな いんです からね。 

〇 湯 河原で 是公 曰く 

馬鹿 嘟は 六づ かしい もの だぜ。 今 束 京の 藝 者のう ちで あれが 本當 に出來 る もの は 古 原の 御 負 だけ だ。 彼 


は キヤ リと 馬鹿 囀と を 混同して ゐろ。 手 古舞 は 御 神樂の 事と 考へ てるる かも 知れない 

癲癎病 ノ心狀 广 The  Idiot  ノ中 ヨリ) 

He  remembered  amon^v  other  things  that  lie  always  liad  one  minute  jiist  before  tlie  ef>ilei:-tic 

tU  (if  It  case  on  whik  lie  was  awake)，  .wllen  suddenly  in  tlie  midst  of  sadness,  sp-il-itual  dark- 

ness and  opiir ひ ssion,  1:1:12. ひ s ひ emrod  at;  moments  a  flasli  of  lig-lll:  in  liis  t>rain,  and  with  extraor- 

diinaty  131;petus  all  liis  vital  forces  suddenly  t>egan  working  at;  1;lieir  llig.:hest  rtensioll.  Tlie  s ひ iis ひ 

of  life,  tne  consciousness  of  self,  Wei. ひ nluldf^lied  ten  tinies  at  these  moments  which  passed  lilce 

a  tiasli  of  liglltnlng..  tlis  mmd  n-nd  liis  lieart  .were  llooded  witli  extraol.dinttrv  light;  flu  liis  un- 

easiness- all tns  dou な ts,  all  liis  anxieties  メ vc-rtj  relieved  at  once;  tliey  were  all  merged  in  a loftv 

calm,  tun  of  serene,  liarmonious  joy  and  liope.  wut  t:hese  moments,  tliese  flashes,  were  only  tlie 

prelude  of  ttiat  final  second  ct  was  nrever  more  tliaii a  second)  witli  wliicli tli ひ fit.  .hee.an.  .Tllal: 

second  was,  of  course,  tmenduraWe.  Thinking-  of  that  moment  later,  when  lie  was  all  riglit 

again,  lie  often  said  to  hnnself  fhat  all  fhese  gieains  and ュ ashes  of  tile  highest  sensation  of lif ひ 

and  s ひ If-consciousness,  and  t-tsrefore  also  of  ひ liigliest  fonn  of  existence,  wrcr ひ notliing  taU 

disease,  tlie  iyterrup-tion  of  the  normal  condition  ；  21d  if  so,  it  was  not  at  all  tlie  liighest  form 

of  t-elng, げ ut  on  ttie  contrary  must  be  reckoned  tlie  lowest. 
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三 二 穴 

日 SJ^ 及 ^  fr^  — 大正 四 十二月 頃よ" 大正 K 年 七お 二十 七日まで u 

〇 ブランデス。 ティン。 主義 摞题ハ 主義 摞超。 個人 作家の 批評 ハ 批評。 リンク を缺 く。 

〇 軍國 主義 論、 軍國 主義 ハ 方便、 目的 -1 ァ ラ ズ 故に 時勢 遲れ なり 

獨 乙の 「力」 の 考と佛 蘭 西の 「力」 の考 

〇 甲で も あり 乙で も ある。 執着 も あり 執着な くも ある。 論理的で ない。 然し 論理 は 果して 事 實か。 謠曲を 

習 ふ 例。 

〇 人から 遠慮され る樣な 地位に ある もの は 啓 發を受 くる 機會 なし。 體裁 のい、 事 をい ふ ものば かり を 相手 

にして 満足して ゐる。 夫故此 満足 を 打破す る 者が 出て 來る とき は V 自然 前者 を 同情者 もしくは 味方と して 

見る。 さう して 後者の 方が 間違って ゐ るの だと 推定す ろ。 その 方が 自然 だからで ある。 もし 前者が 誠實な 

贊同 者で ある 場合に は 夫で もよ ろし けれど、 虚懦の 場合に は此 位地 を 有する 人 程氣の 毒な ものな し。 

〇 箒 庵の 茶會 記事。 其 道に 入る と 何事に よらす 天下 他事な き有樣 なり 

〇 獨 乙の 精 (ハ 思想 ナリ) * 

〇 トライ チケ 

〇 科 擧的ー 元說 (ティン) トべ ルグソ ン 

〇 象徵 主義 (グ ー ル モンの 與 へたる) ノ 定義 * 

〇 老人 雜話。 佛 繭西ノ 捕虜 物語 


〇 アナ ト 1 ルフラン スの 

〇 歐 洲戰爭 宗敎、 社會 主義、 經濟、 人道、 皆國家 主義に 勝つ 能 はす 

〇ra 中 君の 話 

酒。 ーコン 二 ャクの 上等が 第 一 

ブ ラ ン デ ー は 年數、 香りと 味 

葡萄酒 も年數 

. 然し 年数が 同じなら ば vintage 

杖 C ビ 力 ー,, チ リ —の 傍セ ン トジェ ー ムの ブリッグ ス。 藤 (製 セザル 者) 四百 圓 

食物。 天 錢羅， 花 長、 魚河岸の 屋臺見 世 を 料理屋へ 呼ぶ、   

越後 星の 菓子 (八 百 善、 常 磐屋の 注文、)。 池の 端の 鹽 煎餅。 黑 砂糖の 羊獒 稹 町の w^。 黑砂 

糖の 飴、 赤 坂の チ マ キ屋 (注文の み)。 

茶 ブラック チ ー とゥ— ロン を 交ぜる。 キュ— ブの 砂糖の 味。 

毛皮。 シ ルバ ー フォックス、 總毛 一 萬圓、 六 千圓。 ラッコ の皮少 しづ 、 白い 毛が 生 へ たの を 貴 ブ。 長さ 

一 寸 五分。 襟 皮 七 八 百圓。 脩 子、 三 四百 圓。 動 車へ 乘る 連中の 着る もの 

衣服。 門 平 を 作る。 羽織の 長き は 無 川。 袴 腰 改良。 心ハ 紙上に 帶心を 捲く。 洋服の 改良 
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S 固 

一 月 一 一十 八日 (行) より 一 一月 十六 日 (歸) 

〇{15 の老 上さん の 話 

厶男 ある 素人の 情人 を つれてくる。 同じく 11 係の ある 女 (待合の 女將) あとから 来る。 男風呂 場で 女將に 

つら まって 出る 事. か出来す 湯氣 にあがる。 ヒ さんに 救 はれて 部屋に 歸る。 素人の 女の 方 は 泣いて 東京へ 歸 

ると いふ。 上さん なだめて 戶 棚の 中へ 布圑を 敷き 火鉢 を 人れ て かくす。 さ- フ して 男と 女將 をた しなめ る。 

もう 騷動を しないと いふ 首 質 をと る。 それから 男 一 人に 女 一 一人 同居す。 男風呂に 入る。 一 一人と も 遠慮して 

どっち も 湯に 追いて 行かす。 男 コボシ テ曰ク リヨ マ チで 手拭が 絞れない のに 一 一人と も 一 所に 來て くれな く 

つち や 仕樣がない。 

A 男 あ" 橫 濱の藝 者と 深い 仲な り C 單身 湯治に 來 る。 別口の 新橋の 好きな 藝者を 呼ぶ。 すると 其藝 者の 來 

る 前に 橫濱の 方が 勝手に 來て しま ふ。 呼ばれた 方 は あとから 来て 指 を銜へ て 一 一人 を 遠方から 見て ゐる。 

〇 小 三さん 婆さんの 話。 

私 はト五 S とき 紀州熊 野から 親に つれられて 大阪へ 出ました-か あした 食 ふ もの もな いや フに 零落して 

しまった のです 。父 は 千 人前の 法 華 寺の 坊さんと 懇意な ので 其 所へ 人れば どうかな ると 云 ひます が 母 や 

妹 S 始末が 出來 ない のです つ それで 堀 hdS 眞嗜 ないやな 家へ 五 年 百圓の 約束で 行く 事に なりました。 所 

が 其 所 の 家で は 又 私 を譜岐 の 志 度と いふ 所へ 轉 K してし まった のです 。私 は 親の 手へ 百圆の 金が 渡った 

事との み 思って ゐ ますと、 母-か 妹を脊 中へ おぶつて 志 度 迄 遣って 来ました。 驚ろ いて 聽 いて 見る と 其 百 


圓を 一 どきに は吳れ ないで ちび く 渡す ので 何う する 事 も出來 ない の ださ 5 です。 母が 漸く 國へ歸 ると 

材木屋の 旦那 方が 御 米 も 可愛 さう だから どうかして 遣ったら よから うとい ふので 百圓 持た して 迎 ひに 寄 

こして 吳れ ました。 それが 十七の 暮で (明治 五 年？) す。 夫から 宅へ 歸 つてから 一 人で 東京へ 出 T 來ま 

した。 「石の 上に も 三年」 とい ふ 言葉が 私に 刺戟 を與 へたので す。 東京へ 出て 材木 星さん の觀 係から 木 

場へ 一 寸 落ち 付きました。 夫から 葭 町へ 來てロ を さがし ましたが 何處 でも 相手に しません。 漸く 一  軒 ま 

あため しに 置いて 見やう とい ふの が ありまし たが 其 所 へ 這 入 つて 旯 ると 苦しい ものでした。 朝 は 下女と 

一 所に 起きて 拭 除 を させられます。 御茶 を 挽く と 御 午 御 假は嬈 芋より 外に あて か はれない のです。 燒 

芋 は 一 錢 分で 六本し かありません。 それに 悪い 男の子が るて 其燒 芋を橫 取りして しま ふので す。 惡 くす 

ると 二 本位で 我慢し なければ なりません。 さう して 夕 御飯 は 御座 敷へ 出ても 食べられません 家へ 歸 つて 

も 食べ られ ない のです。 精 古は姊 さんがして 吳れ ますが、 ひどい 目に 逢 ひます 三味線の 撥で 手 S 屮を打 

たれる S で 手が 腫れ 丁 どうす る 事 も 出来なかった 事が あります (北 州を敎 つた 時)。 首 薬が 通じない の 

で 手水 場に 人って 一 K 紫の f£ 十 〕 をし ました。 御座 敷へ 出て 一 一十： A 座 を 遣れと 云 はれて そんな 段物 は 知り ま 

せんと 斷 つて 小便 藝 者と 云 はれた 事が あります 一 一 卜 五 座と いふの は 段物で も 何でもな いのです 

A  r 一  人 寐る夜 は. 一 一人が 淋し. 一 一人 3- る 夢 一 人 ごと」 此 文句の 解釋 がー 一通り あるんで すよ 云々 

〇 豐 K のば あ 曰く 昔 は 足を氣 にした ものです。 枋の 木炭ば かり 遣って、 親指の 爪 を 深く とって、 それで 

素足へ 齒 の ある 下駄 を 穿く のです。 

〇„s 孤； 鶴 行 

門 川 迄 あるく。  ffl<fc 道で 荷 を 肩に した 肴屋 一一 會フ。 「且那 方 は どちらへ 御出です。」 「眞 鶴です か。 な 
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にさう 遠くはありません。 あの 無線電信の 柱が 見える でせ う。 あの 山の 向 ふ 側になります。」 (右の 方に 海 

に 突き出て ゐる岡 を 指して) 

「好い 所 かへ」 

「え、 揚屋が 十 軒あります」 

「外に 何にもな いかね」 

「もう 少し 早い とブ リ 網が 見られる でせ う」 (時に 十 一 時 頃) 

門 川の 茶 星に 小さん、 豐田の 婆さん、 榮 ちゃんと いふ 女が 待ち 合せて るた。 . . 

茶店の 女主 人に 「御上さん、 鶯が眞 鶴に 預けて あると 云った つけね。 今日 是 から 眞 鶴へ 行く から 序に 見 

せて 貰 はう と 思 ふが 平 井 星に るるの かい。」 (眞 鶴の 宿屋)  • 

「へえ 平 井 星で 近 藤の 驚と 仰し やれば 解ります」 

榮 ちゃんが 來て 赤切符 を 渡して くれる。 默 つて 受取って、 ぞ ろく 輕 便に 乘る。 (並 等に) 一杯な ので 

手 を 出して つり 皮 を ぶら 下け る撗に 渡した 棒に つら まる。 豐田の 婆さんが 下から 仰いで 見て 腕が 寒いで せ 

うと 云って シゃッ の 端 を 引 張る。 生憎 半 そでな ので シゃッ は 少しも 袖口の 方に 出て 來 ない。 

吉濱 でと まる。 右 はすぐ 海、 海の 岸 は 石垣で 築いて ある。 左手 は小擧 校、 前に 廣場、 それから 山路へ う 

ねって 這 入る。 先刻 右の 山の 上に 見えた 無線電信の 柱が 山に 遮ぎ られて 見えなくなる。 

一 山 超えた 所で 「輕 便」 を 降りる。 眞 鶴へ 行く の はすぐ 右に 折れて 田舍 道の やうな 所 を 通って 行く ので 

ある。 何 所に も眞鷂 らしい 影 も 見えない。 

r 此樣子 ぢゃ是 から 半道 も あるんだ らう」 

此時 吾々 を 足早に 追 ひ 越して 行った 男が 急に 振り返った。 


「そんなに あり やしません。 五 丁です」  . 

彼の 言葉 は銳 どかった。 

「眞 鶴が 遠 いといつ たって、 鬼 程 を 間 逢 たって 何も さう 拳 突 を 食 はさな くっても よさ さうな もの だ」 と 

田 中 君が 驚いた やうに いふ。 

右 は雜木 林で 小高くな つて ゐる。 下 は 二三 間の 切 岸で 下 は 畠で ある。 日影に なって るる 田 舍路は 霜 どけ 

でぐち やくす る。 女 連 は 弱らせられる。 中 村-か 豐田のば あさんの 手 提籃を 持って やる。 田 中が 小さん に 

杖 を 貸して やる Q キ ルクの 草履 を 穿いて ゐる榮 ちゃん は 尤も 手 古 措 つてる る。 

「銑 足に なれ」 

「負ぶ つて やれ」 

「よ ござんす よ」 

榮 ちゃん は斷 乎と してる る。 

「早く 先へ 行って 宿屋から 迎を 寄こして やる がい、」 

男 は どんく 歩いた。 

道が 忽ち 盡 きて 坂に なった。 それ を 曲って 又 下りる と 人家が ちら ほら 見えた。 又 曲る と 今度 は 石段に な 

つたつ) 

「平 井屋 とい ふ 宿屋 は 何 所 かね」 

荒 くれた 漁師 虱の 爺さん、 

「すっと 云って 右側 だ。 前が トタ ンで 後ろが 藁葺 だ」 

平 井 星の 二階へ 通る." 
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七面鳥. か 菜 を 食って るる。 鶴が 餌 をつ 、 いてる る。 やがて 向 ふの 垣根の 處に 白い 鬼 か 顔 を 出した。 

「午餐 を 食 ふ が 何が 出來 るか ね」 

「バ シ ョ ー 烏賊に 4- ゥボ ー の やうな ものです」 

r ホ ー ボ ー を 酒と 醤油で 煮 て くれ。 そ れ から 烏賊の 刺身 をお れ丈食 ふから 持って 來 い 」 

「へい」 

「おいま だ あるよ。 先刻 途中で 見たら 嫋が 店先に あつたが、 宅に も あるんだ らう」 

「へ い 御座います」 

「あれ を 生の 儘 持って 來ぃ。 此 所で 燒 いて 食 ふんた から」 

飯の 支度の 出來る 間濱へ 出て 見る。 狭い 道に は みんな 石が 敷いて ある。 それが みんな 濱の 方へ 急な 勾配 

が 着いて ゐる。 さう 〔し〕 て 不規^に 幾 筋 も ある。 それから それ を潢に 貫いて るるの も ある。 悉く 石 丈で 

疊ん である。 路丈は 何だか 以太 利邊の 小さな 漁村に でも 來 たやうな 心 持で ある。 (家 は 無論 比較し やうが 

ない が) 芝居の 廣告の ビラが 路傍に 貼って ある。 「こんな 所に も 何々 座と いふ ものが あるの かね」 

少し 行く と 右側に 藉麥と 看板み i けた 生新ら しい 粗末な 家の 中で 一 一三 人の 女の 高い 笑ひ聲 がする。 

濱は 三方 陸で 馬蹄が たに 水が <K ひ 込んで るる。 靜 かな 小さん 灣で 僅か 餘 された 一 方の 砂地に 引き 上 ゆら 

れた 船が 竝ん でる る。 水面 は 强ぃ色 をして ゐ たが 鏡の やうに 穩 かであった。 右手の 山の頂 上に 先刻の 無線 

電信の 柱が 見える。 

「あれ は 海軍の だら う」 先刻 思 ひがけな く 狹ぃ路 で 水兵に 四 五 人擦れ 違った 

宿へ 歸 つて 懷を食 ふ。 中 村 はも 5 一人で 鰯 を 大分 燒 いて 骨 を 腿の 上に 竝 ベて ゐる。 小さん が 「此嫋 は 

生で食べるべき もの だ。 さう して 骨 も 食 はなく つち ゃ本當 でない」 といって、 下女に 丼に 醋を 一杯 もらつ 


て 其 中に 鰯 を 浮かして、 それ をむ しゃく 食 ひ 始めた。 (彼女 は それが ために 其晚嘔 いたり 下したり した 

さう である) 

r 是 から ブ リ網を 見に 行 くんだ。 婆さん 連 も 一 所に 行きなさい」 

婆さん 連 は 最後の 輕 便で 東京 へ 歸る 事に な つ て るた。 

「時間に 間に合 ふでせ うか」 

「間に合 ふと も」 

婆さん 連 は 懸念しながら もブリ 網が 見に 行きたい ので 一 所に なって 又濱へ 出る。 

莫蓖と 座お 圑を 持って 來た 宿の 下女 も 二人 船に 乘 せる。 我々 は 外套の 襟 を 立て ゝ陣 どる。 風 はなく 海 は 

平 か だが 時節が 時節 だから 寒い。 右手に 石山が ある。 

「あれ は 〇〇 さんの 持って る 所です」 

「あ の 泥棒が 持つ て るん ぢゃ 碌な 事 はね え だら う」 

「何でも あすこ を 石垣に してやる とい ふ 約束で 此 土地の もの も 承知して 賣 つたんで すが， 一 向 石垣なん 

かっき さう もないで すね」 

「あいつ の 事 だから 石 を 切り出し て 儲け る氣 なんだら う」 

山の は づれ迄 船が 來た。 すると 大きな 海面に 丸太 を 浮かした やうな 目標 だか 浮き だか すっと 拉んで 

える。 それ は 規則正しく 閒隔を 置いて ある 恰 形に 排列され てるる にも 拘 はらす 其怆 形の 何で あるか は 素人 

眼に は 一 寸分らない。 どこから 何う 始 つて 何處で 終って るる か 分らない。 其 丸太の 上に 鳥が 澤川留 つて ゐ 

る。 灰色の やうな 薄茶け たやうな 色 をして ゐる。 

「何 だね」 
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「鷗 さ」  - 

「は あ 何だか 恰好が 遠 ふが な」 

「沖の^ だから、 海のと 隈 田川邊 のと は 違 ふさ。」 

其う ち 鳥 は 低く 飛んだ。 

「成程 あ、 して 飛ぶ 所 を 見て ゐ ると 如何にも 鷗だ」 

沖に は 船が 澤山 見える。 

「凡て  > 十 一 艘 居ます。 あれで 十四 五 人宛乘 つてる るんで すから、." II 勢 は 一 一 百 人 近くです。 大漁の 時 は 

七 萬位ブ リ がか 、 る 〔の〕 ですから、 まあ 十萬圓 近く S 金になる ん です。 一 人が 一 晚にー 一十と か 三十と か 

いふ 金 を懷に 入れます がそれ を みんな 飮んぢ まいます」  . 

「それで 揚屋が 必要なん だね」 

船 は ある 間隔 を 置いて 浮いて るる 例の 丸太の やうな もの ゝ 一 列に 拉んで ゐる傍 を 通り 拔 けて 遙 かに 見え 

た 漁船の 一 つに ついた。 船に は苫が 片側に 懸けて ある |ハ 中から 顔 を 出した 漁夫が 二三 人 吾々 の 船の 女 を 見 

て 何とか 聲 高に 罵った。 宿の 女 は 笑って ゐる。 やがて 船が 苫の向 側へ つくと 十四 五 人が ごちゃく になつ 

て 固まって ゐ たが 起き 返る もの 立つ もの、 立って 又寐る もの、 雜 然として 吾々 の 船 を 見て みな 新たに 活動 

し 始めた。 

「何時頃から 網 は 引 くんです かね」 

r まあ 四時 頃からで す」 

時に 三時 半 頃。 答へ たの は恰 腹の 好い 立派な 男で ある。 

「歌 右衞門 に似てる るよ あの人 は。 い 、男 だ 事」 と 豐田の 婆さん は 感心して しきりに 歌右衞 門と いふ 言 


葉 を 振り 舞 はす。 此歌右 衞門は 四 卜 代の 立派な 男で ある。 「私が 司令長官です」 と 云った。 五分 刈の 頭に 

後ろ 鉢卷 をして ゐた。 

「網 は 日に 大抵 四囘位 やります。 漁業 期 は 十二月から 六月 位 迄です。 小 田 原の 鈴 木の 持 網です。 網の 價 

は變萬 六 七 千 ra 位で せう」 

向 ふの 船に 櫓が あって 其 上に 人が 一 人 立って るる。 

「あれ は 見張りで すか」 

「え ， 魚-か 寄って くると あすこで 大きな 聲を 出して みんなに 知らせる のです」 

「知らせる 迄 は 取り 掛らな いんです か」 

「なに 時間が 来れば 遣ります。 疲れて みんなが 寐 ますから な。 大きな 聲を 出して 知らせる 必要が ありま 

す」 

「さう して 君が 司令長官 だとす ると、 みんな 此 所へ 寄って 來る譯 かね」 

「いえ 手前 は 司令長官で すが 元 船 は あすこに ゐま す」 

大きな 網 は 元 船へ 手繰り 寄せられ るので ある。 

「あすこへ 行って 乘 せて 貰 ひませ う」 

船頭 は 船 を 元 船へ 着けた。 

「うちの 御客さん だ 少し 乘 せて 見せて 御吳れ よ」 

我々 は苫の 陰に 一 圑 となって 這 入った。 氣持 がよくな いので 默 つてる た。 眼 をね むって るた。 動く 船と 

波 を 見 る と氣 持が 惡 くな る。 

爐が 切つ 〔て〕 あって そこへ 誰かが 稹を 橫縱に 十本ば かり 渡した 横 は 燃える 前に 爐 ぶった。 けむい 烟が 
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我々 の 服 や 口 を 襲って 来た。 • やがて 巧みに 拉 ベら れた横 は 赤い 談を 吐き出した。 へさき に 近い 所に へ ッッ 

ィガ あって 一 抱え も ある 签が掛 つて ゐた。 其 前に 黑 焦に 焦け てび かくした ai が m に 刺した 儘 一 一本 立て ， 

あった。 呪符 か 食 ふ もの か 解らなかった。 

みんな 像 を 食 ひ 出した。 

やがて 網 引 は 始まった。 元 船から 見て るると 其 〔を〕 扇の 要と して 末 廣に十 一 一 一艘の 船が 丸る く 何時の 

問に か陴を 張って るた。 やがて 素 裸になった 漁 子が 舷に胸 を あてがって 手 を 水際から 揚 けたり 下け たりし 

始めた。 一 艘にト 人と 見て 百 一 三 一十 人の 雨 手 だから 一 一 百 四 五 卜 本の 手が 人形の 樣に 水から 離れたり ついた 

りする。 同時に 彼等の こ んだ it" (赤銅色の) と黑ぃ 頭と が 手と とも 〔に〕 人形の 樣な 運動 を 始めた。 凡 

てが 調子 づ いて、 さう して 其 調子 を 保った め、 (又 それが 原因に なって) 一種の 掛聲が 遠くから 起った。 掛 

聲は 時計の 振子の 樣に雜 音で は あるが 規刖 正しく 續 いた。 彼等 は 胸 を 舷側に 着けて 水際 近く 下ろした 頭 を 

舷と 同じ 高さ 迄 上け る。 さう して 又 其 頭 を 水際 近く 下す。 同時に 手に 持った 網の 目 を此運 勤の 調子に つれ 

て 一度 ごとに 手繰り 寄せる。 あ、 からだの 重み を 船 緣に靠 たせて 何ラ して 胸. か 擦り 剝 けない の だら う。 又 

あ 、 吸 まぐ るし く 頭 は 動かして^ 暈が 起らない の だら う。 

人形の やうな 運動 は 勇ましい 掛聲 と共に 段々 元 船に 近寄って くる。 彼等 は 一 つ 摑んだ 網の 眼を投 ける と 

同時に 其 先の 眼 をつ かまへ 、 次に は 又 其 元み- 摑へ ると いった 風に 段々 段々 元 船に 近寄って 仕舞に は 十艘の 

船で は 形 ちづ くれない 程の 小さな 輪に なって しま ふと、 一艘、 ニ艘、 列から 外に 離れて 行く とうく 六 七 

艘の 船で 完全に 取り 圍 まれた 輪になる 時分に は 網の 底 はもう 水と すれく になる。 網 中の 魚 は 船の 中へ 掬 

ひ 上 けられる、 ブリは 何時 見える かと 思って 見て ゐ たが 中々 見えない。 しまいに 靑ぃ 棒の やうな ものが 籃 

の 中を模 切った。 


不漁で 三 尾し か 取れなかった G 

「おれ は領を 食った がか 、 あは どうす る」 

船の 中で こんな 事 を 云った 船頭が ある。 

屋に 着く もう 東京へ は 間に合 はない とい ふので 婆さん は 又 湯 河原へ 引返す。 大風。 宿の ものが 提灯 を 

つけて 案内す る。 提灯 は 消える。 掛 茶 〔屋〕 の 藩 暗い 灯の 下で 輕便を 待ち 合せる。 


一 あの 元 船へ 移る 時ね、 船頭が 誰か 身體の 汚れて るる もの はゐ まいな といった 時、 私 やぎよ つと しまし 

た。 榮 ちゃんが 苦しき、 やしまい かと 忍って。 あ.' いふ 錄起 み-祝 ふ 稼業です からね」 

身體 G 汚れて るた 榮 ちゃん は 蒼い 顔 をして 其 時 船の 中に 蘇て るた。 船頭の 言葉 を聽 いたか 聽か なかつ 

たか、 それ は 推 も 知らなかった。 父 後に なっても 訊ねなかった。 何しろ グリは 三 尾し か 怖れなかった。 


K 澤 

1 藝術 上。 漸々 氣六づ かしくなる。 始め 眼 を 喜ばせた ものが 仕舞に は 少し，， -藝術 的に 訴へ なくなろ。 

それが 高 じる と 本営に 好い と 思 ふ もの は眞に 僅かに な る。 人 は 之ん-ほ 尸 ヒ飞， M 上と いひ 當人も 夫で a- 意で 

あ る。 

に 物質 上。 藝 術の 場合と 同じ。 然し 人 は 之 をよ く 云 はす。 常人 も 成るべく 之を隨 さう とすろ。 「足る 

事 を 知れ や W 螺 S わ び 住居」 

G 人間の 好惡の 上、 是も 同じ 事。 さう して 評 憤. は. n と 同じ 
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闺精. 神 的、 俗にい ふ 氣六づ かしい 事.. 是も 二の 場合と 同じ  } 

此 四つ は 論理から 云へば 皆 〔同〕 じ 方向に 向って 評愦 されべき ものなる に、 かく 反する は 第二 三 购は道 

德的^!51義に解穆さる、が第 一 と反對 になるな り。 道德 的と は 相手に 迷惑 を 及 ほす とい ふが 一 つ C 自己に 安 

心なき が 故と いふ 意味 一 一つな り。 然るに 自己に 安心な しと 云 へ ば藝 術の 場合 も 同じ かるべし 故に 此 場合 は 

自己 〔に〕 安心な き 程よ きもの を 人に 給與 する が 故によ しと 見ざる ベから す (藝術 的 向上心に 道義 的評傻 

を 附着 すれば )。 もしくは 自己の 安心 を犧牲 にして ョ リ好 きもの を摑 まんと あせる 愁望を 肯定す ると 見 ざ 

るべ からす。 (此 場合 は 如何に 自分が 向上し たれば とて 他に 害 を 及 ほさす 迷惑 を かけざる 故 凡て 自己本位 

にて 差 支な しと a 飲され 居るな り) 

〇 物 を 観る 時間と 好 惡の變 化 

第一印象の 時 大變 好く  ， 

漸々  剌戟がなくなると平凡に^^んる 

3 一 取 後に 厭きろ 

〇 私 は K さんと 同じ 食卓で 御飯 を 食べました。 ：^さんとは違った食^^じす。 もとく おさんと 一 所に 行つ 

たの ぢ やな いんです からね。 それで 何う したと いふので す。 K さんと は 親しい が M さんと は 親しくな いと 

いふんで すか。 親しくな いん ぢ やない 知らな. いんです。 向 ひ 合って 話して さへ るれば *!； 方 は 親しい と 思 ふ 

んで せう。 然し 身體は 離れて るても 口 は 利かな くっても 親しい もの はあります。 心 は 距離で 隔てる 譯には 

it きません。 どんな 遠い 所へ でも 行けます。 口 を 利かないでも 思 ふ 通りの 話が 出來 ます。 


〇〇〇〇 子の 話 

私 は 下野 眞 岡の もので 御座います。 家 は 荒物 業で あり .fs す。 其 日に 困る 程の 經濟狀 態で は 御座いません。 

兄弟 は 十三 人で 大變 大勢です が 父が 非常に 子 煩惱で それが ため 私 か 他 を 欺かなくて はならない 羽 H に陷っ 

て 弱って 居ります。 

私 は 宇都の 宫 の女學 校の 專修 科に 居りました。 其 頃 私の 母方の 從 兄に 當る 子供が 同じ 土地の 中擧に 居り 

ました。 これ はもと 眞岡^ 中舉に 居り ましたが 卒業す る 時に あろ 事故から 免狀を 取る 譯に 行かなかった の 

で 宇都の 宫の 方へ 轉學 したので す。 海軍 志望な ので どうしても 中 擧 を 卒業して 置かない と 免狀が もらへ な 

いために 轉擧 の 必要 も あ つたので す。 

其 男 S 姓 は 〇〇 と 申します。 此 〇〇 は眞 岡に 居る 時 は 私の 宅から 中學へ 通って るた ので 私の 兄弟 及び 私 

など は 兄弟の やうに して 暮らして るました 親しい ものです が、 宇都の 宮に 居る 頃不阖 私に 戀を 打ち明けて 

妻に もら ひたいと いふ 事 を 申し出し ました。 私 は 驚ろ きました が 其 頃旣に 十七 歳に もな つて 居り まので 少 

し は 思慮 も 御座いま したから 其 問題に ついて 考へ ました 所、 先方の 父と 私の 父と は 到底 性質が 一 致 致し ま 

せんから 是は 先へ 行って 旨 く 行くまい と 思 ひ ま し て 其 旨 を當 人に 答へ ました。 

然し 私 は 其 人 を 立派な 人格の 人 だと 信じて 少しも 疑って 居りませんでした。 

其 後 〇〇 は 海軍の 試驗に 及第し て 少尉に なり まし た。 そ れ から 私の 叔母 を 通し て 私 を 貰 ひた いとい ふ 旨 

を 通じました。 私 は 異存が 御座いません でした。 父母 も 承知 を 致しました。 それで 婚約 か 成立 致しました。 

否もう 結婚 するとい ふ 事に 迄 話が 進んで 來 ました。 

すると 〇〇 が 叔母に 向って 結婚す る 前 是非 一 度 私と 一 一人ぎ りで 會兒 したいと 申し込んで 來 ました。 叔母 

は それ は 責任が あるから と. S- して 斷り ました。 然し 〇〇 は 旣に貰 ひ 受けた 女 〔な〕 の だから 一 一人ぎ りで 會 
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つた 所で 决 して 不都合の ある 笞 はない と 主張し ました。 それで 叔母 も 巳むな く 都合して 私と 〇〇 と を 私の 

i き 一階で 會： させる 事に しました。 

然るに 私 を 驚ろ かせた の は 其 時の 彼の 態度です。 〇〇 は 私に 向って 何にも 申しません。 た，" 默 つてる る 

のです。 それから 口へ 出した 僅かば かりの 言葉 は 又 私 を 驚ろ かせた のみなら す 却って 私 を 不審 がらせ まし 

た。 又 私 を 不快に しました。 彼 は 私に 向って 斯う 云 ひました。 

「〇 ちゃん は 私な どの 所へ くるよりも もっと 立派な 人^ 所へ 行った 方が 好く はない か」 

〇〇 の 立派な 男と いふの は 私の 親戚に あたる ある 文 擧士の 事 をい ふので あります。 自分で 是非 私 を货ひ 

たいと 申し出して 置きながら、 さう して 自分の 云 ふ 通り 私 を もら ふとい ふ 事に 話 を 極めて 置きながら、 會 

見の 時に あたって、 斯んな 言楚を 来來の 夫から 聽 かされ やう 〔と〕 は 私 も 夢にも 思 ひ 掛けませんでした。 

彼 はさう いふ 不得要領な 態度で 座 を 立ちました。 夫から^ 京へ 來て 一 寸 自分の 宅へ 寄った なりす ぐ 自分 

S 勤務先の CJ;〈 へ 向って 立って しまった のです。 さう して 夫から とい ふ もの は 結婚に つ い て. ど うい ふ 考な の 

か 一 向步を 進めて くれない のです。 

それが 何の 爲 だか 解らない のです。 然し 〇〇 家の 一 家の^ 情 は 其 後に なって 私達に よく 知れました。 彼 

の 父 は 養 匿 を 業と して ゐ たもので すが 牲來颇 ろぼ： 人 で 利害 を 服 中に 置かな い や うな 性格で あった- S でと う 

く 破產 してし まひまして 故鄉に ゐる譯 にも 行かす 京へ 出た いであります。 で 其 一 家 は 〇〇s 兄が 引受 

けなければ ならな ぐな りました。 所が 此兄は 砲に ハ 中尉で 旣に， wl 分 S { 水 族が あるので すから、 とても. 成 給で 

さ う 多勢の 世話 をす る 譯には 行かない ので、 自然 ffi 金が 出來 ました。 仕舞に 已 を す 弟 S 名教で 玉 突 場 を 

經營し 出しました 。所が それが 當ほ. 者 間 S  超に なって 軍人と して 商業に 從事 する S は 不都合 だから ：！： 方 

か已 めろ と 其 筋から 注意 された- S で ありま す。 そ こで 兄 は此 苦境み-免 か れ る た め に 弟に 私と 結婚し て 其 家 


を 救 つ て 呉れと 云 つたので す。 〇o は 怒り ま し た。 41- S 爲に 結婚 を强 ひるなん て i:^ だ し い 侮辱：；，： と 云 つ て 

喧嘩 をした さう です。 然し 彼 は 兵學校 在學中 か ら 始終 兄 S 世話にな つてば かりふ て 家 のために は 何も 盡し 

て i:i5 らんので 自分 も 心苦しかった のです。 

で 愈 兄が 辭職 する かしない かとい ふ 期限の 三日 前にな つて， 彼 は 兄に 向って 其 位の 金 はいくら，： E 分 だつ 

て 出来 な い 事 は な い と 意地 づ くで 兄に 明言し て それで 私に 會 ひに 來 たの ださう です コ所. かど- フ しても 私に 

は それが 云 ひ 出せなかった も S と 見えて 默 つてる たものと 思 はれます。 彼 は 同じ の 知人に 逐 〔一〕 の 

顚末を 話した さう です。 其 人 は 旨 を領し て 宅 へ 來 ましたが 生憎 父が 不在-た つ た の で 兄に 話 をし なければ な 

ら なかった のです。 すると 兄 はた if  S 好意です る 普通の 依賴と 心得て 好い加減に あしらって j^j してし まひ 

ました 0 

そんな 事で 私の 婚姻に 破れる。 私 は 多勢の 兄弟の 間に 居って 父母に 心配 を かける のか 辛くな りました。 

(兄 は 嫁を迎 へなければ なりません) そ， -で橫 須賀の 叔母 をた よってし ぱ らく 身 を 寄せる 事に 致しました。 

此ぉ 母に 女醫 です。 すると 驚ろ いたの は o〇 が 何時の間にか 橫須賀 (御大 典 後) 詰に なって、 ひよ つくり 

叔母の 宅へ 訪問て 來た 事です。 彼 は 私 を 見て 今迄の 事件に 就いては 何も 云 ひませんでした。 碌々 Si す機會 

もなかった のです。 家に は 看護婦 だの 下女 だのが 大勢 居ます が 私と 〇〇 との 關 係に 就いて 委細 を 知って る 

る もの は 一 人 もありません た 兄弟の やうな 閒 柄との み 取って ゐる やうでした。 

其う ち 〇〇s 樣 子が 變 になり ました。 一 人で 默り 込んで 外套な ども 被って 診察室の 隅に 寐てゐ たりし ま 

す。 夫 か ら 今度 松 山 か ら 女房 を 貰 ふ 事 に な つ た 杯と 云 ひ ふ らす 許り か 、 女の 寫眞を 看護婦な ど に 3- せる や 

うにな りました。 或 時 は 其 寫眞さ へ がいら へ 載せて 置いたり 何 かしました。 

私 は 最初から 〇〇 を 信じて ゐ ました。 他から 馬鹿と 云 はれても 何でも 其 人 を 疑 ふ 事が 來 なかった ので 
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す， - 然し こんな 事實を 眼前に 見る とどう しても 疑 はすに は ゐられ なくなります。 私 S 知った 人で 若い うち 

に 過 を 犯して 今 はたや 一人 八つになる 子供 を 育て ゝ暮 して ゐる 人が あります。 其 人 は 今 三十 二ば かりで 

すが 六つ 年下の 男と 關係 をつ けて、 男 は 高等 商業 を 卒業して 満載へ 奉職した ぎり ：！： うしても 一 所になる と 

云 はない のです。 その 女の人が 自分の 經驗 から 推して， せう、 私に 「あなた は あの人に あれ 程 踏み付けら 

れて 口惜しく も 何とも 思 はない のです か」 と 云 ひます、 私 は 口惜しが る 前に 果して 男が さう 輕薄 だった の 

かも. 是非 確め なければ ならない のです。 他から 見れ て 明白な事 實と 見える かも 知れません が 私 は 一 旦 信じ 

た 事 を ど うしても さ うでな い と 思 ひ 込 む 譯に行 かないの です。 そんな 笞 がな いとば かり 思 へ てなら な い の 

です。 〇〇 は此 女の人に 手紙 を やった 事が あります。 其 手紙に はこん な 意味が 番 いて ある S です。 

「私. は 是非 結婚 をし なければ なら なくなった …… 」 

手紙 は 女から 私に 2： 覽 する やうに と 云って 送って 來 ました。 私に 見せて は 好く あるまい とも 思 ふが 又 私 

に决 心させる 手よりに もなる からと 云って 女 はわ ざく 其 紙み-私に 送って 呉れた のです。 私 は 男が 何故 

そんな 事 を 女に 云って やった もの だら うかと 疑 ふので す。 實際 私が 厭に なった のか、 夫と も 私に 早く あき 

ら めさせて ほかへ 嫁に 行かせ やうと 思 ふので すか。 それが 私に 判斷 がっかない S で す。 

女 は 又 〇〇 と 私の 事に 就いて 話し合った 事 も あるので す。 

「〇 ちゃん 程 立派な 女はゐ ない と 思 ひます」 

「そんなら 何故 其 〇 ちゃん を 御 貰 ひな さらない のです」 

「私 は 貰ふ惯 値がない のです。 私 はやく ざな 人閒 ですから」 

此會 話が 果し て 彼 S 本意 を 語 つた もので せう か。 彼の 本意なら ば 彼の 其 後の 擧励は ど う 解釋し て 好い も 

のでせ うか。 私 は 煩 し ま し た。 叔母 は 私 を 引受け て 相 當の所 へ 緣. つ ける から 心配す る な と受合 つて 吳れ 


ます。 然し 私の 樣子を 見て 餘程 心配に なると 見えて 父に 手紙み」 出しました。 「〇 ちゃんの 事 は 引き受ける 

積り だが 當 人が 今 の や うに 圓覺寺 へ 行きたい の 何のと 普通で ない 事 をい ふや うで は 困る から」 

父 は 私 を 見て 泣きました。 どうか 今から 又 何 か 勉强を 始める とか 何とか 云 はすに 大人しく して 叙 母さん 

や 御父さん のい ふ 通りに な つて くれと 云 ひます。 

私 は 承知 致しました。 私は必意他に期待がぁるからこんな^^悶をするのだから、 此 期待 を打棄 て、 しま 

はう と决 心しました。 それで 當 人の 事 はもう 考へ まいと 思 ひました。 然し 叔母 S 勸 めで 橫須 賀邊の 人へ 嫁 

くと なると， 矢張り 〇〇 の顏を なければ ならない ので、 夫 を 思 ふと 殆ん ど耐へ られ ない 氣 がする のです。 

よし それ を 忍んで 良緣を 求めた としても、 今迄の 事を默 つて ゐ なくて は 結婚が 成立し ないか ら默 つてる ろ 

と 父 か ら云 は れ ます" 私 は 义人を 欺 つ て 嫁に 行く のが つ らくて ならな い の です。 

〇 ある 藝術家 ノ述懷 として 小說 中に 出す 

S 剌戟ガ 强烈ナ ル「 

②寶 生活 ノ 反映と して ゥ ン-サ リス ル tl 

S; 心に 餘裕 ガナキ 從 つて 不安 ナル r< 

S- 俗 ッポィ 事 

夫で 自由、 安穩、 平和 を 求める、 11 檢畫は 一 番 それに 近い。 ドラ マチック ナ縫畫 は (人情 ガ カツ タ) 

成功 ス ル ものが 少ナ い。 其理. 3 は 不明 ナレド モ 脚本 や 小說の 本質 を冒ス カラジ や ナイ ダラウ 力、 吾人 は 給 

を 別の 方面 カラ 眺める から ぢ やないだら うか。 畫の 本質 を 全然 異 つた 所に 置く 爲ぢ やないだら うか。 (力 

ラ ク テ リス チッ クを 表現す る 現代的 繪聳ノ ある もの は 如何と い ふ 質問 も 起つ てく るが )o 然ラ バ其盡 の 本 

三 il 


一一 自 

貸と は 何. ぞ やと 云 はれる と闲 る。 

つまり 生活に 鉋いた ものが m<l{: へ 引き込む のと 同じで、 自然、 と 人 問 (份觀 的 態度で る。 無關 心で 赏 

翫 する) を 愛する とい ふ氣 分が 取 も 直さす 繪を 愛する 氣分ぢ やないだら うか。 

所が 小說ゃ 脚本の 藝 術の 强烈サ 二 辟易して 檢に 逸れる とすると 其 所に 义 人間臭い いやな 所が 出て くろ - 

人に 賞め られ たくなる。 人と 競爭 したくなる。 仕事 それ 自身 は 平穩な 刺戟 を 持って るる-か 其 仕事と 世 問と 

の 交渉に なろ と 矢張り 俗 ボクッ テ煩ハ シク ッテゴ タ^, \ して るて、 塵： 埃 ダラ ケデ 仕方 ガ ナイ 

〇 A と B の Si 係。 寧ろ 愛 より 愛の 形式、 靈 より 寧ろ 肉 

A とじとの 關係。 歴史的に は 前者より は遙 かに 淺 し。 外部より： ればス ライト . ァク ヱ，. ン タン ス0 然 

し .3: 部に .1 ン スタン タニア ス nasli 

(A  +  B)  S 關係は 外面 的に 非常に 近し 然し (A  +  C) の關係 は. 2： 面 的に 却って 近し 

此時 B より 觀 察せる (A  +  C)  ^io 

或 時はハ ッと 驚ろ く。 さう して 大變だ と 思 ふ。 或 時 は 推察が すぐ 事賓と 同じ ものに なって 嫉妬 心 を 起す。 

戎時は 推察 S 眞か僞 か を 疑って た  >  不審の 念 を 起す。 或る時 はた  >  の 否定に 傾く。 

〇 惯れぬ 仲間の 前へ 出た 時 

.T 神^質の 人 S 恐怖 

塌惯れ ない 人の 恐怖 

〇 二人の 友達が 久し 振に 會ふ。 昔し 會っ た离 友の 事な ども 話し あ ふ。 「あいつ は 何う した」。 曾遊 S 事 を 

話し あ ふ。 「あの 時 は 何う だった」 


〇 ブ レ— トニ ッ ク ラ ソ ヴ。 

A. 僕 は あの 女に 對 してた  >  ブレ— ト 二 ッ クラ ッヴを 育って るる 丈.. 二 

B. 皮肉 ナ笑ひ 方 をす る。 B ハ A の 々で 道樂 をす る 事 を 知って るる， りひ 0  . 

A は それ に氣が 付い たか 付か な いか 頻りに 前言 を强 調す る 

B 、最後に 自分の 腹 S なかに ある 事 を 打ち明けて、 「いくら 君が 左 樣綺龎 な f- 口先で 云った つて、 信 川 

H.J^^ レ」 と 1^  -、； 

B 自 i-i する。 彼 は そ S 女 丈に 對し て肉感まさ ない の-たとい ふ。 さう して 他の 女 こ對 して 

1-1^^ も、 ある 一 人の 女 (きに Is して t) に對 しての みは 全く i か， S 立した も 2- と 

-," 事 i;.-; 一？： iwv する 

〇 己い 顏は 動物 さへ 見る 顏だ 

〇 「愛 はハシ 力の 樣な もの だと 誰か 云って ましたね。 つまり 一度 は 誰でも 罹らなければ 湾まない のでせ 

う」 

「ハ シ 力なら 一 度 こっきり で濟 むけれ ども 愛 はさう はいきません。 一 一度で も 三度で も 罹ります から ュ。 

K なぞ は の 知って る 丈で も. 0 う 五六 遍 遣って ま寸 よ 一 

「まあ 氣の 多い 事。 然し 本 常の 戀は 一 牛： に 一度し かないん ぢ やないで せう か。 私の 知った、： M.My. な 、 

と 一所に なれない 爲に獨 身で るる 人が あります」  ； , 

フ てんな の は 常世，： 1： ぢ やな いんで せう。 現代 は 固定ん. -忌 むんだ から」 

「さう すると 費 方 も 一 度 や 一 一度 ぢゃ濟 まなかった 組ね」  • 
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「何う して」  . 

「だ つて アナ タの 主張が さ うだ か ら よ」 

「主張 ぢ やない わ 0 全く さう いふ 人が あるんで す もの」 

「然し あなた は その 一 人ぢ やない とい ふの」 

「どうです か。 自分が さう でな くつ. U つて、 其 人の 腹 は 理^ 出 來るぢ やありません か」 

「理解 出.， M る 丈が そうい ふ 人に 近 ぃ證據 よ。 」 

「と. f/ ヽ浮氣 ものにされて しまった」 

〇 細^ 寶淫の 話  ， 

「私 は それ を K から 聽き ました。 それからと い ふ もの は ど うしても 女 を 信す る 事が 出來 なくなり ま. し 

こ 0  I 

チ- 」 

芝居 を 見る レ —デ ー が 役者 を 買 ふ 話 

「私 は それ を H から 聞きました。 それからと いふ もの は 矢張り 女 を 信じる 氣 になれ ません」 

〇 人 は ある もの を 白 だと も 云へ ます mi 一 だと も 云へ-一 6 す。 しかも 少しも 自分 を 偽る 事な しに。 是は 白と 黑と 

の兩 方が 腹の- フ ちに 潜伏して るて、 白と いふ 時 は 白の 立場から、 又黑 とい ふ 時 は黑の 立場から 一 つもの を 

眺めて 說明 する からです 丁寶な ものです 

Perfecl;  innocence  and  pertect;  llyrscrlsy 


〇 ボ セッション 

「私. は いくら 女を戀 しても 一 直線に 其方 へ 進む 譯に 行かない のです j 

「何故」 

「女が 自分で 自分 を 所有して ゐな いと 思 ふからで す」 

「ぢゃ 女 は 誰が 所有して るます」 

「旣婚 の 女 は 無論 夫， の 所有で せ う。 少く とも 夫 はさう 認めて るるで せう」 

「さう で す」 

「未婚の 處 女は兩 親の 所有で せう。 少く とも 父母 はさう 認めて るるで せう。 父 a  〔の〕 許諾がなくて 嫁 

に 行く 女 はま あない からです」 

〇 肛門 プレ 1- ト ニック ラッヴ の條と 連結す 

〇 A とい ふ 女と B と い ふ 男 

A  、  B の イン. デフ ヱ レント な 態度 を飽 キ 足ラズ 思 ふ。 又 は 其 愛情 を 疑 ふ 0  C とフラ ー テ ー シ ヨン を や る。 

(B に氣が 付く やうに。) B 嫉妬 を 起す。 怒る。 喧嘩。 A 猶 B をぢら す。 B も 亦對抗 策と して D とい ふ 女 

とじ やれる。 A これ を かんづく。 そして 今度 は 自分が 嫉妬 を 起。 ロ說。 喧 f-  A.  B に 本心ん-打ち明ける。 

同時に too  late であった 事 を も 打ち明ける。 

OA の 家の 而會日 は 火曜。 ある 晚 B ノ 宅から 雨が 降った ので 下駄 を 持って くる。 B は 宅 を 出る 時 A の 所へ 

行く と 云つ て 出た の だ さう である。 

同じ 火曜の ある 晚。 C が來 る。 此晚 A は 旅行して 不在。 C つまらな いもの だから 歸 りに B の 家に 寄る" 
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「へ 1 A の 所へ 行ったら 旅行で 留守で したから 來 ました」 

B の 妻 君 變な顏 をして 曰く 「良人 も A  G 所 へ 行く と 云 つ て 山 Z た G です よ」 

「でも B さん は A の 所に やる ませんで したよ。 A は 旅行で 不在な のです から」 

「へえ」 

〇 一 日の 新聞 ん年 三月 卜べ 日ン 

報。 立宣 (上海 特電) 

11 こお 相 交^  (ロイテル) 

X 經濟會 議 參列者 を阪ハ < ：芳郞 3；：! にきめ たとい ふ 事。 阪^ 男の 恋 歐洲戰 ゆの^ 濟狀 態に 及 ほす 影 響に 

つき。 一 年 一 "一年の 間に 千億の 軍費 を耍 する が 如き 經濟 上い 大^ ^件 を 適 常に 始末す るた め 救 濟卷後 策の 

必要 あ.^ b それからお 國_ 可め の 案件 も あり。 

X 英 艦が 日本の 商船 を頻々 臨檢 する 事に つき 鮮决 如何、 (我國 は 法律上の) …… 

以上^ 中に あり。 

通讀： 乙と 一 項から 一 項へ 心が 段々 變 つて 行く。  ill 了の 後 は あ 心が 色々 の！^ 驗 をした なと 思 ふさう し 

て 其 經驗に 切 がなくて さう して 變 化が 多い。 變 化の 多い 事と いったら 考へ ると 火變な ものである" 此 m 

目 6 ない 多大 Gti 化を經 過した 心 は r 是で： 1： 分か、 つたら う」 と 忍 ふ。 

〇坊主のすしの記^^-,^  ^„!|神にぁり 

〇 三月 十六 日 柘 Si の 盆栽 を もら ふ。 力 レ 枝から 靑ぃ 葉が 見不 看の 程度で 出て るる。 それ を 綠惻へ 置く と 

日々 すん く靑 味が のびて 行く. - 


c  Stiflness  —  rlglduy 

IMiabilitv  l.ni,ilcalDility  j  

Llcluldltv  マ 

人 ノ  conversation  ノ  topic  二 スク 同化 シ タリ、 人 の 勒誘デ ス グ 散歩 スル氣 二 ナツ タリ C  .En 己ノ 流動的 

態度 

〇 ト ル ス トイの ァ ン ナの 中の レ. 丼 、-草 を 刈る 處 ( 一 生 懸命に なると) 無心になる 時 あり。 鎌に 精神が あつ 

て 一 人手に 動く やうに 思 はれる 

〇 公平、 冷靜、 正直、 落 付、 アル 處置、 然し 如何に そ S 殘酷 なる かの 場合 

〇 心中の 心理 

「生きて ゐ ると 故障が あって 一 所に なれない ため 死んで 一 所に なりたい とい ふ 意味で せう か」 

「すると 死ねば 一 所に なれる とい ふ 信念 か、 哲舉 が何處 かになくて はならないで せう」 

「え、、 さう すると 矢張り：：：： 苦 を gr. 避す るた めでせ うか」 

〇A ある 事 を 思 ひて 其 事を實 現せす にゐ る。 他日 他に 向って 辯解シ テ曰ク 「そんな 事 を考へ た 事 はない」 

徙は實 行せ ざる 以上 は考 へない と 同 樣と考 へて ゐろ。 少く とも 他に 對 して 是が 立派な 辯^に なって ゐ ると 
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考へ てるる。 さう して 少しも 苦痛 を 感じて るない。 

〇 畜生と 思って ある 仕事に とり か ゝ る。 其 畜生と 思 ふ 心が 取り付いて どうしても 其 仕事に 一 生 懸命に なれ 

ぬ。 自分で は 是程ー 牛： 戀命 になら うとす るのに とつく-^ 口惜しくなる。 他に 罵 しられた がた め 成功した 

とか 激勵を 受けて 業 をな したと かいふの は此 心理から いふと みんな 噓の 事で ある。 それに はま だ 他に 原因 

が あるの だら う。 それ を 研究せ すして 無 喑に人 を 叱れば 奮發 すると 思ったり 辱めれば えらくな つたり する 

と 思 ふの は 愚で ある。 

〇 n ン シ 1 ト 

人に 目 遣 ひ をしたり こな 樣子を 見せたり して おれに チヤ —ム されたら う、 おれ は 色女 だら うとい ふ 風 を 

する もの は、 その 目 遣ゃ樣 子に 動かされる 男 を己惚 者と 云って 笑 ふ。 然し 自分の 己惚は 全く 棚に 上 ゆて る 

る 0 

〇隨 病 

人が 自分 を 馬鹿にし やしない か、 愚弄し ないかと 思って 始終 不安の 態度で るる もの は餘 程の 瞳 病 もの か、 

又は 癖み ものである。 

然し ある 人 は 斯う 云った。 .1 

「己 は 瞳 病 かも 知れない。 ！ I 揚 でない かも 知れない。 然し 正しい の だ。 正しい ものと して 正しくな いも 

の を 打ち倒さ うとす るの だ。 故な く 他 を 損 ふ もの を嫉 むから、 そんな もの はどうして 〔も〕 打ち 懲らさ 

なければ ならない とい ふ氣 がむ らくと 湧いて 出て、 この 己 を 不安に する ので ある。 己 S 落 付の ない の 


は 巡资ゃ 探偵が 眼 を 皿の やうに して 良民 を 害する 惡者を 捕へ やうと 一 生 懸命に 氣を 遣って るる や 5 な も 

の だ。 

〇 甲 其 妻の 云 ふ 事 を 聞かす。 乙と いふ 婦人の いふ 事 を 間く。 妻 事 あれば こに 賴む。 妻 はこ を德 とすれ ども 

同時 に 彼女に 對し て 嫉妬の 念を禁 す る 能 はす。 

〇 亭主 何事に 限らす 妻に 干渉す。 衣服、 外出、 立 居 振舞 悉く 批評の 材料と なる。 ことに 嫉妬の 氣味 あり。 

妻 之 を 厭 ふ。 人に 逢 ふ 度に 苦情 を 洩らす。 後 亭主の 態度 俄然 fT4l す。 妻に 對 して 全く 自. E 放任と なる。 妻 

却つ て 喜ばす 物 足らぬ 思 をな す。 

〇 結婚 後 少し 新味 を 失 つ た 失 外 へ 出て あ る 他の 婦人と 逢 ふ。 其 特色 は^く 自分 の 細君 S 有って るない も の 

で 悉く 細君 S 夫 等より は 上等な 樣に 思って 宅へ 歸る。 細君 は 夫の 爲に化 被して 服装 迄 注意して 夫み」 迎 へる。 

夫 を 自分の 方に 引きつけ やうと する。 夫 は それが 鼻に つく。 大した 感興 も 起ら す。 細君 は 心中で 夫 を 恨む 

〇 love の 素質あって love を 満足 させた 事の ない 人の 他の 愛に 向って 同情な き敍述 

〇 ハー 一力 ミ屋 

〇 惚れ 合 つ て 夫婦に なつ たもの、 段々 喧嘩 をす る。 細君 往時 を囘 顧して 先に や さしかった のは舍 であると 

薛釋す 

〇 フ &ッ クコ— ト と 軍艦 

C 亡妻。 彼女 は 何處へ 行った。 私 は 何 處にゐ る。 云々。 

せ (人 又 新ら しき ラヴ ァ ッフ へ ャ ー を 遣る。 曰く 私. は此 所に ゐ た。 
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友達 笑って 曰く  saint が义墮 落した。 厭世 を 治す る もの は love だ。 

しば. I， くして 其 人 又 不安になる。 「此 所に るると 思った 私が 义 ：！： 處か へ 行って しまった。 どうしたら 好 

いたらう」 

〇 殺人の 箭か、 活 人の 箭か。 

「其 坊さん は箭 殺された のか」 

「い、 や」 

「殺されない 事 を 承知の 上で 胸を敲 いたの か 

「それ. ちゃ 刊；； を 張った やうな も S だら う。 機略 だら 5 。 殺 さ れても びくともしない 氣が あるの で 全體 

が活き て來 るの だら う」 

cor. 

音梁會 

〇 〇〇 の 音 樂會。 子供 無 邪氣で 出る 積で 勉强 して ゐる。  - 

「あいつに 常識が あれば 構 はな い. か」 

「あ い つ は 突飛 だから 何もす るか 分らない」 

「宅の 小 供な ど を 主にして 音 樂會を やれた もん ぢ やない」 

「宅 S 小 子供な ど は 餞 を 取る ベ き 音藥會 へ 顔 を 出す 資格 はな い」 

r 餘興 として！： 慰みに 出る にしても 惡ぃ」 

「あいつ は 法螺 吹か 馬鹿 だから C 柯 方に しても 變なブ ログ ラム を 作る 恐が ある」  ， 


〇 love の 満足 を 得た 夫婦。 無喑に 他人に 同情 を 感じ 金な ど を 遣る。 其 満足の 蒲ら いで 來た 時、 段々 冷淡 

になり， 施し や 金 を 貸したがら なくなる C 

〇 何う して 暮 して ゐ るんで すか。 

「出 所が あるんだ らう」 

「 …： 」  - 

「政府から 貰 ふの さ」 

「無 喑に金 を やって 構 はな いんです か」  . 

「構っても 仕方がな いから 遣る のさ」 

「漬職 事件が 起る でせ う」  ■ 

「起らない 場合の 方が 多い に 極って る さ」 

「でも 惡ぃ 事で せう」 

「己の 宅へ 來て金 を 借りられ るより 增 しだら う」 

〇 爆彈 事件 豫 審决定 

〇 良 寬の書 七絕聯 落、 越後 柏 崎の 在に ある 舊 家より 出し もの。 

良 寬は氣 に 入った ものに は 沙門 良寬 とかき 猶好 きものに は 越 州 沙門 良寬 とかき し 由。 别 i 良寬 とい ふ は 

良 寛 在世の 頃よりの 僞 書家に て良寬 通りの 書 を かきし 故人 其 姓 田 崎 S 下に 良 寛の 一 一字 を 加 へ ^箪 に會 へば 

是は田 崎良寬 かと 訊く とい ふ。 良寬屛 風なら ば 立派な ものに 書きし かど、 托鉢 S 序な ど 書いても らふ 時 は 

.  Ill さ 一一 
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わりきせ 。氏な どまぎ て S 變ら ぬう ちに 書いて 貰 ひし 由。 夫 故 美 讓を潢 に f たる 如何 はしき 紙に 1 

npM^^.^^^--o 彼 は 酒 を 少しし か f ぬ 解に f  くれる と 書 を 書きし 由。 I 

くれても 書きし 由。 

田 崎 は 間違。 島 崎 良寬。 島 崎と いふ 所に るた る 故に こか レ ふとな り 

0 男 ま 女、 女 ま 男 を 要求す る。 さ- フ して それ を 見出した 時 御 互に 不満足 を感 す。  r ト . 

は必 r 女？" レ" 自分 S 有って ゐ ない-の を 他に 於て 見出す が 故に 互に 要求す る f 同時に 自 は；^」 

まし S にある もの は元來 自分と 嘗を 異にして ゐる 故に 翼 I するな り n ンフグ ン タリ として 

を 抱擁 しとす る もの は アイ デンチ カルなら ざる 故に 又 他 を 排斥す るな り 

ィ 故に 陰陽 は 相 引き 又相彈 く。 相 引く 事に 快 を 取らん とすれば 相彈く 苦痛 をも 忍ばざる ベ からす 

〇 我 一人の 爲の愛 か  、- . . 

rr^ はそんな 氣の 多い 人 は 嫌です。 自分 一 人 を 愛して 吳れる 人で なくって"」 

「外の 人 は 全く 愛せす に 自分 丈に 愛の 量 を 集め や 5 とい ふので すね」 

「さう です」 

「すると 其 男に 取って 責女 以外の 女 は 丸で 女でなくなる のて^な」 

「え こ 

「「1 全^ 愛 は そ でせ う。 其 所迄 行かな くつち やま sffl-」 行かな いぢゃありません 


「然し 考 へて 御覽 なさい。 あなた 以外の 女 を 女と 思 はないで、 あなた 丈 を 女と 思 ふとい ふ 事 は 理性で も 

悟性で もに 訴へ て出來 る. 事で せう か」 

「感情の 上で は 出来る 害ぢ やありません か」 

「然し あなた 丈 を 女と 思 ふとい ふと 解し 得られる 樣で すが 外の 女 を 女と 思 ふなと いふと 想像が 出來 なく 

なるやう です。 何故と いふと 若し 外の 女 を 女と 思 はないで 濟 むなら 肝心の il 貝 女 を さへ 女と 思へ る箦 かな 

いからです。 自分の 家の 花 丈が 花で 外の 家の 花 は花ぢ やない 枯草 だとい ふのと 同じ だから」 

「枯 草で い、 ぢ やありません か」 

r 枯 草って いふ 譯 がな いんです から。 夫よりか 好きな 女 も 嫌な 女 も あり、 其 好きな 女に も 嫌な 所が あつ 

て、 其 興味 を 有って るる 凡ての 女の 中で 一 番 あなた か 好きだと 云 はれて こそ *; 女 は 本當に 愛されて るる 

んぢ やありません か。 絕對ぢ やない 比較的で 澤山だ 

〇 齒石、 唾 石、 —— 是は 唾液 中に ある 石灰 質が 齒 根に 沈着す る もの。 此齒 石が 齒莖 を壓 する 結果、 ハグ + 

が 段々 低くなる に 付けて 齒か 段々 高くなる C さう して ハグ ヰから 少し づゝ ゥミが 出る。 

齒の 長さの 三分の 一 一は 齒 壁の 中に 埋 つて ゐる。 

結石 是は齒 の 根に 着く もの。 どうしても 上から 沈着した ものと は 思 はれない。 だから 血液 中から 出た 

ものと いふ 說 になって ゐる。 所が 大變見 分に くいもので、 あると 思って 切って 見る となかったり。 無い と 

思って 拔 いて 見る と あつ たりす る 

モ デリン グを 取って 今度 は 石膏で 齒型を 捲らへ。 その 空き間 卽ち 齒の拔 けた 部分の 恰 形に 應 じて 瀨戶物 
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の 形で 人齒を 作る a 

〇 「あの人 は あんな 凝った 服装 をして ゐ るが ちっとも 厭味で ない」 

「そり や 地味な ものみ-着る からさ」 

「着物の 柄からば かりちゃありません。 あの 樣子 がさう なんです。 だから 不思議に 思 ふので す」 

「そり や 自分 Sii<E 物の 事 を 忘れて ゐ るから さ」 

「だって 自分が 好き 〔で〕 翁へ たもの ぢ やありません か」 

「選擇 や 好惡は ある さ。 けれども それ を 始終 持って 廻って るな いんだ」 

「選擇 ゃ好惡 があって どうして それ を 忘れる 事が e-Z 來 ます」 

「それさ。 選擇ゃ 好惡は 着物に あるんで 着る 人に 存す るの ぢ やない。 だから 人の 顔 を 見て 自分の 着物と 

其 人の 着物と を 比較 しないの さ。 卽 ち彼對 我の 優劣 を^ 中に 置いて ゐ ない のさ。 人 を 離れた 着物と いふ 

事になる からな」  • 

〇ァ スナ ラウ 

「あいつ はァ ス チラウが 大 嫌なん だが、 所が また 運惡く 今度のう ちに は其ァ ナナ ラウが によき によき 生 

へ てるる のさ」 

「あんな 氣六づ か し 星に は 好い 藥 にな つ て 結構 だ」 

「さう さ。 左樣 いへば そんな もの かも 知れない。 然しい くら ァスナ ラウが 彼奴に 厭な 思 ひ を させた つて 

彼奴の 氣六づ かし さが 減 するとい ふ譯 でもな いんだ からな。 それよ 〔り〕 「スナ ラウの 方で 一層の 事 あ 


いつの 好な 松と か 竹と かに 變 化して 遣る 方が 好いだら う。 あいつの 爲 にも ァ ス ナの爲 にも 其方が 仕 合せ 

だ」 

〇 「新ら しい 芝居 は 分らない」 

「新ら しい 芝居 は 分らない。 言葉が 分らない のかと 思 ふと さう でない。 役者が 惡 いの だ。 何故かと い 

ふ 舊ぃ 芝居 を聽 いても 矢張り 意味の 解らない 事 をい ふが 夫で 矢っ張り 解 るんだ から」 

「英語の 芝居 を 見て 何 をい つて ゐ るか 丸で 解ら なくっても 夫で も 劇 は 略解る さ」 

此 問答 は 一 一つと も 論理 を 誤れり。 一 は 解るべき ァ— ヌ ングを 有って ゐる 上で 解らない とい ふ 結論 を 得、 

一 は 解らない とい ふ 土臺の 上に 立って 解る とい ふ。 二つの 結論に 達する 方向 は 九で 反對 である。 だから 前 

者 の 觯らな いとい ふ 意味と 後者 _s 解る とい ふ 意味と は事實 引 繰り 返って るて、 程度から い ふと 解ら な い と 

いふ 方が 却って 解る とい ふよりも 解って ゐる 事になる。 

〇 中老の 男女 を 得て 若返る 

「あの人 は 近頃 大分 若返った ね」 

「さう 云へば 一 時 は 大いに 悲觀 してく す ほって ゐ たが、 近來は 大分 元氣 がよくな つた 樣だ。 然し 派出な 

ネタ タイ をしたり、 無嗜に 着物， ケ- 詮議した りする の はちと 時代錯誤 だな」 

「そんな 事に 興味 を 持ち 得る 程に 精神が 刺戟に 應じ 易くな つたの だ」 

「さう 云へば あの 年で とかい 、年 をして とか 云って 滑稽にば かり 觀 察する の も 能くない ね。 つまり 夫 丈 

若くな つたんだ から」 
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「若い 女 を 得た 快樂 とい ふ もの は 恐ろしい 結果 を 持ち 来す もの だな」 

「あまり 快樂を 貪つ てゐ るう ちに ど さりと 來 くから 險吞- た」  - 

「そり や 俗に 女に 殺される とかい ふ 奴を眞 面目に 受けて いふんだら うが、 俗說 は大ぃ に 間違 つて ゐる。 

あの 元氣は 精神的ば かり ぢ やない。 生理的に も 出て 来たんだ。 否 生理的な 元氣が 精神に 及 ほした 點も大 

變 多い」 

「さう かな。 何う して？。 僕 はさう は 思 はない。 たと ひ 精神的に は元氣 もっける にしても 生理的に は 有 

害 だら うと 思 ふ」 

「所が そり や 間遠って る。 醫^ は 何う いふか 知らん が、 氣の 利いた 醫 者なら 僕に 同意す る だら うと 思 ふ „ 

若い 女と 接觸 する の は 老人 を 殺す んぢ やない 生か すんだ。 其 所に は 微妙な 生理 作用が 行 はれる に 相違 

ない。 血行 蓮 動が 好く な るんだら う。 さう して そ- S 血行 運動が 凡ての 内贜 S 作用 を 鼓舞す る んだ らう」 

0  cl.ato  m- れ il sonno,  e  piii  d-esser  di sasso. 

Sweet  is  sleep-  to  me,  t>ut  sweeter  still  to ザ e  of  stone.  I  Inscricltion  on  Mictiael  Angelo-S 

*  Night. - 

〇 鑑賞と 鑑定 

鑑賞 は 信仰で ある。 己に 足りて 外に 待つ 事な きもので ある。 始 から 落 付いて るる。 愛で ある。 惚れる の 

である 

鑑定 は 研究で ある。 何處迄 行っても 不満足で ある。 諸 所 を 尋ね あるき、 諸方へ 持って 廻って 遂に 落ち 付 


力ない。 猜疑で ある。 探偵で あるから 安心の 際限がない S である。 

〇 ミツ スル ト！ 

.The  mistletoe  was  held  in  great  reverence  by  the  oruids.  It  was  believed  to  be  particularly 

and  divinely  healing:  in  fact,  it  was  given  this  .^---.^^s-a  for  centuries.  It  had  special  signifi- 

cance as  the  cause  of  the  death  of  Balder,  the  Norse  Apollo,  who  was  killed  by  an  arrow  made 

from  its  branches.  Subsequently  Balder  was  restored  to  life.,  the  mistletoe  tree  was  placed  under 

the  care  of  Friga,  and  from  that  time  until  it  touched  the  earth  was  never  again  to  be  an  instru- 

ment of ひ vil. 

TThe  present  custom  of  kissing  under  the  mistletoe  is  the  outcome  of  an  old  practice  of け he 

Druids.  Persons  of  opposite  sexes  passed  under  the  suspended  bough  and  gave  each  other  the 

kiss  of  love  and  peace  in  full  assurance  that,  though  it  had  caused  Balder>s  death,  it  had  lost 

ah  its  p>ower  of  doing  liann  since  liis  restoration. 

〇 子供 

星 野 勘 右 衞門は 天下の 豪傑。 三 宅た く 兵衞、 田 村 宇 平 次 

泥 だら の 足で 風呂場の 口から 這 入って くる。 桶の 中に 足 を 入れ やうと して 叱られ、 やっと 足 を 洗 ふや 

否や 亞铅花 殿 粉の はけで 足の 上へ 御白 粉 をつ けて 出て 行く。 

-I 五 九 


〇 飛行機 

小 fflsf S 早 川口 で 輕便鐵 道の 硝子 窓 越 に 見て 見る と 向 う S 空 に 飛行機 か 見え る。 それが 見て ゐる 5 ちに 

傾いて 來た。 さう して 誰が 眼に ももう 墜落し さう に 見えた 時、 彼 は 思 はす 大きな 聲を 出して 「あ.' つ」 と 

云った。 すると 其 飛行機ら しい もの は 飛行機の 恰好 をした 耻 であった。 

,o 工事 場。 一 一千 坪、 松 三百 本。 

〇 ヤングマン。 youthful  spidt. 

〇 出 雲 町 平民 病院。 南 金 六 町から 出 雪 橋 を 渡る。 遞信 博物 舘、 遞信 構内 郵便局。 木 挽 町 配電所 右側 (赤 

谏 瓦) 

曲る。 河内 星。 左 農 商務省 精 養 軒。 橋 向 ふ 野 m 星。 渡って 眞 直に 河岸 を 行く。 右 海軍省？ 左香霉 軒。 

角 新 真 樂。  . 

就いて 曲る。 左側 林 病院。 右 本願 寺 其 前 を 一 寸 出て 右に 曲る。 橋 を 渡る。 

前に 立 敎中擧 校。 其 東 後ろ 居留地 

〇 河岸の 船から 藁 を 卸して るる。 馬に 乘 せる。 非常に 高く 見える (四月 八日) 

〇 ス ミスの is 返り 

午後 一 一時 頃 家 を 出て 七 軒 寺 町の 大 通へ 出る と 往来が 何時に なく 娠 やかで 丸で 綠 日の やうに ぞ ろくして 

るる。 今日は 外套 も 要らない 暖かい 日和な のと 土曜に 當 るので 斯ん なに 人が 出る のかと 思 ふと、 彼等の 視 

線 は みんな 南の 空に 注がれて るる。 今日は ス ミス が靑山 の 練 (場で 曲乘 飛行 を や ると いふ 事 を 忘れ てるた 


自分 は 漸く 氣 がつ いて、 みんなの 視る方 を 眺める 果して 向 ふの 電信柱の 上に 一 臺の 飛行 器が 飛んで るた。 

春の 空が 折から 曇って 風の ない 空 は烟る やうに 柔 かに 見えた。 機 は 其 間 を 心 持よ ささう に搖曳 して ゐた 0 

やがて 高い 空の 上で ぐる 〔り〕 と 大きな 輪 を 描いて 廻轉 したと 見る と、 其 機首 は 穴 H に 逆 はない やうに やん 

わりと 下から 上の 方に 向いて 故の 位地に 復 した。 夫から 鳥の 兩翼を ひろけ て、 空 を 仲す やうに、 又 羽撙を 

しないで バ ラ ン スを 保つ 時の やうに 自然の 勢で 右左に 搖 する やうに 見えた。 すると 又ぐ るりと 過轉 した。 

ぐるりと いふ 一 K 葉 は 少し 强 過ぎる かも 知れない やうに、 なだらかな 大きな 圓を 描いて， ふわりと 飛 首が 上 

りつ 、又 進みつ 、故の 位地に 復 すので ある。 (W のぐ るく 轉る やうな 性急な もので は 決してな かつ 

た。) 

最後に 機は眞 逆さまに なって 流星の 樣な 勢で 落ちた。 今迄 ふわく 漂 ひながら 舞 ふ 如く 廻轉 したり 逆轉 

したりす る 有樣を 眺めて るた 自分 は此 急速 度の 直線 を 眺めた 時、 おやと 思った。 其 時機 は 同じ 速度で 人家 

の 下に 隱れ た。 

「今の は 落ちたん ぢ やない か」 

「落ちたん-た らうね。 なん ほなん だって， あ、 早く は 降りられまい」 

あの 速度で 家の 後ろに 隠れた あの 後 は 何うな つたの だら う。 最後 を 見屆 けない 時 は心掛 りな ものである。 

〇 笑談 なら 笑談 でよ し眞 面目なら 眞 面目で よし。 笑談 とも 眞 面目と もっかない 事 をい ふ 男 あり C 之 は 徒ら 

に 其 男の 性質に 曇り を かける やうな もの だから 云 はない 方が い 、 Q  (鏡の 曇り) 

〇 藤の 木。 馬具 師の 庇の 上に 棚 を 釣って ある。 其 傍に サイ カチの 木が あって それに 藤の 枝 か 纏って ゐる。 

一一 一穴 一 


馬具 屋 (5 庇に は 志 方講、 三 竇珠講 とい ふ 札、 店の 扳の 間に は 和 倉繩、 ブラシ、 赤い 

〇 夫婦 相せ めぐ 外 其 侮 を 防-ぐ 

〇 喧嘩、 不快、 リバ ルジョ ンか 自然の 偉大な 力の 前に 畏縮す ると 同時に 相手 は 今迄の 相違 を 忘れて 抱擁し 

てるる 

〇 喧嘩。 細君の 病氣を 起す。 夫の 看病。 漸々 兩 者の 接近。 それが action にあら はる、 時。 細君 はた  >微 

笑して カレ シ ン- クを受 く。 决 して 過去に 溯って 難詰せ す。 夫 は それ を 愛する と 同時に、 何時でも 又して 遣 

られ たとい ふ 感じになる。 

◦  Life 露 西亞の 小說を 讀んで 自分と 同じ 事が 書いて あるのに 驚ろ く。 さう して 只 クリチカ ルの 瞬間 

にうまく 逃れた と 逃れない との 相違で ある。 とい ふ 筋 

〇 二人して 一 人の 女 を 思 ふ。 一 人 は 消極、 sad,  noble,  shy,  religious. 一  人 は active,  social. 後者 遂に 

女 を 得。 前者 女 を 得られて 急に 淋し さ を 强く感 する。 居た 、まれなくなる。 life の meaning を 疑 ふ。 遂 

に 女 をロ說 く。 女 (實は 其 人 を ひそかに 愛して ゐる 事を發 見して 戰慄 しながら) 時 明 後れた る を 翁す。 男 

聽 かす。 生活の 本當の 意義 を 論す。 女 は 姦通 か。 自殺 か。 男 を 排斥す るかの 三方 法 を 有つ。 女 自殺す ると 

假定 す。 男惘 然として 自殺 せんとして 能 はす。 僧になる。 又 還俗す。 或 所で 彼女の 夫と 會す。 

〇 四月 一 一十 一 日 季節 物 

X 若い 齒朶 延びつ くす 


X 彼 at 櫻 殆んど 散り 盡す 

X 小 梅 機。 花 喚く。 白 及び 紅 

X 椿 花疾く  ， 

X ギ ボ シ 延び る。 縞 慮の び る。 

X 九 花 蘭 の 花莖の び る。 未開。 

X いかり 草花 花 く 

X かすみ 草 地から 芽 を抽く 

X 小で まり 花暌く  ほ 

X 苗寶。 朝顔 松葉 牡丹、 ダリ やの 芽、 及 種 瓢 章、 

X 芭蕉 芽 を 吹く 

X 山吹 花唉 く。 

X 获芽を 吹く 一  寸 

X 紫陽花 一 一寸 

X 蔦 びかく 光る 葉 を 着く 一寸 五分 四方 位。 

X 百合の 芽 六 七寸。 但し 活花 は旣 にあり。 

X 柘榴 未だ 芽 を 吹かす 


T 糖尿病 に 一 一十 四時 間 

三 穴 三 


三 六 四 

一 T1 食前 膀胱 を 空媪。 食後 一 一時間 

二， 誤解 日本 及 日本人。 それ を a が 引用 

三 芝居と 輕蔑。 劇 を 見ても い ゝ氣に はなって ゐ ない。 さう して 役者 ども を 馬鹿にし てるる。 同時に 色氣が 

ある 解脫 しきれない 人間。 女に 對 しても 

. 回 他の 人の エキスべ ン スで笑 を 贏ら 得る 事の 倫理 觀 上の 不快との バ ラ ン スを 取っての 考察 

屈辱 を感す る にあら す 不德截 を愤 るな り 公憤な り 

^鴨居 勘 右衛門。 豚、 御 多 福 

四月 一 一， H 二日 記 

C 糖尿病。 渡邊と 談話の 時、 眞 鍋に 話して 貰 ふ。 眞 鍋から 電話。 大學の 物现的 治療 室に 至る。 尿 檢&、 溏 

分 大分 出る とい ふ。 

X 一 一日 閒 蛋白 性の も の ばかり 食って、 一 一日 目の 一 一十 四時 間の 尿 を 送る。 結果 一 ート 四時の 尿に は 糖分 ナシト 

ィフ。 然し 一 一十 四時 間で 藤 めら れてゐ るから 溏 S 尤も 出る 食後 一 間の 分 を 選んで 試驗 するとい ふ 

X 其 翌日 事 をす る 前 膀胱 を空虛 にして 置いて <fd 後 二 時の 尿、 朝、 晝、 晚に 分けて， 取って 置いて 翌朝 

(一 一十一 一日) 送る 

X  一  一 土 二日 朝眞 鍋から 電話で 糖 は 矢張り 出る が、 前^ 半分に 减 じた. か 此前は 一 不四 間の 尿 を 送った 後す 

ぐ 平生 食物 を 取り、 又 試 驗の爲 めと 聞いて 食事 を變更 したの だから、 もう 了 M 試驗 したい、 且此 事で ど 

の 位 糖が 減じ 又 身體が 保つ か試驗 しなければ ならない とい ふ。 卽 ち- - 一 卄 五の 尿 を 三 囘分ー 一十 五日 朝に 送る 


事に する c  (眞 鍋に 見て 貰って から あすの 月曜が 丁度 一 週閒 目で ある) 

X  一  一  4- 六日 眞 鍋から 電話。 尿 は 幸に して 糖な し。 此上は どの位 糖 を 食って 差 支ない かの 試驗 をす るから。 

土曜 B  (一 一十 八？ 九？) に 早 食事 前に 膀胱 を 空虚に して 食パ ンの八 分 一 を 食 ひ 食後 一 一時間 目の 尿 を 送れと 

云って くる。 

X 一  一. T 九日 夜眞 鍋からの 電話。 尿に は 糖分 ナシ。 今度 は 麵飽半 斤の 八 分 一 を 朝、 午、 晚、 三度 <s つて、 (き 

前 空！！ にした 膀胱に たまる <K 後一 一時間 目 S 尿 を 三 瓶よ こせと いふので ある。 三十日の 尿 を 指 it 通り 取って 

置いて 一 日に 送る 事に する。 

X 五月 一 一日 早眞 鍋より 電話 昨日の 尿に は異狀 なし C 午に 麵飽半 斤の 四 分 一 、 晚にー 一分 一 を 食って 食後 一 一 

時間 目の 尿 を 今度 はよ こせと いふ C 

X 三日 夜眞 鍋より 電話もう パ ン半 斤の 四 分 一 では 糖分が 出ない とい ふ。 明日 は 三食 共 一 一分 一 を 食 ひ 食後 一 一 

時閒 目の 尿 をよ こせと いふ。 

X 五日 夜の 電話 報告、 朝 は 出る、 午 はなし 晚は 出る。 それで パ ン半 \t の 二分で は 糖分 出る。 今度 は 飯 を 半 

ゼ ン で試驗 するとい ふ。 六日の 午の 尿 を 持た してやる 

£ 月 十六 日 迄 病氣。 十六 日 起る。 十七 日眞 鍋の 電話。 パ ン半 斤の 三分 一 で 試驗。 1- 八日 夜 電話 デ報 i^I: 二 

返 は出ズ 一 返 は 糖 出る。 

X 季節。 五月 四日、 柘榴芽 を 吹く。 葉 外部 茶 シン 薄靑 一 面に 光る。 カナ メも 同じ。 薄の 芽 二  2< 程になる。 

.  1= 六 £ 


•  三 穴 穴 

床に 牡丹 同時に 白水 仙 

〇 自然 科擧 一般化 その 法則 を 個性に 適用す る醫 術の 不完全 

〇 科 擧の應 s: (工科) と文藝 個 象より 出立す る。 法則より 出立す る。 ュ 一一， ヮ I サリチ —の 程度 (雙 方) 

〇 實社會 に 入って 修養すべし。 修養して から 活動すべし。 何方でもい 、事 だから、 他 を 排斥す る 必要なし 0 

た 個人に 卽 してい ふから 議論になる。 甲の 心 懸で無 唾に 實社會 に 突 人され て は 困る。 この 心得で 無喑に 

高踏され て は 困る。 

〇 倫理的に して 始めて 藝術 的な り C 眞に藝 術 的なる もの は必 す倫瑚 的な り。 

〇 女 を 犯した る 人の 翌日の 心 瑰の變 化。 退潮の 有樣。 不關焉 の 心。 從 つて 後悔の 狀態。 

五月 一 一十 八日 

◦ 糖分の 檢査っ き。 五月 一 不 八日 (？) 眞敏 より 電話。 午、 晚、 一 ート 九日 朝、 の 尿 を 例の 如く パ ン 三分 

1 で 試す とい ふ。 一 一十 九日 送る。 三十 一 日 電話に て 報告 あり。 午の 分に 出る。 是は朝 腦を使 ふ 仕事 (小說 

一 囘を 書く) の爲だ らうとの 疑。 是 から 毎週 一 囘宛 尿の 檢查を やる とい ふ。 午の 分に 出た 糖分 は 前のより 

少量なる 由。 眞 鍋の 助手 は 研究の た め 自分 の 小便の 表 を 作 つてる る 由。 

六月 二日 子供と 話 

「お父さん 審 星が 出る と 何 か惡ぃ 事が あるんで せう」 


「昔 はさう 5。 人が 何も 知らないから。 今 は 人が 物事が 解って 來 たから そんな 事 はない， 

「西洋で は」 

「西洋で は 昔から ない」 

「でも シ ー ザ —の 死ぬ 前の 日に 彗星が 出た つてい ふぢ やない の」 

「うん シ ー ザ ー の 殺される 前の 日 か。 そり ゃ羅 馬の 時代 だからな」 

「お 父 さま 地面の 下 は 水で せう」 

「さう さ 水 だ 井戶を 堀る と 水が 出る からな」 

「それ ぢゃ なぜ 地面が 落 こちない の」 

「そり やお 前 落ちない さ」 

「だって 下が 水なら 落ちる 譯ぢ やない の」 

「さう 旨く は 行かない よ」 

「お 父 さま、 此 宅が 軍艦 だと 好い な。 お 父 さま は」 

「お 父 さま はた ，>- の 宅の 方が 好い ね」 

「何故」 

「何故って 譯 もない が」 

「だって 地震の 時 宅なら 潰れる ぢ やない の」 

「ハ 、ァ 軍艦なら 潰れない か。 こいつ は氣が 付かなかった な」 

三 穴 七 


三 六 八 

六月 初 

柿 G 花、 ？ 0 憂の 花 (梅に からんだ) 落つ。 熊ん 蜂が 其 (形) を 及こ來 る 

,、 ，  や 

六 月 七日 

へ袁世 凱の 死 

キ？ チナ— の 溺死 

パ 戦の 際ク f ン メリ 號に觀 戰武宫と して 乘り 込みた B 

一 に傳 へらる 其 他  ォ，..-り.，？ 

タコ— ルが橫 山 大觀の 家に 逗留の 事 C ス ミスが 昨日の 飛行， 一昨夜の 夜 Hsm  一 t。  laf- 、たき、 n# 三に ヨ 

浦 邸 會<11： の 事  M^a^^fr  i? 大養 加 藤 三人 三 

六月 十 十五 薩摩 上布 (三 トニ 圓) 十 ノ字拼 。皆 川より 瞀 

六月 十六 日 (十七 日，) 

大風。 柿の (豆兒 たやうな) la; 落つ。 栗の 花 C ス £ ス 墜落 

六月 卜 七日 

X 三笠紹 一 


X より n 一 笠 

X 冷 風 妙 

X 靑 紗 

X 兩面紗 > 


極暑 夏羽織 


〇 六月 一 一 卜 日頃。 パ ン 半斤ノ 五分一 一にて 試驗。 報告 無糖 分 

六月 Jj4- 六日 梅雨が しきりに 降る。 此 間から 入梅 なれ ど 去した る 雨量 もな し、 或 f 蒸暑 し、 、日 

前より 白地の 浴 I 着、 小 供 は 氷水 をのむ C  iiiit  ^^^^^^ 

六月 一 一十一 一三 日頃 C 緣日 白 I  口、 ザれ ％ の 眞 紅の 花。 紫陽花、 ジヱ レニ アム 

六月 二十 六)  袷 1  . 

一 一.；' 七 J (豪雨： 風。 羽織 j を 着ても よし 

二十 八 陰 矢 張 寒し  , 

六月 一 一十 八日 

〇 銅器に 色 をつ：；^ の、 ：^—.^ か、 草の 名 黄色になる 

^Mlr 購 力ら. サクリ (？) で， とる 事。 (手で とる 事)。 上手な もの は 七 升 位と る。 器械より わるし 


11= ハ九 


= 一七 0ー 


禁物の 刈 

ヒ バ  一 五月 六月 梅雨 中 一 囘 

カナ メ等 j 

靑桐  ( 土曜 後 九月  一 囘 

松ハ みどりの 長く 延びない うち、 まづ 五月 

六月 下旬 季節 もの 靑鬼 灯、 所々 - 一白き 花 


糖 

へ 六月 一 一十 九日 午後。 晚。 六月 三ト 日朝、 バ ン半 Ur 一 一分 ノ 一  で 尿に つき 糖分の 試驗 午後と 朝 一一 糖分 ナ 

t ン a 晚 -I ハ 出た a 


六月 三十日 バ ンド マ ン行 

六月 九日 小 宅の 庭前 

〇 鳳仙花 花 (赤い) さく 

〇 わすれな 草。 薄 いら.， ェ ンダ— カラ— ノ五瓣 極 

〇 孔雀 草、 黃八瓣 W 本 (黑 赤) 


〇 小 櫻 草 

〇 われもこう 

〇 薬 鶴 頭。 長さ 四寸程 

〇 堇 三寸 程 花 あり 濃紫 

〇 新 菊 

〇 おいらん 草 

〇 おしろい 草。 まだ 晚 かす。 八月 さく 

〇 百合 

〇 カンナ (まだ 暌 かす) 晚 いたの も あり 

〇 虎 C 尾 (五寸 程) 

〇 きりん 草。 


七月 十 一 日 糖試驗 

午、 晚、 (士 一日) 朝 パ ン半斤 一 一分 一 -1 テ試驗 

七月 二十 七日？  (土 川 丑の 日) 前後 

雨、 塞。 麻の シャツ を 浴衣の 下に 着る。 


X 


士  士 

口  口 

直 川 川 
之 

助奈正 
津夫 


朝 藤 
井 


m-  -m-  m 
事 i 久 弓 


合 

(+) (14)  (20) 


お 小 
金え 林 


三 七 二 


片 


大正 ff" 年初 夏顷 —— 


一 〔『明暗』〕 


小 林さん 鬵者 


f 津田由 雄 

_ のぶ 


赠 岡 本 精 I  fa 

住 J 一 


聿田 S 妹婿 X  pi 

(I  ;/ 庄太郞 


由 子 


津 田の 上役 

佐々 木 


X 嫁入の 事  - 

X 金 C 事 

X 結婚に 對 する 批評の 事 

X 京都 力ら の 事 

X 病 氣人院 の 事 

X 子供に 會 つて 强 請の 事 

藤 井 夫婦 一三 人 對話 


うき/ \> する 事、 

まだ 定まらぬ 事 


芝居 へ 行きたがる 

病院へ 一 所に 行きたがる 

髪 を^れ とい ふ 


岡 岡 岡 津吉吉 '1、 
本本 田 川 川 山 

男女 娘 延ぼ男 女 男 

住。 繼っ延 シ' 


ム 


士 

延 川 繼 


-」 


奈岡三 住 
津本好 


I  二 七 


ァ テコス ラレ テ怒 ル ノハ、 自分に サ ゥ云 

フ 匂が あるから だ。 答 曰ク、 泥棒 ヲシナ 

ケ レ バ 泥 摩 扱 ニサレ テモ腹 ハタ 、ナイ 力 


ハ 後から 脊中を どやす  一 

ハ 其 賠償と し て 後から 其脊中 を さする 

〇 ホ ゴス、 ネゴ サヌ事 

0 君 は gen.  case ヲ以テ p.  case ヲ律 セント スル。 僕ハ p. カラ g.  case ヲ^^！！リ出サ 

ゥ トス ル * 


〇 客 路靑山 外 行 舟 綠水前 

〇 源 水 看 花 人 幽林 採赌行 

〇 月從 山上 落 河 入 斗間撗 

〇 無心 到處禪 

〇 林 下僧 無事 江 淸日復 長 

〇 花 生 曉夢迷 蝴蝶 望 帝 春 心 託 

〇 香 消南國 美人 盡照人 東風 芳草 多 

〇 濃 喊覺來 鶯亂語 驚 殘好夢 無 尋處 


製本). 一 


昭和 四 年 十月  一 H 印刷 

昭和 四 年 十月 K 日發 行 
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